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人人文文学学類類にによよううここそそ  
 人文学類新入生のみなさん，ご入学おめでとう。 
 みなさんは，おおきな希望や期待，そして若干の不安をかかえながら金沢大学に入ってこられ

たことでしょう。これからはこの金沢大学人文学類がみなさんの新しい活動の場となります。と

は言っても，金沢大学はあくまでも「場所」にすぎません。そこでどのような学びをし，どのよ

うな人間関係を形成して，どのような「花」を咲かせていくのか，すべては，みなさんの主体的

で能動的な姿勢にかかっています。大学が授業や施設などを提供するのは当たり前ですが，それ

らはどこまでも素材であり，目的があって初めて素材は素材としての意味をもちます。人文学類

には７つのプログラムと２８の標準的履修モデルが用意されています。あなたは何を学ぶために

人文学類を選びましたか。どこに自分の最大の関心がありますか。プログラムに配属されるまで

の 1 年間，自らの目的をとことん問い直してみてください。そして，プログラムに進んだあとは，

教員，職員，先輩，同輩，後輩，いろいろな人との豊かな交わりを通じて，そして提供される様々

な素材を活用して，思う存分に自分の目的を実現していってください。そのとき，この『人文学

類ハンドブック』はみなさんにとって大切な指針となりますので，十分に熟読してください。 
 人文学とは，行動，思想，文化，歴史，言語，文学といった人間の多様な営みやその産物に現

代的視点から解釈を施し意味を与えて，普遍的な価値を考究するとともに新しい知を創出してい

く，人間探究の基礎的学問です。ただ，残念なことに，「社会のニーズ」や「時代のニーズ」とい

う尺度で測られるとき，人文学という学問は実用性に欠けるものとして，ともすれば消極的・否

定的な評価が与えられがちです。確かに，人文学を修めたからといって，それが就職活動や資格

取得に直ちに有利に働くということはあまりないかもしれません。しかし，みなさんには──人

文学を志したみなさんだからこそ──，実用性や効率性，経済性を求めるそのような社会や時代

のニーズという尺度だけでものを判断する人であってほしくないし，むしろそのような尺度を無

批判に受け容れることなくいったん相対化できる人であってほしいのです。 
 少し乱暴な分け方ですが，私たちが生き延び，生存するために必要な知識を与えてくれるのが

理系学問であるとすれば，その知識をふまえながらも「善き生とは」と問い続けるのが人文学だ

と言えます。生の基盤において，数量化不能で科学では扱うことのできない人間的な価値につい

ての知識がなくては，「生き延びのための知識」も私たちの「幸福」──他のものの手段とはなり

えない究極の生の目的──に資することはないでしょう。要するに，これは正しいのか，これは

美と言えるのか，善とは何か，という普遍的な人間的価値への不断の問いかけは，私たちの豊か

な生にとって不可避であり，人文学は人間に対する深い理解（本当の意味での「教養」）とそのよ

うな能動的な問いかけの姿勢を育てていくものなのです。 
 最後に一言。私たちは「関係」を生きる存在です。その意味では，孤立は人の本来的なあり方

とは言えません。問題に直面して一人思い悩むこともあるでしょう。しかし，その時には，抱え

込まないで周りの人に相談してみてください。親でも，友人でも，教員でも，カウンセラーでも

誰でもいいです。まず話してみましょう。自分一人では思いもつかなかった視点を示唆してもら

えるかもしれません。同じように，隣に悩んでいる人がいるときは，あなたが話しかけてあげて

ください。 
 大いに思索し，大いに読書し，大いに語り，大いに悩み，豊かな「関係」を作り上げ，充実し

た実りある大学生活をみなさんが送られることを祈念しています。 
 

金沢大学人間社会学域人文学類長   三浦 要  
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教教  員員  名名  簿簿  
学類長 三 浦  要 

  氏  名  研究室電話番号  FAX 番号    E メールアドレス    研究室番号 
心理学プログラム 

教 授 岡 田   努 264-5304 234-4072 tokada@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 307 

教 授 小 島 治 幸 264-5303 264-5362 hkojima@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 111 

教 授 谷 内   通 264-5305 264-5305 tohruta@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 213 

准教授 荒 木 友希子 264-5316 264-5362 yukikoa@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 206 

准教授

 
吉 村 

晋 平 

吉 村 晋 平     

現代社会・人間学プログラム 

教 授 中 島 弘 二 264-5331 264-5362 koji331@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 408 

教 授 三 浦   要 264-5769 264-5362 k-miura2@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 611 

教 授 轟      亮 264-5314 264-6003 todoro@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 310 

教 授 西 本 陽 一 264-5311 264-5362 yoichi@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 212 

准教授 岩 本 健 良 264-5309 264-5362 iwamot@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 207 

准教授 宇 根 義 己 264-5332 264-5362 une@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 407 

准教授 小 林 大 祐 264-5307 264-5362 dkobayashi@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 309 

准教授 佐々木   拓 264-5315 264-5362 tsasaki@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 311 

教 授 ＊田 邊      浩 264-5317 264-6002 tanabeh@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 214 

教 授 ＊山 本 英 輔 264-5545  eisukey@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 5 3514 

准教授 ＊青 木 賢 人 264-5330 264-5362 kentaoki@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 402 

考古学・文化資源学プログラム 

教 授 森 雅 秀 264-5313 264-5362 abhaya@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 313 

教 授 中 村 慎 一 264-5327 264-5362 shenyi@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 410 

教 授 足 立 拓 朗 264-5328 264-5362 mppnb@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 409 

教 授 河 合   望 264-5859 264-5362 nozomu.kawai@staff.kanazawa-u.ac.

jp 

人社 1 605 

准教授 矢 口 直 道 264-5312 264-5362 nyaguchi@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 312 

准教授 菅 原 裕 文 264-5350 264-5362 h.suga0616@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 612 

助 教 神 谷 嘉 美 264-6041  y-kamiya@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 3 1427 

助 教 覺 張 隆 史 264-6179  gakuhari@staff.kanazawa-u.ac.jp   人社 3 1414 

教 授 ＊中 村 誠 一 264-5347 264-5362 sntikal@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 615 

歴史学プログラム 

教 授 安 部 聡一郎 264-5893 264-536

2 

soichiro@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 113 

教 授 能 川 泰 治 264-5306 264-536

2 

ysnogawa@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 308 

教 授 平 瀬 直 樹 264-5322 264-536

2 

hirase@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 304 

教 授 古 市 大 輔 264-5323 264-536

2 

dfuruic@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 315 

教 授 根 津 由喜夫 264-5326 264-536

2 

ynezu@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 412 

教 授 田 中 俊 之 264-5951 264-536

2 

ttanaka@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 209 

准教授 吉 永 匡 史 264-5324 264-536

2 

m-yoshinaga@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 303 

准教授 堀 内 隆 行 264-5325 264-536

2 

hrchtkyk@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1  411 

教 授 ＊古 畑   徹 264-5767 264-599

8 

tfuruhat@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 4 4321 

准教授 ＊上 田 長 生 264-5321 264-536

2 

h-ueda@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 314 

＊は，準専任を表す。 
建物表記は以下のとおり。 
人社 1：人間社会 1 号館，人社 4：人間社会 4 号館，人社 5：人間社会 5 号館  



学 習 計 画 に つ い て 
㸯．ᤵᴗ⛉┠ࡢ㓄ศについて 

卒業ཬび学位取得に必要な単位は，下の表のとおりです。ඹ㏻教育科目と専門教育科目の中から必

要な単位を修得しなければなりまࡏん。ඹ㏻教育の単位の修得については，「ඹ㏻教育科目履修᱌内」

に詳しく説᫂されています。୧科目とも１年次から㓄⨨されていますが，ඹ㏻教育科目は 1 年次を中

心としたప学年で，専門教育科目は 2 年生以㝆の㧗学年で修得するよう㓄⨨されています。 
 

 
学 年 授業科目の㓄⨨ 

4 年 
ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠ 

学域㹅㹑科目   

学域㹅㹑ゝ語科目 

専門基礎科目   

ඹ㏻ᩍ⫱⛉┠           専門科目 

導ධ科目              （教⫋科目） 
㹅㹑科目（㸳⩌） 
㹅㹑ゝ語科目 
自由履修科目 
ึ習ゝ語科目 

ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠ 

学域㹅㹑科目 
学域㹅㹑ゝ語科目 
専門基礎科目 
専門科目 

（教⫋科目） 

3 年 

2 年 

1 年 

 
㸰．ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠࡜ඹ㏻ᩍ⫱⛉┠ࡢ㛵㐃について 

人文学類の単位修得要௳は，下のู表➨１にあるとおりです。 
 ู表➨１ 単位修得要௳ 

༊       分 修得す࡭き単位ᩘཬび᮲௳ 

ඹ 

㏻ 
教 

育 

科 

目 

導 ධ 科 目 

38 単位 
以上 

大学・社会生ά論   1 単位 

30 単位 
以上 

ึ学⪅࣑ࢮⅠ     1 単位 
データサイエンス基礎 1 単位 
地域概論       1 単位 

㹅 㹑 科 目 （ 5 ⩌ ） 
各⩌から 3 単位  計 15 単位 
（㹅㹑科目㸱㸿 ࢮࣞࣉン・ディ࣋ート論（ึ学

 （Ⅱ）は必修࣑ࢮ⪅

㹅 㹑 ゝ 語 科 目 TOEIC ‽ഛコース 4 単位，EAP コース 4 単位 
自  由  履  修  科  目 ͤ 1 3 単位以上 
基 礎 科 目  
ึ 習 ゝ 語 科 目 1 ゝ語 8 単位以上 

専 

門 

教 

育 

科 

目 

学 域 㹅 㹑 科 目 

86 単位 
以上 

2 単位 
学 域 㹅 㹑 ゝ 語 科 目 2 科目 2 単位 

専 門 基 礎 科 目 
（ 人 文 学 基 ┙ 科 目 ） 

「人文学ᗎ説 A・B・C・D」4 単位をྵࡴ 16 単位以上を必ࡎ履

修すること。 

専 門 科 目 

「卒業論文演習㸿」1 単位，「卒業論文演習㹀」1 単位，「卒業論文

演習 C」1 単位，「卒業論文演習 D」1 単位，「卒業論文」6 単位を

必ࡎ履修すること。また，これら 10 単位に加えて，各ࣉロࢢラ࣒

で指定する専門科目 56 単位以上の履修が必要。ͤ2 

卒業に必要な単位ᩘ 124 単位以上 
ͤ1 ඹ㏻教育科目における自由履修科目は，㹅㹑科目，基礎科目およびึ習ゝ語科目の最ప修得要௳を㉸えて修得

した科目，୪びにその௚のඹ㏻教育科目（導ධ科目ཬび㹅㹑ゝ語科目を㝖く）を指します。 
ͤ2 教⫋චチを取得するために必要な「教育の基礎的理解に関する科目等」や「各教科の指導法」の単位は，卒業

要௳にྵまれまࡏんので，༑分にὀពして下さい。  

- 1 -

    Ặ  ྡ  研究ᐊ㟁ヰ␒ྕ  FAX ␒ྕ E ࣓ーࣝ࢔ドࣞス            研究ᐊ␒ྕ 
᪥ᮏ࣭୰ᅜゝㄒᩥ໬Ꮫプログラム 
教 授 㧗 ᒣ 知 ᫂ 264-5336 264-5362 tomotaka@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 508 

教 授 ᮡ ᒣ Ḡ ஓ 264-5337 264-5362 kinkin-s@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1  610 

講 ᖌ 加 ⣡ ᕼ ⨾ 264-5876 264-5362 nkano@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1  513 

教 授 㸨上 ⏣   望

み 
264-5877 264-5362 nueda@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 511 

教 授 㸨亓     ⳹ 264-5349 264-5362  人社 1 603 

෸教授 㸨㣤 ᓥ   ὒ 264-5540  h-iijima@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 5 3416  

Ḣ⡿ゝㄒᩥ໬Ꮫプログラム 

教 授 ᇼ ⏣ ඃ Ꮚ 264-5343 264-5362 horitay@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 618 

教 授 㜰 上 るりᏊ 264-5342 264-5362 sakagam@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 619 

教 授 ᒾ ὠ   ⯟ 264-5310 264-5362 iwatsu@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 620 

෸教授 బ ⸨ 文 ᙪ 264-5346 264-5362 satof@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 614 

 ෸教授 ῰ ㇂ Ⰻ 方 264-5344 264-5362 y.shibuya@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 617 

෸教授  す 出 ె 代 264-5348 264-5362 knishide@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 616 

講 ᖌ ᐑ  ⃝  ඃ  ᶞ 264-5339 264-5362 ymiyazawa@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 622 

教 授 㸨ᚿ ᮧ   ᜨ 264-5345 264-5362 mshimura@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 613 

教 授 㸨⢑ ㇂ 㞝 ୍ 264-5351 234-4064 ykasuya@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 5 3523 

講  ᖌ 㸨テーࣞン ティࣔ 264-5867 264-5362 thelen@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 606 

ゝㄒ⛉Ꮫプログラム 

教 授 ධ Ụ ᾈ ྖ 264-5353 264-6006 iriek@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 624 

教 授 新 ⏣ 哲 ኵ 264-5878 264-5362 tnitta@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1 621 

෸教授 Ᏻ Ọ 大 地 264-5359 264-5362 daichi.y@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1  623 

ຓ 教 Ⳣ ἟ ೺ኴ㑻 264-5357  suganumak@staff.kanazawa-u.ac.jp 人社 1  604 

 
㸨は，‽専௵を表す。 
ᘓ≀表グは以下のとおり。 
人社 1㸸人間社会 1 ྕ㤋，人社 4㸸人間社会 4 ྕ㤋，人社 5㸸人間社会 5 ྕ㤋 
 

  



２年次以㝆，各ࣉロࢢラ࣒にᡤᒓすることになり，必要な単位の内容もࣉロࢢラࡈ࣒とに␗なりま

す。ᕼ望するࣉロࢢラ࣒の専門科目のことも⪃៖にධれながら，１年次より計画的に単位修得ができ

るよう学習計画をたてる必要があります。 
 専門教育科目のなかの「学域㹅㹑科目」は，ᚋᥖの「ࣉロࢢラู࣒履修科目୍ぴと教育方㔪・履修

上のὀព」の表に「学域㹅㹑科目」と表♧されている科目⩌から２単位を修得する必要があります。

また，「学域㹅㹑ゝ語科目」も２単位を修得しなければなりまࡏん。 
 
学域㹅㹑科目について 
 学域㹅㹑科目は，ඹ㏻教育科目の㹅㹑科目とྠࡌように㔠ἑ大学㸺ࢢローࣝࣂ㸼スタンࢲード

（KUGS）にᑐᛂして開講する専門教育科目で，主に１年次ᚋᮇ（㹏㸱・㹏㸲），２年次๓ᮇ（㹏１・

㹏２）に開講します。」ᩘ開講されている中から計２単位以上を㑅ᢥして修得する必要があります。 
 なお，本学類では２単位を㉸えて修得した学域㹅㹑科目単位は「㑅ᢥ科目」に⟬ධされます。 

 また，学域㹅㹑科目は，ࢩステ࣒ᢳ㑅ᑐ㇟科目となります。履修Ⓩ㘓ᮇ間内のⓏ㘓⪅ᩘが各科目の

適ṇ人ᩘ（受講上㝈ᩘ）を㉸えたሙྜ，履修Ⓩ㘓ᮇ間終஢ᚋに，ඹ㏻教育科目とྠࡌくࢩステ࣒によ

りᢳ㑅が行われます。 履修Ⓩ㘓⿵ṇᮇ間になるとᢳ㑅結果をインターࢿットで☜認できますので，履

修がチྍされなかったሙྜや履修Ⓩ㘓を間㐪えたሙྜは，⿵ṇを行ってください。なお，操作方法等

はඹ㏻教育科目のࢩステ࣒ᢳ㑅ᑐ㇟科目とྠࡌです。 

 
学域㹅㹑ゝ語科目について 
 学域㹅㹑ゝ語科目は，人間社会学域専門教育科目の基礎的な内容を英語でヰし，書き，発表するこ

とができるようになること，ࡦいては様々な実践的英語力を身につけᾏ外␃学ᕼ望⪅の専門的な英語

力のᗏ上げを図ることを目的とした専門教育科目です。主に２年次ᚋᮇ（㹏㸱，㹏㸲）に開講します。

「学域㹅㹑ゝ語科目Ⅰ（１単位）」ཬび「学域㹅㹑ゝ語科目Ⅱ（１単位）」を１単位ࡎつ計２単位以上

修得する必要があります。 
なお，学域㹅㹑ゝ語科目は単位の重」履修が認められています（時間๭がྠࡌ時㝈の科目履修は୙ྍ） 
本学類では２単位を㉸えて修得した学域㹅㹑ゝ語科目の単位は，2 単位まで「㑅ᢥ科目」に⟬ධされ

ます。 
 また，授業による履修のほか，以下ձ～ճの方法での単位修得もྍ能です。詳細はᥖ♧等で᱌内します。 
 
ձ外㒊᳨定ヨ験による単位認定 

外㒊᳨定ヨ験でᡤ定のスコ࢔や成⦼を得た⪅は，⏦ㄳにより，学域㹅㹑ゝ語科目の単位認定を受け

ることができます。 
 
 
 
 
 
ᑐ㇟となる外㒊᳨定ヨ験等は次㡫のとおりです。 

ヨ験ྡ 
スコ࢔等成⦼ 

認定単位 
国㝿学類 ᕥグ以外

の㸳学類 
TOEIC（Listening & Reading Test） 
TOEIC（Listening & Reading IP Test） 
TOEFL iBT 
TOEFL-ITP 
IELTS 

780 以上 
780 以上 
83 以上 

550 以上 
6.0 以上 

630 以上 
630 以上 
64 以上 

513 以上 
5.5 以上 

「学域 GS ゝ語科目Ⅰ・Ⅱ」 
2 単位 

ͤ単位認定についての␃ព஦㡯 
・ 成⦼ホ౯は「認定」となります。 
・ 認定された科目は GPA（66 ページを参照）⟬出のᑐ㇟外となります。 
・ 認定単位ᩘは，ク࢛ーターで定められた上㝈単位ᩘにはྵめまࡏん。 
・ 本ไ度による「学域 GS ゝ語科目」認定単位は 2 単位を㝈度とします。「学域 GS ゝ語科目Ⅰ・

Ⅱ」のうࡕ，᪤にどࡕらか 1 単位を修得しているሙྜは，ᮍ修得のṧりの 1 単位分を認定します。 
 
ղὴ㐵␃学やᾏ外研修による単位修得方法 
㸺ὴ㐵␃学（本学との஺ὶ༠定に基づく外国の大学࡬の␃学）㸼 
  ␃学先大学で修得した科目のࢩラࣂスの内容により，「学域 GS ゝ語科目」に㝈らࡎ，その௚の専

門教育科目やඹ㏻教育科目඲⯡が認定のᑐ㇟科目となります。⏦ㄳをᕼ望するሙྜは，ὴ㐵␃学๓

に人間社会系஦ົ㒊学生課࡬┦ㄯしてください。 
㸺ὴ㐵␃学以外のᾏ外研修㸼 
  本学域各学類提供のᾏ外研修ࣉロࢢラ࣒や国㝿ᶵᵓ࣍ー࣒ページᥖ㍕の各✀ࣉロࢢラ࣒でのᾏ外

研修を行ったሙྜ，当該ࣉロࢢラ࣒でつ定される授業科目単位（学域 GS ゝ語科目以外の授業科目

もあります）の修得がྍ能です。詳細はᥖ♧等で᱌内します。 
 
ճ㔠ἑ大学 ELP  ンター提供科目による単位修得方法ࢭ

タフツ大学 ELP ンターが提供する科目を履修することによって「学域ࢭ GS ゝ語科目」の単位を修

得することができます。詳細はᥖ♧等で᱌内します。 
 
㸱．ⱥㄒࡢእ㒊᳨ᐃヨ㦂ཷ㦂⩏ົ໬について 

 社会のࢢローࣝࣂ化がᛴ㏿に㐍ࡴなか，本学では，さまࡊまなሙでࢢローࣝࣂにά㌍できる㧗度人

ᮦ育成のため，「ᚭᗏした国㝿化による，ࢢローࣝࣂ社会を≌ᘬする人ᮦ育成と㔠ἑ大学ブランドの☜

立」をテーマに各✀取⤌を㐍めています。 

 そうした取⤌の୍つとして，本学では英語の外㒊᳨定ヨ験受験を義ົ化しており，人間社会学域学

生は，最ప２ᅇの受験が必要となります。 

 

１ᅇ目の受験͐１年次に GS ゝ語科目「TOEIC ‽ഛ」において TOEIC テストに必要な英語能力向上を

はかり，大学が実施する TOEIC-IP テストを➨㸲ク࢛ーターに受験。 

２ᅇ目の受験͐専門教育科目「学域 GS ゝ語科目」において人間社会学域にඹ㏻する基礎的な英語力

を身につけ，෌度英語の外㒊᳨定ヨ験（TOEIC 以外もྍ，詳細は次㡫参照）を受験。 
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２年次以㝆，各ࣉロࢢラ࣒にᡤᒓすることになり，必要な単位の内容もࣉロࢢラࡈ࣒とに␗なりま

す。ᕼ望するࣉロࢢラ࣒の専門科目のことも⪃៖にධれながら，１年次より計画的に単位修得ができ

るよう学習計画をたてる必要があります。 
 専門教育科目のなかの「学域㹅㹑科目」は，ᚋᥖの「ࣉロࢢラู࣒履修科目୍ぴと教育方㔪・履修

上のὀព」の表に「学域㹅㹑科目」と表♧されている科目⩌から２単位を修得する必要があります。

また，「学域㹅㹑ゝ語科目」も２単位を修得しなければなりまࡏん。 
 
学域㹅㹑科目について 
 学域㹅㹑科目は，ඹ㏻教育科目の㹅㹑科目とྠࡌように㔠ἑ大学㸺ࢢローࣝࣂ㸼スタンࢲード

（KUGS）にᑐᛂして開講する専門教育科目で，主に１年次ᚋᮇ（㹏㸱・㹏㸲），２年次๓ᮇ（㹏１・

㹏２）に開講します。」ᩘ開講されている中から計２単位以上を㑅ᢥして修得する必要があります。 
 なお，本学類では２単位を㉸えて修得した学域㹅㹑科目単位は「㑅ᢥ科目」に⟬ධされます。 

 また，学域㹅㹑科目は，ࢩステ࣒ᢳ㑅ᑐ㇟科目となります。履修Ⓩ㘓ᮇ間内のⓏ㘓⪅ᩘが各科目の

適ṇ人ᩘ（受講上㝈ᩘ）を㉸えたሙྜ，履修Ⓩ㘓ᮇ間終஢ᚋに，ඹ㏻教育科目とྠࡌくࢩステ࣒によ

りᢳ㑅が行われます。 履修Ⓩ㘓⿵ṇᮇ間になるとᢳ㑅結果をインターࢿットで☜認できますので，履

修がチྍされなかったሙྜや履修Ⓩ㘓を間㐪えたሙྜは，⿵ṇを行ってください。なお，操作方法等

はඹ㏻教育科目のࢩステ࣒ᢳ㑅ᑐ㇟科目とྠࡌです。 

 
学域㹅㹑ゝ語科目について 
 学域㹅㹑ゝ語科目は，人間社会学域専門教育科目の基礎的な内容を英語でヰし，書き，発表するこ

とができるようになること，ࡦいては様々な実践的英語力を身につけᾏ外␃学ᕼ望⪅の専門的な英語

力のᗏ上げを図ることを目的とした専門教育科目です。主に２年次ᚋᮇ（㹏㸱，㹏㸲）に開講します。

「学域㹅㹑ゝ語科目Ⅰ（１単位）」ཬび「学域㹅㹑ゝ語科目Ⅱ（１単位）」を１単位ࡎつ計２単位以上

修得する必要があります。 
なお，学域㹅㹑ゝ語科目は単位の重」履修が認められています（時間๭がྠࡌ時㝈の科目履修は୙ྍ） 
本学類では２単位を㉸えて修得した学域㹅㹑ゝ語科目の単位は，2 単位まで「㑅ᢥ科目」に⟬ධされ

ます。 
 また，授業による履修のほか，以下ձ～ճの方法での単位修得もྍ能です。詳細はᥖ♧等で᱌内します。 
 
ձ外㒊᳨定ヨ験による単位認定 

外㒊᳨定ヨ験でᡤ定のスコ࢔や成⦼を得た⪅は，⏦ㄳにより，学域㹅㹑ゝ語科目の単位認定を受け

ることができます。 
 
 
 
 
 
ᑐ㇟となる外㒊᳨定ヨ験等は次㡫のとおりです。 

ヨ験ྡ 
スコ࢔等成⦼ 

認定単位 
国㝿学類 ᕥグ以外

の㸳学類 
TOEIC（Listening & Reading Test） 
TOEIC（Listening & Reading IP Test） 
TOEFL iBT 
TOEFL-ITP 
IELTS 

780 以上 
780 以上 
83 以上 

550 以上 
6.0 以上 

630 以上 
630 以上 
64 以上 

513 以上 
5.5 以上 

「学域 GS ゝ語科目Ⅰ・Ⅱ」 
2 単位 

ͤ単位認定についての␃ព஦㡯 
・ 成⦼ホ౯は「認定」となります。 
・ 認定された科目は GPA（66 ページを参照）⟬出のᑐ㇟外となります。 
・ 認定単位ᩘは，ク࢛ーターで定められた上㝈単位ᩘにはྵめまࡏん。 
・ 本ไ度による「学域 GS ゝ語科目」認定単位は 2 単位を㝈度とします。「学域 GS ゝ語科目Ⅰ・

Ⅱ」のうࡕ，᪤にどࡕらか 1 単位を修得しているሙྜは，ᮍ修得のṧりの 1 単位分を認定します。 
 
ղὴ㐵␃学やᾏ外研修による単位修得方法 
㸺ὴ㐵␃学（本学との஺ὶ༠定に基づく外国の大学࡬の␃学）㸼 
  ␃学先大学で修得した科目のࢩラࣂスの内容により，「学域 GS ゝ語科目」に㝈らࡎ，その௚の専

門教育科目やඹ㏻教育科目඲⯡が認定のᑐ㇟科目となります。⏦ㄳをᕼ望するሙྜは，ὴ㐵␃学๓

に人間社会系஦ົ㒊学生課࡬┦ㄯしてください。 
㸺ὴ㐵␃学以外のᾏ外研修㸼 
  本学域各学類提供のᾏ外研修ࣉロࢢラ࣒や国㝿ᶵᵓ࣍ー࣒ページᥖ㍕の各✀ࣉロࢢラ࣒でのᾏ外

研修を行ったሙྜ，当該ࣉロࢢラ࣒でつ定される授業科目単位（学域 GS ゝ語科目以外の授業科目

もあります）の修得がྍ能です。詳細はᥖ♧等で᱌内します。 
 
ճ㔠ἑ大学 ELP  ンター提供科目による単位修得方法ࢭ

タフツ大学 ELP ンターが提供する科目を履修することによって「学域ࢭ GS ゝ語科目」の単位を修

得することができます。詳細はᥖ♧等で᱌内します。 
 
㸱．ⱥㄒࡢእ㒊᳨ᐃヨ㦂ཷ㦂⩏ົ໬について 

 社会のࢢローࣝࣂ化がᛴ㏿に㐍ࡴなか，本学では，さまࡊまなሙでࢢローࣝࣂにά㌍できる㧗度人

ᮦ育成のため，「ᚭᗏした国㝿化による，ࢢローࣝࣂ社会を≌ᘬする人ᮦ育成と㔠ἑ大学ブランドの☜

立」をテーマに各✀取⤌を㐍めています。 

 そうした取⤌の୍つとして，本学では英語の外㒊᳨定ヨ験受験を義ົ化しており，人間社会学域学

生は，最ప２ᅇの受験が必要となります。 

 

１ᅇ目の受験͐１年次に GS ゝ語科目「TOEIC ‽ഛ」において TOEIC テストに必要な英語能力向上を

はかり，大学が実施する TOEIC-IP テストを➨㸲ク࢛ーターに受験。 

２ᅇ目の受験͐専門教育科目「学域 GS ゝ語科目」において人間社会学域にඹ㏻する基礎的な英語力

を身につけ，෌度英語の外㒊᳨定ヨ験（TOEIC 以外もྍ，詳細は次㡫参照）を受験。 
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 上グ２ᅇ目の英語の外㒊᳨定ヨ験受験は，下表のとおり，本学類では必修の人文学基┙科目である

「人文学ᗎ説 A」の単位認定要௳の୍㒊となります（人文学ᗎ説 A を授業してྜ格となる成⦼を収めて

いても，２ᅇ目の英語外㒊᳨定ヨ験を受けるまで単位の発行がಖ␃されます）。このため，２ᅇ目の英

語外㒊᳨定ヨ験を受験しないと卒業ができまࡏんので，早めに２ᅇの外㒊᳨定ヨ験を受験して下さい。

詳細については，ูにᥖ♧等でお知らࡏします。 

 

࠙２ᅇ目の英語の外㒊᳨定ヨ験の取ᢅいࠚ 

取ᢅい 
受験時ᮇ 
（᥎ዡ） 

ᑐ㇟外㒊᳨定ヨ験 受験ච㝖⪅ 

受験することが「人文
学ᗎ説 A」の単位認定
要௳の୍㒊となりま
す 

２年次以㝆 

・TOEIC බ開テスト 
・TOEIC-IP 
・TOEFL-iBT 
・TOEFL-ITP 
・IELTS 
・GTEC 
・BLUTS 

・ TOEFL-iBT 80 以 上 ，
TOEFL-ITP 550 以上，IELTS 
6.0以上，TOEIC 760 以上の
スコ࢔を᭷する⪅ 
・大学が定める英語ᅪを国
⡠とする⪅ 

 
㸲．ࠕேᩥᏛᇶ┙⛉┠ࠖについて 

 「人文学基┙科目」は，人文学類生が，人文諸学の基礎的な知識や方法論を学んで人文学的教養を

幅広く身につけるために設定された科目⩌です。人文学類生はす࡭て，㓄ᒓされるࣉロࢢラ࣒に関わ

りなく，この「人文学基┙科目」⩌のうࡕ「人文学ᗎ説 A，B，C，D」計 4 単位を必ࡎ履修するとと

もに，ṧりの科目から自分の関心にしたがって計 12 単位以上（ྜ計 16 単位以上）を履修してくださ

い。 
 なお，ࣉロࢢラ࣒（およびᶆ‽的履修ࣔデࣝ）によっては特に履修が᥎ዡされている科目がありま

すので，詳細は各ࣉロࢢラ࣒の概要説᫂で☜認してください。「人文学基┙科目」は下の表の㏻りです。

ᑐ㇟学年が 1 年生からとなっているものは 1 年次から受講ྍ能です。 
人文学基┙科目 単位 ᑐ㇟学年 人文学基┙科目 単位 ᑐ㇟学年 

人文学ᗎ説㸿（必修） 1 1〜4 年 ໭㝣の⪃ྂ学 1 2〜4 年 

人文学ᗎ説㹀（必修） 1 1〜4 年 ᐀教ⱁ⾡論 1 2〜4 年 

人文学ᗎ説㹁（必修） 1 1〜4 年 イ࣓ージを読み解く 1 2〜4 年 

人文学ᗎ説㹂（必修） 1 1〜4 年 ࢢローࣄࣝࣂストリー 1 2〜4 年 

現代社会・人間学ධ門 1 1〜4 年 Ṕྐ学と現在１ 1 1〜4 年 

哲学のጞ※ 1 1〜4 年 Ṕྐ学と現在２ 1 1〜4 年 

社会᝟報学 A 1 1〜4 年 日本語学講義１ 1 2〜4 年 

社会᝟報学 B 1 1〜4 年 日本の≀語と語り≀ 1 2〜4 年 

ジ࢙ンࢲーと社会 A 1 1〜4 年 日本文学の㏆代 1 2〜4 年 

ジ࢙ンࢲーと社会 B 1 1〜4 年 日本文学と࣓ディ4〜2 1 ࢔ 年 

知ぬ・認知心理学 A 1 2〜4 年 中国のゝ語文化㸿 1 2〜4 年 

知ぬ・認知心理学 B 1 2〜4 年 中国のゝ語文化㹀 1 2〜4 年 

学習・ゝ語心理学 A 1 2〜4 年 ゝ語研究ධ門 1 2〜4 年 

学習・ゝ語心理学 B 1 2〜4 年 文学研究ධ門 1 2〜4 年 

ឤ᝟・人格心理学 A 1 2〜4 年 比較文学ධ門 1 2〜4 年 

ឤ᝟・人格心理学 B 1 2〜4 年 ゝ語認知科学ධ門 1 2〜4 年 

ྂ代文᫂論 1 2〜4 年 ̿ ̿ ̿ 

 
５．プログラムについて 

１年次には，ඹ㏻教育科目や１年生用に開講される専門教育科目を履修しますが，２年次からは各

の専門科目を中心に学ぶことになります。人文学類におかれ࣒ラࢢロࣉにᡤᒓして，ᡤᒓ࣒ラࢢロࣉ

ているࣉロࢢラ࣒は以下の㸵ࣉロࢢラ࣒です。 
 

 学生受ධ適ṇ上㝈表ู࣒ラࢢロࣉ

学域 学類 
（୍学年定員） ࣉロࢢラ࣒ 適ṇ上㝈ᩘ ᶆ‽的履修ࣔデࣝ 

人間社会学域 人文学類 
（145） 

心理学ࣉロࢢラ20 ࣒ 心理学 
බ認心理ᖌ取得 

現代社会・人間学ࣉロࢢラ35 ࣒ 

哲学・倫理学 
社会学 
地理学 
文化人類学 
ᛂ用倫理学 
現代社会論 

⪃ྂ学・文化資※学ࣉロࢢラ30 ࣒ 

⪃ྂ学 
文化資※学 
文化㑇⏘学 
比較文化学 
⨾⾡ྐ・ᘓ⠏ྐ学 
᐀教学・民಑学 

Ṕྐ学ࣉロࢢラ46 ࣒ 
日本ྐ 
ᮾὒྐ 
すὒྐ 

日本・中国ゝ語文化学ࣉロࢢラ32 ࣒ 

日本語学日本文学 
中国語学中国文学 
日本・中国ゝ語文化学総ྜ 
比較文学 

Ḣ⡿ゝ語文化学ࣉロࢢラ34 ࣒ 

英語学英⡿文学 
ドイツ語学ドイツ文学 
フランス語学フランス文学 
ᑐ照ゝ語学 
比較文学 

ゝ語科学ࣉロࢢラ15 ࣒ ゝ語学 
ゝ語認知科学 

 
上の表の中で「適ṇ上㝈」としてあるのは，そのࣉロࢢラ࣒が受けධれることのできる１学年の学

生ᩘで，各ࣉロࢢラ࣒の専門教育を෇⁥に行うために設定されたものです。ᚿ望⪅がこの上㝈を㉸え

ない㝈り，ᚿ望㏻りのࣉロࢢラ࣒に㐍ࡴことができますが，適ṇ上㝈ᩘを㉸えたሙྜには，➨１学年

ᮎに➨１学年➨１～㸲ク࢛ーターの GPA（66 ページを参照）により㑅⪃を行い，結果によっては➨２

ᚿ望以下のࣉロࢢラ࣒に㐍ࡴことになります。ただし，各ࣉロࢢラ࣒の 3～4 年生の在⡠ᩘのྜ計（␃

年生をྵࡴ）が各学年の適ṇ上㝈ᩘのྜ計を下ᅇるሙྜは，定められた適ṇ上㝈ᩘのࣉラス 10㸣を㝈

度として，当該ࣉロࢢラ࡬࣒の㓄ᒓᕼ望⪅を受けධれます。㑅⪃においては，修得単位ᩘが 28 単位以

上（修得単位ᩘにはホ౯がྜྰの科目ཬび教⫋科目をྵࡴ）の⪅をඃ先してGPA㡰の㑅⪃を行います。
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 上グ２ᅇ目の英語の外㒊᳨定ヨ験受験は，下表のとおり，本学類では必修の人文学基┙科目である

「人文学ᗎ説 A」の単位認定要௳の୍㒊となります（人文学ᗎ説 A を授業してྜ格となる成⦼を収めて

いても，２ᅇ目の英語外㒊᳨定ヨ験を受けるまで単位の発行がಖ␃されます）。このため，２ᅇ目の英

語外㒊᳨定ヨ験を受験しないと卒業ができまࡏんので，早めに２ᅇの外㒊᳨定ヨ験を受験して下さい。

詳細については，ูにᥖ♧等でお知らࡏします。 

 

࠙２ᅇ目の英語の外㒊᳨定ヨ験の取ᢅいࠚ 

取ᢅい 
受験時ᮇ 
（᥎ዡ） 

ᑐ㇟外㒊᳨定ヨ験 受験ච㝖⪅ 

受験することが「人文
学ᗎ説 A」の単位認定
要௳の୍㒊となりま
す 

２年次以㝆 

・TOEIC බ開テスト 
・TOEIC-IP 
・TOEFL-iBT 
・TOEFL-ITP 
・IELTS 
・GTEC 
・BLUTS 

・ TOEFL-iBT 80 以 上 ，
TOEFL-ITP 550 以上，IELTS 
6.0以上，TOEIC 760 以上の
スコ࢔を᭷する⪅ 
・大学が定める英語ᅪを国
⡠とする⪅ 

 
㸲．ࠕேᩥᏛᇶ┙⛉┠ࠖについて 

 「人文学基┙科目」は，人文学類生が，人文諸学の基礎的な知識や方法論を学んで人文学的教養を

幅広く身につけるために設定された科目⩌です。人文学類生はす࡭て，㓄ᒓされるࣉロࢢラ࣒に関わ

りなく，この「人文学基┙科目」⩌のうࡕ「人文学ᗎ説 A，B，C，D」計 4 単位を必ࡎ履修するとと

もに，ṧりの科目から自分の関心にしたがって計 12 単位以上（ྜ計 16 単位以上）を履修してくださ

い。 
 なお，ࣉロࢢラ࣒（およびᶆ‽的履修ࣔデࣝ）によっては特に履修が᥎ዡされている科目がありま

すので，詳細は各ࣉロࢢラ࣒の概要説᫂で☜認してください。「人文学基┙科目」は下の表の㏻りです。

ᑐ㇟学年が 1 年生からとなっているものは 1 年次から受講ྍ能です。 
人文学基┙科目 単位 ᑐ㇟学年 人文学基┙科目 単位 ᑐ㇟学年 

人文学ᗎ説㸿（必修） 1 1〜4 年 ໭㝣の⪃ྂ学 1 2〜4 年 

人文学ᗎ説㹀（必修） 1 1〜4 年 ᐀教ⱁ⾡論 1 2〜4 年 

人文学ᗎ説㹁（必修） 1 1〜4 年 イ࣓ージを読み解く 1 2〜4 年 

人文学ᗎ説㹂（必修） 1 1〜4 年 ࢢローࣄࣝࣂストリー 1 2〜4 年 

現代社会・人間学ධ門 1 1〜4 年 Ṕྐ学と現在１ 1 1〜4 年 

哲学のጞ※ 1 1〜4 年 Ṕྐ学と現在２ 1 1〜4 年 

社会᝟報学 A 1 1〜4 年 日本語学講義１ 1 2〜4 年 

社会᝟報学 B 1 1〜4 年 日本の≀語と語り≀ 1 2〜4 年 

ジ࢙ンࢲーと社会 A 1 1〜4 年 日本文学の㏆代 1 2〜4 年 

ジ࢙ンࢲーと社会 B 1 1〜4 年 日本文学と࣓ディ4〜2 1 ࢔ 年 

知ぬ・認知心理学 A 1 2〜4 年 中国のゝ語文化㸿 1 2〜4 年 

知ぬ・認知心理学 B 1 2〜4 年 中国のゝ語文化㹀 1 2〜4 年 

学習・ゝ語心理学 A 1 2〜4 年 ゝ語研究ධ門 1 2〜4 年 

学習・ゝ語心理学 B 1 2〜4 年 文学研究ධ門 1 2〜4 年 

ឤ᝟・人格心理学 A 1 2〜4 年 比較文学ධ門 1 2〜4 年 

ឤ᝟・人格心理学 B 1 2〜4 年 ゝ語認知科学ධ門 1 2〜4 年 

ྂ代文᫂論 1 2〜4 年 ̿ ̿ ̿ 

 
５．プログラムについて 

１年次には，ඹ㏻教育科目や１年生用に開講される専門教育科目を履修しますが，２年次からは各

の専門科目を中心に学ぶことになります。人文学類におかれ࣒ラࢢロࣉにᡤᒓして，ᡤᒓ࣒ラࢢロࣉ

ているࣉロࢢラ࣒は以下の㸵ࣉロࢢラ࣒です。 
 

 学生受ධ適ṇ上㝈表ู࣒ラࢢロࣉ

学域 学類 
（୍学年定員） ࣉロࢢラ࣒ 適ṇ上㝈ᩘ ᶆ‽的履修ࣔデࣝ 

人間社会学域 人文学類 
（145） 

心理学ࣉロࢢラ20 ࣒ 心理学 
බ認心理ᖌ取得 

現代社会・人間学ࣉロࢢラ35 ࣒ 

哲学・倫理学 
社会学 
地理学 
文化人類学 
ᛂ用倫理学 
現代社会論 

⪃ྂ学・文化資※学ࣉロࢢラ30 ࣒ 

⪃ྂ学 
文化資※学 
文化㑇⏘学 
比較文化学 
⨾⾡ྐ・ᘓ⠏ྐ学 
᐀教学・民಑学 

Ṕྐ学ࣉロࢢラ46 ࣒ 
日本ྐ 
ᮾὒྐ 
すὒྐ 

日本・中国ゝ語文化学ࣉロࢢラ32 ࣒ 

日本語学日本文学 
中国語学中国文学 
日本・中国ゝ語文化学総ྜ 
比較文学 

Ḣ⡿ゝ語文化学ࣉロࢢラ34 ࣒ 

英語学英⡿文学 
ドイツ語学ドイツ文学 
フランス語学フランス文学 
ᑐ照ゝ語学 
比較文学 

ゝ語科学ࣉロࢢラ15 ࣒ ゝ語学 
ゝ語認知科学 

 
上の表の中で「適ṇ上㝈」としてあるのは，そのࣉロࢢラ࣒が受けධれることのできる１学年の学

生ᩘで，各ࣉロࢢラ࣒の専門教育を෇⁥に行うために設定されたものです。ᚿ望⪅がこの上㝈を㉸え

ない㝈り，ᚿ望㏻りのࣉロࢢラ࣒に㐍ࡴことができますが，適ṇ上㝈ᩘを㉸えたሙྜには，➨１学年

ᮎに➨１学年➨１～㸲ク࢛ーターの GPA（66 ページを参照）により㑅⪃を行い，結果によっては➨２

ᚿ望以下のࣉロࢢラ࣒に㐍ࡴことになります。ただし，各ࣉロࢢラ࣒の 3～4 年生の在⡠ᩘのྜ計（␃

年生をྵࡴ）が各学年の適ṇ上㝈ᩘのྜ計を下ᅇるሙྜは，定められた適ṇ上㝈ᩘのࣉラス 10㸣を㝈

度として，当該ࣉロࢢラ࡬࣒の㓄ᒓᕼ望⪅を受けධれます。㑅⪃においては，修得単位ᩘが 28 単位以

上（修得単位ᩘにはホ౯がྜྰの科目ཬび教⫋科目をྵࡴ）の⪅をඃ先してGPA㡰の㑅⪃を行います。
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また，GPA が等しいሙྜには，修得単位ᩘのከい⪅をඃ先します。修得単位ᩘが 28 単位ᮍ‶の⪅に

ついては，GPT（GPA*単位ᩘ）㡰で㑅⪃を行います。ࣉロࢢラ࡬࣒のᡤᒓはධ学年度により決まりま

すので，1 年次ᮎにࣉロࢢラ࣒に㓄ᒓしなかったሙྜは，ྠ ධ学年度の㓄ᒓ結果の適ṇ上㝈に空きがࡌ

あるࣉロࢢラ࡬࣒ᡤᒓすることになります。 ࣉロࢢラ࣒㓄ᒓの方法の詳細やその௚についてはẖ年開

ദされるࣉロࢢラ࣒㓄ᒓ説᫂会で説᫂しますので，必ࡎ参加して☜認して下さい。୙᫂のⅬは人社系

教ົಀに問いྜわࡏてください。 
㹙ᡤᒓࣉロࢢラ࣒の変᭦㹛 
㐍学したࣉロࢢラ࣒での学習が自分の⪃えていたものと㐪ったሙྜや学習内容を変᭦したいሙྜに

は，௚のࣉロࢢラ࡬࣒のᡤᒓ変᭦を㢪い出ることができます。変᭦ᕼ望先ࣉロࢢラ࣒の自分とධ学年

度がྠ୍学年のᡤᒓ学生ᩘが適ṇ上㝈に‶たない時には，その㢪い出は認められます。ཎ๎として，

⦰▷を⛣って以ᚋ㸴学ᮇの履修が必要です。ただし，㌿ධ๓の単位の取得≧ἣによっては࣒ラࢢロࣉ

を認められることがありますので，詳細については人社系教ົಀに問いྜわࡏてください。また，出

㢪๓に，現在のࣉロࢢラ࣒の主௵あるいは指導教員に必ࡎ┦ㄯをして，指導を受けてください。ࣉロ

の変᭦は２年次以㝆，ẖ年㸵᭶と࣒ラࢢ 12 ᭶に出㢪ᮇ間が設けられています。 
 
㸴．ⱥㄒにࡿࡼᒚಟプログラムについて 

本学の᥎㐍する「ᚭᗏした国㝿化による，ࢢローࣝࣂ社会を≌ᘬする人ᮦ育成と㔠ἑ大学ブランド

の☜立」というテーマに基づき，本学類では英語履修ࣉロࢢラ࣒「ゝ語文化学」を開設しています。 

このࣉロࢢラ࣒は，ᡤᒓするࣉロࢢラ࣒でのᡤ定の学修に加えて，ゝ語を中心とする文化のᅛ᭷ᛶ

やከ様ᛶを英語によって学㝿的・分野ᶓ断的に学ぶ⿵᏶的なࣉロࢢラ࣒であり，いࡎれのࣉロࢢラ࣒

にᡤᒓしていてもⓏ㘓することがྍ能です。Ⓩ㘓ᚋ，定められた科目を履修し，単位を取得すること

により，卒業時に本ࣉロࢢラ࣒の修஢書が授୚されます。 

この英語履修ࣉロࢢラ࣒「ゝ語文化学」࡬のⓏ㘓は，２年次以㝆ᡤ定の手⥆きを経て決定します。

詳細はูにᥖ♧等でお知らࡏします。 

 
㸵．බㄆᚰ⌮ᖌ㣴ᡂプログラムについて 

බㄆᚰ⌮ᖌࡣ࡜ 

心の೺ᗣ問題にᑐし，௚の関ಀ⪅とも連ᦠしながら心理に関するᨭ᥼を行う国ᐙ資格です。 
心理学に関する専門的知識ཬびᢏ⾡をもって，以下の行Ⅽを行うことを業とする⪅とされています。 

1 心理に関するᨭ᥼を要する⪅の心理≧ែをほᐹし，その結果を分析すること。 
2 心理に関するᨭ᥼を要する⪅にᑐし，その心理に関する┦ㄯにᛂࡌ，ຓゝ，指導その௚の᥼ຓを

行うこと。 
3 心理に関するᨭ᥼を要する⪅の関ಀ⪅にᑐし，その┦ㄯにᛂࡌ，ຓゝ，指導その௚の᥼ຓを行う

こと。 
4 心の೺ᗣに関するᬑཬを図るための教育ཬび᝟報の提供を行うこと。 

 
බㄆᚰ⌮ᖌ㈨᱁について 

බ認心理ᖌ資格を᭷するには，以下（ϸ），（Ϲ）を୧方とも‶たした上で，国ᐙヨ験を受験し，ྜ

格する必要があります。 
（ϸ）大学（学士課⛬）において必要な科目を修めて卒業する。 
（Ϲ）大学㝔で必要な科目を修めて修஢する。または，ᡤ定の実ົ経験を積ࡴ。 
ͤ本学における（Ϲ）大学㝔課⛬でのᑐᛂについては，現在᳨ウ中です。 

 
人間社会学域「බ認心理ᖌ養成ࣉロࢢラ࣒」について 

本学域「බ認心理ᖌ養成ࣉロࢢラ࣒」を修஢することで，学士課⛬での要௳を‶たすことができま

す。本ࣉロࢢラ࣒の履修要௳ཬび修஢要௳は以下のとおりです。詳細はูにお知らࡏします。 
履修要௳͐人間社会学域つ⛬（以下，「学域つ⛬」）ู表➨ 10-2 につ定された修得す࡭き単位ᩘを修得

していること 
修஢要௳͐学域つ⛬ู表➨ 10-1 につ定された඲科目を修得すること 
ͤ 学域つ⛬ู表➨ 10-1 につ定された科目単位は卒業要௳に⟬ධできまࡏん。 
ͤ 学域つ⛬ู表➨ 10-2 につ定された科目は，人文学類専門教育科目の科目␒ྕで履修Ⓩ㘓してく

ださい（ただし，教育⫋員චチ≧取得ᕼ望⪅㝖く）。そのሙྜ，学類および各ࣉロࢢラ࣒の指定

にᚑった卒業要௳に⟬ධできます。 
なお，教育⫋員චチ≧取得ᕼ望⪅は，「発㐩心理学」「学ᰯ心理学（心理学的ᨭ᥼法）」「教育┦

ㄯ論（教育・学ᰯ心理学）」の㸱科目について，学ᰯ教育学類専門教育科目の科目␒ྕで履修す

ることで，教育⫋員චチ≧取得のための「教育の基礎的理解に関する科目等」の単位に⟬ධする

ことがྍ能です。ただし，そのሙྜ，当該㸱科目の単位は卒業要௳に⟬ධできまࡏんのでࡈὀព

ください。 
 

の受けධれ人ᩘには上㝈があり，ᕼ望⪅ᩘが受けධれ上㝈を㉸えたሙྜは，㑅⪃により࣒ラࢢロࣉ

履修⪅を決定します。 
本ࣉロࢢラ࣒を修஢することにより，බ認心理ᖌヨ験に必要なド᫂書の஺௜を受けることができま

す。 
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また，GPA が等しいሙྜには，修得単位ᩘのከい⪅をඃ先します。修得単位ᩘが 28 単位ᮍ‶の⪅に

ついては，GPT（GPA*単位ᩘ）㡰で㑅⪃を行います。ࣉロࢢラ࡬࣒のᡤᒓはධ学年度により決まりま

すので，1 年次ᮎにࣉロࢢラ࣒に㓄ᒓしなかったሙྜは，ྠ ධ学年度の㓄ᒓ結果の適ṇ上㝈に空きがࡌ

あるࣉロࢢラ࡬࣒ᡤᒓすることになります。 ࣉロࢢラ࣒㓄ᒓの方法の詳細やその௚についてはẖ年開

ദされるࣉロࢢラ࣒㓄ᒓ説᫂会で説᫂しますので，必ࡎ参加して☜認して下さい。୙᫂のⅬは人社系

教ົಀに問いྜわࡏてください。 
㹙ᡤᒓࣉロࢢラ࣒の変᭦㹛 
㐍学したࣉロࢢラ࣒での学習が自分の⪃えていたものと㐪ったሙྜや学習内容を変᭦したいሙྜに

は，௚のࣉロࢢラ࡬࣒のᡤᒓ変᭦を㢪い出ることができます。変᭦ᕼ望先ࣉロࢢラ࣒の自分とධ学年

度がྠ୍学年のᡤᒓ学生ᩘが適ṇ上㝈に‶たない時には，その㢪い出は認められます。ཎ๎として，

⦰▷を⛣って以ᚋ㸴学ᮇの履修が必要です。ただし，㌿ධ๓の単位の取得≧ἣによっては࣒ラࢢロࣉ

を認められることがありますので，詳細については人社系教ົಀに問いྜわࡏてください。また，出

㢪๓に，現在のࣉロࢢラ࣒の主௵あるいは指導教員に必ࡎ┦ㄯをして，指導を受けてください。ࣉロ

の変᭦は２年次以㝆，ẖ年㸵᭶と࣒ラࢢ 12 ᭶に出㢪ᮇ間が設けられています。 
 
㸴．ⱥㄒにࡿࡼᒚಟプログラムについて 

本学の᥎㐍する「ᚭᗏした国㝿化による，ࢢローࣝࣂ社会を≌ᘬする人ᮦ育成と㔠ἑ大学ブランド

の☜立」というテーマに基づき，本学類では英語履修ࣉロࢢラ࣒「ゝ語文化学」を開設しています。 

このࣉロࢢラ࣒は，ᡤᒓするࣉロࢢラ࣒でのᡤ定の学修に加えて，ゝ語を中心とする文化のᅛ᭷ᛶ

やከ様ᛶを英語によって学㝿的・分野ᶓ断的に学ぶ⿵᏶的なࣉロࢢラ࣒であり，いࡎれのࣉロࢢラ࣒
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㸵．බㄆᚰ⌮ᖌ㣴ᡂプログラムについて 

බㄆᚰ⌮ᖌࡣ࡜ 
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බㄆᚰ⌮ᖌ㈨᱁について 
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人間社会学域「බ認心理ᖌ養成ࣉロࢢラ࣒」について 
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ͤ 学域つ⛬ู表➨ 10-2 につ定された科目は，人文学類専門教育科目の科目␒ྕで履修Ⓩ㘓してく

ださい（ただし，教育⫋員චチ≧取得ᕼ望⪅㝖く）。そのሙྜ，学類および各ࣉロࢢラ࣒の指定

にᚑった卒業要௳に⟬ධできます。 
なお，教育⫋員චチ≧取得ᕼ望⪅は，「発㐩心理学」「学ᰯ心理学（心理学的ᨭ᥼法）」「教育┦

ㄯ論（教育・学ᰯ心理学）」の㸱科目について，学ᰯ教育学類専門教育科目の科目␒ྕで履修す

ることで，教育⫋員චチ≧取得のための「教育の基礎的理解に関する科目等」の単位に⟬ධする

ことがྍ能です。ただし，そのሙྜ，当該㸱科目の単位は卒業要௳に⟬ධできまࡏんのでࡈὀព

ください。 
 

の受けධれ人ᩘには上㝈があり，ᕼ望⪅ᩘが受けධれ上㝈を㉸えたሙྜは，㑅⪃により࣒ラࢢロࣉ

履修⪅を決定します。 
本ࣉロࢢラ࣒を修஢することにより，බ認心理ᖌヨ験に必要なド᫂書の஺௜を受けることができま

す。 
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 履修科目୍ぴと教育方㔪・履修上のὀពู࣒ラࢢロࣉ
 
 
 

以下にᥖげるのは，㸵つのࣉロࢢラู࣒の，卒業するために必要な単位ᩘ୍ぴ表と，教育方㔪・履

修上のὀពⅬです。 
２年次以㝆のࣉロࢢラ࣒における単位修得方法の基本になるものですから，㝶時参照し，␲問Ⅼは

 。てくださいࡡイス教員や人社系教ົಀにᑜࣂド࢔
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心理学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

心理学 
モデル

公認心理師 
取得モデル

備考

学
域
Ｇ
Ｓ
科
目

大学・学問論 1

2 1 年～ 2年

ジェンダーと教育 1

異文化理解 1 1

異文化理解 2 1

文学概論 1 1

文学概論 2 1

世界遺産学 1

法政基礎論Ａ 1

法政基礎論Ｂ 1

イメージの比較文化学 1

現代日本の文化と社会 1

地域創造学 1 1

地域創造学 2 1

防災学入門 2

ＧＳ科目発展系科目群 ※ 1 －

学域ＧＳ科目　小計 2

学
域
Ｇ
Ｓ 

言
語
科
目

学域ＧＳ言語科目Ⅰ
1

1
2 年

1 海外研修等

学域ＧＳ言語科目Ⅱ
1

1
2 年

1 海外研修等

学域ＧＳ言語科目　小計 2

人
文
学
類
基
盤
科
目

人文学序説Ａ 1 1 1 ～ 4 年

人文学序説Ｂ 1 1 1 ～ 4 年

人文学序説Ｃ 1 1 1 ～ 4 年

人文学序説Ｄ 1 1 1 ～ 4 年

現代社会・人間学入門 1

12

1 ～ 4 年

哲学の始源 1 1 ～ 4 年

社会情報学Ａ 1 1 ～ 4 年

社会情報学Ｂ 1 1 ～ 4 年

ジェンダーと社会Ａ 1 1 ～ 4 年

ジェンダーと社会Ｂ 1 1 ～ 4 年

知覚・認知心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ 公認心理師科目

知覚・認知心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ 公認心理師科目

学習・言語心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ 公認心理師科目

学習・言語心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ 公認心理師科目

感情・人格心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ 公認心理師科目

感情・人格心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ 公認心理師科目

古代文明論 1 2 ～ 4 年

北陸の考古学 1 2 ～ 4 年

宗教芸術論 1 2 ～ 4 年

イメージを読み解く 1 2 ～ 4 年

グローバルヒストリー 1 2 ～ 4 年

歴史学と現在 1 1 1 ～ 4 年

歴史学と現在 2 1 1 ～ 4 年

日本語学講義 1 1 2 ～ 4 年

日本の物語と語り物 1 2 ～ 4 年

日本文学の近代 1 2 ～ 4 年

日本文学とメディア 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化Ａ 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化Ｂ 1 2 ～ 4 年

言語研究入門 1 2 ～ 4 年

文学研究入門 1 2 ～ 4 年

比較文学入門 1 2 ～ 4 年

言語認知科学入門 1 2 ～ 4 年

人文学基盤科目　小計 16

卒
論
関
係

卒業論文演習Ａ 1 1 4 年 ● ●

卒業論文演習Ｂ 1 1 4 年 ● ●

卒業論文演習Ｃ 1 1 4 年 ● ●

卒業論文演習Ｄ 1 1 4 年 ● ●

卒業論文 6 6 4 年 ● ●

卒業関係　小計 10
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心理学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

心理学 
モデル

公認心理師 
取得モデル

備考

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

心理学概論Ａ 1 1

8

2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは2年次必修

心理学概論Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは2年次必修

臨床心理学概論Ａ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは2年次必修

臨床心理学概論Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは2年次必修

心理学統計法 1Ａ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは2年次必修

心理学統計法 1Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは2年次必修

心理学統計法 2Ａ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは2年次必修

心理学統計法 2Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは2年次必修

基礎社会統計学 1 1 2 ～ 4 年 ○

基礎社会統計学 2 1 2 ～ 4 年 ○

応用倫理学 2 2 ～ 4 年 ○

社会学概論 1 1 1 ～ 4 年 ○

社会学概論 2 1 1 ～ 4 年 ○

社会調査基礎 1 1 1 ～ 4 年 ○

社会調査基礎 2 1 1 ～ 4 年 ○

哲学概論Ａ 2 1 ～ 4 年 ○

哲学概論Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○

音声学 1 1 2 ～ 4 年 ○

音声学 2 1 2 ～ 4 年 ○

音声学 3 1 2 ～ 4 年 ○

音声学 4 1 2 ～ 4 年 ○

言語と認知Ａ 1 1 2 ～ 4 年 ○

言語と認知Ａ 2 1 2 ～ 4 年 ○

発
展
講
義

社会・集団・家族心理学Ａ 1

6

2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

社会・集団・家族心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

心理学特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

応用心理学特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

応用心理学特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

神経・生理心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ 公認心理師科目

神経・生理心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ 公認心理師科目

健康・医療心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

健康・医療心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

司法・犯罪心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

司法・犯罪心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

産業・組織心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

産業・組織心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

心理的アセスメントＡ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

心理的アセスメントＢ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

障害者・障害児心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

障害者・障害児心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ 公認心理師科目

発達心理学 2 2～4年 学校教育学類開講 ◎ 公認心理師科目

心理学的支援法 2 3～4年 学校教育学類開講 ◎ 公認心理師科目

福祉心理学 2 2～4年 学校教育学類開講 ◎ 公認心理師科目

教育・学校心理学 2 3～4年 学校教育学類開講 ◎ 公認心理師科目

発展社会統計学 1 1 2 ～ 4 年 ○ 社会学開講科目

発展社会統計学 2 1 2 ～ 4 年 ○ 社会学開講科目

社会言語学 1 1 2 ～ 4 年 ○ 言語学開講科目

社会言語学 2 1 2 ～ 4 年 ○ 言語学開講科目

基
礎
演
習
・
実
習

心理学実験 1Ａ 1 1 2～4年　心理学プログラムは2年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは2年次必修

心理学実験 1Ｂ 1 1 2～4年　心理学プログラムは2年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは2年次必修

心理学実験 2Ａ 1 1 2～4年　心理学プログラムは2年次必修 ● ● 心理学プログラムは2年次必修

心理学実験 2Ｂ 1 1 2～4年　心理学プログラムは2年次必修 ● ● 心理学プログラムは2年次必修

心理学研究法 1Ａ 1 1 3～4年　心理学プログラムは3年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは3年次必修

心理学研究法 1Ｂ 1 1 3～4年　心理学プログラムは3年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは3年次必修

心理学研究法 2Ａ 1 1 3～4年　心理学プログラムは3年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは3年次必修

心理学研究法 2Ｂ 1 1 3～4年　心理学プログラムは3年次必修 ● ● 公認心理師科目　心理学プログラムは3年次必修

心理学実験・調査演習Ａ 1

2

原則として3年次必修 ◎ ◎ 原則として 3年次必修

心理学実験・調査演習Ｂ 1 原則として3年次必修 ◎ ◎ 原則として 3年次必修

心理学実験・調査演習Ｃ 1 3 ～ 4 年 ◎ ◎
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心理学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

心理学 
モデル

公認心理師 
取得モデル

備考

発
展
演
習
・
実
習

学習心理学演習Ａ 1

8

2 ～ 4 年 ○

学習心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

比較心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

比較心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

行動分析学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

行動分析学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

知覚心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

知覚心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ 　

神経心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

神経心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

基礎心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

基礎心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

応用心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

応用心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

人格心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

人格心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

青年心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

青年心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

臨床心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

臨床心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

健康心理学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

健康心理学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

認知行動療法演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

認知行動療法演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

プログラム指定の専門科目　小計 32

選択科目　※ 2 24

合計 86

履修モデルについて
●：必修科目
◎：履修を強く推奨する科目
○：履修を推奨する科目

※１　学域ＧＳ科目として，本学域が提供する科目に加えて，国際基幹教育院が提供する「ＧＳ科目発展系科目群」 
の科目(ＧＳ科目の発展系として位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。 
なお，当該科目群の提供科目については別に定めるものとし，４月初めに公示する。

※２　選択科目には，以下の単位が含まれる。
　　①学域ＧＳ科目で２単位を超えて修得した単位
　　②学域ＧＳ言語科目で２単位を超えて修得した単位
　　③所属するプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
　　④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
　　⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限２４単位）

 ࠒᩍ⫱᪉㔪ࠑ

心理学は，心࡬のさまࡊまなࣉ࢔ローチのうࡕ，主に行動を手がかりにして心の௙⤌みやാきについて科学的

に研究する学問である。心理学ࣉロࢢラ࣒では，国ᐙ資格「බ認心理ᖌ」の基礎となる「大学における必要な科

目」のከくを開講しているが，単に資格を取得するための知識修得のみならࡎ，学問としての心理学を専門的に

学ぶことを重どしている。よって「心理学分野の基礎からᛂ用にわたる幅広い知識とその研究方法を学んで人の

心と行動の様々な特ᚩを理解し，修得した知識や方法をもとに社会的問題や心理的課題を実ド的な方法で解᫂す

ることができる」といった学生を育てることを教育目ᶆとしている。 そのために人がឤࡌ，知り，⪃え，学ぶ㐣

⛬や，人間関ಀ，人の発㐩など，心のさまࡊまな問題について実ド的な方法を用いて，ከくの隣接㡿域と関わり

ながら研究を㐍めている。またそれらの研究を㐍めるために実験や調査などの研究方法がᕤኵされてきた。 

心理学ࣉロࢢラ࣒では 4つの大きな教育目ᶆをᣢっている。それは，1㸸このような心理学研究をすすめるため

に必要な実験や調査の手法を学ぶこと，2㸸さまࡊまな心理学の㡿域で研究されてきたことについて講義や演習を

㏻して学ぶこと，3㸸学んだ研究法とこれまでの研究の概要をάかして自ら問題（テーマ）設定をして研究をする

力を身につけること，4㸸᭦に習得した知識・研究法を卒業ᚋの㐍㊰にά用できるようにすること，である。 

 

 ࠒ㑅ᢥについて┠⛉ࡧࡼ࠾ෆᐜ┠⛉ࠑ

2 年生では，基礎講義科目として心理学研究の඲యീをつかめるようにした「心理学概論 A,B」「⮫ᗋ心理学概

論」および「心理学統計法 1A，1B,2A,2B」が開講されている。また基礎演習・実習科目で「心理学実験 1A，1B，

2A，2B」も開講されている。「心理学実験 1A,1B,2A,2B」では，」ᩘのテーマによる心理学の基礎的な実験や調査

を行い，得られたデータを分析してリ࣏ートにまとめる。データの分析には統計の手法を用いることがከく，そ

のため統計学を「心理学統計法 1A,1B，2A,2B」として学ぶ。3 年生では基礎演習・実習科目として「心理学研究

法 1A，1B，2A，2B」「心理学実験・調査演習 A，B，C（うࡕ 2科目㑅ᢥ）」が必修科目として設定されている。「心

理学研究法 1A，1B，2A，2B」ではより㧗度な実験のᢏ法や調査の手法を学ぶ。また，「心理学実験・調査演習 A，

B，C」では自らの関心に基づいた研究テーマについて実験・調査を行いリ࣏ートにまとめる。4年生では自らの研

究を「卒業論文」にまとめる。 

 また 2 年生からは人文学類基┙科目および心理学ࣉロࢢラ࣒の発展講義科目において，心理学および隣接諸

㡿域について概説する講義やテーマを⤠った講義科目が用ពされている。また，英語論文を読み，専門のテーマ

を学ぶ発展演習・実習科目も用ពされている。それࡒれ㑅ᢥ科目だが，ẖ年は開講されない科目もあるので，履

修にはὀពされたい。 

なお人文学類基┙科目で開講されている心理学の科目もබ認心理ᖌの受験資格要௳としては履修が必㡲である

ためこのⅬにもὀពされたい。 

 心理学は学問的な発展を㐙げる中でከくの隣接㡿域と関わりをもつようになったが，その⠊ᅖは広く，社会

科学や発㐩科学，ゝ語学や，さらには་学，ᕤ学など自然科学系の学問とも深く関わっている。心理学を学ぶ⪅

は人間についての様々などⅬをᣢࡕ，人文学類内外の関連㡿域について学ぶことにもດめてほしい。 

 

࠙心理学ࣉロࢢラ࣒ CP2020ࠚ年ධ学⪅から 

2年次には，心理学分野඲⯡を概ほする概論的な科目および，心理学研究の基本的⪃え方や基礎ᢏ⾡を習得する

ための実験を中心とした科目や心理学統計法に関する講義科目を学ぶ。3年次には，さらに㧗度な実験研究法や調

査法を修得するための科目を学び，さらに，自分の関心に基づいて実験や調査を行い࣏ࣞートにまとめる科目を

- 12 - - 13 -

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭



 ࠒᩍ⫱᪉㔪ࠑ  

心理学は，心࡬のさまࡊまなࣉ࢔ローチのうࡕ，主に行動を手がかりにして心の௙⤌みやാきについて科学的

に研究する学問である。心理学ࣉロࢢラ࣒では，国ᐙ資格「බ認心理ᖌ」の基礎となる「大学における必要な科

目」のከくを開講しているが，単に資格を取得するための知識修得のみならࡎ，学問としての心理学を専門的に

学ぶことを重どしている。よって「心理学分野の基礎からᛂ用にわたる幅広い知識とその研究方法を学んで人の

心と行動の様々な特ᚩを理解し，修得した知識や方法をもとに社会的問題や心理的課題を実ド的な方法で解᫂す

ることができる」といった学生を育てることを教育目ᶆとしている。 そのために人がឤࡌ，知り，⪃え，学ぶ㐣

⛬や，人間関ಀ，人の発㐩など，心のさまࡊまな問題について実ド的な方法を用いて，ከくの隣接㡿域と関わり

ながら研究を㐍めている。またそれらの研究を㐍めるために実験や調査などの研究方法がᕤኵされてきた。 

心理学ࣉロࢢラ࣒では 4つの大きな教育目ᶆをᣢっている。それは，1㸸このような心理学研究をすすめるため

に必要な実験や調査の手法を学ぶこと，2㸸さまࡊまな心理学の㡿域で研究されてきたことについて講義や演習を

㏻して学ぶこと，3㸸学んだ研究法とこれまでの研究の概要をάかして自ら問題（テーマ）設定をして研究をする

力を身につけること，4㸸᭦に習得した知識・研究法を卒業ᚋの㐍㊰にά用できるようにすること，である。 

 

 ࠒ㑅ᢥについて┠⛉ࡧࡼ࠾ෆᐜ┠⛉ࠑ

2 年生では，基礎講義科目として心理学研究の඲యീをつかめるようにした「心理学概論 A,B」「⮫ᗋ心理学概

論」および「心理学統計法 1A，1B,2A,2B」が開講されている。また基礎演習・実習科目で「心理学実験 1A，1B，

2A，2B」も開講されている。「心理学実験 1A,1B,2A,2B」では，」ᩘのテーマによる心理学の基礎的な実験や調査

を行い，得られたデータを分析してリ࣏ートにまとめる。データの分析には統計の手法を用いることがከく，そ

のため統計学を「心理学統計法 1A,1B，2A,2B」として学ぶ。3 年生では基礎演習・実習科目として「心理学研究

法 1A，1B，2A，2B」「心理学実験・調査演習 A，B，C（うࡕ 2科目㑅ᢥ）」が必修科目として設定されている。「心

理学研究法 1A，1B，2A，2B」ではより㧗度な実験のᢏ法や調査の手法を学ぶ。また，「心理学実験・調査演習 A，

B，C」では自らの関心に基づいた研究テーマについて実験・調査を行いリ࣏ートにまとめる。4年生では自らの研

究を「卒業論文」にまとめる。 

 また 2 年生からは人文学類基┙科目および心理学ࣉロࢢラ࣒の発展講義科目において，心理学および隣接諸

㡿域について概説する講義やテーマを⤠った講義科目が用ពされている。また，英語論文を読み，専門のテーマ

を学ぶ発展演習・実習科目も用ពされている。それࡒれ㑅ᢥ科目だが，ẖ年は開講されない科目もあるので，履

修にはὀពされたい。 

なお人文学類基┙科目で開講されている心理学の科目もබ認心理ᖌの受験資格要௳としては履修が必㡲である

ためこのⅬにもὀពされたい。 

 心理学は学問的な発展を㐙げる中でከくの隣接㡿域と関わりをもつようになったが，その⠊ᅖは広く，社会

科学や発㐩科学，ゝ語学や，さらには་学，ᕤ学など自然科学系の学問とも深く関わっている。心理学を学ぶ⪅

は人間についての様々などⅬをᣢࡕ，人文学類内外の関連㡿域について学ぶことにもດめてほしい。 

 

࠙心理学ࣉロࢢラ࣒ CP2020ࠚ年ධ学⪅から 

2年次には，心理学分野඲⯡を概ほする概論的な科目および，心理学研究の基本的⪃え方や基礎ᢏ⾡を習得する

ための実験を中心とした科目や心理学統計法に関する講義科目を学ぶ。3年次には，さらに㧗度な実験研究法や調

査法を修得するための科目を学び，さらに，自分の関心に基づいて実験や調査を行い࣏ࣞートにまとめる科目を
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履修する。4 年次には，自分の研究を「卒業論文」にまとめる。これらに加え，2～4 年次には，心理学諸㡿域の

基礎知識や最新トピックなどを各講義および演習を㏻ࡌて学ぶ。またᡤ定の科目を修得したᚋ，4年次以㝆に人間

社会学域බ認心理ᖌ養成ࣉロࢢラ࣒の科目を修得することで，国ᐙ資格බ認心理ᖌとなるための「大学における

必要な科目」の要௳を‶たすことができる。なおබ認心理ᖌの国ᐙヨ験を受験するためには，大学における必要

な科目を修得して大学を卒業したᚋ，大学㝔または指定されたᶵ関で定められた教育を受ける必要があります。 
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履修する。4 年次には，自分の研究を「卒業論文」にまとめる。これらに加え，2～4 年次には，心理学諸㡿域の

基礎知識や最新トピックなどを各講義および演習を㏻ࡌて学ぶ。またᡤ定の科目を修得したᚋ，4年次以㝆に人間

社会学域බ認心理ᖌ養成ࣉロࢢラ࣒の科目を修得することで，国ᐙ資格බ認心理ᖌとなるための「大学における

必要な科目」の要௳を‶たすことができる。なおබ認心理ᖌの国ᐙヨ験を受験するためには，大学における必要

な科目を修得して大学を卒業したᚋ，大学㝔または指定されたᶵ関で定められた教育を受ける必要があります。 

  

  

現代社会・人間学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

哲学・ 
倫理学

社会学 地理学
文化
人類学

応用 
倫理学

現代 
社会論

学
域
Ｇ
Ｓ
科
目

大学・学問論 1

2 1 年～ 2年

ジェンダーと教育 1

異文化理解1 1

異文化理解 2 1

文学概論 1 1

文学概論 2 1

世界遺産学 1

法政基礎論Ａ 1

法政基礎論Ｂ 1

イメージの比較文化学 1

現代日本の文化と社会 1

地域創造学1 1

地域創造学 2 1

防災学入門 2

ＧＳ科目発展系科目群　※1 －

学域ＧＳ科目　小計 2

学
域
Ｇ
Ｓ 

言
語
科
目

学域ＧＳ言語科目Ⅰ
1

1
2 ～ 4 年

1 海外研修等

学域ＧＳ言語科目Ⅱ
1

1
2 ～ 4 年

1 海外研修等

学域ＧＳ言語科目　小計 2

人
文
学
基
盤
科
目

人文学序説Ａ 1 1 1 ～ 4 年

人文学序説Ｂ 1 1 1 ～ 4 年

人文学序説Ｃ 1 1 1 ～ 4 年

人文学序説Ｄ 1 1 1 ～ 4 年

現代社会・人間学入門 1

12

1 ～ 4 年

哲学の始源 1 1 ～ 4 年

社会情報学Ａ 1 1 ～ 4 年

社会情報学Ｂ 1 1 ～ 4 年

ジェンダーと社会Ａ 1 1 ～ 4 年

ジェンダーと社会Ｂ 1 1 ～ 4 年

知覚・認知心理学Ａ 1 2 ～ 4 年

知覚・認知心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年

学習・言語心理学Ａ 1 2 ～ 4 年

学習・言語心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年

感情・人格心理学Ａ 1 2 ～ 4 年

感情・人格心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年

古代文明論 1 2 ～ 4 年

北陸の考古学 1 2 ～ 4 年

宗教芸術論 1 2 ～ 4 年

イメージを読み解く 1 2 ～ 4 年

グローバルヒストリー 1 2 ～ 4 年

歴史学と現在1 1 1 ～ 4 年

歴史学と現在 2 1 1 ～ 4 年

日本語学講義1 1 2 ～ 4 年

日本の物語と語り物 1 2 ～ 4 年

日本文学の近代 1 2 ～ 4 年

日本文学とメディア 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化Ａ 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化Ｂ 1 2 ～ 4 年

言語研究入門 1 2 ～ 4 年

文学研究入門 1 2 ～ 4 年

比較文学入門 1 2 ～ 4 年

言語認知科学入門 1 2 ～ 4 年

人文学基盤科目　小計 16

卒
論
関
係

卒業論文演習Ａ 1 1 4 年

卒業論文演習Ｂ 1 1 4 年

卒業論文演習Ｃ 1 1 4 年

卒業論文演習Ｄ 1 1 4 年

卒業論文 6 6 4 年

卒業関係　小計 10
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現代社会・人間学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

哲学・ 
倫理学

社会学 地理学
文化
人類学

応用 
倫理学

現代 
社会論

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

哲学概論Ａ 2

12

1 ～ 4 年 ○ ○ ○ ◎

哲学概論Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

人間学概説Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ ◎

人間学概説Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○

西洋古代中世思想史Ａ 2 2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世思想史Ｂ 2 2 ～ 4 年 ○

西洋近世思想史Ａ 2 1 ～ 4 年 ○

西洋近世思想史Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○

西洋倫理思想史Ａ 2 2 ～ 4 年 ○

西洋倫理思想史Ｂ 2 2 ～ 4 年 ○

応用倫理学 2 2 ～ 4 年 ○ ◎

現代哲学 2 2 ～ 4 年 ○ ○

社会学概論 1 1 1 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

社会学概論 2 1 1 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

社会調査基礎1 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

社会調査基礎 2 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

社会理論 1 1 ～ 4 年 ○

基礎社会統計学1 1 2 ～ 4 年 ○ ○

基礎社会統計学 2 1 2 ～ 4 年 ○ ○

現代社会学ＡⅠ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＢⅠ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＣⅠ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＤⅠ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＥⅠ 1 2 ～ 4 年 ○

地理学概論Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

地理学概論Ｂ 2 1 ～ 4 年 ◎ ○

自然地理学概説Ａ 2 1 ～ 4 年 ○

自然地理学概説Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○

日本地誌Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

日本地誌Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

世界地誌Ａ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

世界地誌Ｂ 2 1 ～ 4 年 ○ ○

文化人類学概論Ａ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○ ◎

文化人類学概論Ｂ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

発
展
講
義

西洋古代中世哲学特殊講義 2

6

2 ～ 4 年 ○

近現代哲学特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○ ○

古代中世倫理思想特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

近現代倫理思想特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○ ○

人間学基礎講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

人間学基礎講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

人間学特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

人間学特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

発展社会統計学1 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

発展社会統計学 2 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

社会学調査法1 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

社会学調査法 2 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

経験社会学1 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

経験社会学 2 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

現代社会学ＡⅡ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＢⅡ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＣⅡ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＤⅡ 1 2 ～ 4 年 ○

現代社会学ＥⅡ 1 2 ～ 4 年 ○

人文地理学特殊講義1 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

人文地理学特殊講義 2 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

自然地理学特殊講義1 1 2 ～ 4 年 ○

自然地理学特殊講義 2 1 2 ～ 4 年 ○

地誌学特殊講義1 1 2 ～ 4 年 ○

地誌学特殊講義 2 1 2 ～ 4 年 ○

比較民族誌 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ◎ ○

文化人類学講義 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ◎ ○
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現代社会・人間学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

必修 選択必修
備考

哲学・ 
倫理学

社会学 地理学
文化
人類学

応用 
倫理学

現代 
社会論

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
演
習
・
実
習

西洋古代中世哲学基礎演習Ａ 1

6

2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世哲学基礎演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

近現代哲学基礎演習 2 2 ～ 4 年 ○

倫理思想基礎演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

倫理思想基礎演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

応用倫理学基礎演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

応用倫理学基礎演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

人間学基礎演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

人間学基礎演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

経験社会学演習 2 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

理論社会学演習 2 2 ～ 4 年 ○

社会情報学演習1 1 2 ～ 4 年 ○

社会情報学演習 2 1 2 ～ 4 年 ○

地域調査入門演習1 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

地域調査入門演習 2 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

人文地理学実習1 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

人文地理学実習 2 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

自然地理学実習1 1 2 ～ 4 年 ○

自然地理学実習 2 1 2 ～ 4 年 ○

文化人類学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

文化人類学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

発
展
演
習
・
実
習

西洋古代中世哲学演習Ａ 1

12

2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世哲学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世哲学研究演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋古代中世哲学研究演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

近現代哲学演習 2 2 ～ 4 年 ○

近現代哲学研究演習 2 2 ～ 4 年 ○

倫理思想演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

倫理思想演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

倫理思想研究演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

倫理思想研究演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

人間学演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

人間学演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

人間学研究演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

人間学研究演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

応用社会学演習1 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

応用社会学演習 2 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

ジェンダーと社会演習1 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

ジェンダーと社会演習 2 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○ ○

人文地理学演習1 1 2 ～ 4 年 ○ ○

人文地理学演習 2 1 2 ～ 4 年 ○ ○

自然地理学演習1 1 2 ～ 4 年 ○

自然地理学演習 2 1 2 ～ 4 年 ○

地誌学演習1 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

地誌学演習 2 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

現代社会・人間学実習Ａ 1 1 3 ～ 4 年 ● ● ● ● ● ●

現代社会・人間学実習Ｂ 1 1 3 ～ 4 年 ● ● ● ● ● ●

現代社会・人間学実習Ｃ 1 1 3 ～ 4 年 ● ● ● ● ● ●

現代社会・人間学実習Ｄ 1 1 3 ～ 4 年 ● ● ● ● ● ●

現代社会・人間学実習Ｅ 2 3 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

現代社会・人間学実習Ｆ 2 3 ～ 4 年 ◎

プログラム指定の専門科目　小計 36

選択科目　※ 2 20

合計 86

履修モデルについて
●：必修科目
◎：履修を強く推奨する科目
○：履修を推奨する科目
  
※１　学域 GS 科目として，本学域が提供する科目に加えて，国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」 

の科目(GS 科目の発展系として位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。 
なお，当該科目群の提供科目については別に定めるものとし，4月初めに公示する。

  
※２　選択科目には，以下の単位が含まれる。 

①学域 GS 科目で 2単位を超えて修得した単位 
②学域 GS言語科目で 2単位を超えて修得した単位 
③所属するプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位 
④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位 
⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）
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㹙現代社会・人間学ࣉロࢢラ࣒㹛 

 ࠒᩍ⫱᪉㔪ࠑ

現代社会・人間学ࣉロࢢラ࣒は，哲学・倫理学，社会学，地理学，文化人類学の学問分野を᰾としながら，現

代における人間と社会，文化，⎔ቃについて総ྜ的・学㝿的に学ぶࣉロࢢラ࣒である。本ࣉロࢢラ࣒では上グ各

学問分野の基礎を学んだうえで，より専門的あるいは学㝿的な研究テーマを学生が自分で㑅ᢥし，主య的に学ぶ

ことができる。本ࣉロࢢラ࣒での学修の特ᚩは，2年次に主に哲学・倫理学，社会学，地理学，文化人類学の学問

分野の基礎的な内容を学んだうえで，3年次にはそれࡒれの学問分野に設けられたࣉロࢢラ࣒ඹ㏻科目の「現代社

会・人間学実習」を履修することで，文献の読み㎸み，データの収集と分析，フィーࣝド調査，ᚭᗏ的なウ論等

を㏻ࡌて，よりᛂ用的・実践的な学修を行うことができるⅬにある。4 年次にはそれまでの学修内容を踏まえて，

各自で研究テーマを設定し，１年間をかけて卒業論文のᇳ➹に取り⤌ࡴ。このように，現代社会・人間学ࣉロࢢ

ラ࣒では単に授業に出ᖍするだけの受け身の学修ではなく，自ら研究課題を設定し，現代社会の諸問題に主య的

に取り⤌ࡴためのよりᛂ用的・実践的な能力を身につけることが重どされる。 

 

 ࠒ㑅ᢥについて┠⛉ࡧࡼ࠾ෆᐜ┠⛉ࠑ

現代社会・人間学ࣉロࢢラ࣒では，以下に♧すように，研究テーマにᛂࡌて「哲学・倫理学」「社会学」「地理

学」「文化人類学」「ᛂ用倫理学」「現代社会論」の 6つの履修ࣔデࣝが‽ഛされている。もࡕろん，学生はこれ以

外にも定められた⠊ᅖ内（基礎講義 12単位，発展講義 6単位，基礎演習・実習 6単位，発展演習・実習 12単位）

で自由に࢝リキュラ࣒を⤌み立てることができるが，そのሙྜにも以下の履修ࣔデࣝを参⪃に࢝リキュラ࣒を⤌

み立ててほしい。なお，現代社会・人間学ࣉロࢢラ࣒ではす࡭ての学生が 3年次にࣉロࢢラ࣒ඹ㏻科目である「現

代社会・人間学実習 A〜D（履修ࣔデࣝによっては㹃および㹄もྵࡴ）」を履修しなければならない。下グの履修ࣔ

デࣝ以外の࢝リキュラ࣒を自分で⤌んだሙྜにも，必ࡎ「現代社会・人間学実習 A〜D」を履修する必要がある。

この授業を履修していないと 4年次に卒業論文をᇳ➹することはできないので，そのⅬを␃ពすること。 

 

 ࠒ履修ࣔデࣝࠑ

「哲学・倫理学」 

授業は講義と演習からᵓ成されている。このうࡕ講義には，概説的なものと，各教員が専門とする㡿域の中か

ら୍定のテーマを設定してそれを深く掘り下げていくもの（特殊講義）とがある。また演習は，英語，ドイツ語，

フランス語，ࢠリ࢔ࢩ語等のテクストを読み，外国語の能力を㧗めるとともに，୎ᑀな読解を㏻ࡌて解㔘と議論

を行うものである。したがって，ึ習ゝ語については，ドイツ語，フランス語，ࢠリ࢔ࢩ語，ラテン語などのヨ

ーロッパ系ゝ語のいࡎれかを修得することが望ましい。 

科目㑅ᢥについては，哲学・倫理学の基礎的な概ᛕ，⪃え方や問題のᡤ在を分かりやすく講㏙する「哲学概論

㸿，㹀」，「人間学概説 A・B」，「ᛂ用倫理学」を， 2年次終஢までに」ᩘ科目履修しておくことが望ましい。 

また，哲学ྐと倫理学ྐにおける重要なᛮ᝿を講㏙する「すὒྂ代中世ᛮ᝿ྐ A・B」，「すὒ㏆世ᛮ᝿ྐ A・B」，「す

ὒ倫理ᛮ᝿ྐ A・B」を，3 年次終஢までに」ᩘ科目を履修しておくことが望ましい。なお，哲学，倫理学系の特

殊講義も各自の関心にᛂࡌて」ᩘ科目を㑅ᢥすることがồめられる。また，隣接㡿域科目の「社会学概論 A」，「地

理学概論 A」「文化人類学概論 A・B」および関連発展講義も知識や⪃え方の幅を広げるために受講することが望ま

しい。 

演習科目には「基礎演習」，「演習」，「研究演習」の 3 ✀類があるが，各自の外国語の修得≧ἣや関心にᛂࡌて

適宜㑅ᢥしてよい。ただ，୍つのテクストを」ᩘク࢛ーターにわたって講読するሙྜは，理解を深める上でもで

きるだけ連⥆して受講することが望ましい。3 年次以㝆の「現代社会・人間学実習 A〜D」は必修であり，哲学，

倫理学系の実習において，現代社会が抱える哲学的・倫理学的諸課題とその解決に向けた方策等を実践的に探究

する。 

 4年次では，各自が自由にテーマを設定してそれまでの学習の集大成となる卒業論文を作成する。そのために「卒

業論文演習 A〜D」により，学生個人の関心が結実するように関連分野の教員による指導が行われる。 

 

「社会学」 

社会学はヨーロッパ生まれの学問なので，外国語は英語以外にも，できればドイツ語やフランス語を学習する

ことが望ましいだろう。 

基礎講義からは，社会学理論と社会調査についての基礎を学ぶ科目である「社会学概論１・２」，「社会調査基

礎１・２」を早めに履修するほか，「現代社会学 AI～EⅠ」からも適宜履修する。隣接学問の授業科目「比較民族

誌」「文化人類学講義」を受講することも望ましい。また基礎演習・実習として，「経験社会学演習」，「理論社会

学演習」などを履修し，文献報告を経験し，議論に能動的に参加する。 

発展講義では，基礎講義での学びをより深めた専門的なテーマの授業科目が提供される。社会調査におけるデ

ータ収集を学ぶ「社会学調査法１・２」，社会調査データの分析を深める「発展社会統計学１・２」，現代社会の

様々なトピックを掘り下げて学ぶ「現代社会学 AII～EⅡ」などを履修する。 

発展演習・実習としては，3 年次に 1 年を掛けて「現代社会・人間学実習 A〜F」が開講されるが，このなかの

社会学系の授業を履修して欲しい。先行研究に基づきリサーチクエスチョンや仮説を立て，それらに基づいた社

会調査を実施する。そして収集したデータを適切な手法を用いて分析し，得られた結果を報告会で発表し最終的

に報告書にまとめる。これまでに学んだ社会学の理論と調査の知識を総動員する大変重要な科目なので，積極的

な参加が望まれる。 

4 年次には，それまでの社会学系の授業科目等での学びを踏まえ，各自がテーマを設定し，集大成となる卒業論

文を作成する。「卒業論文演習 A〜D」により，学生個人の関心が結実するように関連分野の教員による指導が行

われる。なお，社会調査を実施する学生は，提出予定年度の夏までに「企画書」を作成する。 

社会学系の特定の授業科目（社会調査士資格の認定科目）の単位を修得することで，社会調査士資格が取得で

きる。在学中に取得できるキャンディデイト資格のほか，大学卒業時に本資格を取得できる（必要科目等の詳細

は，『人文学類ハンドブック』の該当ページを参照のこと）。 

 

「地理学」 

  1 年次には，コンピュータの基本的な操作方法を修得するとともに，幅広く人文・社会科学および自然科学の

教養的な素養を身につけ，専門教育で英語文献を読みこなすために必要な基礎的読解力を養っておくことが望ま

しい。 

 基礎講義として「地理学概論 A・B」を履修するほか，「自然地理学概説 A・B」「日本地誌 A・B」，「世界地誌

A・B」などの履修が望ましい。これらは基礎となる授業であるため，早めに受講してほしい。発展講義科目の「人

文地理学特殊講義１・２」，「地誌学特殊講義１・２」，「自然地理学特殊講義１・２」では地理学の最新のトピッ

クを取り上げた講義が行われる。また，そのほか「社会学概論１・２」や「文化人類学概論 A・B」など関連する

分野の授業も幅広く履修することが望ましい。 

 基礎演習・実習の「人文地理学実習１・２」は地域分析や GIS を用いた主題図の作成といった人文地理学系の

内容であり，「自然地理学実習１・２」は空中写真判読や地形断面図・地形分類図の作成といった自然地理学系の
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㹙現代社会・人間学ࣉロࢢラ࣒㹛 

 ࠒᩍ⫱᪉㔪ࠑ

現代社会・人間学ࣉロࢢラ࣒は，哲学・倫理学，社会学，地理学，文化人類学の学問分野を᰾としながら，現

代における人間と社会，文化，⎔ቃについて総ྜ的・学㝿的に学ぶࣉロࢢラ࣒である。本ࣉロࢢラ࣒では上グ各

学問分野の基礎を学んだうえで，より専門的あるいは学㝿的な研究テーマを学生が自分で㑅ᢥし，主య的に学ぶ

ことができる。本ࣉロࢢラ࣒での学修の特ᚩは，2年次に主に哲学・倫理学，社会学，地理学，文化人類学の学問

分野の基礎的な内容を学んだうえで，3年次にはそれࡒれの学問分野に設けられたࣉロࢢラ࣒ඹ㏻科目の「現代社

会・人間学実習」を履修することで，文献の読み㎸み，データの収集と分析，フィーࣝド調査，ᚭᗏ的なウ論等

を㏻ࡌて，よりᛂ用的・実践的な学修を行うことができるⅬにある。4 年次にはそれまでの学修内容を踏まえて，

各自で研究テーマを設定し，１年間をかけて卒業論文のᇳ➹に取り⤌ࡴ。このように，現代社会・人間学ࣉロࢢ

ラ࣒では単に授業に出ᖍするだけの受け身の学修ではなく，自ら研究課題を設定し，現代社会の諸問題に主య的

に取り⤌ࡴためのよりᛂ用的・実践的な能力を身につけることが重どされる。 

 

 ࠒ㑅ᢥについて┠⛉ࡧࡼ࠾ෆᐜ┠⛉ࠑ

現代社会・人間学ࣉロࢢラ࣒では，以下に♧すように，研究テーマにᛂࡌて「哲学・倫理学」「社会学」「地理

学」「文化人類学」「ᛂ用倫理学」「現代社会論」の 6つの履修ࣔデࣝが‽ഛされている。もࡕろん，学生はこれ以

外にも定められた⠊ᅖ内（基礎講義 12単位，発展講義 6単位，基礎演習・実習 6単位，発展演習・実習 12単位）

で自由に࢝リキュラ࣒を⤌み立てることができるが，そのሙྜにも以下の履修ࣔデࣝを参⪃に࢝リキュラ࣒を⤌

み立ててほしい。なお，現代社会・人間学ࣉロࢢラ࣒ではす࡭ての学生が 3年次にࣉロࢢラ࣒ඹ㏻科目である「現

代社会・人間学実習 A〜D（履修ࣔデࣝによっては㹃および㹄もྵࡴ）」を履修しなければならない。下グの履修ࣔ

デࣝ以外の࢝リキュラ࣒を自分で⤌んだሙྜにも，必ࡎ「現代社会・人間学実習 A〜D」を履修する必要がある。

この授業を履修していないと 4年次に卒業論文をᇳ➹することはできないので，そのⅬを␃ពすること。 

 

 ࠒ履修ࣔデࣝࠑ

「哲学・倫理学」 

授業は講義と演習からᵓ成されている。このうࡕ講義には，概説的なものと，各教員が専門とする㡿域の中か

ら୍定のテーマを設定してそれを深く掘り下げていくもの（特殊講義）とがある。また演習は，英語，ドイツ語，

フランス語，ࢠリ࢔ࢩ語等のテクストを読み，外国語の能力を㧗めるとともに，୎ᑀな読解を㏻ࡌて解㔘と議論

を行うものである。したがって，ึ習ゝ語については，ドイツ語，フランス語，ࢠリ࢔ࢩ語，ラテン語などのヨ

ーロッパ系ゝ語のいࡎれかを修得することが望ましい。 

科目㑅ᢥについては，哲学・倫理学の基礎的な概ᛕ，⪃え方や問題のᡤ在を分かりやすく講㏙する「哲学概論

㸿，㹀」，「人間学概説 A・B」，「ᛂ用倫理学」を， 2年次終஢までに」ᩘ科目履修しておくことが望ましい。 

また，哲学ྐと倫理学ྐにおける重要なᛮ᝿を講㏙する「すὒྂ代中世ᛮ᝿ྐ A・B」，「すὒ㏆世ᛮ᝿ྐ A・B」，「す

ὒ倫理ᛮ᝿ྐ A・B」を，3 年次終஢までに」ᩘ科目を履修しておくことが望ましい。なお，哲学，倫理学系の特

殊講義も各自の関心にᛂࡌて」ᩘ科目を㑅ᢥすることがồめられる。また，隣接㡿域科目の「社会学概論 A」，「地

理学概論 A」「文化人類学概論 A・B」および関連発展講義も知識や⪃え方の幅を広げるために受講することが望ま

しい。 

演習科目には「基礎演習」，「演習」，「研究演習」の 3 ✀類があるが，各自の外国語の修得≧ἣや関心にᛂࡌて

適宜㑅ᢥしてよい。ただ，୍つのテクストを」ᩘク࢛ーターにわたって講読するሙྜは，理解を深める上でもで

きるだけ連⥆して受講することが望ましい。3 年次以㝆の「現代社会・人間学実習 A〜D」は必修であり，哲学，

倫理学系の実習において，現代社会が抱える哲学的・倫理学的諸課題とその解決に向けた方策等を実践的に探究

する。 

 4年次では，各自が自由にテーマを設定してそれまでの学習の集大成となる卒業論文を作成する。そのために「卒

業論文演習 A〜D」により，学生個人の関心が結実するように関連分野の教員による指導が行われる。 

 

「社会学」 

社会学はヨーロッパ生まれの学問なので，外国語は英語以外にも，できればドイツ語やフランス語を学習する

ことが望ましいだろう。 

基礎講義からは，社会学理論と社会調査についての基礎を学ぶ科目である「社会学概論１・２」，「社会調査基

礎１・２」を早めに履修するほか，「現代社会学 AI～EⅠ」からも適宜履修する。隣接学問の授業科目「比較民族

誌」「文化人類学講義」を受講することも望ましい。また基礎演習・実習として，「経験社会学演習」，「理論社会

学演習」などを履修し，文献報告を経験し，議論に能動的に参加する。 

発展講義では，基礎講義での学びをより深めた専門的なテーマの授業科目が提供される。社会調査におけるデ

ータ収集を学ぶ「社会学調査法１・２」，社会調査データの分析を深める「発展社会統計学１・２」，現代社会の

様々なトピックを掘り下げて学ぶ「現代社会学 AII～EⅡ」などを履修する。 

発展演習・実習としては，3 年次に 1 年を掛けて「現代社会・人間学実習 A〜F」が開講されるが，このなかの

社会学系の授業を履修して欲しい。先行研究に基づきリサーチクエスチョンや仮説を立て，それらに基づいた社

会調査を実施する。そして収集したデータを適切な手法を用いて分析し，得られた結果を報告会で発表し最終的

に報告書にまとめる。これまでに学んだ社会学の理論と調査の知識を総動員する大変重要な科目なので，積極的

な参加が望まれる。 

4 年次には，それまでの社会学系の授業科目等での学びを踏まえ，各自がテーマを設定し，集大成となる卒業論

文を作成する。「卒業論文演習 A〜D」により，学生個人の関心が結実するように関連分野の教員による指導が行

われる。なお，社会調査を実施する学生は，提出予定年度の夏までに「企画書」を作成する。 

社会学系の特定の授業科目（社会調査士資格の認定科目）の単位を修得することで，社会調査士資格が取得で

きる。在学中に取得できるキャンディデイト資格のほか，大学卒業時に本資格を取得できる（必要科目等の詳細

は，『人文学類ハンドブック』の該当ページを参照のこと）。 

 

「地理学」 

  1 年次には，コンピュータの基本的な操作方法を修得するとともに，幅広く人文・社会科学および自然科学の

教養的な素養を身につけ，専門教育で英語文献を読みこなすために必要な基礎的読解力を養っておくことが望ま

しい。 

 基礎講義として「地理学概論 A・B」を履修するほか，「自然地理学概説 A・B」「日本地誌 A・B」，「世界地誌

A・B」などの履修が望ましい。これらは基礎となる授業であるため，早めに受講してほしい。発展講義科目の「人

文地理学特殊講義１・２」，「地誌学特殊講義１・２」，「自然地理学特殊講義１・２」では地理学の最新のトピッ

クを取り上げた講義が行われる。また，そのほか「社会学概論１・２」や「文化人類学概論 A・B」など関連する

分野の授業も幅広く履修することが望ましい。 

 基礎演習・実習の「人文地理学実習１・２」は地域分析や GIS を用いた主題図の作成といった人文地理学系の

内容であり，「自然地理学実習１・２」は空中写真判読や地形断面図・地形分類図の作成といった自然地理学系の
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内容からなる。「地域調査ධ門演習１・２」は，地理学的なテーマに基づいてフィーࣝド調査を行うึ学的な演習

であり，実㝿に野外で調査をおこない，その調査結果を報告書にまとめる作業を㏻ࡌて，地域調査の基礎を学ぶ。 

 発展演習・実習の「人文地理学演習１・２」，「地誌学演習１・２」，「自然地理学演習１・２」は，学生が地理

学の代表的な文献（日本語および英語）を読んで発表し，受講⪅඲員でその内容についてウ議する。 

 3 年次に開講される「現代社会・人間学実習 A〜E」は，地理学的な問題ព識に᰿ࡊしたᛂ用的なフィーࣝド調

査を行い，その成果を報告書にまとめるものである。このうࡕ A および B では，フィーࣝド調査を行う地域につ

いての文献や統計資ᩱ，᪤Ꮡ研究などを調࡭て現地調査にഛえ，E において夏ᮇఇᬤᮇ間中に㸲Ἡ㸳日の日⛬で

フィーࣝド調査を行う。C および D では調査結果をまとめ，発表し，研究報告書を௙上げる。4 年次は「卒業論

文演習 A～D」において関連分野の教員による指導が行われる。それらをࡩまえて自ら調査・分析を行い，卒業論

文を作成する。 

 

「文化人類学」 

 授業は講義，演習，実習からなり，それࡒれ基礎的なもの（「基礎講義」「基礎演習・実習」）と発展的なもの（「発

展講義」「発展演習・実習」）とに分かれる。英語を用いる授業もከいので，࢝࢔デ࣑ックな᝟報収集と発ಙがで

きるࣞࣝ࣋の英語能力をみがいておくことが望まれる。 

 基礎講義には 1 年次から履修ྍ能なධ門的な科目が用ពされており，哲学・倫理学，社会学，地理学，文化人

類学分野のධ門科目をまん࡭んなくとることが望ましい。「文化人類学概論 A・B」はࡦࡐ早めに履修しておいて

欲しい。 

 発展講義では，基礎講義で学んだことをࡩまえて，より専門的なテーマについての講義がおこなわれる。文化

人類学分野の発展講義「比較民族誌」「文化人類学講義」をࡦࡐ履修するほか，௚分野の発展講義もできるだけ広

くとっておくことが望まれる。 

 演習では，発表やディス࢝ッࢩョンなど，学生による積極的な参加がồめられ，ᑡ人ᩘの学生にᑐして教員が

インテンࢩブな指導をおこなう。文化人類学の知識を深めるために，「文化人類学演習 A・B」はࡦࡐ履修して欲

しい。 

 3 年次には，୍年をかけて実習をおこなう。「現代社会・人間学実習 A〜E」で，文化人類学分野の実習に参加

して欲しい。文化人類学実習は 40 年以上にわたって໭㝣地方の地域集ⴠをᑐ㇟に実施してきた社会調査実習で，

7 日間のフィーࣝド࣡ークをもとに，学生各自が特定テーマに関する報告書をᇳ➹する。卒業論文作成の‽ഛとも

なる重要な科目なので，積極的な参加が望まれる。 

 4 年次には，学生それࡒれがテーマを設定し，大学生άの集大成となる卒業論文を作成する。フィーࣝド࣡ーク

をᅵྎにした文化人類学分野の卒業論文を᏶成さࡏるために，「卒業論文演習 A～D」において関連分野の教員に

よるᑡ人ᩘ指導がおこなわれる。 

 

「ᛂ用倫理学」 

本ࣉロࢢラ࣒の学㝿的な履修ࣔデࣝであり，授業の✀ูおよびึ習ゝ語についての⪃え方は基本的に「哲学・

倫理学」とྠ様である。科目㑅ᢥについては，まࡎもって，倫理学，ᛂ用倫理学の基礎的な概ᛕ，⪃え方や問題

のᡤ在を講㏙する「人間学概説㸿」，「ᛂ用倫理学」，「人間学基礎講義 A・B」を 2 年次終஢までに履修しておくこ

とがᙉく᥎ዡされる。また，ᛂ用倫理学という学問は⎔ቃや生࿨，科学等に関連した現代社会の問題をᢅうもの

であり，隣接㡿域科目の「社会学概論 A」，「社会統計学」，「文化人類学概論 A・B」および関連発展講義も知識や

⪃え方の幅を広げるために受講することが望ましい。 

演習科目には「基礎演習」，「演習」，「研究演習」の 3 ✀類があるが，「ᛂ用倫理学基礎演習 A・B」および「人

間学演習 A・B」は 2 年次以㝆早めに履修することがᙉく᥎ዡされる。そのほかの演習については各自の外国語の

修得≧ἣや関心にᛂࡌて適宜㑅ᢥしてよい。なお，୍ つのテクストを」ᩘク࢛ーターにわたって講読するሙྜは，

理解を深める上でもできるだけ連⥆して受講することが望ましい。3 年次以㝆の「現代社会・人間学実習 A〜D」

は必修であり，哲学，倫理学系の実習において，現代社会が抱える哲学的・倫理学的諸課題とその解決に向けた

方策等を実践的に探究する。 

 4 年次では，各自が自由にテーマを設定してそれまでの学習の集大成となる卒業論文を作成する。そのために「卒

業論文演習 A〜D」により，学生個人の関心が結実するように関連分野の教員による指導が行われる。 

 

「現代社会論」 

 本ࣉロࢢラ࣒の学㝿的な履修ࣔデࣝであり，基礎講義では，早いẁ㝵で「哲学概論 A」，「社会学概論１・２」，

「地理学概論 A」，「文化人類学概論 A」を履修し，幅広く学問の基礎をᅛめて欲しい。基礎演習・実習でも，2 年

次に社会学系，地理学系，文化人類学系の授業科目である「経験社会学演習」，「地域調査ධ門演習１・２」，「人

文地理学実習１・２」，「文化人類学演習 A・B」から幅広く㑅ᢥし，㸱年次に㑅ᢥする発展演習・実習の基礎を⠏

くことを目ᶆとしてほしい。 

 3 年次を中心に，社会学系，地理学系，文化人類学系の発展講義「経験社会学１・２」，「人文地理学特殊講義１・

２」，「比較民族誌」，「文化人類学講義」などを中心に授業科目を㑅ᢥして学習し，学㝿的などⅬを㧗めてほしい。

その上で発展演習・実習では，3 年次において，自分の関心・テーマを深めることを目ᶆとして，「現代社会・人

間学実習 A〜D」（ࣉロࢢラ࣒必修科目）の学問系を主として社会学，地理学，文化人類学から（あるいはそこま

での学びのあり方によっては哲学，倫理学からも）㑅ᢥして，実習科目を学ぶ。୪行して，現代社会・世界の諸

課題をᢅう発展演習である「ᛂ用社会学演習１・２」，「人文地理学演習 1・2」，「地誌学演習１・２」などを履修

し，各㡿域の理解を深める。 

 4 年次では，各自が自由にテーマを設定してそれまでの学習の集大成となる卒業論文を作成する。そのために「卒

業論文演習 A〜D」により，学生個人の関心が結実するように関連分野の教員による指導が行われる。 
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内容からなる。「地域調査ධ門演習１・２」は，地理学的なテーマに基づいてフィーࣝド調査を行うึ学的な演習

であり，実㝿に野外で調査をおこない，その調査結果を報告書にまとめる作業を㏻ࡌて，地域調査の基礎を学ぶ。 

 発展演習・実習の「人文地理学演習１・２」，「地誌学演習１・２」，「自然地理学演習１・２」は，学生が地理

学の代表的な文献（日本語および英語）を読んで発表し，受講⪅඲員でその内容についてウ議する。 

 3 年次に開講される「現代社会・人間学実習 A〜E」は，地理学的な問題ព識に᰿ࡊしたᛂ用的なフィーࣝド調

査を行い，その成果を報告書にまとめるものである。このうࡕ A および B では，フィーࣝド調査を行う地域につ

いての文献や統計資ᩱ，᪤Ꮡ研究などを調࡭て現地調査にഛえ，E において夏ᮇఇᬤᮇ間中に㸲Ἡ㸳日の日⛬で

フィーࣝド調査を行う。C および D では調査結果をまとめ，発表し，研究報告書を௙上げる。4 年次は「卒業論

文演習 A～D」において関連分野の教員による指導が行われる。それらをࡩまえて自ら調査・分析を行い，卒業論

文を作成する。 

 

「文化人類学」 

 授業は講義，演習，実習からなり，それࡒれ基礎的なもの（「基礎講義」「基礎演習・実習」）と発展的なもの（「発

展講義」「発展演習・実習」）とに分かれる。英語を用いる授業もከいので，࢝࢔デ࣑ックな᝟報収集と発ಙがで

きるࣞࣝ࣋の英語能力をみがいておくことが望まれる。 

 基礎講義には 1 年次から履修ྍ能なධ門的な科目が用ពされており，哲学・倫理学，社会学，地理学，文化人

類学分野のධ門科目をまん࡭んなくとることが望ましい。「文化人類学概論 A・B」はࡦࡐ早めに履修しておいて

欲しい。 

 発展講義では，基礎講義で学んだことをࡩまえて，より専門的なテーマについての講義がおこなわれる。文化

人類学分野の発展講義「比較民族誌」「文化人類学講義」をࡦࡐ履修するほか，௚分野の発展講義もできるだけ広

くとっておくことが望まれる。 

 演習では，発表やディス࢝ッࢩョンなど，学生による積極的な参加がồめられ，ᑡ人ᩘの学生にᑐして教員が

インテンࢩブな指導をおこなう。文化人類学の知識を深めるために，「文化人類学演習 A・B」はࡦࡐ履修して欲

しい。 

 3 年次には，୍年をかけて実習をおこなう。「現代社会・人間学実習 A〜E」で，文化人類学分野の実習に参加

して欲しい。文化人類学実習は 40 年以上にわたって໭㝣地方の地域集ⴠをᑐ㇟に実施してきた社会調査実習で，

7 日間のフィーࣝド࣡ークをもとに，学生各自が特定テーマに関する報告書をᇳ➹する。卒業論文作成の‽ഛとも

なる重要な科目なので，積極的な参加が望まれる。 

 4 年次には，学生それࡒれがテーマを設定し，大学生άの集大成となる卒業論文を作成する。フィーࣝド࣡ーク

をᅵྎにした文化人類学分野の卒業論文を᏶成さࡏるために，「卒業論文演習 A～D」において関連分野の教員に

よるᑡ人ᩘ指導がおこなわれる。 

 

「ᛂ用倫理学」 

本ࣉロࢢラ࣒の学㝿的な履修ࣔデࣝであり，授業の✀ูおよびึ習ゝ語についての⪃え方は基本的に「哲学・

倫理学」とྠ様である。科目㑅ᢥについては，まࡎもって，倫理学，ᛂ用倫理学の基礎的な概ᛕ，⪃え方や問題

のᡤ在を講㏙する「人間学概説㸿」，「ᛂ用倫理学」，「人間学基礎講義 A・B」を 2 年次終஢までに履修しておくこ

とがᙉく᥎ዡされる。また，ᛂ用倫理学という学問は⎔ቃや生࿨，科学等に関連した現代社会の問題をᢅうもの

であり，隣接㡿域科目の「社会学概論 A」，「社会統計学」，「文化人類学概論 A・B」および関連発展講義も知識や

⪃え方の幅を広げるために受講することが望ましい。 

演習科目には「基礎演習」，「演習」，「研究演習」の 3 ✀類があるが，「ᛂ用倫理学基礎演習 A・B」および「人

間学演習 A・B」は 2 年次以㝆早めに履修することがᙉく᥎ዡされる。そのほかの演習については各自の外国語の

修得≧ἣや関心にᛂࡌて適宜㑅ᢥしてよい。なお，୍ つのテクストを」ᩘク࢛ーターにわたって講読するሙྜは，

理解を深める上でもできるだけ連⥆して受講することが望ましい。3 年次以㝆の「現代社会・人間学実習 A〜D」

は必修であり，哲学，倫理学系の実習において，現代社会が抱える哲学的・倫理学的諸課題とその解決に向けた

方策等を実践的に探究する。 

 4 年次では，各自が自由にテーマを設定してそれまでの学習の集大成となる卒業論文を作成する。そのために「卒

業論文演習 A〜D」により，学生個人の関心が結実するように関連分野の教員による指導が行われる。 

 

「現代社会論」 

 本ࣉロࢢラ࣒の学㝿的な履修ࣔデࣝであり，基礎講義では，早いẁ㝵で「哲学概論 A」，「社会学概論１・２」，

「地理学概論 A」，「文化人類学概論 A」を履修し，幅広く学問の基礎をᅛめて欲しい。基礎演習・実習でも，2 年

次に社会学系，地理学系，文化人類学系の授業科目である「経験社会学演習」，「地域調査ධ門演習１・２」，「人

文地理学実習１・２」，「文化人類学演習 A・B」から幅広く㑅ᢥし，㸱年次に㑅ᢥする発展演習・実習の基礎を⠏

くことを目ᶆとしてほしい。 

 3 年次を中心に，社会学系，地理学系，文化人類学系の発展講義「経験社会学１・２」，「人文地理学特殊講義１・

２」，「比較民族誌」，「文化人類学講義」などを中心に授業科目を㑅ᢥして学習し，学㝿的などⅬを㧗めてほしい。

その上で発展演習・実習では，3 年次において，自分の関心・テーマを深めることを目ᶆとして，「現代社会・人

間学実習 A〜D」（ࣉロࢢラ࣒必修科目）の学問系を主として社会学，地理学，文化人類学から（あるいはそこま

での学びのあり方によっては哲学，倫理学からも）㑅ᢥして，実習科目を学ぶ。୪行して，現代社会・世界の諸

課題をᢅう発展演習である「ᛂ用社会学演習１・２」，「人文地理学演習 1・2」，「地誌学演習１・２」などを履修

し，各㡿域の理解を深める。 

 4 年次では，各自が自由にテーマを設定してそれまでの学習の集大成となる卒業論文を作成する。そのために「卒

業論文演習 A〜D」により，学生個人の関心が結実するように関連分野の教員による指導が行われる。 
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学
域
Ｇ
Ｓ
科
目

大学・学問論 1

2 1 年～ 2年

ジェンダーと教育 1

異文化理解１ 1

異文化理解２ 1

文学概論１ 1

文学概論２ 1

世界遺産学 1

法政基礎論Ａ 1

法政基礎論Ｂ 1

イメージの比較文化学 1

現代日本の文化と社会 1

地域創造学１ 1

地域創造学２ 1

防災学入門 2

ＧＳ科目発展系科目群　※１ -

学域ＧＳ科目　小計 2

学
域
Ｇ
Ｓ 

言
語
科
目

学域ＧＳ言語科目Ⅰ
1

1
2 年

1 海外研修等

学域ＧＳ言語科目Ⅱ
1

1
2 年

1 海外研修等

学域ＧＳ言語科目　小計 2

人
文
学
基
盤
科
目

人文学序説Ａ 1 1 1 ～ 4 年

人文学序説Ｂ 1 1 1 ～ 4 年

人文学序説Ｃ 1 1 1 ～ 4 年

人文学序説Ｄ 1 1 1 ～ 4 年

現代社会・人間学入門 1

12

1 ～ 4 年

哲学の始源 1 1 ～ 4 年

社会情報学Ａ 1 1 ～ 4 年

社会情報学Ｂ 1 1 ～ 4 年

ジェンダーと社会Ａ 1 1 ～ 4 年

ジェンダーと社会Ｂ 1 1 ～ 4 年

知覚・認知心理学Ａ 1 2 ～ 4 年

知覚・認知心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年

学習・言語心理学Ａ 1 2 ～ 4 年

学習・言語心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年

感情・人格心理学Ａ 1 2 ～ 4 年

感情・人格心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年

古代文明論 1 2 ～ 4 年

北陸の考古学 1 2 ～ 4 年

宗教芸術論 1 2 ～ 4 年

イメージを読み解く 1 2 ～ 4 年

グローバルヒストリー 1 2 ～ 4 年

歴史学と現在１ 1 1 ～ 4 年

歴史学と現在２ 1 1 ～ 4 年

日本語学講義１ 1 2 ～ 4 年

日本の物語と語り物 1 2 ～ 4 年

日本文学の近代 1 2 ～ 4 年

日本文学とメディア 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化Ａ 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化Ｂ 1 2 ～ 4 年

言語研究入門 1 2 ～ 4 年

文学研究入門 1 2 ～ 4 年

比較文学入門 1 2 ～ 4 年

言語認知科学入門 1 2 ～ 4 年

人文学基盤科目　小計 16

卒
論
関
係

卒業論文演習Ａ 1 1 4 年

卒業論文演習Ｂ 1 1 4 年

卒業論文演習Ｃ 1 1 4 年

卒業論文演習Ｄ 1 1 4 年

卒業論文 6 6 4 年

卒業関係　小計 10

考古学・文化資源学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 文化資源学 考古学 文化遺産学 比較文化学
美術史・ 
建築史学

宗教学・ 
民俗学必修 選択必修
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考古学・文化資源学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 文化資源学 考古学 文化遺産学 比較文化学
美術史・ 
建築史学

宗教学・ 
民俗学必修 選択必修

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

考古学・文化資源学概説Ａ 1 1

12

1 年 ● ● ● ● ● ●

考古学・文化資源学概説Ｂ 1 1 1 年 ● ● ● ● ● ●

比較文化学概説Ａ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

比較文化学概説Ｂ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

文化遺産学概説Ａ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

文化遺産学概説Ｂ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

考古学概説Ａ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

考古学概説Ｂ 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

文化資源学の方法論 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

考古学の方法論 1 1 2 年 ● ● ● ● ● ●

プログラム基礎実習 2 2 2 年 ● ● ● ● ● ●

発
展
講
義

比較文化論 1

8

2 年 ○ ○ ○

南アジア文化論 1 2 年 ○ ○

仏教文化論 1 2 年 ○ ○

日本の思想と宗教 1 2 年 ○ ○

文化交流史 1 2 年 ○ ○ ○ ○

宗教文化論 1 2 年 ○ ○ ○

建築史Ａ 1 2 年 ○ ○

建築史Ｂ 1 2 年 ○ ○

東アジア文化遺産学Ａ 1 2 年 ○ ○

東アジア文化遺産学Ｂ 1 2 年 ○ ○

オリエント文化遺産学Ａ 1 2 年

オリエント文化遺産学Ｂ 1 2 年

西洋美術史Ａ 1 2 年 ○ ○ ○

西洋美術史Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○

西洋美術史Ｃ 1 2 年 ○ ○

西洋美術史Ｄ 1 2 年 ○ ○

比較美術史Ａ 1 2 年 ○ ○

比較美術史Ｂ 1 2 年 ○ ○

地域考古学Ａ 1 2 年 ○

地域考古学Ｂ 1 2 年 ○

社会考古学Ａ 1 2 年 ○

社会考古学Ｂ 1 2 年 ○

比較考古学Ａ 1 2 年 ○ ○

比較考古学Ｂ 1 2 年 ○ ○

考古科学Ａ 1 2 年 ○

考古科学Ｂ 1 2 年 ○

文化人類学概論Ａ 1 2 年 ○

文化人類学概論Ｂ 1 2 年 ○

比較民族誌 1 2 年 ○

文化人類学講義 1 2 年 ○

基
礎
演
習
・
実
習

比較文化論演習Ａ 1

8

2 年 ○ ○

比較文化論演習Ｂ 1 2 年 ○ ○

南アジア文化論演習Ａ 1 2 年 ○ ○

南アジア文化論演習Ｂ 1 2 年 ○ ○

文化交流史演習Ａ 1 2 年 ○ ○ ○ ○

文化交流史演習Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○ ○

建築史演習Ａ 1 2 年 ○ ○

建築史演習Ｂ 1 2 年 ○ ○

美術史演習Ａ 1 2 年 ○ ○ ○

美術史演習Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○

東アジア文化遺産学演習Ａ 1 2 年 ○

東アジア文化遺産学演習Ｂ 1 2 年 ○

オリエント考古学演習Ａ 1 2 年 ○ ○ ○ ○

オリエント考古学演習Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○ ○

地域考古学演習Ａ 1 2 年 ○ ○ ○

地域考古学演習Ｂ 1 2 年 ○ ○ ○

社会考古学演習Ａ 1 2 年 ○

社会考古学演習Ｂ 1 2 年 ○

比較考古学演習Ａ 1 2 年 ○

比較考古学演習Ｂ 1 2 年 ○

考古科学演習Ａ 1 2 年 ○

考古科学演習Ｂ 1 2 年 ○
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プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

発
展
演
習
・
実
習

比較文化学実習Ａ 1

4

3 年 ○ ○

比較文化学実習Ｂ 1 3 年 ○ ○

比較文化学実習Ｃ 1 3 年 ○ ○

比較文化学実習Ｄ 1 3 年 ○ ○

文化遺産学実習Ａ 1 3 年 ○ ○ ○

文化遺産学実習Ｂ 1 3 年 ○ ○ ○

文化遺産学実習Ｃ 1 3 年 ○ ○ ○

文化遺産学実習Ｄ 1 3 年 ○ ○ ○

考古学実習Ａ 1 2 年 ○ ○

考古学実習Ｂ 1 2 年 ○ ○

考古学実習Ｃ 1 2 年 ○ ○

考古学実習Ｄ 1 2 年 ○ ○

考古学実習１ 1 2 年 ○

考古学実習２ 1 2 年 ○

考古学実習３ 1 2 年 ○

考古学実習４ 1 2 年 ○

学
芸
員
科
目

博物館実習Ａ 1 4 年　※ 3

博物館実習Ｂ 1 4 年　※ 3

博物館実習Ｃ 1 4 年　※ 3

博物館実習Ｄ 1 4 年　※ 3

博物館概論Ａ 1 1 ～ 4 年

博物館概論Ｂ 1 1 ～ 4 年

博物館資料論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館資料論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館経営論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館経営論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館資料保存論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館資料保存論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館展示論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館展示論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館教育論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館教育論Ｂ 1 2 ～ 4 年

博物館情報・メディア論Ａ 1 2 ～ 4 年

博物館情報・メディア論Ｂ 1 2 ～ 4 年

生涯学習論Ａ 1 2 ～ 4 年

生涯学習論Ｂ 1 2 ～ 4 年

プログラム指定の専門科目　小計 32

選択科目　※２ 24

合計 86

履修モデルについて
●：必修科目
◎：履修を強く推奨する科目
○：履修を推奨する科目

※１　学域 GS 科目として，本学域が提供する科目に加えて，国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」
　　の科目(GS 科目の発展系として位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
　　なお，当該科目群の提供科目については別に定めるものとし，4月初めに公示する。

※２　選択科目には，以下の単位が含まれる。
　　①学域 GS 科目で 2単位を超えて修得した単位
　　②学域 GS言語科目で 2単位を超えて修得した単位
　　③所属するプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
　　④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
　　⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

※３　「博物館実習」は，原則として学芸員資格取得に必要な科目全ての単位を修得した者のみ履修を認める。
　　また、必要科目全ての単位を修得した3年生の履修も認める。

考古学・文化資源学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 文化資源学 考古学 文化遺産学 比較文化学
美術史・ 
建築史学

宗教学・ 
民俗学必修 選択必修 㹙⪃ྂ学・文化資※学ࣉロࢢラ࣒㹛 

 ࠒᩍ⫱᪉㔪ࠑ

このࣉロࢢラ࣒は⪃ྂ学と文化資※学というࡩたつの㡿域でᵓ成され，このうࡕ文化資※学は，さらに文化㑇

⏘学，比較文化学，⨾⾡ྐ，ᘓ⠏学，᐀教学などの分野をྵࡴ。人文学類の中で最も学㝿的なࣉロࢢラ࣒である。

いࡎれの分野も文献研究に加えフィーࣝド࣡ークを重どし，それらを㏻して，㐣ཤから現在までከඖ的にᏑ在す

る文化現㇟を┦ᑐ的などⅬからとらえ，現代に生きるわれわれにとってどのようなព義をもつかを᫂らかにする。

フィーࣝド࣡ークを基礎とした文化研究のために，本ࣉロࢢラ࣒では講義や演習のほか，調査手法に関する科目

や，ከᙬな調査実習科目を用ពしている。 

⪃ྂ学では，世界各地の㑇㊧やᇙⶶ文化㈈が᭷するṔྐ的・文化的౯್をṇしく理解し，その研究とά用を実

践するうえで必要な能力を身につけることを目ᶆとする。授業では，野外調査やᐊ内作業に関わるᢏ⾡とともに，

統計学的なデータฎ理や理化学的な分析といった学㝿的手法についても習得する。教員は世界各地で調査を展開

し，外国⪃ྂ学の最新᝟報を学生に提供している。また，英語による授業を積極的に᥎㐍し，国㝿ᛶのᾰ養にດ

めている。 

文化資※学は世界中の᭷形・↓形の文化を「文化資※」としてとらえ┤すことで，単なる㐣ཤの㑇≀ではなく，

そこに新たな౯್を๰㐀するものとして文化を研究しようとする学問である。その౯್をただしく理解しホ౯す

るために，ᚑ᮶のఏ統的な学問య系を基礎として学び，さらにそれらを統ྜすることで，分野ᶓ断的な新たな学

問の๰出を目指す。ᑐ㇟となるのは人間が生み出してきたあらࡺる文化現㇟，ලయ的には哲学，ᛮ᝿，ⱁ⾡，᐀

教，ᘓ⠏，ᢏ⾡，ゝ語，文学，័習などከᒱにわたる。 

 

 ࠒ㑅ᢥについて┠⛉ࡧࡼ࠾ෆᐜ┠⛉ࠑ

・の分ᒓをᕼ望する１年生をᑐ㇟に，ධ門のための基礎授業として「⪃ྂ学・文化資※学概説㸿࡬࣒ラࢢロࣉ

㹀」が用ពされている。２年生からはࣉロࢢラ࣒をᵓ成する主要な㸱分野である「比較文化学概説㸿・㹀」「文化

㑇⏘学概説㸿・㹀」「⪃ྂ学概説㸿・㹀」のධ門科目が‽ഛされている。これらは必修科目である。 

「文化資※学の方法論」と「⪃ྂ学の方法論」は，それࡒれの分野の実㝿の調査手法についてより深く学ぶ授

業である。「ࣉロࢢラ࣒基礎実習」では，実㝿に▷ᮇのフィーࣝド࣡ークをおこない，得られたデータをもとにࣞ

 。ートを作成し，ཱྀ㢌発表もおこなう。これらの科目も必修で，２年生で履修することが望ましい࣏

それ以外の科目は㑅ᢥ必修，もしくは㑅ᢥ科目であるが，⪃ྂ学を中心に学ぶか，文化資※学を中心に学ぶか

で，いくつかὀពす࡭きⅬがある。 

このうࡕ，⪃ྂ学を中心に学ぶ学生は，２年次に「⪃ྂ学実習 A〜D」もしくは「⪃ྂ学実習１〜㸲」を履修す

ることを່める。これらの科目は実 ・ 㔞・᧜ᙳのᢏ⾡を習得するものでࠊいࡎれも㸱年次からでも履修でき

るが，２年次に履修しておいたほうがຮᙉを㐍めやすい。また「⪃ྂ学実習 A〜D」と「⪃ྂ学実習１〜㸲」は㝸

年開講であるため，２，㸱年次と連⥆して履修する必要がある。２年次に履修していなければ，㸱，㸲年次で履

修することになる。⪃ྂ学を中心に学ぶ学生は「⪃ྂ学実習 A〜D」「⪃ྂ学実習 １〜㸲」の඲てを履修し，⪃ྂ

学の調査ᢏ⾡に習⇍することが望ましい。 

文化資※学を中心に学ぶ学生には，「文化資※学」「文化㑇⏘学」「比較文化学」「⨾⾡ྐ・ᘓ⠏ྐ学」「᐀教学・

民಑学」の㸳つの履修ࣔデࣝが‽ഛされている。このうࡕ，文化資※学は，ࣉロࢢラ࣒をᵓ成するさまࡊまな分
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めている。 

文化資※学は世界中の᭷形・↓形の文化を「文化資※」としてとらえ┤すことで，単なる㐣ཤの㑇≀ではなく，

そこに新たな౯್を๰㐀するものとして文化を研究しようとする学問である。その౯್をただしく理解しホ౯す

るために，ᚑ᮶のఏ統的な学問య系を基礎として学び，さらにそれらを統ྜすることで，分野ᶓ断的な新たな学

問の๰出を目指す。ᑐ㇟となるのは人間が生み出してきたあらࡺる文化現㇟，ලయ的には哲学，ᛮ᝿，ⱁ⾡，᐀

教，ᘓ⠏，ᢏ⾡，ゝ語，文学，័習などከᒱにわたる。 

 

 ࠒ㑅ᢥについて┠⛉ࡧࡼ࠾ෆᐜ┠⛉ࠑ

・の分ᒓをᕼ望する１年生をᑐ㇟に，ධ門のための基礎授業として「⪃ྂ学・文化資※学概説㸿࡬࣒ラࢢロࣉ

㹀」が用ពされている。２年生からはࣉロࢢラ࣒をᵓ成する主要な㸱分野である「比較文化学概説㸿・㹀」「文化

㑇⏘学概説㸿・㹀」「⪃ྂ学概説㸿・㹀」のධ門科目が‽ഛされている。これらは必修科目である。 

「文化資※学の方法論」と「⪃ྂ学の方法論」は，それࡒれの分野の実㝿の調査手法についてより深く学ぶ授

業である。「ࣉロࢢラ࣒基礎実習」では，実㝿に▷ᮇのフィーࣝド࣡ークをおこない，得られたデータをもとにࣞ

 。ートを作成し，ཱྀ㢌発表もおこなう。これらの科目も必修で，２年生で履修することが望ましい࣏

それ以外の科目は㑅ᢥ必修，もしくは㑅ᢥ科目であるが，⪃ྂ学を中心に学ぶか，文化資※学を中心に学ぶか

で，いくつかὀពす࡭きⅬがある。 

このうࡕ，⪃ྂ学を中心に学ぶ学生は，２年次に「⪃ྂ学実習 A〜D」もしくは「⪃ྂ学実習１〜㸲」を履修す

ることを່める。これらの科目は実 ・ 㔞・᧜ᙳのᢏ⾡を習得するものでࠊいࡎれも㸱年次からでも履修でき

るが，２年次に履修しておいたほうがຮᙉを㐍めやすい。また「⪃ྂ学実習 A〜D」と「⪃ྂ学実習１〜㸲」は㝸

年開講であるため，２，㸱年次と連⥆して履修する必要がある。２年次に履修していなければ，㸱，㸲年次で履

修することになる。⪃ྂ学を中心に学ぶ学生は「⪃ྂ学実習 A〜D」「⪃ྂ学実習 １〜㸲」の඲てを履修し，⪃ྂ

学の調査ᢏ⾡に習⇍することが望ましい。 

文化資※学を中心に学ぶ学生には，「文化資※学」「文化㑇⏘学」「比較文化学」「⨾⾡ྐ・ᘓ⠏ྐ学」「᐀教学・

民಑学」の㸳つの履修ࣔデࣝが‽ഛされている。このうࡕ，文化資※学は，ࣉロࢢラ࣒をᵓ成するさまࡊまな分
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野をࣂランスよく履修することが，それ以外はコ࢔となる分野の科目を中心に履修することが᝿定されている。

いࡎれのࣔデࣝでも，発展講義の科目⩌から㸶単位以上，基礎演習・実習の科目⩌から㸶単位以上を㑅ᢥして履

修する。基礎演習・実習科目はおもに日本語や英語の文献を素ᮦにし，先行研究を自分の力で読み取り，議論を

㏻ࡌて⪃ᐹする授業で，２～㸲年次にわたって履修できる。発展演習・実習の科目⩌からは㸲単位以上を㑅ᢥし

て履修する。おもに㸱年次以上の学生をᑐ㇟におこなう授業でࠊそれࡒれの分野の「実習 A」から「実習㹂」ま

でが‽ഛされている。各㡿域の基本的な研究手法の習得を目指し，実㝿のフィーࣝド࣡ークもྵまれる。 

㸲年次には，自ら研究テーマを設定し，卒業論文を作成する。卒業論文は大学で学んだことの集大成であるの

で，積極的な取り⤌みがồめられる。 

なお，履修ࣔデࣝはあくまでも履修の౛であり，それにはとらわれࡎに，各自の関心にしたがって自由に科目

を⤌みྜわࡏ，あらたな学問㡿域を開ᣅすることもᮇᚅされる。 

 

（༤≀㤋学ⱁ員資格取得を目指す⪅は，㹎㸳㸴（㸷㸬චチ≧・資格取得のための履修について（2）学ⱁ員資格

取得）ࠊ⪃ྂ調査士（２⣭）の取得を目指す⪅はࠊ㹎㸴㸮（㸷㸬චチ≧・資格取得のための履修について（4）⪃

ྂ調査士（２⣭））を参照してください。） 
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野をࣂランスよく履修することが，それ以外はコ࢔となる分野の科目を中心に履修することが᝿定されている。

いࡎれのࣔデࣝでも，発展講義の科目⩌から㸶単位以上，基礎演習・実習の科目⩌から㸶単位以上を㑅ᢥして履
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㸲年次には，自ら研究テーマを設定し，卒業論文を作成する。卒業論文は大学で学んだことの集大成であるの

で，積極的な取り⤌みがồめられる。 

なお，履修ࣔデࣝはあくまでも履修の౛であり，それにはとらわれࡎに，各自の関心にしたがって自由に科目

を⤌みྜわࡏ，あらたな学問㡿域を開ᣅすることもᮇᚅされる。 

 

（༤≀㤋学ⱁ員資格取得を目指す⪅は，㹎㸳㸴（㸷㸬චチ≧・資格取得のための履修について（2）学ⱁ員資格
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歴史学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 日本史 東洋史 西洋史 備考
必修 選択必修

学
域
Ｇ
Ｓ
科
目

大学・学問論 1

2 1 年～ 2年

ジェンダーと教育 1

異文化理解1 1

異文化理解 2 1

文学概論 1 1

文学概論 2 1

世界遺産学 1

法政基礎論Ａ 1

法政基礎論Ｂ 1

イメージの比較文化学 1

現代日本の文化と社会 1

地域創造学1 1

地域創造学 2 1

防災学入門 2

ＧＳ科目発展系科目群　※1 －

学域ＧＳ科目　小計 2

学
域
Ｇ
Ｓ 

言
語
科
目

学域ＧＳ言語科目Ⅰ
1

1
2 ～ 4 年

1 海外研修等

学域ＧＳ言語科目Ⅱ
1

1
2 ～ 4 年

1 海外研修等

学域ＧＳ言語科目　小計 2

人
文
学
基
盤
科
目

人文学序説Ａ 1 1 1 ～ 4 年

人文学序説Ｂ 1 1 1 ～ 4 年

人文学序説Ｃ 1 1 1 ～ 4 年

人文学序説Ｄ 1 1 1 ～ 4 年

現代社会・人間学入門 1

12

1 ～ 4 年

哲学の始源 1 1 ～ 4 年

社会情報学Ａ 1 1 ～ 4 年

社会情報学Ｂ 1 1 ～ 4 年

ジェンダーと社会Ａ 1 1 ～ 4 年

ジェンダーと社会Ｂ 1 1 ～ 4 年

知覚・認知心理学Ａ 1 2 ～ 4 年

知覚・認知心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年

学習・言語心理学Ａ 1 2 ～ 4 年

学習・言語心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年

感情・人格心理学Ａ 1 2 ～ 4 年

感情・人格心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年

古代文明論 1 2 ～ 4 年

北陸の考古学 1 2 ～ 4 年

宗教芸術論 1 2 ～ 4 年

イメージを読み解く 1 2 ～ 4 年

グローバルヒストリー 1 2 ～ 4 年

歴史学と現在1 1 1 ～ 4 年

歴史学と現在 2 1 1 ～ 4 年

日本語学講義1 1 2 ～ 4 年

日本の物語と語り物 1 2 ～ 4 年

日本文学の近代 1 2 ～ 4 年

日本文学とメディア 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化Ａ 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化Ｂ 1 2 ～ 4 年

言語研究入門 1 2 ～ 4 年

文学研究入門 1 2 ～ 4 年

比較文学入門 1 2 ～ 4 年

言語認知科学入門 1 2 ～ 4 年

人文学基盤科目　小計 16

卒
論
関
係

卒業論文演習Ａ 1 1 4 年

卒業論文演習Ｂ 1 1 4 年

卒業論文演習Ｃ 1 1 4 年

卒業論文演習Ｄ 1 1 4 年

卒業論文 6 6 4 年

卒業関係　小計 10
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歴史学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 日本史 東洋史 西洋史 備考
必修 選択必修

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義
（
概
説
科
目
）

歴史学入門 1 1 1 ～ 4 年 ● ● ● 必修

日本古代中世史概説Ａ1 1

１
０
以
上

2～4年 ◎ ○ ○

日本古代中世史概説Ａ2 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古代中世史概説Ｂ1 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古代中世史概説Ｂ2 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近世近代史概説Ａ1 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近世近代史概説Ａ2 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近世近代史概説Ｂ1 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近世近代史概説Ｂ2 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○

中国史概説1 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

中国史概説 2 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

東アジア史概説Ａ1 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

東アジア史概説Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

東アジア史概説Ｂ1 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

東アジア史概説Ｂ2 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○

地中海世界史概説 2 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

西洋中世史概説Ａ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

西洋中世史概説Ｂ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

西洋近代史概説Ａ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

西洋近代史概説Ｂ 1 1 ～ 4 年 ○ ○ ◎

考古学概説Ａ 1 1 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

考古学概説Ｂ 1 1 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

発
展
講
義
（
特
殊
講
義
科
目
）

日本古代史特殊講義Ａ 1

６
以
上

2～4年 ○

日本古代史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世地域史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世地域史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世寺院史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世寺院史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世政治史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世政治史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世社会史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世社会史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代都市史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代都市史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代都市史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代都市史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

日本史特殊講義Ａ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本史特殊講義Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本史特殊講義Ｂ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本史特殊講義Ｂ2 1 2 ～ 4 年 ○

中国秦漢時代史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

中国唐宋時代史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

中国明清時代史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界政治史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界社会史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界国際関係史特殊講義 2 2 ～ 4 年 ○

西洋中世都市史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世都市史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世国制史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世国制史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世社会史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世社会史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代文化表象史特殊講義Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代文化表象史特殊講義Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○
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歴史学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 日本史 東洋史 西洋史 備考
必修 選択必修

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

演
習
科
目

日本古代政治史演習Ａ1 1

１
２
以
上

2～4年 ○

日本古代政治史演習Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代政治史演習Ｂ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代政治史演習Ｂ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代史料演習Ａ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代史料演習Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代史料演習Ｂ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本古代史料演習Ｂ2 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史演習Ａ1 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史演習Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史演習Ｂ1 1 2 ～ 4 年 ○

奈良平安時代史演習Ｂ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世地域史演習Ａ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世地域史演習Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世地域史演習Ｂ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世地域史演習Ｂ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世寺院史演習Ａ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世寺院史演習Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世寺院史演習Ｂ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本中世寺院史演習Ｂ2 1 2 ～ 4 年 ○

室町戦国時代史演習Ａ1 1 2 ～ 4 年 ○

室町戦国時代史演習Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○

室町戦国時代史演習Ｂ1 1 2 ～ 4 年 ○

室町戦国時代史演習Ｂ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ａ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ｂ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世前期史演習Ｂ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ａ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ｂ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世中期史演習Ｂ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ａ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ｂ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本近世後期史演習Ｂ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ａ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ｂ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代史演習Ｂ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ａ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ｂ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代史演習Ｂ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ａ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ｂ1 1 2 ～ 4 年 ○

日本近現代史演習Ｂ2 1 2 ～ 4 年 ○

中国秦漢時代史演習Ａ1 1 2 ～ 4 年 ○

中国秦漢時代史演習Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○

中国唐宋時代史演習Ａ1 1 2 ～ 4 年 ○

中国唐宋時代史演習Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○

中国明清時代史演習Ａ1 1 2 ～ 4 年 ○

中国明清時代史演習Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○

中国秦漢時代史演習Ｂ1 1 3 ～ 4 年 ○

中国秦漢時代史演習Ｂ2 1 3 ～ 4 年 ○

中国唐宋時代史演習Ｂ1 1 3 ～ 4 年 ○

中国唐宋時代史演習Ｂ2 1 3 ～ 4 年 ○

中国明清時代史演習Ｂ1 1 3 ～ 4 年 ○

中国明清時代史演習Ｂ2 1 3 ～ 4 年 ○
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歴史学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 日本史 東洋史 西洋史 備考
必修 選択必修

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

演
習
科
目

東アジア政治制度史演習Ａ1 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史演習Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ａ1 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ａ2 1 2 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史演習Ｂ1 1 3 ～ 4 年 ○

東アジア政治制度史演習Ｂ2 1 3 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ｂ1 1 3 ～ 4 年 ○

東アジア社会経済史演習Ｂ2 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法基礎演習Ａ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法基礎演習Ｂ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法展開演習Ａ 1 3 ～ 4 年 ○

東洋史学研究法展開演習Ｂ 1 3 ～ 4 年 ○

地中海世界政治史演習 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界社会史演習 2 2 ～ 4 年 ○

地中海世界国際関係史演習 2 2 ～ 4 年 ○

西洋中世都市史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世都市史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世国制史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世国制史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世社会史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋中世社会史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代国際関係史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代国際関係史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代政治文化史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代政治文化史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代文化表象史演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

西洋近代文化表象史演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

実
習
科
目

日本史学実習Ａ1 1

4

2 ～ 4 年 ◎

日本史学実習Ａ2 1 2 ～ 4 年 ◎

日本史学実習Ｂ1 1 2 ～ 4 年 ◎

日本史学実習Ｂ2 1 2 ～ 4 年 ◎

東洋史学基礎実習Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎

東洋史学基礎実習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎

東洋史学展開実習Ａ 1 2 ～ 4 年 ◎

東洋史学展開実習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ａ1 1 3 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ａ2 1 3 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ｂ1 1 3 ～ 4 年 ◎

西洋史学実習Ｂ2 1 3 ～ 4 年 ◎

プログラム指定の専門科目　小計 33

選択科目　※ 2 23

合計 86

履修モデルについて 
●：必修科目 
◎：履修を強く推奨する科目 
○：履修を推奨する科目 
  
※１　学域ＧＳ科目として，本学域が提供する科目に加えて，国際基幹教育院が提供する「ＧＳ科目発展系科目群」 

の科目(ＧＳ科目の発展系として位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。 
なお，当該科目群の提供科目については別に定めるものとし，４月初めに公示する。

  
※２　選択科目には，以下の単位が含まれる。 

①学域ＧＳ科目で２単位を超えて修得した単位 
②学域ＧＳ言語科目で２単位を超えて修得した単位 
③所属するプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位 
④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位 
⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限２４単位） 

㹙Ṕྐ学ࣉロࢢラ࣒㹛 

 ࠒᩍ⫱᪉㔪ࠑ

Ṕྐを理解することはࠊ自らを知りࠊ௚⪅を知りࠊ㐍࡭ࡴき㐨➽を᫂らかにするために୙ྍḞでありࠊṔྐ学

はその☜実な理解のためにࠊලయ的な᰿ᣐと実ド的な手⥆きによってࠊ実┦のᢕᥱとそれに基づく඲యീの෌ᵓ

⠏を目指す学問である。Ṕྐ学ࣉロࢢラ࣒ではࠊこのṔྐ学の方法を修得するためࠊṔྐ的に形成されてきた各

地域の特ᛶࠊおよびそれにᑐするこれまでの研究⵳積を඘分に㢳៖しつつࠊさまࡊまなྐᩱ・資ᩱを集めてᢈ判

的に読み解く方法を学びࠊ文化や័習が␗なる㐣ཤの人々を自分の目でぢᤣえࠊ⪃える知ᛶとឤᛶを☻いていく。

そして自分で問題をぢつけࠊලయ的な᰿ᣐと実ド的な手⥆きによってこれを解き᫂かしࠊその成果をཱྀ㢌発表お

よび論文の形でබ開する能力を身につける。以上を㏻してࠊ௒日の国㝿社会の中でࠊ問題の᰾心を深く理解しࠊ

そのඞ᭹に向けてチャࣞンジできる人ᮦを養成する。 

 

 ࠒ㑅ᢥについて┠⛉ࡧࡼ࠾ෆᐜ┠⛉ࠑ

 Ṕྐ学ࣉロࢢラ࣒をᚿ望する学生はࠊまࡎ 1年次に必修としてࠊ人文学基┙科目の「人文学ᗎ説 A・B・C・D」を履

修するほかࣉࠊロࢢラ࣒の基礎講義科目「Ṕྐ学ධ門」を受講しࠊṔྐ学඲⯡の基礎知識や方法論の基礎を学ぶ。また

㑅ᢥ必修となる学域 GS科目やࠊඹ㏻教育科目（導ධ科目・GS科目・GSゝ語科目・ึ習ゝ語科目など）を計画的に履修

しておくこと。日本ྐを学ぶ学生でも英語は௒ᚋ必㡲となるしࠊ外国ྐに関心のあるሙྜは関ಀするึ習ゝ語科目を履

修しておくことが望ましい。人文学基┙科目では「Ṕྐ学と現在１・２」と「ࢢローࣄࣝࣂストリー」（2年次以上ᑐ

㇟）の履修を᥎ዡする。またそれࡒれの関心にᛂࠊࡌṔྐ学に㝈らࡎ広い⠊ᅖの人文・社会関ಀ科目を履修することが

ዲましい。 

Ṕྐ学ࣉロࢢラ࣒ではࠊ日本ྐ・ᮾὒྐ・すὒྐの 3つの履修ࣔデࣝを用ពしている。2年次以㝆はࠊඹ㏻教育科目ࠊ

学域 GS科目ࠊ人文学基┙科目をᘬき⥆き履修しࠊ学域 GSゝ語科目を受講するほかࠊ㑅ᢥする履修ࣔデࣝを参⪃にࠊ基

礎講義（概説科目）ࠊ発展講義（特殊講義科目）ࠊ演習科目ࠊ実習科目の各科目を受講していくことが基本となる。それ

および㑅ᢥ科目の単位ᩘはู表を඘分☜認のこと。また各履修ࣔデࣝに関わる科ࠊれの科目༊分で必要となる単位ᩘࡒ

目内容・科目㑅ᢥについてはᮎᑿにまとめるのでよく読んでほしい。履修ࣔデࣝは本ࣉロࢢラ࣒の教育でᑐ㇟とする地

域によってᵓ成されࠊከくの学生にとって適切かつ㝈られた時間内にຠ果的にṔྐ学の方法を修得し得るよう設計され

ているがࠊ౛えば஺ὶྐなどࠊそれࡒれの問題関心やテーマの必要によってはࠊこれらをᶓ断するかたࡕで自らの履修

計画を立てることになる。そのሙྜは⊂断によらࠊࡎṔྐ学ࣉロࢢラ࣒ᡤᒓの教員と連⤡をとりࠊ┦ㄯを重ࡡて下グ概

説科目についてもྵめ適切な履修計画を作成してほしい。㛗ᮇの␃学を⪃えるሙྜなどもྠ様である。 

なお基礎講義（概説科目）に関してࠊṔྐ学ࣉロࢢラ࣒では上㏙の「Ṕྐ学ධ門」を必修とするほかࠊ概説科目を幅

広く履修しࠊṔྐ学的な素養を身につけることを᥎ዡしている。自らの参⪃とした履修ࣔデࣝで᥎ዡされる概説科目を

受講しつつࠊ基礎講義分または㑅ᢥ科目分の単位としてࠊそれ以外の概説科目から 6単位以上を必ࡎ履修するようにし

てほしい。ほかにࠊ科目には㝸年開講のものがከくྵまれるのでࠊ時間๭・ࢩラࣂスにはὀពすること。 

Ṕྐ学ࣉロࢢラ࣒で最も重どされるのは4ࠊ年次の必修の「卒業論文」である。4年間にᇵった能力とࠊ上グ各科目

の履修を㏻して修得したṔྐ学の知識と方法とを඲てάかしࠊ教員とのやりとりを重ࡡながらࠊ自らが設定した課題を

解決しࠊ論文として୎ᑀにまとめていく。提出された論文についてはཱྀ㢌ヨ問が行われࠊ卒業判定࡬と㐍ࡴ。大学での

学びの総決⟬ࠊ自らのグᛕ☃としてࠊ᜼いのない඘実した論文を書き上げてもらいたい。 
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  㹙Ṕྐ学ࣉロࢢラ࣒㹛 

 ࠒᩍ⫱᪉㔪ࠑ

Ṕྐを理解することはࠊ自らを知りࠊ௚⪅を知りࠊ㐍࡭ࡴき㐨➽を᫂らかにするために୙ྍḞでありࠊṔྐ学

はその☜実な理解のためにࠊලయ的な᰿ᣐと実ド的な手⥆きによってࠊ実┦のᢕᥱとそれに基づく඲యീの෌ᵓ

⠏を目指す学問である。Ṕྐ学ࣉロࢢラ࣒ではࠊこのṔྐ学の方法を修得するためࠊṔྐ的に形成されてきた各

地域の特ᛶࠊおよびそれにᑐするこれまでの研究⵳積を඘分に㢳៖しつつࠊさまࡊまなྐᩱ・資ᩱを集めてᢈ判

的に読み解く方法を学びࠊ文化や័習が␗なる㐣ཤの人々を自分の目でぢᤣえࠊ⪃える知ᛶとឤᛶを☻いていく。

そして自分で問題をぢつけࠊලయ的な᰿ᣐと実ド的な手⥆きによってこれを解き᫂かしࠊその成果をཱྀ㢌発表お

よび論文の形でබ開する能力を身につける。以上を㏻してࠊ௒日の国㝿社会の中でࠊ問題の᰾心を深く理解しࠊ

そのඞ᭹に向けてチャࣞンジできる人ᮦを養成する。 

 

 ࠒ㑅ᢥについて┠⛉ࡧࡼ࠾ෆᐜ┠⛉ࠑ

 Ṕྐ学ࣉロࢢラ࣒をᚿ望する学生はࠊまࡎ 1年次に必修としてࠊ人文学基┙科目の「人文学ᗎ説 A・B・C・D」を履

修するほかࣉࠊロࢢラ࣒の基礎講義科目「Ṕྐ学ධ門」を受講しࠊṔྐ学඲⯡の基礎知識や方法論の基礎を学ぶ。また

㑅ᢥ必修となる学域 GS科目やࠊඹ㏻教育科目（導ධ科目・GS科目・GSゝ語科目・ึ習ゝ語科目など）を計画的に履修

しておくこと。日本ྐを学ぶ学生でも英語は௒ᚋ必㡲となるしࠊ外国ྐに関心のあるሙྜは関ಀするึ習ゝ語科目を履

修しておくことが望ましい。人文学基┙科目では「Ṕྐ学と現在１・２」と「ࢢローࣄࣝࣂストリー」（2年次以上ᑐ

㇟）の履修を᥎ዡする。またそれࡒれの関心にᛂࠊࡌṔྐ学に㝈らࡎ広い⠊ᅖの人文・社会関ಀ科目を履修することが

ዲましい。 

Ṕྐ学ࣉロࢢラ࣒ではࠊ日本ྐ・ᮾὒྐ・すὒྐの 3つの履修ࣔデࣝを用ពしている。2年次以㝆はࠊඹ㏻教育科目ࠊ

学域 GS科目ࠊ人文学基┙科目をᘬき⥆き履修しࠊ学域 GSゝ語科目を受講するほかࠊ㑅ᢥする履修ࣔデࣝを参⪃にࠊ基

礎講義（概説科目）ࠊ発展講義（特殊講義科目）ࠊ演習科目ࠊ実習科目の各科目を受講していくことが基本となる。それ

および㑅ᢥ科目の単位ᩘはู表を඘分☜認のこと。また各履修ࣔデࣝに関わる科ࠊれの科目༊分で必要となる単位ᩘࡒ

目内容・科目㑅ᢥについてはᮎᑿにまとめるのでよく読んでほしい。履修ࣔデࣝは本ࣉロࢢラ࣒の教育でᑐ㇟とする地

域によってᵓ成されࠊከくの学生にとって適切かつ㝈られた時間内にຠ果的にṔྐ学の方法を修得し得るよう設計され

ているがࠊ౛えば஺ὶྐなどࠊそれࡒれの問題関心やテーマの必要によってはࠊこれらをᶓ断するかたࡕで自らの履修

計画を立てることになる。そのሙྜは⊂断によらࠊࡎṔྐ学ࣉロࢢラ࣒ᡤᒓの教員と連⤡をとりࠊ┦ㄯを重ࡡて下グ概

説科目についてもྵめ適切な履修計画を作成してほしい。㛗ᮇの␃学を⪃えるሙྜなどもྠ様である。 

なお基礎講義（概説科目）に関してࠊṔྐ学ࣉロࢢラ࣒では上㏙の「Ṕྐ学ධ門」を必修とするほかࠊ概説科目を幅

広く履修しࠊṔྐ学的な素養を身につけることを᥎ዡしている。自らの参⪃とした履修ࣔデࣝで᥎ዡされる概説科目を

受講しつつࠊ基礎講義分または㑅ᢥ科目分の単位としてࠊそれ以外の概説科目から 6単位以上を必ࡎ履修するようにし

てほしい。ほかにࠊ科目には㝸年開講のものがከくྵまれるのでࠊ時間๭・ࢩラࣂスにはὀពすること。 

Ṕྐ学ࣉロࢢラ࣒で最も重どされるのは4ࠊ年次の必修の「卒業論文」である。4年間にᇵった能力とࠊ上グ各科目

の履修を㏻して修得したṔྐ学の知識と方法とを඲てάかしࠊ教員とのやりとりを重ࡡながらࠊ自らが設定した課題を

解決しࠊ論文として୎ᑀにまとめていく。提出された論文についてはཱྀ㢌ヨ問が行われࠊ卒業判定࡬と㐍ࡴ。大学での

学びの総決⟬ࠊ自らのグᛕ☃としてࠊ᜼いのない඘実した論文を書き上げてもらいたい。 
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 ࠒࣝࢹᒚಟࣔࠑ

「日本ྐ」 

本履修ࣔデࣝはࠊ日本ิᓥとその࿘㎶地域を⯙ྎとするṔྐに関心のある学生向けのものである。これを⪃える学生

はࠊまࡎ 2年次に「日本ྐ学実習 A1・A2・B1・B2」の 4科目す࡭てを履修していく。これはྂࠊ代・中世・㏆世・㏆

現代という時代༊分に༶してࠊ各時代の基本ྐᩱを素ᮦにࠊ₎文のカ読やくࡎしᏐの判読などࠊ文Ꮠを文Ꮠとしてṇ☜

に読ࡴカ⦎を施すことを目的としている。4年次に卒業論文作成に取り⤌ࡴにあたってはࠊ上グᅄつの時代༊分のうࠊࡕ

いࡎれか୍つの時代を㑅んでテーマ設定をするがࠊ自分が研究テーマとして㑅んだ時代の実習だけを履修すればよいの

ではない。どの時代のྐᩱも読める力を身につけることがࠊ日本ྐ学に必㡲の素養である。 

次に 2年次から 3年次にかけてࠊ概説・特殊講義・演習を履修する。概説は日本ྐの概論を講義しࠊ特殊講義はᢸ当

教員の研究テーマを講義する授業である。そして演習はࠊ実習でᇵったྐᩱ読解力を深化さࡏるとともにࠊ教員と受講

生とのウ論を㏻して問題発ぢ・解決能力を身につける。これらの授業を履修するに㝿してはࠊ日本ྐの඲ての時代にわ

たって授業を㑅ᢥしたりࠊ各自の関心にᛂࡌて外国ྐの授業をከめに㑅ᢥしたりするなどしてࠊ幅広いど野に立って授

業を㑅ᢥするのが望ましい。 

 そして 4年次にはࠊ「卒業論文演習 A・B・C・D」を履修する。ここでは研究発表形ᘧの授業によってࠊ卒業論文ᇳ➹

の‽ഛが行われる。 

 最ᚋに1ࠊ年次に GS科目の「日本ྐ・日本文化」を履修しておくことをᙉく᥎ዡする。なࡐならࠊこの履修ࣔデࣝ

は日本ิᓥを⯙ྎとする୍国ྐほの養成を目的とするのではなくࠊ日本のṔྐを掘り下げながら世界ྐに㏻ࡎる真理を

発ぢすることを究極の目ᶆとしているからである。「GS日本ྐ・日本文化」を履修してࠊ世界ྐの中の日本ྐというど

野をもつことの重要ᛶを学んだうえで2ࠊ年次以㝆の専門科目を学んでいただきたい。 

 

「ᮾὒྐ」 

 本履修ࣔデࣝはࠊ中国を中心とするࣘーラ࢔ࢩᮾ㒊地域のṔྐに関心のある学生向けのものである。これを⪃える学

生は1ࠊ年次にゝ語科目の「中国語 A」をࡦࡐ履修してほしい。ᮅ㩭・໭࢔ジ࢔・ᮾ༡࢔ジ࢔に関心があるሙྜはࠊ加

えて「ᮅ㩭語 A」「ロ࢔ࢩ語 A」「フランス語 A」などを履修しておくとよい。 

 2年次にはࠊ実習科目の「ᮾὒྐ学基礎実習 A・B」「ᮾὒྐ学展開実習 A・B」ࠊおよび中国・ᮾ࢔ジ࢔をෙした各演

習科目の履修をまࡎዡめる。実習科目ではᮾὒྐ研究に必要な知識・研究方法を身につけࠊ演習科目では基本的なṔྐ

ྐᩱの読解方法を学ぶ。この୧科目はᮾὒྐのྐᩱ・参⪃文献のᢅい方の基礎を修得する重要な科目でありࠊ教員や௚

の学生とのウ論・஺ὶを㏻しࠊ問題発ぢ・解決能力を㘫える主要なሙとなる。またᮾὒྐの基本的知識を講義する「中

国ྐ概説１・２」「ᮾ࢔ジྐ࢔概説 A1・A2・B1・B2」やࠊᮾ࢔ジྐ࢔の諸問題をලయ的に講義する中国・ᮾ࢔ジ࢔をෙ

した各特殊講義科目などをేࡏて履修しࠊ幅広い素養を身につけてほしい。なお中国語能力の向上のため「中国語 B・

C」の履修も᥎ዡする。 

 3年次にはࠊ演習科目の「ᮾὒྐ学研究法基礎演習㸿・㹀」「ᮾὒྐ学研究法展開演習㸿・㹀」の履修をዡめる。こ

こでは学生が 2年次の学修内容をもとにࠊ教員の指導を受けつつࠊ自ら研究テーマを設定し探ồしていく。4年次の卒

業論文ᇳ➹にഛえる重要なステッࣉとなる科目である。 

 4年次にはࠊ「卒業論文演習 A・B・C・D」を履修する。ここでは卒業論文のᇳ➹に関する指導が行われる。なお卒業

論文のᇳ➹にはྐᩱ読解力が୙ྍḞとなる。ᚑって4・3ࠊ年次にも自分の研究テーマに㏆い演習科目はࡦࡐ履修して

ほしい。  

「すὒྐ」 

ここではヨーロッパࠊおよびそのᨻ἞的ࠊ文化的ᙳ㡪を受けた地域を中心に研究を㐍めるሙྜの履修ࣔデࣝを

提♧する。1 年次には各自の関心にᛂࡌてࠊ英語のほかにドイツ語ࠊフランス語などのḢᕞゝ語科目を履修するこ

とが望ましい。また「地中ᾏ世界ྐ」ࠊ「すὒ中世ྐ」ࠊ「すὒ㏆代ྐ」の各概説科目（A・B）は 1 年次から履修す

ることができる。これらの概説科目からࠊ関連する地域と時代に関するໟᣓ的な知ぢが得られるだろう。 

2 年次以㝆は上グ概説科目の୕系統に由᮶する科目ྡの特殊講義と演習を積極的に履修してほしい。ᢸ当教員の

専門分野を主題とする特殊講義ではࠊテーマの╔᝿ࠊ分析の手法ࠊ議論のᵓ⠏などに関してࠊ௒ᚋࠊ自ら研究を

㐍めていく㝿のከくの♧၀が得られるだろう。演習は外国語文献の講読が㍈になる。その目的はࠊ⊂力で外国語

文献を読みこなすための語学力を向上さࡏることだけではない。テキストを深く読み㎸みࠊ様々なṔྐ学研究の

₻ὶにゐれることでࠊṔྐのከ様な㡿域࡬の知的関心をさらに㧗めることができるだろう。 

3 年次には「すὒྐ学実習 A・B」を履修する（3 年次必修）。この授業は4ࠊ 年次で履修する「卒業論文演習 A・

B」の予ഛ的演習という位⨨づけである。卒業論文でᢅいたいテーマをࠊどのようにして学⾡的な論文としてまと

めあげるかの基礎を習得する。授業はࠊ自分の研究テーマについてࠊ⪃ᐹの手㡰や参⪃文献の調査方法などとと

もに学んだあとࠊ各自ࣞジュ࣓を作成して㡰␒に発表しࠊその内容についてみんなでウ議するという形ᘧをとる。 

4 年次にはࠊ「卒業論文演習」を履修する。学生生άの集大成である卒業論文を඘実したものするためにࠊこれ

までᇵってきた力をここで最大㝈発᥹することがᙉくᮇᚅされる。そしてこれらの課⛬を経て「卒業論文」を提

出し2ࠊ ᭶ึ᪪に最終ヨ験としてཱྀ㢌ヨ問を受ける。 
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 ࠒࣝࢹᒚಟࣔࠑ

「日本ྐ」 

本履修ࣔデࣝはࠊ日本ิᓥとその࿘㎶地域を⯙ྎとするṔྐに関心のある学生向けのものである。これを⪃える学生

はࠊまࡎ 2年次に「日本ྐ学実習 A1・A2・B1・B2」の 4科目す࡭てを履修していく。これはྂࠊ代・中世・㏆世・㏆

現代という時代༊分に༶してࠊ各時代の基本ྐᩱを素ᮦにࠊ₎文のカ読やくࡎしᏐの判読などࠊ文Ꮠを文Ꮠとしてṇ☜

に読ࡴカ⦎を施すことを目的としている。4年次に卒業論文作成に取り⤌ࡴにあたってはࠊ上グᅄつの時代༊分のうࠊࡕ

いࡎれか୍つの時代を㑅んでテーマ設定をするがࠊ自分が研究テーマとして㑅んだ時代の実習だけを履修すればよいの

ではない。どの時代のྐᩱも読める力を身につけることがࠊ日本ྐ学に必㡲の素養である。 

次に 2年次から 3年次にかけてࠊ概説・特殊講義・演習を履修する。概説は日本ྐの概論を講義しࠊ特殊講義はᢸ当

教員の研究テーマを講義する授業である。そして演習はࠊ実習でᇵったྐᩱ読解力を深化さࡏるとともにࠊ教員と受講

生とのウ論を㏻して問題発ぢ・解決能力を身につける。これらの授業を履修するに㝿してはࠊ日本ྐの඲ての時代にわ

たって授業を㑅ᢥしたりࠊ各自の関心にᛂࡌて外国ྐの授業をከめに㑅ᢥしたりするなどしてࠊ幅広いど野に立って授

業を㑅ᢥするのが望ましい。 

 そして 4年次にはࠊ「卒業論文演習 A・B・C・D」を履修する。ここでは研究発表形ᘧの授業によってࠊ卒業論文ᇳ➹

の‽ഛが行われる。 

 最ᚋに1ࠊ年次に GS科目の「日本ྐ・日本文化」を履修しておくことをᙉく᥎ዡする。なࡐならࠊこの履修ࣔデࣝ

は日本ิᓥを⯙ྎとする୍国ྐほの養成を目的とするのではなくࠊ日本のṔྐを掘り下げながら世界ྐに㏻ࡎる真理を

発ぢすることを究極の目ᶆとしているからである。「GS日本ྐ・日本文化」を履修してࠊ世界ྐの中の日本ྐというど

野をもつことの重要ᛶを学んだうえで2ࠊ年次以㝆の専門科目を学んでいただきたい。 

 

「ᮾὒྐ」 

 本履修ࣔデࣝはࠊ中国を中心とするࣘーラ࢔ࢩᮾ㒊地域のṔྐに関心のある学生向けのものである。これを⪃える学

生は1ࠊ年次にゝ語科目の「中国語 A」をࡦࡐ履修してほしい。ᮅ㩭・໭࢔ジ࢔・ᮾ༡࢔ジ࢔に関心があるሙྜはࠊ加

えて「ᮅ㩭語 A」「ロ࢔ࢩ語 A」「フランス語 A」などを履修しておくとよい。 

 2年次にはࠊ実習科目の「ᮾὒྐ学基礎実習 A・B」「ᮾὒྐ学展開実習 A・B」ࠊおよび中国・ᮾ࢔ジ࢔をෙした各演

習科目の履修をまࡎዡめる。実習科目ではᮾὒྐ研究に必要な知識・研究方法を身につけࠊ演習科目では基本的なṔྐ

ྐᩱの読解方法を学ぶ。この୧科目はᮾὒྐのྐᩱ・参⪃文献のᢅい方の基礎を修得する重要な科目でありࠊ教員や௚

の学生とのウ論・஺ὶを㏻しࠊ問題発ぢ・解決能力を㘫える主要なሙとなる。またᮾὒྐの基本的知識を講義する「中

国ྐ概説１・２」「ᮾ࢔ジྐ࢔概説 A1・A2・B1・B2」やࠊᮾ࢔ジྐ࢔の諸問題をලయ的に講義する中国・ᮾ࢔ジ࢔をෙ

した各特殊講義科目などをేࡏて履修しࠊ幅広い素養を身につけてほしい。なお中国語能力の向上のため「中国語 B・

C」の履修も᥎ዡする。 

 3年次にはࠊ演習科目の「ᮾὒྐ学研究法基礎演習㸿・㹀」「ᮾὒྐ学研究法展開演習㸿・㹀」の履修をዡめる。こ

こでは学生が 2年次の学修内容をもとにࠊ教員の指導を受けつつࠊ自ら研究テーマを設定し探ồしていく。4年次の卒

業論文ᇳ➹にഛえる重要なステッࣉとなる科目である。 

 4年次にはࠊ「卒業論文演習 A・B・C・D」を履修する。ここでは卒業論文のᇳ➹に関する指導が行われる。なお卒業

論文のᇳ➹にはྐᩱ読解力が୙ྍḞとなる。ᚑって4・3ࠊ年次にも自分の研究テーマに㏆い演習科目はࡦࡐ履修して

ほしい。  

「すὒྐ」 

ここではヨーロッパࠊおよびそのᨻ἞的ࠊ文化的ᙳ㡪を受けた地域を中心に研究を㐍めるሙྜの履修ࣔデࣝを

提♧する。1 年次には各自の関心にᛂࡌてࠊ英語のほかにドイツ語ࠊフランス語などのḢᕞゝ語科目を履修するこ

とが望ましい。また「地中ᾏ世界ྐ」ࠊ「すὒ中世ྐ」ࠊ「すὒ㏆代ྐ」の各概説科目（A・B）は 1 年次から履修す

ることができる。これらの概説科目からࠊ関連する地域と時代に関するໟᣓ的な知ぢが得られるだろう。 

2 年次以㝆は上グ概説科目の୕系統に由᮶する科目ྡの特殊講義と演習を積極的に履修してほしい。ᢸ当教員の

専門分野を主題とする特殊講義ではࠊテーマの╔᝿ࠊ分析の手法ࠊ議論のᵓ⠏などに関してࠊ௒ᚋࠊ自ら研究を

㐍めていく㝿のከくの♧၀が得られるだろう。演習は外国語文献の講読が㍈になる。その目的はࠊ⊂力で外国語

文献を読みこなすための語学力を向上さࡏることだけではない。テキストを深く読み㎸みࠊ様々なṔྐ学研究の

₻ὶにゐれることでࠊṔྐのከ様な㡿域࡬の知的関心をさらに㧗めることができるだろう。 

3 年次には「すὒྐ学実習 A・B」を履修する（3 年次必修）。この授業は4ࠊ 年次で履修する「卒業論文演習 A・

B」の予ഛ的演習という位⨨づけである。卒業論文でᢅいたいテーマをࠊどのようにして学⾡的な論文としてまと

めあげるかの基礎を習得する。授業はࠊ自分の研究テーマについてࠊ⪃ᐹの手㡰や参⪃文献の調査方法などとと

もに学んだあとࠊ各自ࣞジュ࣓を作成して㡰␒に発表しࠊその内容についてみんなでウ議するという形ᘧをとる。 

4 年次にはࠊ「卒業論文演習」を履修する。学生生άの集大成である卒業論文を඘実したものするためにࠊこれ

までᇵってきた力をここで最大㝈発᥹することがᙉくᮇᚅされる。そしてこれらの課⛬を経て「卒業論文」を提

出し2ࠊ ᭶ึ᪪に最終ヨ験としてཱྀ㢌ヨ問を受ける。 
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学
域
Ｇ
Ｓ
科
目

大学・学問論 1

2 1年～2年

ジェンダーと教育 1

異文化理解1 1

異文化理解 2 1

文学概論 1 1

文学概論 2 1

世界遺産学 1

法政基礎論Ａ 1

法政基礎論Ｂ 1

イメージの比較文化学 1

現代日本の文化と社会 1

地域創造学1 1

地域創造学 2 1

防災学入門 2

ＧＳ科目発展系科目群　※1 －

学域ＧＳ科目　小計 2

学
域
Ｇ
Ｓ 

言
語
科
目

学域ＧＳ言語科目Ⅰ
1

1
2年

1 海外研修等

学域ＧＳ言語科目Ⅱ
1

1
2年

1 海外研修等

学域ＧＳ言語科目　小計 2

人
文
学
基
盤
科
目

人文学序説Ａ 1 1 1～ 4 年

人文学序説Ｂ 1 1 1～ 4 年

人文学序説Ｃ 1 1 1～ 4 年

人文学序説Ｄ 1 1 1～ 4 年

現代社会・人間学入門 1

12

1～ 4 年

哲学の始源 1 1～ 4年

社会情報学Ａ 1 1～ 4年

社会情報学Ｂ 1 1～ 4年

ジェンダーと社会Ａ 1 1～ 4年

ジェンダーと社会Ｂ 1 1～ 4年

知覚・認知心理学Ａ 1 2～ 4年

知覚・認知心理学Ｂ 1 2～ 4年

学習・言語心理学Ａ 1 2～ 4年

学習・言語心理学Ｂ 1 2～ 4年

感情・人格心理学Ａ 1 2～ 4年

感情・人格心理学Ｂ 1 2～ 4年

古代文明論 1 2～ 4年

北陸の考古学 1 2～ 4年

宗教芸術論 1 2～ 4年

イメージを読み解く 1 2～ 4年

グローバルヒストリー 1 2～ 4年

歴史学と現在1 1 1～ 4 年

歴史学と現在 2 1 1～ 4 年

日本語学講義1 1 2～ 4 年

日本の物語と語り物 1 2～ 4年

日本文学の近代 1 2～ 4年

日本文学とメディア 1 2～ 4年

中国の言語文化Ａ 1 2～ 4年

中国の言語文化Ｂ 1 2～ 4年

言語研究入門 1 2～ 4年

文学研究入門 1 2～ 4年

比較文学入門 1 2～ 4年

言語認知科学入門 1 2～ 4年

人文学基盤科目　小計 16

卒
論
関
係

卒業論文演習Ａ 1 1 4 年

卒業論文演習Ｂ 1 1 4 年

卒業論文演習Ｃ 1 1 4 年

卒業論文演習Ｄ 1 1 4 年

卒業論文 6 6 4 年

卒業関係　小計 10

日本・中国言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
日本語学
日本文学

中国語学
中国文学

日本・中国
言語文化
学総合

比 較 文 学

必修 選択必修 Ａ群 Ｂ群   

- 34 - - 35 -

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭

⎫⎬⎭⎫⎬⎭

⎫
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎬
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎜
⎭



    

プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

日本語学概説1 1

8

2～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本語学概説 2 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本の古典と古典学1 1 2～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本の古典と古典学 2 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本の近代文学1 1 2～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本の近代文学 2 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

日本の現代文学1 1 2～ 4 年 ◎ ○ ◎ ○

日本の現代文学 2 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○ ○

漢文学概説1 1 2～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

漢文学概説 2 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国語学概説Ａ1 1 2～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

中国語学概説Ａ2 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国語学概説Ｂ1 1 2～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

中国語学概説Ｂ2 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国文学概説1 1 2～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

中国文学概説 2 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

英語学概説Ａ1 1 2～ 4 年

英語学概説Ａ2 1 2～ 4 年

英語学概説Ｂ1 1 2～ 4 年

英語学概説Ｂ2 1 2～ 4 年

英米文学史Ａ1 1 2～ 4 年 ○

英米文学史Ａ2 1 2～ 4 年 ○

英米文学史Ｂ1 1 2～ 4 年 ○

英米文学史Ｂ2 1 2～ 4 年 ○

ドイツ語学概説Ａ1 1 2～ 4 年

ドイツ語学概説Ａ2 1 2～ 4 年

ドイツ語学概説Ｂ1 1 2～ 4 年

ドイツ語学概説Ｂ2 1 2～ 4 年

ドイツ文学史Ａ1 1 2～ 4 年 ○

ドイツ文学史Ａ2 1 2～ 4 年 ○

ドイツ文学史Ｂ1 1 2～ 4 年 ○

ドイツ文学史Ｂ2 1 2～ 4 年 ○

フランス語学概説Ａ1 1 2～ 4 年

フランス語学概説Ａ2 1 2～ 4 年

フランス語学概説Ｂ1 1 2～ 4 年

フランス語学概説Ｂ2 1 2～ 4 年

フランス文学史Ａ1 1 2～ 4 年 ○

フランス文学史Ａ2 1 2～ 4 年 ○

フランス文学史Ｂ1 1 2～ 4 年 ○

フランス文学史Ｂ2 1 2～ 4 年 ○

言語学概論Ａ 1 2～ 4年

言語学概論Ｂ 1 2～ 4年

言語学概論Ｃ 1 2～ 4年

言語学概論Ｄ 1 2～ 4年

発
展
講
義

日本語の歴史1 1 2～ 4 年 ◎ ○ ◎

日本語の歴史 2 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

日本語学講義 2 1 2～ 4 年 ◎ ○ ◎

日本古典文学史講義 1 2～ 4年 ◎ ○ ◎ ○

日本近代文学史講義 1 2～ 4年 ◎ ○ ○ ○

日本現代文学史講義 1 2～ 4年 ◎ ○ ○ ○

日本古典文学研究法 1 2～ 4年 ◎ ○ ○ ○

日本近代文学研究法 1 2～ 4年 ◎ ○ ○ ○

日本現代文学研究法 1 2～ 4年 ◎ ○ ○ ○

日本文芸思潮講義 1 2～ 4年 ○ ○ ○ ○

日本古典比較文学講義 1 2～ 4年 ○ ○ ○ ○

日本近代比較文学講義 1 2～ 4年 ○ ○ ◎ ○

日本現代比較文学講義 1 2～ 4年 ◎ ○ ◎ ○

漢文学史Ａ1 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

漢文学史Ａ2 1 2～ 4 年 ○ ○ ○ ○

漢文学史Ｂ1 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

漢文学史Ｂ2 1 2～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国語学研究1 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語学研究 2 1 2～ 4 年 ○ ○ ◎

中国文学研究1 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国文学研究 2 1 2～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

中国文学史Ａ1 1 2～ 4 年 ○ ◎ ◎ ○

中国文学史Ａ2 1 2～ 4 年 ○ ○ ◎ ○

日本・中国言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
日本語学
日本文学

中国語学
中国文学

日本・中国
言語文化
学総合

比 較 文 学

必修 選択必修 Ａ群 Ｂ群
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プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

発
展
講
義

中国文学史Ｂ1 1

10

2～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国文学史Ｂ2 1 2～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国語文献読解基礎Ａ1 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国語文献読解基礎Ａ2 1 2～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国語文献読解基礎Ｂ1 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○ ○

中国語文献読解基礎Ｂ2 1 2～ 4 年 ○ ○ ○ ○

中国の文化と社会Ｃ1 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○

中国の文化と社会Ｃ2 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○

中国の文化と社会Ｅ1 1 2～ 4 年 ○ ○ ◎

中国の文化と社会Ｅ2 1 2～ 4 年 ○ ○ ○

英米文学特殊講義Ａ1 1 2～ 4 年 ○

英米文学特殊講義Ａ2 1 2～ 4 年 ○

英米文学特殊講義Ｂ1 1 2～ 4 年 ○

英米文学特殊講義Ｂ2 1 2～ 4 年 ○

英語圏文学特殊講義1 1 2～ 4 年 ○

英語圏文学特殊講義 2 1 2～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ａ2 1 2～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ｂ2 1 2～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ｃ2 1 2～ 4 年 ○

ドイツ文学講義Ｄ2 1 2～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ａ1 1 2～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ａ2 1 2～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ｂ1 1 2～ 4 年 ○

フランス文学特殊講義Ｂ2 1 2～ 4 年 ○

基
礎
演
習
・
実
習

日本語学演習Ａ1 1

8

2～ 4 年 ◎ ○

日本語学演習Ａ2 1 2～ 4 年 ◎ ○

日本語学演習Ｂ1 1 2～ 4 年 ○ ◎

日本語学演習Ｂ2 1 2～ 4 年 ○ ◎

日本古典文学演習Ａ1 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古典文学演習Ａ2 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古典文学演習Ｂ1 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○

日本古典文学演習Ｂ2 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○

日本近代文学演習Ａ1 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ａ2 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ａ1 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ａ2 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

中国語コミュニケーション初級1 1 2～ 4 年 ◎ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級 2 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級 3 1 2～ 4 年 ◎ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級4 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語コミュニケーション初級5 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

中国語コミュニケーション初級6 1 2～ 4 年 ○ ○ ○

中国語コミュニケーション初級7 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

中国語コミュニケーション初級 8 1 2～ 4 年 ○ ○ ○

中国語表現法Ａ1 1 2～ 4 年 ◎ ○

中国語表現法Ａ2 1 2～ 4 年 ○ ○

中国語表現法Ｂ1 1 2～ 4 年 ◎ ○

中国語表現法Ｂ2 1 2～ 4 年 ○ ○

現代中国時事文Ａ1 1 2～ 4 年 ◎ ○

現代中国時事文Ａ2 1 2～ 4 年 ○ ○

現代中国時事文Ｂ1 1 2～ 4 年 ◎ ○

現代中国時事文Ｂ2 1 2～ 4 年 ○ ○

英語圏文学演習Ａ1 1 2～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ａ2 1 2～ 4 年 ○

英米文学演習Ａ1 1 2～ 4 年 ○

英米文学演習Ａ2 1 2～ 4 年 ○

英米文学演習Ｂ1 1 2～ 4 年 ○

英米文学演習Ｂ2 1 2～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ａ1 1 2～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｂ1 1 2～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｃ1 1 2～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｄ1 1 2～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ａ1 1 2～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ａ2 1 2～ 4 年 ○

フランス文学演習Ａ1 1 2～ 4 年 ○

フランス文学演習Ａ2 1 2～ 4 年 ○

日本・中国言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
日本語学
日本文学

中国語学
中国文学

日本・中国
言語文化
学総合

比 較 文 学

必修 選択必修 Ａ群 Ｂ群
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プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

発
展
演
習
・
実
習

日本語学演習Ｃ1 1

8

2～ 4 年 ◎ ○

日本語学演習Ｃ2 1 2～ 4 年 ◎ ○

日本古典文学演習Ｃ1 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

日本古典文学演習Ｃ2 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ｂ1 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ｂ2 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

日本近代文学演習Ｃ1 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○

日本近代文学演習Ｃ2 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○

日本現代文学演習Ｂ1 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ｂ2 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

日本現代文学演習Ｃ1 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○

日本現代文学演習Ｃ2 1 2～ 4 年 ○ ◎ ○

中国語学演習Ａ1 1 2～ 4 年 ◎ ◎

中国語学演習Ａ2 1 2～ 4 年 ◎ ○

中国語学演習Ｂ1 1 2～ 4 年 ○ ◎

中国語学演習Ｂ2 1 2～ 4 年 ○ ○

中国語学テーマ別演習Ａ 1 2～ 4年 ◎ ○

中国語学テーマ別演習Ｂ 1 2～ 4年 ◎ ○

中国文学演習Ａ1 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学演習Ａ2 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学演習Ｂ1 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学演習Ｂ2 1 2～ 4 年 ◎ ○ ○

中国文学テーマ別演習Ａ 1 2～ 4年 ○ ◎ ○

中国文学テーマ別演習Ｂ 1 2～ 4年 ○ ◎ ○

英語圏文学演習Ｂ1 1 2～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ｂ2 1 2～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ｃ1 1 2～ 4 年 ○

英語圏文学演習Ｃ2 1 2～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ａ2 1 2～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｂ2 1 2～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｃ2 1 2～ 4 年 ○

ドイツ文学演習Ｄ2 1 2～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ｂ1 1 2～ 4 年 ○

フランス文学分析演習Ｂ2 1 2～ 4 年 ○

フランス文学演習Ｂ1 1 2～ 4 年 ○

フランス文学演習Ｂ2 1 2～ 4 年 ○

プログラム指定の専門科目　小計 34

選択科目　※ 2 22

合計 86

履修モデルについて           
●：必修科目           
◎：履修を強く推奨する科目          
○：履修を推奨する科目           
            
注：　日本・中国文学間の比較文学履修モデルは，同履修モデルのA 群から34 単位以上修得すること。 

日本・中国文学と英米・ドイツ・フランス文学間のプログラム横断型比較文学履修モデルでは，同履修モデルのA 群から20 単位以上，B 群から
14 単位以上（そのうち演習科目を４単位以上）修得すること。

※１　学域 GS 科目として，本学域が提供する科目に加えて，国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」 
の科目(GS 科目の発展系として位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。 
なお，当該科目群の提供科目については別に定めるものとし，4月初めに公示する。

※２　選択科目には，以下の単位が含まれる。         
①学域 GS 科目で 2単位を超えて修得した単位         
②学域 GS言語科目で 2単位を超えて修得した単位        
③所属するプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位      
④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位        
⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位） 
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日本・中国言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
日本語学
日本文学

中国語学
中国文学

日本・中国
言語文化
学総合

比 較 文 学

必修 選択必修 Ａ群 Ｂ群
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㹙日本・中国ゝ語文化学ࣉロࢢラ࣒㹛 

「日本語学日本文学ࣔデࣝ」 

 ࠒᩍ⫱᪉㔪ࠑ

日本語学ではᐈほ的に日本語について知るための方法論とそれに基づく知識を学ぶ。また，日本語のṔྐにつ

いても理解を深める。日本文学では，ྂ඾から㏆現代にいたる様々な文学的テクストを読み解き，それを取りᕳ

く文化的，社会的⫼ᬒについても⪃ᐹする。୧分野は深く関わる面もあるが，本᮶，ᑐ㇟・目的を␗にする㡿域

であり，୧⪅の関連ᛶとともに┦㐪をព識して学習する。日本で育った学生にとっては日本語・日本文学をᐈほ

的にᤊえることはࡴしろᅔ㞴をకうため，␃学生との஺ὶ，ᾏ外のどⅬも重どして学習することが重要であり，

␃学もዡບする。4 年次の卒業論文作成を㏻して研究方法を☜実に身につけ，それにより୍定の成果を導く。 

 

 ࠒ㑅ᢥについて┠⛉ࡧࡼ࠾ෆᐜ┠⛉ࠑ

1 年次には，ඹ㏻教育科目，学域 GS 科目，人文学基┙科目の履修に加えて，2 年次以㝆の学習にഛえ，自主的

な読書を㏻ࡌてゝ語，文学とそれを取りᕳく様々な問題にᑐする関心を深めておく。 

2年次以㝆は「ࣉロࢢラ࣒指定の専門科目」のうࡕ日本語学日本文学の科目を中心に履修していく。その上で中

国語学中国文学の科目を，さらに௚の語学・文学，ゝ語学の科目について各自の関心にᛂࡌた科目㑅ᢥをする。

これらの科目に関し，「ࣉロࢢラ࣒指定の専門科目」の「卒業に必要な単位ᩘ」㑅ᢥ必修 34単位を㉸える分は，「㑅

ᢥ科目」22 単位を᭷ຠにά用できる。教⫋（国語）については，₎文学概説，₎文学ྐが必修であり，中学ᰯ教

ㅍのචチには書写書㐨基礎(b) （「ࣉロࢢラ࣒指定の専門科目」のᯟ外）が必修であることにὀពする。 

「基礎講義」の科目⩌は，日本語ཬび日本語研究，日本文学ཬび日本文学研究に関する஦㡯をより୍⯡的，総

ྜ的に概ほする。「発展講義」では個ูの問題に↔Ⅼを当て，最新の研究成果を⤂௓しつつ展開する。「基礎演習・

実習」「発展演習・実習」の科目⩌は，๓⪅ではより基礎的・୍⯡的な問題を，ᚋ⪅ではより個ู的・発展的な問

題をᢅうという㐪いはあるが，いࡎれも学生自身が主యとなって成果を発表する形ᘧで行う。文Ꮠの解読，文献

の取りᢅい方，テクスト解㔘とその᰿ᣐとなる用౛分析，資ᩱ・先行研究等の探⣴方法，発表資ᩱ作成のᕤኵ，

発表時の議論の方法，࣏ࣞート・論文の作成方法等々，演習が実㉁的に実力をつけるሙであることに␃ពする。 

日本語学日本文学の科目に関しては，「基礎講義」と「発展講義」，「基礎演習・実習」と「発展演習・実習」は

それࡒれこの㡰に履修する必要はなく，当面の開講科目を㡰次履修する。 

科目ྡのうࡕᮎᑿの 1, 2だけが␗なる科目は，౛外を㝖き，連⥆する内容を取りᢅうため，ྠ୍年度内にこの

㡰に୧方を履修する（␃学などでそれができないሙྜは㝖く。ࢩラࣂスのὀព஦㡯をぢること）。௚方，ࣝ࢔フ࢓

ット࣋ A, B, Cについてはこの㡰に履修する必要はない。 

以上の学習をᅵྎとして 4 年次には卒業論文演習 ABCD を履修し，卒業論文を作成・提出する。テーマ設定は基

本的には自由で，7 ᭶ึ᪪の予ഛ発表会・12 ᭶ึ᪪の中間発表会でその経㐣報告をồめる。2，3 年生も卒業論文

のテーマやලయ的な内容を知る最Ⰻのᶵ会であり，参加がồめられる。なお，ඃ⚽な論文についてはබห㞧誌『㔠

ἑ大学国語国文』にᥖ㍕するなどの౽宜を計っている。 

  

「中国語学中国文学ࣔデࣝ」 

 ࠒᩍ⫱᪉㔪ࠑ

中国語学中国文学は，㐣ཤཬび現代の中国におけるゝ語，文学をはࡌめとする㇏かでከ様な文化的๰㐀をᑐ㇟

とし，隣国中国にᑐする理解を深める教育を行う。そのためのᕤලとして，現代中国語の習得をඹ㏻の目ᶆとす

る。ṇ☜な発㡢と文法を身につけ，その基礎の上に，「読ࡴ，書く，⪺く，ヰす」能力の総ྜ的向上を図る。この

目ᶆを㐩成するために，日本人教員と外国人教員が⥭ᐦに連ᦠして教育にあたる。 

専門教育は積み上げ方ᘧで㐍める。まࡎ，講義形ᘧの基礎的授業と講読によって，様々な素ᮦにゐれ，学習に

ᑐするࣔティ࣋ーࢩョンをᾰ養する。その上で，演習形ᘧの授業やࣞࣝ࣋の㧗い専門的講義を受けながら，自分

で研究ᑐ㇟を発ぢし，最終的には卒業論文において学習の成果を発᥹する。本ࣔデࣝでは，読書等の㟼的な学習

だけでなく，調査，実験等による動的な学習を重どしており，ᚋ⪅の基礎として在学中に▷ᮇ・㛗ᮇを問わࡎ␃

学を経験することをዡບしている。中国語の各✀᳨定ヨ験は，国内外における語学学習の成果を☜認する手ẁで

あるとྠ時に，自主的学習の目ᶆでもある。各自の学習ẁ㝵にᛂࡌて積極的に受験することが望ましい。 

 

 ࠒ㑅ᢥについて┠⛉ࡧࡼ࠾ෆᐜ┠⛉ࠑ

１年次には，ඹ㏻教育科目である中国語 A1-A4 の履修をᙉくᮇᚅする௚，文学やゝ語以外の分野にも関心を向

け，人文学の科目を広く履修してみることを᥎ዡする。 

2 年次には，「ࣉロࢢラ࣒指定の専門科目」のうࡕ，特に「基礎講義」「発展講義」「基礎演習・実習」に㓄され

る中国語学中国文学の講義・講読科目を中心に履修する。᭦に，日本語学日本文学ཬび隣接分野の基礎的科目も

各自の関心にᛂࡌて履修し，ゝ語・文学୍⯡について幅広く学び，ど野を広げるための基礎力を養う。本ࣔデࣝ

必修の中国語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンは，2 年次からの▷ᮇ語学研修や㛗ᮇ␃学に参加する上でも特に重要な科目であ

る。また，₎文学概説，₎文学ྐは中国ྂ඾の読み方について学ぶධ門講ᗙでもあり，国語の教員චチ取得にお

ける必修科目である。授業外のά動として，᫓・⛅のྜᐟでは，学年を㉸えた஺ὶを深めながら中国語の┦஫学

習に取り⤌ࡴ。  

3 年次からは主として「基礎演習・実習」「発展演習・実習」に㓄される専門的な講義，演習科目を履修する。

ྠ時に，自分がどういう課題に⯆࿡がもてるのかを自ぬできるよう，中国語学中国文学の㡿域に主㍈を⨨きなが

らもከ様な学問分野にゐれてもらいたい。4 年次の最大の目ᶆは卒業論文のᇳ➹であり，そのために卒業論文指導

の時間が設けられるが，ᖹ行して「卒論演習」以外の演習科目も履修することでど野を広くಖࡕ，知ぢの⋓得や

そのά用のカ⦎を⥅⥆することが望まれる。特にඃれた論文は『㔠ἑ大学中国語学中国文学教ᐊ⣖要』にᥖ㍕さ

れる。 

また，中国語の教員චチは本ࣔデࣝにおいて最も取得しやすい資格であり，国語の教員චチとేࡏて取得する

ことも比較的容᫆である。中国語学中国文学ࣔデࣝの Web サイトには履修౛などが♧されているので参⪃にして

ほしい。（http://chinese.w3.kanazawa-u.ac.jp/） 
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㹙日本・中国ゝ語文化学ࣉロࢢラ࣒㹛 

「日本語学日本文学ࣔデࣝ」 

 ࠒᩍ⫱᪉㔪ࠑ

日本語学ではᐈほ的に日本語について知るための方法論とそれに基づく知識を学ぶ。また，日本語のṔྐにつ

いても理解を深める。日本文学では，ྂ඾から㏆現代にいたる様々な文学的テクストを読み解き，それを取りᕳ

く文化的，社会的⫼ᬒについても⪃ᐹする。୧分野は深く関わる面もあるが，本᮶，ᑐ㇟・目的を␗にする㡿域

であり，୧⪅の関連ᛶとともに┦㐪をព識して学習する。日本で育った学生にとっては日本語・日本文学をᐈほ

的にᤊえることはࡴしろᅔ㞴をకうため，␃学生との஺ὶ，ᾏ外のどⅬも重どして学習することが重要であり，

␃学もዡບする。4 年次の卒業論文作成を㏻して研究方法を☜実に身につけ，それにより୍定の成果を導く。 

 

 ࠒ㑅ᢥについて┠⛉ࡧࡼ࠾ෆᐜ┠⛉ࠑ

1 年次には，ඹ㏻教育科目，学域 GS 科目，人文学基┙科目の履修に加えて，2 年次以㝆の学習にഛえ，自主的

な読書を㏻ࡌてゝ語，文学とそれを取りᕳく様々な問題にᑐする関心を深めておく。 

2年次以㝆は「ࣉロࢢラ࣒指定の専門科目」のうࡕ日本語学日本文学の科目を中心に履修していく。その上で中

国語学中国文学の科目を，さらに௚の語学・文学，ゝ語学の科目について各自の関心にᛂࡌた科目㑅ᢥをする。

これらの科目に関し，「ࣉロࢢラ࣒指定の専門科目」の「卒業に必要な単位ᩘ」㑅ᢥ必修 34単位を㉸える分は，「㑅

ᢥ科目」22 単位を᭷ຠにά用できる。教⫋（国語）については，₎文学概説，₎文学ྐが必修であり，中学ᰯ教

ㅍのචチには書写書㐨基礎(b) （「ࣉロࢢラ࣒指定の専門科目」のᯟ外）が必修であることにὀពする。 

「基礎講義」の科目⩌は，日本語ཬび日本語研究，日本文学ཬび日本文学研究に関する஦㡯をより୍⯡的，総

ྜ的に概ほする。「発展講義」では個ูの問題に↔Ⅼを当て，最新の研究成果を⤂௓しつつ展開する。「基礎演習・

実習」「発展演習・実習」の科目⩌は，๓⪅ではより基礎的・୍⯡的な問題を，ᚋ⪅ではより個ู的・発展的な問

題をᢅうという㐪いはあるが，いࡎれも学生自身が主యとなって成果を発表する形ᘧで行う。文Ꮠの解読，文献

の取りᢅい方，テクスト解㔘とその᰿ᣐとなる用౛分析，資ᩱ・先行研究等の探⣴方法，発表資ᩱ作成のᕤኵ，

発表時の議論の方法，࣏ࣞート・論文の作成方法等々，演習が実㉁的に実力をつけるሙであることに␃ពする。 

日本語学日本文学の科目に関しては，「基礎講義」と「発展講義」，「基礎演習・実習」と「発展演習・実習」は

それࡒれこの㡰に履修する必要はなく，当面の開講科目を㡰次履修する。 

科目ྡのうࡕᮎᑿの 1, 2だけが␗なる科目は，౛外を㝖き，連⥆する内容を取りᢅうため，ྠ୍年度内にこの

㡰に୧方を履修する（␃学などでそれができないሙྜは㝖く。ࢩラࣂスのὀព஦㡯をぢること）。௚方，ࣝ࢔フ࢓

ット࣋ A, B, Cについてはこの㡰に履修する必要はない。 

以上の学習をᅵྎとして 4 年次には卒業論文演習 ABCD を履修し，卒業論文を作成・提出する。テーマ設定は基

本的には自由で，7 ᭶ึ᪪の予ഛ発表会・12 ᭶ึ᪪の中間発表会でその経㐣報告をồめる。2，3 年生も卒業論文

のテーマやලయ的な内容を知る最Ⰻのᶵ会であり，参加がồめられる。なお，ඃ⚽な論文についてはබห㞧誌『㔠

ἑ大学国語国文』にᥖ㍕するなどの౽宜を計っている。 

  

「中国語学中国文学ࣔデࣝ」 

 ࠒᩍ⫱᪉㔪ࠑ

中国語学中国文学は，㐣ཤཬび現代の中国におけるゝ語，文学をはࡌめとする㇏かでከ様な文化的๰㐀をᑐ㇟

とし，隣国中国にᑐする理解を深める教育を行う。そのためのᕤලとして，現代中国語の習得をඹ㏻の目ᶆとす

る。ṇ☜な発㡢と文法を身につけ，その基礎の上に，「読ࡴ，書く，⪺く，ヰす」能力の総ྜ的向上を図る。この

目ᶆを㐩成するために，日本人教員と外国人教員が⥭ᐦに連ᦠして教育にあたる。 

専門教育は積み上げ方ᘧで㐍める。まࡎ，講義形ᘧの基礎的授業と講読によって，様々な素ᮦにゐれ，学習に

ᑐするࣔティ࣋ーࢩョンをᾰ養する。その上で，演習形ᘧの授業やࣞࣝ࣋の㧗い専門的講義を受けながら，自分

で研究ᑐ㇟を発ぢし，最終的には卒業論文において学習の成果を発᥹する。本ࣔデࣝでは，読書等の㟼的な学習

だけでなく，調査，実験等による動的な学習を重どしており，ᚋ⪅の基礎として在学中に▷ᮇ・㛗ᮇを問わࡎ␃

学を経験することをዡບしている。中国語の各✀᳨定ヨ験は，国内外における語学学習の成果を☜認する手ẁで

あるとྠ時に，自主的学習の目ᶆでもある。各自の学習ẁ㝵にᛂࡌて積極的に受験することが望ましい。 

 

 ࠒ㑅ᢥについて┠⛉ࡧࡼ࠾ෆᐜ┠⛉ࠑ

１年次には，ඹ㏻教育科目である中国語 A1-A4 の履修をᙉくᮇᚅする௚，文学やゝ語以外の分野にも関心を向

け，人文学の科目を広く履修してみることを᥎ዡする。 

2 年次には，「ࣉロࢢラ࣒指定の専門科目」のうࡕ，特に「基礎講義」「発展講義」「基礎演習・実習」に㓄され

る中国語学中国文学の講義・講読科目を中心に履修する。᭦に，日本語学日本文学ཬび隣接分野の基礎的科目も

各自の関心にᛂࡌて履修し，ゝ語・文学୍⯡について幅広く学び，ど野を広げるための基礎力を養う。本ࣔデࣝ

必修の中国語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンは，2 年次からの▷ᮇ語学研修や㛗ᮇ␃学に参加する上でも特に重要な科目であ

る。また，₎文学概説，₎文学ྐは中国ྂ඾の読み方について学ぶධ門講ᗙでもあり，国語の教員චチ取得にお

ける必修科目である。授業外のά動として，᫓・⛅のྜᐟでは，学年を㉸えた஺ὶを深めながら中国語の┦஫学

習に取り⤌ࡴ。  

3 年次からは主として「基礎演習・実習」「発展演習・実習」に㓄される専門的な講義，演習科目を履修する。

ྠ時に，自分がどういう課題に⯆࿡がもてるのかを自ぬできるよう，中国語学中国文学の㡿域に主㍈を⨨きなが

らもከ様な学問分野にゐれてもらいたい。4 年次の最大の目ᶆは卒業論文のᇳ➹であり，そのために卒業論文指導

の時間が設けられるが，ᖹ行して「卒論演習」以外の演習科目も履修することでど野を広くಖࡕ，知ぢの⋓得や

そのά用のカ⦎を⥅⥆することが望まれる。特にඃれた論文は『㔠ἑ大学中国語学中国文学教ᐊ⣖要』にᥖ㍕さ

れる。 

また，中国語の教員චチは本ࣔデࣝにおいて最も取得しやすい資格であり，国語の教員චチとేࡏて取得する

ことも比較的容᫆である。中国語学中国文学ࣔデࣝの Web サイトには履修౛などが♧されているので参⪃にして

ほしい。（http://chinese.w3.kanazawa-u.ac.jp/） 
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「日本・中国ゝ語文化学総ྜࣔデࣝ」 

 ࠒᩍ⫱᪉㔪ࠑ

このࣔデࣝでは，日本と中国の཮方のゝ語文化について深く理解するとともに，その┦஫関ಀに╔目してᮾ࢔

ジ࢔におけるゝ語，文学，文化のあり方をより広いど野から学ぶことを目的とする。ྂ代以᮶，日本は中⳹文᫂

の大きなᙳ㡪を受けるとともに，とくに㏆代以㝆は文化面で཮方向的に஺ὶしてきた。文学について学ࡰうとす

れば，┦஫に↓どすることができない深い関ಀがある。௚方，日本語と中国語はゝ語のタイࣉが␗なり，Ṕྐ的

な系統関ಀも認められないが，文化面とྠ様，ᾏをᣳんで地理的に隣りྜうことから深く関わってきた。このࣔ

デࣝではこうしたⅬを重どして学習を㐍める。日本と中国のどࡕらにより力Ⅼを⨨くかは，それࡒれの関心にᛂ

 。て決めていくࡌ

 

 ࠒ㑅ᢥについて┠⛉ࡧࡼ࠾ෆᐜ┠⛉ࠑ

各科目⩌の位⨨௜け・履修のうࡕ，㹙日本語学日本文学ࣔデࣝ㹛㹙中国語学中国文学ࣔデࣝ㹛とඹ㏻する㒊分は

上グを参照する。なお，教⫋についてもこれらにὀពⅬがグされているので，よく読ࡴこと。 

このࣔデࣝ特᭷の␃ពⅬとしては，まࡎ཮方の基本的な科目をඃ先して履修することが望ましい。その上で，

各自の関心にᛂࡌて履修していく。ලయ的にゝえば，ゝ語面を重どして学習するのか，それとも文学あるいは文

化面を重どするのかによって科目㑅ᢥの௙方は␗なってくる。また，日本ഃと中国ഃのいࡎれかにより力Ⅼを⨨

く，あるいは୧方をྠࡌように学ぶといった㐪いによっても科目㑅ᢥは␗なる。࢝リキュラ࣒表中のۑ۔は目Ᏻ

としつつ，各自の関心にᛂࡌて科目㑅ᢥを行う。とくにこのࣔデࣝでは，㝶時，教員と┦ㄯしつつ，学習を㐍め

ることが望まれる。 
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「日本・中国ゝ語文化学総ྜࣔデࣝ」 

 ࠒᩍ⫱᪉㔪ࠑ

このࣔデࣝでは，日本と中国の཮方のゝ語文化について深く理解するとともに，その┦஫関ಀに╔目してᮾ࢔

ジ࢔におけるゝ語，文学，文化のあり方をより広いど野から学ぶことを目的とする。ྂ代以᮶，日本は中⳹文᫂

の大きなᙳ㡪を受けるとともに，とくに㏆代以㝆は文化面で཮方向的に஺ὶしてきた。文学について学ࡰうとす

れば，┦஫に↓どすることができない深い関ಀがある。௚方，日本語と中国語はゝ語のタイࣉが␗なり，Ṕྐ的

な系統関ಀも認められないが，文化面とྠ様，ᾏをᣳんで地理的に隣りྜうことから深く関わってきた。このࣔ

デࣝではこうしたⅬを重どして学習を㐍める。日本と中国のどࡕらにより力Ⅼを⨨くかは，それࡒれの関心にᛂ

 。て決めていくࡌ

 

 ࠒ㑅ᢥについて┠⛉ࡧࡼ࠾ෆᐜ┠⛉ࠑ

各科目⩌の位⨨௜け・履修のうࡕ，㹙日本語学日本文学ࣔデࣝ㹛㹙中国語学中国文学ࣔデࣝ㹛とඹ㏻する㒊分は

上グを参照する。なお，教⫋についてもこれらにὀពⅬがグされているので，よく読ࡴこと。 

このࣔデࣝ特᭷の␃ពⅬとしては，まࡎ཮方の基本的な科目をඃ先して履修することが望ましい。その上で，

各自の関心にᛂࡌて履修していく。ලయ的にゝえば，ゝ語面を重どして学習するのか，それとも文学あるいは文

化面を重どするのかによって科目㑅ᢥの௙方は␗なってくる。また，日本ഃと中国ഃのいࡎれかにより力Ⅼを⨨

く，あるいは୧方をྠࡌように学ぶといった㐪いによっても科目㑅ᢥは␗なる。࢝リキュラ࣒表中のۑ۔は目Ᏻ

としつつ，各自の関心にᛂࡌて科目㑅ᢥを行う。とくにこのࣔデࣝでは，㝶時，教員と┦ㄯしつつ，学習を㐍め

ることが望まれる。 

  

学
域
Ｇ
Ｓ
科
目

大学・学問論 1

2 1 年～ 2年

ジェンダーと教育 1

異文化理解１ 1

異文化理解２ 1

文学概論１ 1

文学概論２ 1

世界遺産学 1

法政基礎論Ａ 1

法政基礎論Ｂ 1

イメージの比較文化学 1

現代日本の文化と社会 1

地域創造学１ 1

地域創造学２ 1

防災学入門 2

GS 科目発展系科目群　※１ －

学域ＧＳ科目　小計 2

学
域
Ｇ
Ｓ 

言
語
科
目

学域GS言語科目Ⅰ
1

1
2 年

1 海外研修等

学域 GS言語科目Ⅱ
1

1
2 年

1 海外研修等

学域ＧＳ言語科目　小計 2

人
文
学
基
盤
科
目

人文学序説Ａ 1 1 1 ～ 4 年

人文学序説Ｂ 1 1 1 ～ 4 年

人文学序説Ｃ 1 1 1 ～ 4 年

人文学序説Ｄ 1 1 1 ～ 4 年

現代社会・人間学入門 1

12

1 ～ 4 年

哲学の始源 1 1 ～ 4 年

社会情報学Ａ 1 1 ～ 4 年

社会情報学Ｂ 1 1 ～ 4 年

ジェンダーと社会Ａ 1 1 ～ 4 年

ジェンダーと社会Ｂ 1 1 ～ 4 年

知覚・認知心理学Ａ 1 2 ～ 4 年

知覚・認知心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年

学習・言語心理学Ａ 1 2 ～ 4 年

学習・言語心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年

感情・人格心理学Ａ 1 2 ～ 4 年

感情・人格心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年

古代文明論 1 2 ～ 4 年

北陸の考古学 1 2 ～ 4 年

宗教芸術論 1 2 ～ 4 年

イメージを読み解く 1 2 ～ 4 年

グローバルヒストリー 1 2 ～ 4 年

歴史学と現在１ 1 1 ～ 4 年

歴史学と現在２ 1 1 ～ 4 年

日本語学講義１ 1 2 ～ 4 年

日本の物語と語り物 1 2 ～ 4 年

日本文学の近代 1 2 ～ 4 年

日本文学とメディア 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化Ａ 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化Ｂ 1 2 ～ 4 年

言語研究入門 1 2 ～ 4 年

文学研究入門 1 2 ～ 4 年

比較文学入門 1 2 ～ 4 年

言語認知科学入門 1 2 ～ 4 年

人文学基盤科目　小計 16

卒
論
関
係

卒業論文演習Ａ 1 1 4 年

卒業論文演習Ｂ 1 1 4 年

卒業論文演習Ｃ 1 1 4 年

卒業論文演習Ｄ 1 1 4 年

卒業論文 6 6 4 年

卒業関係　小計 10

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学 
英米文学

ドイツ語学 
ドイツ文学

フランス語学 
フランス文学

対照 
言語学

比較文学

必修 選択必修 Ａ群 Ｂ群
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プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

基
礎
講
義

英語学概説Ａ１ 1

8

2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ◎

英語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ◎

英語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学総論１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学総論２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英文法講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英文法講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英文法講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

ドイツ語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

ドイツ語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

ドイツ語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ語学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ語学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ語学講義Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ◎

フランス語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ◎

フランス語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ◎

英米文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○ ○ ◎

英米文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

北米文化論１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

北米文化論２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

ドイツ文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎ ○ ◎

ドイツ文学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｄ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ◎

フランス文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ◎ ◎

言語学概論Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

言語学概論Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

言語学概論Ｃ 1 2 ～ 4 年 ○

言語学概論Ｄ 1 2 ～ 4 年 ○

日本の近代文学１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本の近代文学２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本の現代文学１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本の現代文学２ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○

発
展
講
義

英語学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米文学特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米文学特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米文学特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米文学特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語圏文学特殊講義１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英語圏文学特殊講義２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米言語文化概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米言語文化概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米言語文化概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米言語文化概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学 
英米文学

ドイツ語学 
ドイツ文学

フランス語学 
フランス文学

対照 
言語学

比較文学

必修 選択必修 Ａ群 Ｂ群
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プ
ロ
グ
ラ
ム
指
定
の
専
門
科
目

発
展
講
義

ドイツ語学講義Ａ２ 1

6

2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ語学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

ドイツ文学講義Ｄ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フランス文学特殊講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

日本近代文学史講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学史講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学研究法 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学研究法 1 2 ～ 4 年 ○

日本文芸思潮講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代比較文学講義 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

漢文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学研究１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学研究２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学史Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語文献読解基礎Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

基
礎
演
習
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

英文法研究Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法研究Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法研究Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英文法研究Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論研究 １ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論研究 ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語認知論Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学基礎演習１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学基礎演習２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ語学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

英語圏文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英米文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

ドイツ文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｄ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス文学分析演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学分析演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス語作文表現法（基礎）１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

フランス語作文表現法（基礎）２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

フランス語作文表現法（中級）Ａ１ 1 3 ～ 4 年 ○ ○

フランス語作文表現法（中級）Ａ２ 1 3 ～ 4 年 ○ ○

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学 
英米文学

ドイツ語学 
ドイツ文学

フランス語学 
フランス文学

対照 
言語学

比較文学

必修 選択必修 Ａ群 Ｂ群
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ロ
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基
礎
演
習
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
科
目

フランス語作文表現法（中級）Ｂ１ 1

16

3 ～ 4 年 ○ ○

フランス語作文表現法（中級）Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○ ○

英語表現法Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語表現法Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語表現法Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語表現法Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語プレゼンテーション１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

英語プレゼンテーション２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

英語コミュニケーション１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

英語コミュニケーション２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語読解基礎１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語読解基礎２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級５ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション初級６ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

ドイツ語コミュニケーション中級１ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級２ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級３ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級４ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級５ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語コミュニケーション中級６ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語表現法１ 1 3 ～ 4 年 ◎

ドイツ語表現法２ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語文法演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス語文法演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス語コミュニケーション初級１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級５ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級６ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級７ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション初級８ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎ ◎

フランス語コミュニケーション中級１ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級２ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級３ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級４ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級５ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級６ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級７ 1 3 ～ 4 年 ◎

フランス語コミュニケーション中級８ 1 3 ～ 4 年 ◎

日本近代文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

発
展
演
習

英語学理論演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語学理論演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

英語圏文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

英語圏文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

英米文化研究Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化研究Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化研究Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化研究Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語圏広域文化研究１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英語圏広域文化研究２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化動態論１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学 
英米文学

ドイツ語学 
ドイツ文学

フランス語学 
フランス文学

対照 
言語学

比較文学

必修 選択必修 Ａ群 Ｂ群
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プ
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発
展
演
習

英米文化動態論２ 1

6

2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化基礎論１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米文化基礎論２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○ ○

英米言語文化演習１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

英米言語文化演習２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

ドイツ語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ語学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

ドイツ文学演習Ｄ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス語文法演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス語文法演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学分析演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス文学分析演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ◎

フランス語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

フランス文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

日本近代文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本近代文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本現代文学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学テーマ別演習Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

中国文学テーマ別演習Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

プログラム指定の専門科目　小計 36

選択科目　※２ 20

合計 86

履修モデルについて
●：必修科目
◎：履修を強く推奨する科目
○：履修を推奨する科目

対照言語学履修モデルでは，発展講義を除き，同履修モデルにおいて強く履修を推奨されている科目（◎）を30 単位以上修得すること。

英米・ドイツ・フランス文学間の比較文学履修モデルでは，発展講義を除き，同履修モデルのA 群において強く履修を推奨されている科目（◎）を30
単位以上修得すること。

英米・ドイツ・フランス文学と日本・中国文学間のプログラム横断型比較文学履修モデルでは，同履修モデルのA 群において強く履修を推奨されている
科目（◎）を18 単位以上，B 群において履修を推奨されている科目（○）を12 単位以上（そのうち演習科目を4単位以上）修得すること。

※１　学域 GS 科目として，本学域が提供する科目に加えて，国際基幹教育院が提供する「GS 科目発展系科目群」
　　の科目(GS 科目の発展系として位置づけられる科目を言う。）を履修することができる。
　　なお，当該科目群の提供科目については別に定めるものとし，4月初めに公示する。

※２　選択科目には，以下の単位が含まれる。
　　①学域 GS 科目で 2単位を超えて修得した単位
　　②学域 GS言語科目で 2単位を超えて修得した単位
　　③所属するプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
　　④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
　　⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

欧米言語文化学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考
英語学 
英米文学

ドイツ語学 
ドイツ文学

フランス語学 
フランス文学

対照 
言語学

比較文学

必修 選択必修 Ａ群 Ｂ群
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㹙Ḣ⡿ゝ語文化学ࣉロࢢラ࣒㹛 

 ࠒᩍ⫱᪉㔪ࠑ

ことばはそれࡒれの地域で，ᬑẁの生άの中で౑われながら㛗いṔྐをṧし，また，人が文化を๰りあげるの

に重要なാきをしてきた。このࣉロࢢラ࣒では，とりわけヨーロッパのṔྐと文化を้んできた，英語・ドイツ

語・フランス語を集中的に学習する。もࡕろん，中㧗から学んできた英語と，大学から学びጞめるドイツ語・フ

ランス語では，スタートラインは㐪うだろう。しかしわれわれが㏣いồめるのは，実用重どの語学力だけではな

く，これらのことばそのもののあり方である。英語をẕ語とするᏊどもは英語をどのように身につけていくのか，

ドイツ語を➨ 2 ゝ語として修得するためのもっともຠ果的な方法はなにか，フランス語によるものࡈとのᤊえ方

にはどのような特ᚩがみられるのかなど，さまࡊまなゝ語現㇟について，つࡡに最新の研究成果を取りධれなが

らともに⪃えていきたい。また，日本語をྵࡴ」ᩘゝ語を比較᳨ウするᑐ照ゝ語学も，わたしたࡕのࣉロࢢラ࣒

で学習ྍ能である。 

ことばの学習は，ことばの౑われ方の学習なしではありえない。そこで，これらのことばを礎にしたḢ⡿の文

学・文化・社会（ᛮ᝿，ⱁ⾡，日ᖖ生ά，国㝿஺ὶなど）࡬の幅広い関心と知識を養うことも，わたしたࡕのࣉ

ロࢢラ࣒の目ᶆである。そのさい，ࡦとつのゝ語文化と深く取り⤌ࡴか，それとも」ᩘのゝ語文化をໟᣓ的に研

究するかは，あなた次➨である。日本文学や中国文学をྵめ，」ᩘの文学作ရをᶓ断するᙳ㡪関ಀの実ドや，⨾

⾡・㡢ᴦ・ᫎ画・ₔ画など，௚の表現ジャンࣝとの関ಀなどを研究ᑐ㇟とする比較文学もまた，わたしたࡕのࣉ

ロࢢラ࣒のᏲഛ⠊ᅖである。 

 

 ࠒ㑅ᢥについて┠⛉ࡧࡼ࠾ෆᐜ┠⛉ࠑ

ඹ㏻教育科目のึ習ゝ語科目については，ドイツ語 A またはフランス語 A を履修しておくことが望ましい。た

だし本ࣉロࢢラ࣒の「比較文学」履修ࣔデࣝにおいて，Ḣ⡿文学と中国文学の比較を行いたいሙྜは，中国語 A

を履修しておくことが望ましい。1 年次でドイツ語 A またはフランス語 A を履修していなくて本ࣉロࢢラ࣒をᕼ

望するሙྜは，本ࣉロࢢラ࣒の専௵教員に஦๓に┦ㄯする必要がある。 

 

本ࣉロࢢラ࣒が提♧するᶆ‽的履修ࣔデࣝは 5 つある。いࡎれの履修ࣔデࣝを㑅ᢥするሙྜも，基礎講義 8 単

位，発展講義 6 単位，基礎演習・コ࣑ュࢣࢽーࢩョン科目 16 単位，発展演習 6 単位を修得しなければいけない。

その㝿，履修ࣔデࣝࡈとにᙉく履修を᥎ዡされている科目（۔）と履修を᥎ዡされている科目（ۑ）が␗なるの

で，よくὀពして科目を㑅ᢥすること。履修を᥎ዡされていない科目の単位を修得することもྍ能ではあるが，

履修ࣔデࣝは系統的な学習をಁすものであり，在学時の学習の集大成としてᇳ➹される卒業論文の作成にᨭ㞀を

きたすことがないように設計されている。履修ࣔデࣝࡈとにᙉく履修を᥎ዡされている科目（۔）と履修を᥎ዡ

されている科目（ۑ）が設定されていることのព࿡はᛀれないでほしい。 

 

 ࠒࣝࢹᒚಟࣔࠑ

「英語学英⡿文学」 

本履修ࣔデࣝでは，おもに英語学と英⡿文学に関する講義科目と演習科目を履修する。これらの科目では，よ

り㧗いࣞࣝ࣋の英語力をᇵいながら，専門的にどのような研究がどのように行われているのか，研究の実㝿を࿡

わうことになる。資ᩱや文献の収集法，論Ⅼのᩚ理法，どⅬのとり方，議論の㐍め方などは，英語を㏻してたど

るだけにかえって深く定╔するだろう。英語で書かれた面ⓑい作ရをたくさんᴦしみ，様々な英語表現にᩘከく

ゐれながら，英語の⢭㧊をつかんでいってもらいたい。 

外国人教員のᢸ当する「英語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン」「英語ࢮࣞࣉンテーࢩョン」「英⡿文化研究」「英語ᅪ広域文

化研究」などの科目は，単なる英会ヰを㉺えた，英語による専門的な議論のできるሙとしてά用してほしい。 

なお，本履修ࣔデࣝの「卒業論文」は英語でのᇳ➹をᙉく᥎ዡする。研究テーマは各自の関心にᛂࡌて㑅ᢥす

るが，格ዲのテーマを㑅ᢥするためにも，‶㊊のいく論文を௙上げるためにも，開講される科目が大きな力にな

るはࡎである。各科目の受講にあたっては，積極的な参加をᮇᚅしたい。 

 

「ドイツ語学ドイツ文学」 

本履修ࣔデࣝでは，おもにドイツ語学とドイツ文学に関する講義科目と演習科目を履修する。 

「ドイツ文学ྐ」では，ドイツ文学がどのようなṔྐをたどり，そのなかでどのような₻ὶが生み出されてき

たのかを㡰を㏣って概ほする。 

「ドイツ語学概説」はドイツ語を中心にすえながら人のことばの௙⤌みを概ほする，ことばの科学࡬のධ門で

ある。 

「ドイツ文学講義」や「ドイツ語学講義」のように「講義」とྡのつく科目では，学年㐍行඲యのࣂランスを

⪃៖しながら，ከ様なテーマを取り上げる。「講義」といっても教員の୍方的な語りではなく，受講⪅との┦஫コ

 。ョンをはかりながらテーマを掘り下げるࢩーࢣࢽュ࣑

「ドイツ文学演習」や「ドイツ語学演習」のように「演習」とྡのつく科目では，文献講読，作ရ講読だけで

はなく，受講⪅の‽ഛした発表と，それをめࡄるウ論などを㏻ࡌて，受講⪅が主య的にテーマに取り⤌ࡴことを

目指した授業である。 

「ドイツ語読解基礎」は，やさしいドイツ語の文❶を読ࡴことで，そのᚋの授業でᢅう文献や作ရを読解する

ための基礎を養成する演習である。2 年次の๓ᮇに履修してほしい。 

「ドイツ語表現法」は，自分の⪃えをドイツ語で表現するカ⦎を行う演習である。3 年次のᚋᮇに履修してほし

い。 

「ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン」は，おもにࢿイティブの教員による授業で，ドイツ語を౑って自由にコ࣑ュ

していくので，2ࣉッ࢔ࣝ࣋まな⦎習を行う。ẁ㝵的にࣞࡊョンできるように，さまࢩーࢣࢽ 年次には「ึ⣭」を，

3 年次には「中⣭」を履修してほしい。 

4 年次の「卒業論文演習」では，それࡒれの関心にᛂࡌて㑅んだテーマを，卒業論文として᏶成さࡏるためのお

手ఏいをする。教員は卒業論文作成に必要な資ᩱ探しのお手ఏいをしたり，論文をどのように⤌み立てるかにつ

いてヰしྜったりする。そのような㐣⛬を経て௙上がった論文は，最終的に「卒業論文」としてホ౯されること

になる。 

 

「フランス語学フランス文学」 

本履修ࣔデࣝでは，おもにフランス語学とフランス文学に関する講義科目と演習科目を履修する。 

「フランス文学ྐ」では，ヨーロッパのṔྐと連動しながらフランス文学がどのような作ရを生み出してきた

かを⪃ᐹする。 

「フランス語学概説」はフランス語学研究のධ門となるような講義を行う。 
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㹙Ḣ⡿ゝ語文化学ࣉロࢢラ࣒㹛 

 ࠒᩍ⫱᪉㔪ࠑ

ことばはそれࡒれの地域で，ᬑẁの生άの中で౑われながら㛗いṔྐをṧし，また，人が文化を๰りあげるの

に重要なാきをしてきた。このࣉロࢢラ࣒では，とりわけヨーロッパのṔྐと文化を้んできた，英語・ドイツ

語・フランス語を集中的に学習する。もࡕろん，中㧗から学んできた英語と，大学から学びጞめるドイツ語・フ

ランス語では，スタートラインは㐪うだろう。しかしわれわれが㏣いồめるのは，実用重どの語学力だけではな

く，これらのことばそのもののあり方である。英語をẕ語とするᏊどもは英語をどのように身につけていくのか，

ドイツ語を➨ 2 ゝ語として修得するためのもっともຠ果的な方法はなにか，フランス語によるものࡈとのᤊえ方

にはどのような特ᚩがみられるのかなど，さまࡊまなゝ語現㇟について，つࡡに最新の研究成果を取りධれなが

らともに⪃えていきたい。また，日本語をྵࡴ」ᩘゝ語を比較᳨ウするᑐ照ゝ語学も，わたしたࡕのࣉロࢢラ࣒

で学習ྍ能である。 

ことばの学習は，ことばの౑われ方の学習なしではありえない。そこで，これらのことばを礎にしたḢ⡿の文

学・文化・社会（ᛮ᝿，ⱁ⾡，日ᖖ生ά，国㝿஺ὶなど）࡬の幅広い関心と知識を養うことも，わたしたࡕのࣉ

ロࢢラ࣒の目ᶆである。そのさい，ࡦとつのゝ語文化と深く取り⤌ࡴか，それとも」ᩘのゝ語文化をໟᣓ的に研

究するかは，あなた次➨である。日本文学や中国文学をྵめ，」ᩘの文学作ရをᶓ断するᙳ㡪関ಀの実ドや，⨾

⾡・㡢ᴦ・ᫎ画・ₔ画など，௚の表現ジャンࣝとの関ಀなどを研究ᑐ㇟とする比較文学もまた，わたしたࡕのࣉ

ロࢢラ࣒のᏲഛ⠊ᅖである。 

 

 ࠒ㑅ᢥについて┠⛉ࡧࡼ࠾ෆᐜ┠⛉ࠑ

ඹ㏻教育科目のึ習ゝ語科目については，ドイツ語 A またはフランス語 A を履修しておくことが望ましい。た

だし本ࣉロࢢラ࣒の「比較文学」履修ࣔデࣝにおいて，Ḣ⡿文学と中国文学の比較を行いたいሙྜは，中国語 A

を履修しておくことが望ましい。1 年次でドイツ語 A またはフランス語 A を履修していなくて本ࣉロࢢラ࣒をᕼ

望するሙྜは，本ࣉロࢢラ࣒の専௵教員に஦๓に┦ㄯする必要がある。 

 

本ࣉロࢢラ࣒が提♧するᶆ‽的履修ࣔデࣝは 5 つある。いࡎれの履修ࣔデࣝを㑅ᢥするሙྜも，基礎講義 8 単

位，発展講義 6 単位，基礎演習・コ࣑ュࢣࢽーࢩョン科目 16 単位，発展演習 6 単位を修得しなければいけない。

その㝿，履修ࣔデࣝࡈとにᙉく履修を᥎ዡされている科目（۔）と履修を᥎ዡされている科目（ۑ）が␗なるの

で，よくὀពして科目を㑅ᢥすること。履修を᥎ዡされていない科目の単位を修得することもྍ能ではあるが，

履修ࣔデࣝは系統的な学習をಁすものであり，在学時の学習の集大成としてᇳ➹される卒業論文の作成にᨭ㞀を

きたすことがないように設計されている。履修ࣔデࣝࡈとにᙉく履修を᥎ዡされている科目（۔）と履修を᥎ዡ

されている科目（ۑ）が設定されていることのព࿡はᛀれないでほしい。 

 

 ࠒࣝࢹᒚಟࣔࠑ

「英語学英⡿文学」 

本履修ࣔデࣝでは，おもに英語学と英⡿文学に関する講義科目と演習科目を履修する。これらの科目では，よ

り㧗いࣞࣝ࣋の英語力をᇵいながら，専門的にどのような研究がどのように行われているのか，研究の実㝿を࿡

わうことになる。資ᩱや文献の収集法，論Ⅼのᩚ理法，どⅬのとり方，議論の㐍め方などは，英語を㏻してたど

るだけにかえって深く定╔するだろう。英語で書かれた面ⓑい作ရをたくさんᴦしみ，様々な英語表現にᩘከく

ゐれながら，英語の⢭㧊をつかんでいってもらいたい。 

外国人教員のᢸ当する「英語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン」「英語ࢮࣞࣉンテーࢩョン」「英⡿文化研究」「英語ᅪ広域文

化研究」などの科目は，単なる英会ヰを㉺えた，英語による専門的な議論のできるሙとしてά用してほしい。 

なお，本履修ࣔデࣝの「卒業論文」は英語でのᇳ➹をᙉく᥎ዡする。研究テーマは各自の関心にᛂࡌて㑅ᢥす

るが，格ዲのテーマを㑅ᢥするためにも，‶㊊のいく論文を௙上げるためにも，開講される科目が大きな力にな

るはࡎである。各科目の受講にあたっては，積極的な参加をᮇᚅしたい。 

 

「ドイツ語学ドイツ文学」 

本履修ࣔデࣝでは，おもにドイツ語学とドイツ文学に関する講義科目と演習科目を履修する。 

「ドイツ文学ྐ」では，ドイツ文学がどのようなṔྐをたどり，そのなかでどのような₻ὶが生み出されてき

たのかを㡰を㏣って概ほする。 

「ドイツ語学概説」はドイツ語を中心にすえながら人のことばの௙⤌みを概ほする，ことばの科学࡬のධ門で

ある。 

「ドイツ文学講義」や「ドイツ語学講義」のように「講義」とྡのつく科目では，学年㐍行඲యのࣂランスを

⪃៖しながら，ከ様なテーマを取り上げる。「講義」といっても教員の୍方的な語りではなく，受講⪅との┦஫コ

 。ョンをはかりながらテーマを掘り下げるࢩーࢣࢽュ࣑

「ドイツ文学演習」や「ドイツ語学演習」のように「演習」とྡのつく科目では，文献講読，作ရ講読だけで

はなく，受講⪅の‽ഛした発表と，それをめࡄるウ論などを㏻ࡌて，受講⪅が主య的にテーマに取り⤌ࡴことを

目指した授業である。 

「ドイツ語読解基礎」は，やさしいドイツ語の文❶を読ࡴことで，そのᚋの授業でᢅう文献や作ရを読解する

ための基礎を養成する演習である。2 年次の๓ᮇに履修してほしい。 

「ドイツ語表現法」は，自分の⪃えをドイツ語で表現するカ⦎を行う演習である。3 年次のᚋᮇに履修してほし

い。 

「ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン」は，おもにࢿイティブの教員による授業で，ドイツ語を౑って自由にコ࣑ュ

していくので，2ࣉッ࢔ࣝ࣋まな⦎習を行う。ẁ㝵的にࣞࡊョンできるように，さまࢩーࢣࢽ 年次には「ึ⣭」を，

3 年次には「中⣭」を履修してほしい。 

4 年次の「卒業論文演習」では，それࡒれの関心にᛂࡌて㑅んだテーマを，卒業論文として᏶成さࡏるためのお

手ఏいをする。教員は卒業論文作成に必要な資ᩱ探しのお手ఏいをしたり，論文をどのように⤌み立てるかにつ

いてヰしྜったりする。そのような㐣⛬を経て௙上がった論文は，最終的に「卒業論文」としてホ౯されること

になる。 

 

「フランス語学フランス文学」 

本履修ࣔデࣝでは，おもにフランス語学とフランス文学に関する講義科目と演習科目を履修する。 

「フランス文学ྐ」では，ヨーロッパのṔྐと連動しながらフランス文学がどのような作ရを生み出してきた

かを⪃ᐹする。 

「フランス語学概説」はフランス語学研究のධ門となるような講義を行う。 
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「フランス文学ྐ」および「フランス語学概説」は，2～4 年次にわたって履修でき，どのようなテーマがこれ

らの分野の研究ᑐ㇟になるのかを⤂௓する内容の授業である。㐜くとも 3 年次終஢までには必要な単位を取得し

ておくことが望ましい。 

「フランス文学特殊講義」は，それࡒれのᢸ当⪅が開講ࡈとにテーマを設定し，それを掘り下げていくタイࣉ

の講義科目である。開講年度が㝈定されているものもあり，テーマもさまࡊまなので，ࢩラࣂスで内容を☜かめ，

各自の⯆࿡にしたがって計画的に履修していくことが必要である。 

「フランス文学演習」「フランス文学分析演習」「フランス語学演習」「フランス語文法演習」は，フランス文学

研究やフランス語学研究に要ồされる研究能力（文献の収集やその読解，それらをまとめた資ᩱの作成，そして

発表や議論）をᇵっていく科目である。これらの演習は，卒業論文の‽ഛの基礎となる研究方法について，学生

が積極的に授業に参加しながら学んでいくための授業である。卒業論文でᢅう分野について方㔪がᅛまってきた

人は，卒業に必要な単位分で‶㊊することなく，ᚿ望する分野の専門演習の授業࡬の自主的な参加・履修を⥆け

ることをᮇᚅしている。 

「フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭」は，フランス語を専門とする学生のための基礎知識の☜実な定╔を目

的とした授業なので，2 年次で単位取得することが望ましい。この学年での習⇍度の㧗い人は，⛅に実施される実

用フランス語᳨定ヨ験の 2 ⣭にྜ格することがྍ能である。3 年次で履修する「フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中

⣭」は，その୍ẁ㝵上位ࣞࣝ࣋のフランス語力習得のカ⦎の授業である。 

4 年次では，各自でそれまでの学習の集大成となる࡭き卒業論文を作成する。テーマは個人の関心にᛂࡌて自由

に㑅ᢥしてもらうが，‶㊊のいく論文を௙上げ，㐩成ឤをもって卒業してほしい。 

 

「ᑐ照ゝ語学」 

本履修ࣔデࣝでは，英語学・ドイツ語学・フランス語学に関する講義科目と演習科目を中心に履修する。その

㝿，発展講義を㝖き，ྠ履修ࣔデࣝにおいてᙉく履修を᥎ዡされている科目（۔）を 30 単位以上修得する必要が

ある。ࡦとつのゝ語の科目だけでは定められた単位ᩘが集まらないよう，࢝リキュラ࣒⦅成されているので，必

然的に 2 つないしは 3 つのḢ⡿ゝ語の講義・演習科目の履修がồめられる。個々の科目内容については，「英語学

英⡿文学」「ドイツ語学ドイツ文学」「フランス語学フランス文学」履修ࣔデࣝのグ㍕を参照されたい。 

なお，これら 3 つの履修ࣔデࣝに比࡭「ᑐ照ゝ語学」履修ࣔデࣝでは，履修が᥎ዡされている文学講義科目・

文学演習科目・コ࣑ュࢣࢽーࢩョン科目のᩘがややᑡない。とはいえ」ᩘのゝ語を比ྜ࡭わࡏて⪃ᐹするために

は，」ᩘのゝ語の習得は୙ྍḞである。したがって履修が᥎ዡされているわけではないコ࣑ュࢣࢽーࢩョン科目

（中⣭）や，外国語での作ရ講読に取り⤌ࡴ文学演習科目を㍍どすることは決して່められない。 

 

「比較文学」 

本履修ࣔデࣝには，英⡿・ドイツ・フランス文学間の比較を行うሙྜと，これらの文学と日本文学・中国文学

との比較に取り⤌ࡴሙྜの 2 ✀類がある。๓⪅においては，発展講義を㝖き，ྠ履修ࣔデࣝの A ⩌においてᙉく

履修を᥎ዡされている科目（۔）を 30 単位以上修得する必要がある。ᚋ⪅においては，ྠ履修ࣔデࣝの A ⩌にお

いてᙉく履修を᥎ዡされている科目（۔）を 18 単位以上，B ⩌において履修を᥎ዡされている科目（ࠐ）を 12

単位以上（そのうࡕ演習科目を 4 単位以上）修得する必要がある。B ⩌の科目は日本・中国ゝ語文化学ࣉロࢢラ

 。履修ࣔデࣝと࿧ぶことができよう「ᶓ断ᆺ比較文学࣒ラࢢロࣉ」から提供される。したがってᚋ⪅は࣒

いࡎれの「比較文学」履修ࣔデࣝも，本ࣉロࢢラ࣒が提♧する௚の履修ࣔデࣝに比࡭，語学講義科目・語学演

習科目・コ࣑ュࢣࢽーࢩョン科目については，履修を᥎ዡされている科目のᩘがややᑡない。とはいえᶓ断的な

文学現㇟について⪃ᐹするためには，」ᩘのゝ語の習得は୙ྍḞである。加えて」ᩘのゝ語テクストを読ࡴ文学 

演習科目の単位修得が必修とされていることからも，コ࣑ュࢣࢽーࢩョン科目を㍍どすることは決して່められ

ない。 

4 年次には，卒業論文を作成する。この㝿，（日本文学・中国文学をྵࡴ）」ᩘの文学ᢸ当教員から論文指導を

受けられるⅬが，本履修ࣔデࣝの特ᚩである。」ᩘの教員が卒論指導に関わることで，比較文学という学問㡿域

にồめられる㧗度な専門ᛶがಖドされる。ᑂ査もまた指導とྠ様，」ᩘの文学ᢸ当教員が参加して行われる。 
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「フランス文学ྐ」および「フランス語学概説」は，2～4 年次にわたって履修でき，どのようなテーマがこれ

らの分野の研究ᑐ㇟になるのかを⤂௓する内容の授業である。㐜くとも 3 年次終஢までには必要な単位を取得し

ておくことが望ましい。 

「フランス文学特殊講義」は，それࡒれのᢸ当⪅が開講ࡈとにテーマを設定し，それを掘り下げていくタイࣉ

の講義科目である。開講年度が㝈定されているものもあり，テーマもさまࡊまなので，ࢩラࣂスで内容を☜かめ，

各自の⯆࿡にしたがって計画的に履修していくことが必要である。 

「フランス文学演習」「フランス文学分析演習」「フランス語学演習」「フランス語文法演習」は，フランス文学

研究やフランス語学研究に要ồされる研究能力（文献の収集やその読解，それらをまとめた資ᩱの作成，そして

発表や議論）をᇵっていく科目である。これらの演習は，卒業論文の‽ഛの基礎となる研究方法について，学生

が積極的に授業に参加しながら学んでいくための授業である。卒業論文でᢅう分野について方㔪がᅛまってきた

人は，卒業に必要な単位分で‶㊊することなく，ᚿ望する分野の専門演習の授業࡬の自主的な参加・履修を⥆け

ることをᮇᚅしている。 

「フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭」は，フランス語を専門とする学生のための基礎知識の☜実な定╔を目

的とした授業なので，2 年次で単位取得することが望ましい。この学年での習⇍度の㧗い人は，⛅に実施される実

用フランス語᳨定ヨ験の 2 ⣭にྜ格することがྍ能である。3 年次で履修する「フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中

⣭」は，その୍ẁ㝵上位ࣞࣝ࣋のフランス語力習得のカ⦎の授業である。 

4 年次では，各自でそれまでの学習の集大成となる࡭き卒業論文を作成する。テーマは個人の関心にᛂࡌて自由

に㑅ᢥしてもらうが，‶㊊のいく論文を௙上げ，㐩成ឤをもって卒業してほしい。 

 

「ᑐ照ゝ語学」 

本履修ࣔデࣝでは，英語学・ドイツ語学・フランス語学に関する講義科目と演習科目を中心に履修する。その

㝿，発展講義を㝖き，ྠ履修ࣔデࣝにおいてᙉく履修を᥎ዡされている科目（۔）を 30 単位以上修得する必要が

ある。ࡦとつのゝ語の科目だけでは定められた単位ᩘが集まらないよう，࢝リキュラ࣒⦅成されているので，必

然的に 2 つないしは 3 つのḢ⡿ゝ語の講義・演習科目の履修がồめられる。個々の科目内容については，「英語学

英⡿文学」「ドイツ語学ドイツ文学」「フランス語学フランス文学」履修ࣔデࣝのグ㍕を参照されたい。 

なお，これら 3 つの履修ࣔデࣝに比࡭「ᑐ照ゝ語学」履修ࣔデࣝでは，履修が᥎ዡされている文学講義科目・

文学演習科目・コ࣑ュࢣࢽーࢩョン科目のᩘがややᑡない。とはいえ」ᩘのゝ語を比ྜ࡭わࡏて⪃ᐹするために

は，」ᩘのゝ語の習得は୙ྍḞである。したがって履修が᥎ዡされているわけではないコ࣑ュࢣࢽーࢩョン科目

（中⣭）や，外国語での作ရ講読に取り⤌ࡴ文学演習科目を㍍どすることは決して່められない。 

 

「比較文学」 

本履修ࣔデࣝには，英⡿・ドイツ・フランス文学間の比較を行うሙྜと，これらの文学と日本文学・中国文学

との比較に取り⤌ࡴሙྜの 2 ✀類がある。๓⪅においては，発展講義を㝖き，ྠ履修ࣔデࣝの A ⩌においてᙉく

履修を᥎ዡされている科目（۔）を 30 単位以上修得する必要がある。ᚋ⪅においては，ྠ履修ࣔデࣝの A ⩌にお

いてᙉく履修を᥎ዡされている科目（۔）を 18 単位以上，B ⩌において履修を᥎ዡされている科目（ࠐ）を 12

単位以上（そのうࡕ演習科目を 4 単位以上）修得する必要がある。B ⩌の科目は日本・中国ゝ語文化学ࣉロࢢラ

 。履修ࣔデࣝと࿧ぶことができよう「ᶓ断ᆺ比較文学࣒ラࢢロࣉ」から提供される。したがってᚋ⪅は࣒

いࡎれの「比較文学」履修ࣔデࣝも，本ࣉロࢢラ࣒が提♧する௚の履修ࣔデࣝに比࡭，語学講義科目・語学演

習科目・コ࣑ュࢣࢽーࢩョン科目については，履修を᥎ዡされている科目のᩘがややᑡない。とはいえᶓ断的な

文学現㇟について⪃ᐹするためには，」ᩘのゝ語の習得は୙ྍḞである。加えて」ᩘのゝ語テクストを読ࡴ文学 

演習科目の単位修得が必修とされていることからも，コ࣑ュࢣࢽーࢩョン科目を㍍どすることは決して່められ

ない。 

4 年次には，卒業論文を作成する。この㝿，（日本文学・中国文学をྵࡴ）」ᩘの文学ᢸ当教員から論文指導を

受けられるⅬが，本履修ࣔデࣝの特ᚩである。」ᩘの教員が卒論指導に関わることで，比較文学という学問㡿域

にồめられる㧗度な専門ᛶがಖドされる。ᑂ査もまた指導とྠ様，」ᩘの文学ᢸ当教員が参加して行われる。 
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学
域
Ｇ
Ｓ
科
目

大学・学問論 1

2 1 年～ 2年

ジェンダーと教育 1

異文化理解１ 1

異文化理解２ 1

文学概論１ 1

文学概論２ 1

世界遺産学 1

法政基礎論Ａ 1

法政基礎論Ｂ 1

イメージの比較文化学 1

現代日本の文化と社会 1

地域創造学１ 1

地域創造学２ 1

防災学入門 2

ＧＳ科目発展系科目群　※１ －

学域ＧＳ科目　小計 2

学
域
Ｇ
Ｓ 

言
語
科
目

学域ＧＳ言語科目Ⅰ
1

1
2 年

1 海外研修等

学域ＧＳ言語科目Ⅱ
1

1
2 年

1 海外研修等

学域ＧＳ言語科目　小計 2

人
文
学
基
盤
科
目

人文学序説Ａ 1 1

12

1 ～ 4 年

人文学序説Ｂ 1 1 1 ～ 4 年

人文学序説Ｃ 1 1 1 ～ 4 年

人文学序説Ｄ 1 1 1 ～ 4 年

現代社会・人間学入門 1 1 ～ 4 年

哲学の始源 1 1 ～ 4 年

社会情報学Ａ 1 1 ～ 4 年

社会情報学Ｂ 1 1 ～ 4 年

ジェンダーと社会Ａ 1 1 ～ 4 年

ジェンダーと社会Ｂ 1 1 ～ 4 年

知覚・認知心理学Ａ 1 2 ～ 4 年

知覚・認知心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年

学習・言語心理学Ａ 1 2 ～ 4 年

学習・言語心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年

感情・人格心理学Ａ 1 2 ～ 4 年

感情・人格心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年

古代文明論 1 2 ～ 4 年

北陸の考古学 1 2 ～ 4 年

宗教芸術論 1 2 ～ 4 年

イメージを読み解く 1 2 ～ 4 年

グローバルヒストリー 1 2 ～ 4 年

歴史学と現在１ 1 1 ～ 4 年

歴史学と現在２ 1 1 ～ 4 年

日本語学講義１ 1 2 ～ 4 年

日本の物語と語り物 1 2 ～ 4 年

日本文学の近代 1 2 ～ 4 年

日本文学とメディア 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化Ａ 1 2 ～ 4 年

中国の言語文化Ｂ 1 2 ～ 4 年

言語研究入門 1 2 ～ 4 年

文学研究入門 1 2 ～ 4 年

比較文学入門 1 2 ～ 4 年

言語認知科学入門 1 2 ～ 4 年

人文学基盤科目　小計 16

言語科学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 言語学 言語認知科学
必修 選択必修
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卒
論
関
係

卒業論文演習Ａ 1 1 4 年

卒業論文演習Ｂ 1 1 4 年

卒業論文演習Ｃ 1 1 4 年

卒業論文演習Ｄ 1 1 4 年

卒業論文 6 6 4 年

卒業関係　小計 10

基
礎
講
義

言語学概論Ａ 1 1

12

2 ～ 4 年 ● ●

言語学概論Ｂ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語学概論Ｃ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語学概論Ｄ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学１ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学２ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学３ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

音声学４ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語と認知Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

言語と認知Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ◎

日本語学概説１ 1 2 ～ 4 年 ○

日本語学概説２ 1 2 ～ 4 年 ○

中国語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

中国語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

中国語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

中国語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○

英語学総論１ 1 2 ～ 4 年

英語学総論２ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英文法講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｃ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ａ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ａ２ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学概説Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

心理学概論Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学概論Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法１Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法１Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法２Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学統計法２Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

発
展
講
義

歴史言語学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

歴史言語学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

社会言語学１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

社会言語学２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語と認知Ｂ１ 1 3 ～ 4 年 ○ ◎

言語と認知Ｂ２ 1 3 ～ 4 年 ○ ◎

言語科学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 言語学 言語認知科学
必修 選択必修
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発
展
講
義

日本語の歴史１ 1

6

2 ～ 4 年

日本語の歴史２ 1 2 ～ 4 年

日本語学講義２ 1 2 ～ 4 年

中国語学研究１ 1 2 ～ 4 年

中国語学研究２ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ａ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学講義Ｃ２ 1 2 ～ 4 年

神経・生理心理学Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

神経・生理心理学Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

基
礎
演
習
・
実
習

言語学基礎演習Ａ１ 1

8

2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学基礎演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

フィールド言語学１ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

フィールド言語学２ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

日本語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英文法研究Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英語学理論研究１ 1 2 ～ 4 年

英語学理論研究２ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英語認知論Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

英語学基礎演習１ 1 2 ～ 4 年

英語学基礎演習２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語文法演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語文法演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

フランス語学演習 Ａ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

心理学実験１Ａ 1 2 ～ 4 年 ○

心理学実験１Ｂ 1 2 ～ 4 年 ○

発
展
演
習
・
実
習

個別言語演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ａ３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ａ４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｂ４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

言語科学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 言語学 言語認知科学
必修 選択必修
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個別言語演習Ｃ１ 1

10

2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｃ３ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

個別言語演習Ｃ４ 1 2 ～ 4 年 ◎ ○

言語学発展演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学発展演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年 ○ ○

言語学実習Ａ１ 1 1 3 ～ 4 年 ● ●

言語学実習Ａ２ 1 1 3 ～ 4 年 ● ●

言語学実習Ｂ１ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

言語学実習Ｂ２ 1 1 2 ～ 4 年 ● ●

日本語学演習Ｃ１ 1 2 ～ 4 年

日本語学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年

中国語学演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

中国語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

中国語学テーマ別演習Ａ 1 2 ～ 4 年

中国語学テーマ別演習Ｂ 1 2 ～ 4 年

英語学理論演習Ａ１ 1 2 ～ 4 年

英語学理論演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

英語学理論演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

英語学理論演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ａ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

ドイツ語学演習Ｃ２ 1 2 ～ 4 年

フランス語文法演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語文法演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

フランス語学演習Ｂ１ 1 2 ～ 4 年

フランス語学演習Ｂ２ 1 2 ～ 4 年

プログラム指定の専門科目　小計 36

選択科目　※２ 20

合計 86

履修モデルについて
●：必修科目
◎：履修を強く推奨する科目
○：履修を推奨する科目

※１　学域ＧＳ科目として，本学域が提供する科目に加えて，国際基幹教育院が提供する
　　「ＧＳ科目発展系科目群」の科目(ＧＳ科目の発展系として位置づけられる科目を言う。）
　　を履修することができる。なお，当該科目群の提供科目については別に定めるものとし，
　　４月初めに公示する。

※２　選択科目には，以下の単位が含まれる。
　　①学域ＧＳ科目で２単位を超えて修得した単位
　　②学域ＧＳ言語科目で２単位を超えて修得した単位
　　③所属するプログラムの授業科目で卒業に必要な単位数を超えて修得した単位
　　④人文学類の他のプログラムの授業科目で修得した単位
　　⑤他学域・他学類の授業科目で修得した単位（上限 24 単位）

言語科学プログラム 履修モデル

授業科目名 単位数
卒業に必要な単位数

備考 言語学 言語認知科学
必修 選択必修
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㹙ゝ語科学ࣉロࢢラ࣒㹛 

 ࠒᩍ⫱᪉㔪ࠑ

 人間を人間たらしめている୍つの大きな要素がコトࣂである。ゝ語学はこのコトࣂを自ぬ的にとらえ，コトࣂ

の௙⤌み・ᶵ能を᫂らかにしていこうとする。個々のゝ語が♧すከ様なጼを᫂らかにする୍方で，個ูのゝ語を

㉸えたいわばコトࣂそのもののあり方（ᬑ㐢ᛶ）を㏣究する。本ࣉロࢢラ࣒ではコトࣂについての科学的なぢ方

と研究方法を学ぶとඹに，タイࣉの␗なるゝ語の学習や実験および実地調査を㏻ࡌ，ලయ的なゝ語データをṇ☜・

⥥ᐦに収集しグ㏙を行った上でゝ語現㇟を実ド的に⪃えるጼໃを身につけていくことを୍つの目ᶆとする。 

 また，ゝ語をᑐ㇟とした研究では，「ࣄトはどのようにゝ語を౑っているのか㸽」という問いを立てることがで

きる。この問いを解くにはከくの課題を解決する必要がある。たとえば，ᡃ々の⬻・こころの中にはゝ語のどの

ような知識があるのだろうか。その知識はᡃ々が生まれてから現在までにいつ，どのようにして⬻・こころの中

に形成されてきたのだろうか。また，その知識は，ᡃ々がコトࣂを読ࡴときやヰすときにはどのように౑われる

のだろうか。その知識は⬻内にどのような⚄経基┙をᣢࡕ，それは生≀の㐍化の中でどうやって⋓得されたもの

なのだろうか。本ࣉロࢢラ࣒ではもう୍つの目ᶆとして，このような問いにᑐして実ドྍ能な問題を設定し，認

知科学や心理学でᇵわれてきた方法論を฼用して，問題解決に向かうጼໃを養うことを目指している。 

 

 ࠒ㑅ᢥについて┠⛉ࡧࡼ࠾ෆᐜ┠⛉ࠑ

講義の理解や演習に㝿して諸ゝ語のලయ的知識が᭷用であるため，1年次には㑅ᢥしたゝ語科目を╔実に履修し

ておいてもらいたい。また，このࣉロࢢラ࣒では英語で書かれたテキストを฼用することがከいので，英語の学

習は⥅⥆的に行ってほしい。 

 

「ゝ語学概論㸿～㹂」（ゝ語学の諸㡿域の⪃え方を学ぶ）と「㡢ኌ学１～㸲」（世界のゝ語に現れる㡢ኌの発㡢と

⪺き取り，㡢ኌグྕによる表グ法などを学ぶ）は本ࣉロࢢラ࣒の最も基礎的な科目なので 2 年次に必ࡎ履修する

こと（必修）。 

「Ṕྐゝ語学１・２」では時間のὶれにἢったゝ語変化のあり方や，ゝ語のྂいጼを᚟ඖする方法などを学ぶ。 

「社会ゝ語学１・２」ではゝ語の変␗とその社会的な要ᅉとの関ಀについて学ぶ。 

「ゝ語と認知㸿・㹀」（それࡒれ１・２）では認知科学からぢたゝ語のᤊえ方を学ぶ。 

「ゝ語学基礎演習㸿・㹀・㹁」（それࡒれ１・２）では，特定のゝ語で㡢ኌのどのような特ᚩがព࿡の༊ูに関

わる単位としてᶵ能しているかといった஦᯶をᢅう㡢㡩論，語形変化や語ᵓ成などのいわࡺる単語ࣞࣝ࣋の問題

をᢅう形ែ論，ゝ語のព࿡のഃ面をᢅうព࿡論，文のᵓ㐀をᢅう統語論などのゝ語学の諸分野の研究方法を実践

的に学ぶ。これらの科目はいࡎれも開講年度に╔実に履修することが望まれる。英語などの外国語で書かれたテ

キストを౑うこともከい。 

「ゝ語学発展演習㸿・㹀・㹁」（それࡒれ１・２）は，「ゝ語学基礎演習」で取り上げる分野の発展的内容をᢅう

演習科目である。 

「個ูゝ語演習㸿・㹀・㹁」（それࡒれ１～㸲）は，ලయ的なゝ語学習を㏻ࡌ，個々のゝ語が♧すከ様ᛶを理解

してもらうための科目である。 

「フィーࣝドゝ語学１・２」（必修）では生身のヰし手からゝ語的データを得るための調査方法や分析方法を学

び，「ゝ語学実習㸿１・㸿２」（必修）では実㝿にフィーࣝド࣡ークに出かけて現地調査を行う。 

「ゝ語学実習㹀１・㹀２」（必修）では心理ゝ語学や⚄経ゝ語学の手法や㡢㡪㡢ኌ学の分析方法などを学ぶ。 

以下，それࡒれの履修ࣔデࣝで特に重Ⅼ的に履修してもらいたい科目について㏙࡭る。 

 

 ࠒࣝࢹᒚಟࣔࠑ

「ゝ語学」 

この履修ࣔデࣝでは，「個ูゝ語演習㸿・㹀・㹁」で，ᑡなくとも２つのゝ語（計㸶単位）を学ぶよう履修計画

を立てること。また，「日本語学概説１・２」や「英語学概説㸿・㹀」（それࡒれ１・２）など，௚ࣉロࢢラ࣒で

開講されるゝ語研究の概説・講義科目を積極的に履修してもらいたい。 

 

「ゝ語認知科学」 

この履修ࣔデࣝでは，「ゝ語と認知㸿・㹀」（それࡒれ１・２）を必ࡎ履修すること。また，卒業論文において

実験的な研究手法をとることが必㡲なので，心理学ࣉロࢢラ࣒で開講される，「心理学統計法１・２」（それࡒれ

㸿・㹀），「心理学実験１㸿・１㹀」といった実践的な科目を積極的に履修してもらいたい。 
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㹙ゝ語科学ࣉロࢢラ࣒㹛 

 ࠒᩍ⫱᪉㔪ࠑ

 人間を人間たらしめている୍つの大きな要素がコトࣂである。ゝ語学はこのコトࣂを自ぬ的にとらえ，コトࣂ

の௙⤌み・ᶵ能を᫂らかにしていこうとする。個々のゝ語が♧すከ様なጼを᫂らかにする୍方で，個ูのゝ語を

㉸えたいわばコトࣂそのもののあり方（ᬑ㐢ᛶ）を㏣究する。本ࣉロࢢラ࣒ではコトࣂについての科学的なぢ方

と研究方法を学ぶとඹに，タイࣉの␗なるゝ語の学習や実験および実地調査を㏻ࡌ，ලయ的なゝ語データをṇ☜・

⥥ᐦに収集しグ㏙を行った上でゝ語現㇟を実ド的に⪃えるጼໃを身につけていくことを୍つの目ᶆとする。 

 また，ゝ語をᑐ㇟とした研究では，「ࣄトはどのようにゝ語を౑っているのか㸽」という問いを立てることがで

きる。この問いを解くにはከくの課題を解決する必要がある。たとえば，ᡃ々の⬻・こころの中にはゝ語のどの

ような知識があるのだろうか。その知識はᡃ々が生まれてから現在までにいつ，どのようにして⬻・こころの中

に形成されてきたのだろうか。また，その知識は，ᡃ々がコトࣂを読ࡴときやヰすときにはどのように౑われる

のだろうか。その知識は⬻内にどのような⚄経基┙をᣢࡕ，それは生≀の㐍化の中でどうやって⋓得されたもの

なのだろうか。本ࣉロࢢラ࣒ではもう୍つの目ᶆとして，このような問いにᑐして実ドྍ能な問題を設定し，認

知科学や心理学でᇵわれてきた方法論を฼用して，問題解決に向かうጼໃを養うことを目指している。 

 

 ࠒ㑅ᢥについて┠⛉ࡧࡼ࠾ෆᐜ┠⛉ࠑ

講義の理解や演習に㝿して諸ゝ語のලయ的知識が᭷用であるため，1年次には㑅ᢥしたゝ語科目を╔実に履修し

ておいてもらいたい。また，このࣉロࢢラ࣒では英語で書かれたテキストを฼用することがከいので，英語の学

習は⥅⥆的に行ってほしい。 

 

「ゝ語学概論㸿～㹂」（ゝ語学の諸㡿域の⪃え方を学ぶ）と「㡢ኌ学１～㸲」（世界のゝ語に現れる㡢ኌの発㡢と

⪺き取り，㡢ኌグྕによる表グ法などを学ぶ）は本ࣉロࢢラ࣒の最も基礎的な科目なので 2 年次に必ࡎ履修する

こと（必修）。 

「Ṕྐゝ語学１・２」では時間のὶれにἢったゝ語変化のあり方や，ゝ語のྂいጼを᚟ඖする方法などを学ぶ。 

「社会ゝ語学１・２」ではゝ語の変␗とその社会的な要ᅉとの関ಀについて学ぶ。 

「ゝ語と認知㸿・㹀」（それࡒれ１・２）では認知科学からぢたゝ語のᤊえ方を学ぶ。 

「ゝ語学基礎演習㸿・㹀・㹁」（それࡒれ１・２）では，特定のゝ語で㡢ኌのどのような特ᚩがព࿡の༊ูに関

わる単位としてᶵ能しているかといった஦᯶をᢅう㡢㡩論，語形変化や語ᵓ成などのいわࡺる単語ࣞࣝ࣋の問題

をᢅう形ែ論，ゝ語のព࿡のഃ面をᢅうព࿡論，文のᵓ㐀をᢅう統語論などのゝ語学の諸分野の研究方法を実践

的に学ぶ。これらの科目はいࡎれも開講年度に╔実に履修することが望まれる。英語などの外国語で書かれたテ

キストを౑うこともከい。 

「ゝ語学発展演習㸿・㹀・㹁」（それࡒれ１・２）は，「ゝ語学基礎演習」で取り上げる分野の発展的内容をᢅう

演習科目である。 

「個ูゝ語演習㸿・㹀・㹁」（それࡒれ１～㸲）は，ලయ的なゝ語学習を㏻ࡌ，個々のゝ語が♧すከ様ᛶを理解

してもらうための科目である。 

「フィーࣝドゝ語学１・２」（必修）では生身のヰし手からゝ語的データを得るための調査方法や分析方法を学

び，「ゝ語学実習㸿１・㸿２」（必修）では実㝿にフィーࣝド࣡ークに出かけて現地調査を行う。 

「ゝ語学実習㹀１・㹀２」（必修）では心理ゝ語学や⚄経ゝ語学の手法や㡢㡪㡢ኌ学の分析方法などを学ぶ。 

以下，それࡒれの履修ࣔデࣝで特に重Ⅼ的に履修してもらいたい科目について㏙࡭る。 

 

 ࠒࣝࢹᒚಟࣔࠑ

「ゝ語学」 

この履修ࣔデࣝでは，「個ูゝ語演習㸿・㹀・㹁」で，ᑡなくとも２つのゝ語（計㸶単位）を学ぶよう履修計画

を立てること。また，「日本語学概説１・２」や「英語学概説㸿・㹀」（それࡒれ１・２）など，௚ࣉロࢢラ࣒で

開講されるゝ語研究の概説・講義科目を積極的に履修してもらいたい。 

 

「ゝ語認知科学」 

この履修ࣔデࣝでは，「ゝ語と認知㸿・㹀」（それࡒれ１・２）を必ࡎ履修すること。また，卒業論文において

実験的な研究手法をとることが必㡲なので，心理学ࣉロࢢラ࣒で開講される，「心理学統計法１・２」（それࡒれ

㸿・㹀），「心理学実験１㸿・１㹀」といった実践的な科目を積極的に履修してもらいたい。 
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㸶．๪ᑓᨷについて 

๪専ᨷとは，２年次以㝆の，ᡤᒓするࣉロࢢラ࣒や履修ࣔデࣝでの学修に加え，学類やࣉロࢢラ࣒

の༊分を㉸えて，⯆࿡関心のある分野をࡦとりࡦとりが主య的に㑅び，学㝿的，ᶓ断的に学ぶことに

より，ど野を広げ，ᰂ㌾な発᝿力やᛂ用力を養うことを目的としたไ度です。 
定められた科目を履修し，単位を修得することにより，その分野を๪専ᨷとして修஢したことが認

定されます。 
なお，人間社会学域の学生は，卒業要௳単位として認められる㑅ᢥ科目ᯟなどを฼用して修得して

いくことになります。 
詳細については，㔠ἑ大学 Web サイト（「㔠ἑ大学 ๪専ᨷ」で᳨⣴）にᥖ㍕しています。ධ学年

度によって๪専ᨷの✀類や履修す࡭き科目が␗なりますので，そࡕらを参照してください。 
 
㸷．චチ≧࣭㈨᱁ྲྀᚓࡢࡵࡓࡢᒚಟについて㸦ͤḍእཧ↷㸧 

㸦㸯㸧ᩍ⫱⫋ဨචチ≧ 

教育⫋員චチ≧取得に関しては，ู෉を用ពしましたので，そࡕらを参照してください。 
 
㸦㸰㸧Ꮫⱁဨ㈨᱁ྲྀᚓ 

（１）学ⱁ員とは 
༤≀㤋には総ྜ，科学，自然ྐ，Ṕྐ，⨾⾡，動≀ᅬ，᳜≀ᅬ，Ỉ族㤋など，各✀各様のもの

があり，それࡒれの༤≀㤋には次にᥖげる⫋ົにᚑ஦する専門的⫋員（学ⱁ員）がいます。 
 ♧㸬༤≀㤋資ᩱの収集，ಖ⟶，展࢔
イ㸬༤≀㤋資ᩱの฼用に関する説᫂，ຓゝ，指導 
 㸬༤≀㤋資ᩱに関する専門的，ᢏ⾡的な調査研究ཬびಖ⟶，展♧等に関するᢏ⾡的な研究࢘
エ㸬༤≀㤋資ᩱに関する᱌内書，目㘓，図㘓，年報，調査研究の報告書等の作成 
 㸬その௚企画，立᱌に関する業ົ࢜

 
（２） ༤≀㤋の専門的⫋員（学ⱁ員）となるためには 

専門的⫋員（学ⱁ員）となる資格は，「༤≀㤋法」ཬび「ྠ法施行つ๎」に次のように定

められています。 
 

 

 

 

 

 

 

 
ͤ）ᡤᒓࣉロࢢラ࣒によっては，各✀資格の取得の㞴しさが␗なります。 

  関連㡿域の教員࡬┦ㄯの上，ࣉロࢢラ࣒㑅ᢥや学習の計画を立てて下さい。  

学ⱁ員となる資格 
（༤≀㤋法 ➨஬᮲ ୍） 
学士の学位を᭷する⪅で，大学において文㒊科学┬௧で定める༤≀㤋に関する科目の単位を

修得したもの（文㒊科学┬௧で定める必修科目の単位と，人間社会学域で開講される科目と

の関ಀは，下表のとおりです。） 

༤≀㤋法施行つ๎ 
➨ 1 ᮲➨ 1 㡯に定める 

科目ཬび単位ᩘ 

ᕥグにᑐᛂして開設されている 
授業科目ཬび単位ᩘ 開講学類 

 （࣒ラࢢロࣉ）
開講 
年度 

科目 単位ᩘ 授業科目 開講年次 単位ᩘ 

༤≀㤋概論 ２ 
༤≀㤋概論 A １・２・㸱年 1 

人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋概論 B １・２・㸱年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

生ᾭ学習概論 ２ 
生ᾭ学習論 A ２・㸱・㸲年 1 

人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

生ᾭ学習論 B ２・㸱・㸲年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋資ᩱ論 ２ 
༤≀㤋資ᩱ論 A ２・㸱年 1 

人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋資ᩱ論 B ２・㸱年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋経Ⴀ論 ２ 
༤≀㤋経Ⴀ論 A ２・㸱・㸲年 1 

人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋経Ⴀ論 B ２・㸱・㸲年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋資ᩱ 
ಖᏑ論 

２ 

༤≀㤋資ᩱ 
ಖᏑ論 A 

２・㸱年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋資ᩱ 
ಖᏑ論 B 

２・㸱年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋展♧論 ２ 
༤≀㤋展♧論 A ２・㸱年 1 

人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋展♧論 B ２・㸱年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋᝟報・ 
࣓ディ࢔論 

２ 

༤≀㤋᝟報・ 
࣓ディ࢔論 A 

２・㸱・㸲年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋᝟報・ 
࣓ディ࢔論 B 

２・㸱・㸲年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋教育論 ２ 
༤≀㤋教育論 A ２・㸱年 1 人文学類 

（⪃ྂ学・文化資※学） 
ẖ年 

༤≀㤋教育論 B ２・㸱年 1 

༤≀㤋実習 㸱 

༤≀㤋実習 A 㸲年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋実習 B 㸲年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋実習 C 㸲年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋実習 D 㸲年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 
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㸶．๪ᑓᨷについて 

๪専ᨷとは，２年次以㝆の，ᡤᒓするࣉロࢢラ࣒や履修ࣔデࣝでの学修に加え，学類やࣉロࢢラ࣒

の༊分を㉸えて，⯆࿡関心のある分野をࡦとりࡦとりが主య的に㑅び，学㝿的，ᶓ断的に学ぶことに

より，ど野を広げ，ᰂ㌾な発᝿力やᛂ用力を養うことを目的としたไ度です。 
定められた科目を履修し，単位を修得することにより，その分野を๪専ᨷとして修஢したことが認

定されます。 
なお，人間社会学域の学生は，卒業要௳単位として認められる㑅ᢥ科目ᯟなどを฼用して修得して

いくことになります。 
詳細については，㔠ἑ大学 Web サイト（「㔠ἑ大学 ๪専ᨷ」で᳨⣴）にᥖ㍕しています。ධ学年

度によって๪専ᨷの✀類や履修す࡭き科目が␗なりますので，そࡕらを参照してください。 
 
㸷．චチ≧࣭㈨᱁ྲྀᚓࡢࡵࡓࡢᒚಟについて㸦ͤḍእཧ↷㸧 

㸦㸯㸧ᩍ⫱⫋ဨචチ≧ 

教育⫋員චチ≧取得に関しては，ู෉を用ពしましたので，そࡕらを参照してください。 
 
㸦㸰㸧Ꮫⱁဨ㈨᱁ྲྀᚓ 

（１）学ⱁ員とは 
༤≀㤋には総ྜ，科学，自然ྐ，Ṕྐ，⨾⾡，動≀ᅬ，᳜≀ᅬ，Ỉ族㤋など，各✀各様のもの

があり，それࡒれの༤≀㤋には次にᥖげる⫋ົにᚑ஦する専門的⫋員（学ⱁ員）がいます。 
 ♧㸬༤≀㤋資ᩱの収集，ಖ⟶，展࢔
イ㸬༤≀㤋資ᩱの฼用に関する説᫂，ຓゝ，指導 
 㸬༤≀㤋資ᩱに関する専門的，ᢏ⾡的な調査研究ཬびಖ⟶，展♧等に関するᢏ⾡的な研究࢘
エ㸬༤≀㤋資ᩱに関する᱌内書，目㘓，図㘓，年報，調査研究の報告書等の作成 
 㸬その௚企画，立᱌に関する業ົ࢜

 
（２） ༤≀㤋の専門的⫋員（学ⱁ員）となるためには 

専門的⫋員（学ⱁ員）となる資格は，「༤≀㤋法」ཬび「ྠ法施行つ๎」に次のように定

められています。 
 

 

 

 

 

 

 

 
ͤ）ᡤᒓࣉロࢢラ࣒によっては，各✀資格の取得の㞴しさが␗なります。 

  関連㡿域の教員࡬┦ㄯの上，ࣉロࢢラ࣒㑅ᢥや学習の計画を立てて下さい。  

学ⱁ員となる資格 
（༤≀㤋法 ➨஬᮲ ୍） 
学士の学位を᭷する⪅で，大学において文㒊科学┬௧で定める༤≀㤋に関する科目の単位を

修得したもの（文㒊科学┬௧で定める必修科目の単位と，人間社会学域で開講される科目と

の関ಀは，下表のとおりです。） 

༤≀㤋法施行つ๎ 
➨ 1 ᮲➨ 1 㡯に定める 

科目ཬび単位ᩘ 

ᕥグにᑐᛂして開設されている 
授業科目ཬび単位ᩘ 開講学類 

 （࣒ラࢢロࣉ）
開講 
年度 

科目 単位ᩘ 授業科目 開講年次 単位ᩘ 

༤≀㤋概論 ２ 
༤≀㤋概論 A １・２・㸱年 1 

人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋概論 B １・２・㸱年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

生ᾭ学習概論 ２ 
生ᾭ学習論 A ２・㸱・㸲年 1 

人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

生ᾭ学習論 B ２・㸱・㸲年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋資ᩱ論 ２ 
༤≀㤋資ᩱ論 A ２・㸱年 1 

人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋資ᩱ論 B ２・㸱年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋経Ⴀ論 ２ 
༤≀㤋経Ⴀ論 A ２・㸱・㸲年 1 

人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋経Ⴀ論 B ２・㸱・㸲年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋資ᩱ 
ಖᏑ論 

２ 

༤≀㤋資ᩱ 
ಖᏑ論 A 

２・㸱年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋資ᩱ 
ಖᏑ論 B 

２・㸱年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋展♧論 ２ 
༤≀㤋展♧論 A ２・㸱年 1 

人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋展♧論 B ２・㸱年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋᝟報・ 
࣓ディ࢔論 

２ 

༤≀㤋᝟報・ 
࣓ディ࢔論 A 

２・㸱・㸲年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋᝟報・ 
࣓ディ࢔論 B 

２・㸱・㸲年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋教育論 ２ 
༤≀㤋教育論 A ２・㸱年 1 人文学類 

（⪃ྂ学・文化資※学） 
ẖ年 

༤≀㤋教育論 B ２・㸱年 1 

༤≀㤋実習 㸱 

༤≀㤋実習 A 㸲年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋実習 B 㸲年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋実習 C 㸲年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 

༤≀㤋実習 D 㸲年 1 
人文学類 
（⪃ྂ学・文化資※学） 

ẖ年 
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࠙ὀព஦㡯ࠚ 
1. 「༤≀㤋資ᩱ論 A・B」「༤≀㤋経Ⴀ論 A・B」「༤≀㤋資ᩱಖᏑ論 A・B」「༤≀㤋展♧論 A・B」「༤≀㤋᝟報・

࣓ディ࢔論 A・B」「༤≀㤋教育論 A・B」は，ཎ๎「༤≀㤋概論 A・B」の単位を修得῭みの⪅のみ履修を認

める。 
2.  「༤≀㤋実習」は，ཎ๎として学ⱁ員資格取得に必要な科目඲ての単位を修得した⪅のみ履修を認める。ま

たࠊ必要科目඲ての単位を修得した 3 年生の履修も認める。␃学によるᮍ修得はู㏵⪃៖するሙྜがある。

ただし，科目等履修生は認めない。 
 

 
 ᶆ‽的な履修ࣔデࣝە
１年 ༤≀㤋概論 A・B 
２～㸱年 生ᾭ学習論 A・B 
    ༤≀㤋資ᩱ論 A・B 

༤≀㤋資ᩱಖᏑ論 A・B 
༤≀㤋展♧論 A・B 
༤≀㤋経Ⴀ論 A・B 
༤≀㤋᝟報・࣓ディ࢔論 A・B 
༤≀㤋教育論 A・B 

㸲年 ༤≀㤋実習 A・B・C・D 
 
 資格取得の方法ە
上表にグした科目の単位を඲て取得した⪅は，人社系教ົಀにㄳồすることにより，卒業時に「学ⱁ

員資格取得ド᫂」を得ることができます。 
  

㸦㸱㸧♫఍ㄪᰝኈ 

（１）社会調査士とは 
社会調査の知識やᢏ⾡を用いて，世論やᕷሙ動向，社会஦㇟等をとらえることのできる能力を᭷

することを♧す，学士課⛬卒業ࣞࣝ࣋の資格です。୍⯡社ᅋ法人 社会調査༠会<http://jasr.or.jp>
（以下，༠会）が認定します。㔠ἑ大学では，2004 年以㝆，この資格を取得している卒業生は 140
ྡ以上います。 

 
（２）社会調査士となるためには 

人文学類現代社会・人間学ࣉロࢢラ࣒の学生が，下グの表の A～G にᑐᛂする授業科目の単位を

修得すると，卒業の㝿に，社会調査士資格を取得することができます。また，㸱年生以上で，୍定

ᩘの単位を修得するなどの᮲௳を‶たࡏば，在学中に「社会調査士（キャンディデイト）」を取得

することができ，ᑵ⫋ά動の㝿などにά用できます。 
༠会で定める「資格取得のためのᶆ‽࢝リキュラ࣒」と，㔠ἑ大学人文学類で開講される授業科

目とのᑐᛂ関ಀは，次の表の㏻りです。 
 

社会調査༠会のᶆ‽࢝リキュラ࣒ ᕥグにᑐᛂして開設されている授業科

目 資格取得の要௳ 
科目ྡ 時間ᩘ 授業科目 開講年次 単位

ᩘ ࠙Aࠚ社会調査の基本的

஦㡯に関する科目 
90分�15ᅇ 

┦当 
社会調査基礎１，２ 2～4 年 2 必修 

࠙Bࠚ調査設計と実施方

法に関する科目 
90分�15ᅇ 

┦当 
社会学調査法１，２ 2～4 年 2 必修 

࠙Cࠚ基本的な資ᩱとデ

ータの分析に関する科目 
90分�15ᅇ 

┦当 
経験社会学演習１，２ 2～4 年 2 必修 

࠙Dࠚ社会調査に必要な

統計学に関する科目 
90分�15ᅇ 

┦当 
基礎社会統計学１，２ 2～4 年 2 必修 

࠙Eࠚከ変㔞解析の方法

に関する科目 
90分�15ᅇ 

┦当 
発展社会統計学１，２ 2～4 年 2 㹃，㹄のうࡕいࡎれか１科目を

㑅ᢥ必修  
࠙Fࠚ㉁的な調査と分析

に関する科目 
90分�15ᅇ 

┦当 

現代社会・人間学実習

Eͤ 
3～4 年 2 㹃，㹄のうࡕいࡎれか１科目を

㑅ᢥ必修 

࠙Gࠚ社会調査を実㝿に

経験し学習する科目 
90分�30ᅇ 

┦当 

現代社会・人間学実習

A，B，C，Dͤ 
3～4 年 4 必修 

 

㸺ὀ㸼 
1）㹃科目と㹄科目は㑅ᢥで，∦方の修得でかまいまࡏん。 

2）ධ学年度によって表のグ㍕が␗なっていることがあるので，ὀពしてください。 

3）ẖ年度 4᭶の時Ⅼでは，どの授業科目も༠会に科目認定⏦ㄳしているẁ㝵にあります。科目認定

の結果については，༠会のページ < http://jasr.or.jp/ >で，最新の「㔠ἑ大学」の᝟報を参照

してください。また，㐣ཤにさかのࡰって認定科目が㏣加されるሙྜもあります。 

4）授業科目のなかにはẖ年度は開講されないものがあるので，開講予定をᢕᥱして，計画的に履修して

ください。 

5）「現代社会・人間学実習ͤ」は，ྠྡで開講されるす࡭ての授業が社会調査士科目として認定さ
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࠙ὀព஦㡯ࠚ 
1. 「༤≀㤋資ᩱ論 A・B」「༤≀㤋経Ⴀ論 A・B」「༤≀㤋資ᩱಖᏑ論 A・B」「༤≀㤋展♧論 A・B」「༤≀㤋᝟報・

࣓ディ࢔論 A・B」「༤≀㤋教育論 A・B」は，ཎ๎「༤≀㤋概論 A・B」の単位を修得῭みの⪅のみ履修を認

める。 
2.  「༤≀㤋実習」は，ཎ๎として学ⱁ員資格取得に必要な科目඲ての単位を修得した⪅のみ履修を認める。ま

たࠊ必要科目඲ての単位を修得した 3 年生の履修も認める。␃学によるᮍ修得はู㏵⪃៖するሙྜがある。

ただし，科目等履修生は認めない。 
 

 
 ᶆ‽的な履修ࣔデࣝە
１年 ༤≀㤋概論 A・B 
２～㸱年 生ᾭ学習論 A・B 
    ༤≀㤋資ᩱ論 A・B 

༤≀㤋資ᩱಖᏑ論 A・B 
༤≀㤋展♧論 A・B 
༤≀㤋経Ⴀ論 A・B 
༤≀㤋᝟報・࣓ディ࢔論 A・B 
༤≀㤋教育論 A・B 

㸲年 ༤≀㤋実習 A・B・C・D 
 
 資格取得の方法ە
上表にグした科目の単位を඲て取得した⪅は，人社系教ົಀにㄳồすることにより，卒業時に「学ⱁ

員資格取得ド᫂」を得ることができます。 
  

㸦㸱㸧♫఍ㄪᰝኈ 

（１）社会調査士とは 
社会調査の知識やᢏ⾡を用いて，世論やᕷሙ動向，社会஦㇟等をとらえることのできる能力を᭷

することを♧す，学士課⛬卒業ࣞࣝ࣋の資格です。୍⯡社ᅋ法人 社会調査༠会<http://jasr.or.jp>
（以下，༠会）が認定します。㔠ἑ大学では，2004 年以㝆，この資格を取得している卒業生は 140
ྡ以上います。 

 
（２）社会調査士となるためには 

人文学類現代社会・人間学ࣉロࢢラ࣒の学生が，下グの表の A～G にᑐᛂする授業科目の単位を

修得すると，卒業の㝿に，社会調査士資格を取得することができます。また，㸱年生以上で，୍定

ᩘの単位を修得するなどの᮲௳を‶たࡏば，在学中に「社会調査士（キャンディデイト）」を取得

することができ，ᑵ⫋ά動の㝿などにά用できます。 
༠会で定める「資格取得のためのᶆ‽࢝リキュラ࣒」と，㔠ἑ大学人文学類で開講される授業科

目とのᑐᛂ関ಀは，次の表の㏻りです。 
 

社会調査༠会のᶆ‽࢝リキュラ࣒ ᕥグにᑐᛂして開設されている授業科

目 資格取得の要௳ 
科目ྡ 時間ᩘ 授業科目 開講年次 単位

ᩘ ࠙Aࠚ社会調査の基本的

஦㡯に関する科目 
90分�15ᅇ 

┦当 
社会調査基礎１，２ 2～4 年 2 必修 

࠙Bࠚ調査設計と実施方

法に関する科目 
90分�15ᅇ 

┦当 
社会学調査法１，２ 2～4 年 2 必修 

࠙Cࠚ基本的な資ᩱとデ

ータの分析に関する科目 
90分�15ᅇ 

┦当 
経験社会学演習１，２ 2～4 年 2 必修 

࠙Dࠚ社会調査に必要な

統計学に関する科目 
90分�15ᅇ 

┦当 
基礎社会統計学１，２ 2～4 年 2 必修 

࠙Eࠚከ変㔞解析の方法

に関する科目 
90分�15ᅇ 

┦当 
発展社会統計学１，２ 2～4 年 2 㹃，㹄のうࡕいࡎれか１科目を

㑅ᢥ必修  
࠙Fࠚ㉁的な調査と分析

に関する科目 
90分�15ᅇ 

┦当 

現代社会・人間学実習

Eͤ 
3～4 年 2 㹃，㹄のうࡕいࡎれか１科目を

㑅ᢥ必修 

࠙Gࠚ社会調査を実㝿に

経験し学習する科目 
90分�30ᅇ 

┦当 

現代社会・人間学実習

A，B，C，Dͤ 
3～4 年 4 必修 

 

㸺ὀ㸼 
1）㹃科目と㹄科目は㑅ᢥで，∦方の修得でかまいまࡏん。 

2）ධ学年度によって表のグ㍕が␗なっていることがあるので，ὀពしてください。 

3）ẖ年度 4᭶の時Ⅼでは，どの授業科目も༠会に科目認定⏦ㄳしているẁ㝵にあります。科目認定

の結果については，༠会のページ < http://jasr.or.jp/ >で，最新の「㔠ἑ大学」の᝟報を参照

してください。また，㐣ཤにさかのࡰって認定科目が㏣加されるሙྜもあります。 

4）授業科目のなかにはẖ年度は開講されないものがあるので，開講予定をᢕᥱして，計画的に履修して

ください。 

5）「現代社会・人間学実習ͤ」は，ྠྡで開講されるす࡭ての授業が社会調査士科目として認定さ
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れているわけではありまࡏん。どの授業が社会調査士ᶆ‽࢝リキュラ࣒のどの科目として認定さ

れているかについての説᫂は㸱年時に行いますので，説᫂を⪺いた上でὀពして履修するように

して下さい。୙᫂なሙྜはⓏ㘓までに連⤡ᢸ当教員に問ྜわࡏてください。 

6）「社会調査士」の上位の資格として大学㝔༤士๓ᮇ課⛬修஢ࣞࣝ࣋の「専門社会調査士」があり

ます。これは，「社会調査士」資格をᣢつ人が，大学㝔で必要な授業科目の単位を修得し，社会

調査を用いた修士論文を提出することで，取得できる資格です。㔠ἑ大学大学㝔人間社会⎔ቃ研

究科でもこの資格を取得できます。 

7）詳細については，༠会の࣍ー࣒ページを参照するか，下グの連⤡ᢸ当教員に問ྜࡏてください。 

㸺社会調査士資格認定に関する連⤡ᢸ当教員㸼 

現代社会・人間学ࣉロࢢラ࣒  㸸   ᑠᯘ大♸（連⤡㈐௵⪅）  

  㸸  す本㝧୍ 

8）資格⏦ㄳの手⥆き㸸連⤡㈐௵⪅を㏻して⏦ㄳします。ᡤ定の手ᩘᩱが必要です。 

ձ「社会調査士（キャンディデイト）」資格 

在⡠ᮇ間が 1 年以上で，๓のページの表の㸿～㹅のうࡕ㸱科目以上の単位を取得し，履修中の

科目とྜわࡏて㸳科目以上ある人は，「社会調査士（キャンディデイト）」資格を⏦ㄳできます

（ただし E/F科目は㑅ᢥไのため１科目とᩘえます）。キャンディデイトは，社会調査士科目を

す࡭て取得し，キャンディデイトに認定された⩣年の㸲᭶１日より㸲年以内にᡤ定の手⥆きを

とれば，ṇつの資格に変᭦できます。 

ղ「社会調査士」資格 

必要な単位を取得した上で，卒業時に，ᡤ定の⏦ㄳ手⥆きを行います。 

 
 
㸦㸲㸧 ⪃ྂㄪᰝኈ㸦㸰⣭㸧 

㸯．㈨᱁ࡢ≉ᚩ 

 ⪃ྂ調査士とはࠊᇙⶶ文化㈈調査に必要な様々な知識とᢏ⾡を᭷する⪅としてࠊ⪃ྂ調査士認定ᶵ

ᵓによって認定される資格です。本資格はࠊ大学で取得できる２⣭ࠊ大学㝔で取得できる 1 ⣭に分か

れています。㔠ἑ大学人文学類では２⣭を取得できる࢝リキュラ࣒を設けています。２⣭⪃ྂ調査士

は発掘調査の諸作業を⿵ຓする能力があると認められる資格でࠊ㑇㊧の 㔞や㑇≀の実 ࠊ写真᧜ᙳ

など広⠊な知識・ᢏ⾡を᭷します。大学卒業ᚋにᇙⶶ文化㈈分野࡬ᑵ⫋をᕼ望する学生にとってࠊ大

きな࢔ドࣂンテージになる資格です。 

 

㸰．㈨᱁ྲྀᚓにᚲせ࡞ᒚಟ⛉┠࡜㈨᱁ᑂᰝᩱについて 

 以下の㸳科目⩌からࠊ最ప㸱科目⩌10ࠊ 単位以上を履修します。特に➨㸳科目⩌（ᇙⶶ文化㈈をᢅ

う科目⩌）をඃ先的に履修することが望まれます。ྠ୍科目⩌内で資格ᑂ査に⏦ㄳできるのは㸲科目

までです。必要単位を履修した学生はࠊ⏦ㄳᮇ間(2᭶～3 ᭶㡭)に⏦ㄳ書類を『⪃ྂ調査士資格認定ᶵ

ᵓ』に㏦りࠊ資格ᑂ査ᩱ 25,000 ෇をᨭᡶうことでࠊ⪃ྂ調査士資格を⏦ㄳすることができます。資格

ᑂ査を㏻㐣した学生にはࠊ⪃ྂ調査士資格認定ᶵᵓから「⪃ྂ調査士資格認定ド」が㏦られます。 

 

➨ 1 科目⩌（⪃ྂ学の概説） 

 ⪃ྂ学概説 A（1 単位），⪃ྂ学概説 B（1 単位） 

➨２科目⩌（⪃ྂ学の基礎的方法論をᢅう科目⩌） 

 地域⪃ྂ学 A,B（各 1単位），社会⪃ྂ学 A,B（各 1 単位） 

➨㸱科目⩌（⪃ྂ学の個ู分野を特論的にᢅう科目⩌） 

 比較⪃ྂ学演習 A,B（各 1 単位），⪃ྂ科学演習 A,B（各 1単位） 

➨㸲科目⩌（⪃ྂ学調査のᢏ⾡的実習分野） 

 ⪃ྂ学実習 A,B（各 1 単位），⪃ྂ学実習 1,2（各１単位） 

➨㸳科目⩌（ᇙⶶ文化㈈をᢅう科目⩌） 

 地域⪃ྂ学演習 A,B（各 1 単位），社会⪃ྂ学演習 A,B（各 1単位） 

 
 

上グの 3 つの資格は，人文学類が中心に開講している科目を取ることによって取得ྍ能な資格（学

ⱁ員，⪃ྂ調査士（2 ⣭））と人文学類生のみが取得ྍ能な資格（社会調査士）です。この௚に，取得

ྍ能な資格については，඲学生に㓄௜されている学生౽ぴにᥖ㍕されています。 
  

 

  

- 60 - - 61 -



れているわけではありまࡏん。どの授業が社会調査士ᶆ‽࢝リキュラ࣒のどの科目として認定さ

れているかについての説᫂は㸱年時に行いますので，説᫂を⪺いた上でὀពして履修するように

して下さい。୙᫂なሙྜはⓏ㘓までに連⤡ᢸ当教員に問ྜわࡏてください。 

6）「社会調査士」の上位の資格として大学㝔༤士๓ᮇ課⛬修஢ࣞࣝ࣋の「専門社会調査士」があり

ます。これは，「社会調査士」資格をᣢつ人が，大学㝔で必要な授業科目の単位を修得し，社会

調査を用いた修士論文を提出することで，取得できる資格です。㔠ἑ大学大学㝔人間社会⎔ቃ研

究科でもこの資格を取得できます。 

7）詳細については，༠会の࣍ー࣒ページを参照するか，下グの連⤡ᢸ当教員に問ྜࡏてください。 

㸺社会調査士資格認定に関する連⤡ᢸ当教員㸼 

現代社会・人間学ࣉロࢢラ࣒  㸸   ᑠᯘ大♸（連⤡㈐௵⪅）  

  㸸  す本㝧୍ 

8）資格⏦ㄳの手⥆き㸸連⤡㈐௵⪅を㏻して⏦ㄳします。ᡤ定の手ᩘᩱが必要です。 

ձ「社会調査士（キャンディデイト）」資格 

在⡠ᮇ間が 1 年以上で，๓のページの表の㸿～㹅のうࡕ㸱科目以上の単位を取得し，履修中の

科目とྜわࡏて㸳科目以上ある人は，「社会調査士（キャンディデイト）」資格を⏦ㄳできます

（ただし E/F科目は㑅ᢥไのため１科目とᩘえます）。キャンディデイトは，社会調査士科目を

す࡭て取得し，キャンディデイトに認定された⩣年の㸲᭶１日より㸲年以内にᡤ定の手⥆きを

とれば，ṇつの資格に変᭦できます。 

ղ「社会調査士」資格 

必要な単位を取得した上で，卒業時に，ᡤ定の⏦ㄳ手⥆きを行います。 

 
 
㸦㸲㸧 ⪃ྂㄪᰝኈ㸦㸰⣭㸧 

㸯．㈨᱁ࡢ≉ᚩ 

 ⪃ྂ調査士とはࠊᇙⶶ文化㈈調査に必要な様々な知識とᢏ⾡を᭷する⪅としてࠊ⪃ྂ調査士認定ᶵ

ᵓによって認定される資格です。本資格はࠊ大学で取得できる２⣭ࠊ大学㝔で取得できる 1 ⣭に分か

れています。㔠ἑ大学人文学類では２⣭を取得できる࢝リキュラ࣒を設けています。２⣭⪃ྂ調査士

は発掘調査の諸作業を⿵ຓする能力があると認められる資格でࠊ㑇㊧の 㔞や㑇≀の実 ࠊ写真᧜ᙳ

など広⠊な知識・ᢏ⾡を᭷します。大学卒業ᚋにᇙⶶ文化㈈分野࡬ᑵ⫋をᕼ望する学生にとってࠊ大

きな࢔ドࣂンテージになる資格です。 

 

㸰．㈨᱁ྲྀᚓにᚲせ࡞ᒚಟ⛉┠࡜㈨᱁ᑂᰝᩱについて 

 以下の㸳科目⩌からࠊ最ప㸱科目⩌10ࠊ 単位以上を履修します。特に➨㸳科目⩌（ᇙⶶ文化㈈をᢅ

う科目⩌）をඃ先的に履修することが望まれます。ྠ୍科目⩌内で資格ᑂ査に⏦ㄳできるのは㸲科目

までです。必要単位を履修した学生はࠊ⏦ㄳᮇ間(2᭶～3 ᭶㡭)に⏦ㄳ書類を『⪃ྂ調査士資格認定ᶵ

ᵓ』に㏦りࠊ資格ᑂ査ᩱ 25,000 ෇をᨭᡶうことでࠊ⪃ྂ調査士資格を⏦ㄳすることができます。資格

ᑂ査を㏻㐣した学生にはࠊ⪃ྂ調査士資格認定ᶵᵓから「⪃ྂ調査士資格認定ド」が㏦られます。 

 

➨ 1 科目⩌（⪃ྂ学の概説） 

 ⪃ྂ学概説 A（1 単位），⪃ྂ学概説 B（1 単位） 

➨２科目⩌（⪃ྂ学の基礎的方法論をᢅう科目⩌） 

 地域⪃ྂ学 A,B（各 1単位），社会⪃ྂ学 A,B（各 1 単位） 

➨㸱科目⩌（⪃ྂ学の個ู分野を特論的にᢅう科目⩌） 

 比較⪃ྂ学演習 A,B（各 1 単位），⪃ྂ科学演習 A,B（各 1単位） 

➨㸲科目⩌（⪃ྂ学調査のᢏ⾡的実習分野） 

 ⪃ྂ学実習 A,B（各 1 単位），⪃ྂ学実習 1,2（各１単位） 

➨㸳科目⩌（ᇙⶶ文化㈈をᢅう科目⩌） 

 地域⪃ྂ学演習 A,B（各 1 単位），社会⪃ྂ学演習 A,B（各 1単位） 

 
 

上グの 3 つの資格は，人文学類が中心に開講している科目を取ることによって取得ྍ能な資格（学

ⱁ員，⪃ྂ調査士（2 ⣭））と人文学類生のみが取得ྍ能な資格（社会調査士）です。この௚に，取得

ྍ能な資格については，඲学生に㓄௜されている学生౽ぴにᥖ㍕されています。 
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修学上の心得 
 

㸯．ᤵᴗについて 

授業は２学ᮇ㸲ク࢛ーターで実施し，㐌１ᅇの開講でヨ験をྵめて１ク࢛ーターにつきཎ๎㸶㐌間

（学ᮇのሙྜは 16 㐌間）行います。日⛬は学年のጞめにබ♧します。 

各ク࢛ーター・学ᮇの開講科目については，授業時間๭により発表します。 

授業時間๭は発表ᚋにおいても，୍㒊変᭦することがあります。（ᥖ♧㏻知） 

授業時間は次のとおりです。 

➨１㝈       㸶時 45 分～10 時 15 分 

➨２㝈 10 時 30 分～12 時 00 分 

➨㸱㝈 13 時 00 分～14 時 30 分 

➨㸲㝈 14 時 45 分～16 時 15 分 

➨㸳㝈 16 時 30 分～18 時 00 分 

➨㸴㝈 18 時 15 分～19 時 45 分 

 
 
㸰．ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠ࡢ༢఩ᩘについて 

人間社会学域つ⛬ู表➨㸳の単位ᩘは，修業年㝈内で開講されるᶆ‽開講単位ᩘを♧すものです。

஦᝟によっては開講されないሙྜもありますので，開講スࢣジューࣝや開講ぢ㎸みについて関ಀ教員

に問いྜわࡏるなどして，履修計画を立てる㝿には༑分にὀពしてください。 
 
㸱．ᒚಟⓏ㘓について 

 当該の学ᮇ・ク࢛ーターに開講される科目で単位認定をᕼ望する科目は，集中講義をྵめ，す࡭て

その学ᮇ・ク࢛ーターẖに履修Ⓩ㘓が必要です。Ⓩ㘓方法等についてはᚋ㏙しますが，ᮇ㝈に㐜れた

り，手⥆き࣑スをするとその学ᮇ・ク࢛ーターは履修できなくなりますので，༑分ὀពしてください。 
 履修Ⓩ㘓において最も重要なことは，「学ົ᝟報サーࣅス」上の「履修時間๭表」を☜認（ゞṇ）す

ることです。「履修時間๭表」には，集中講義をྵめて，その学ᮇ・ク࢛ーターの開講科目のうࡕ単位

認定をᕼ望する඲科目がグ㍕されていなければなりまࡏん。この「履修時間๭表」に㍕っていない科

目は，履修しても単位認定はされまࡏんので，必ࡎ内容を☜認してください。 
 また，履修Ⓩ㘓についての指♧・方法，ᮇ㝈等は඲て࢝࢔ンサス࣏ータࣝでの㏻知とᥖ♧にて行い

ますので，必ࡎ㏻知・ᥖ♧を☜認するようにしてください。 
 
㸲．ᐃᮇヨ㦂について 

ヨ験は，その科目の授業の終ったク࢛ーターᮎあるいは学ᮇᮎに行われます。ただし，㏻年の授業

科目のうࡕの୍㒊は，」ᩘク࢛ーター分を୍ᣓしてヨ験するものもあります。 
定ᮇヨ験の෌ヨ験は行いまࡏんが，⑌⑓，㈇യその௚やࡴを得ない理由により，定ᮇヨ験を受験す

ることができない学生に㝈り，㏣ヨ験⏦ㄳを認めることがあります。㏣ヨ験の⏦ㄳは理由をド᫂する

書類（་ᖌのデ断書など）をῧえて，஦๓に（஦᝟によっては，ド᫂書は，ᚋ日提出してもᕪしᨭえ

ありまࡏん），ヨ験ᢸ当教員࡬⏦し出なければなりまࡏん。ཎ๎として，学生が⊂自に行うインターン

定ᮇヨ験との重」が㑊ࡎを得ࡴん。ᑵ⫋ヨ験等で真にやࡏによる㏣ヨ験は認めま（ᑵ業య験）ࣉッࢩ

けられないሙྜは，そのことが分かる参⪃資ᩱをῧ௜して，஦๓に授業ᢸ当教員を㏻ࡌて人文学類教

ົጤ員会に⏦ㄳしてください。なお，インターンࢩッࣉによる授業のḞᖍは，㏻ᖖのḞᖍとしてᢅわ

れます。 
 
５．㌿Ꮫ㢮㸪ᡤᒓプログラムࡢኚ᭦について 

㌿学類の⏦ㄳは１年ᚋᮇから受け௜けます。各学ᮇࡈとに出㢪時ᮇが␗なりますので，࢞イࢲンス

ཬびᥖ♧をよく☜かめてください。 
なお，㌿学類のう１，ࡕ年ᚋᮇに出㢪し認められたሙྜのみ，㸲年間での卒業がྍ能となります。

それ以ᚋに出㢪したሙྜ，人文学類にཎ๎として㸴学ᮇ在⡠する必要があります。ただし，㌿ධ๓の

単位の修得≧ἣによっては，▷⦰を認めるሙྜがあります。なお，ᡤᒓࣉロࢢラ࣒の変᭦については，

このハンドブックの「学習計画について」の「㸳㸬ࣉロࢢラ࣒について」（㸳ページ）もేࡏて参照し

てください。 
  
 
㸴．ᤵᴗ⛉┠ᒚಟࡢලయⓗ᪉ἲについて 

（１）手⥆きに必要なコード␒ྕ 

ձ 学域␒ྕ・学類␒ྕ 
 
ղ 学⡠␒ྕ 

この␒ྕは඲ฎ理のキーࢼンࣂーとなるため，

間㐪えると単に自分がᅔるだけでなく，その␒ྕ

をᣢった௚人にከ大な㏞ᝨをかけることとなり

ます。 
必ࡎ学生ドの表面で☜認してください。 

ճ ྡิ␒ྕ 

各学年・ᡤᒓࣉロࢢラࡈ࣒とにẶྡを 50 㡢㡰に୪࡭た（␃年Ṕのある⪅等は下位に）㸱ࢣ

タの␒ྕをྡิ␒ྕとゝいます。１年生はࣉロࢢラ࣒に分ᒓしていないので学年で௜␒し，

２年生以上は，ᡤᒓࣉロࢢラࡈ࣒とに௜␒します。出Ḟや定ᮇヨ験（⟅᱌用⣬に要グධ），ド

᫂書஺௜㢪等に最もよく౑うので必ࡎᬯグしてください。なお，ྡิ␒ྕは，学⡠␒ྕとは

学⡠␒ྕ 
1851010001 
            
 
  ラࣥࢲム␒ྕ 
  Ꮫ㢮ࢻ࣮ࢥ 
  Ꮫᇦࢻ࣮ࢥ 
  ධᏛᖺᗘ（すᬺ下2᱆） 
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修学上の心得 
 

㸯．ᤵᴗについて 

授業は２学ᮇ㸲ク࢛ーターで実施し，㐌１ᅇの開講でヨ験をྵめて１ク࢛ーターにつきཎ๎㸶㐌間

（学ᮇのሙྜは 16 㐌間）行います。日⛬は学年のጞめにබ♧します。 

各ク࢛ーター・学ᮇの開講科目については，授業時間๭により発表します。 

授業時間๭は発表ᚋにおいても，୍㒊変᭦することがあります。（ᥖ♧㏻知） 

授業時間は次のとおりです。 

➨１㝈       㸶時 45 分～10 時 15 分 

➨２㝈 10 時 30 分～12 時 00 分 

➨㸱㝈 13 時 00 分～14 時 30 分 

➨㸲㝈 14 時 45 分～16 時 15 分 

➨㸳㝈 16 時 30 分～18 時 00 分 

➨㸴㝈 18 時 15 分～19 時 45 分 

 
 
㸰．ᑓ㛛ᩍ⫱⛉┠ࡢ༢఩ᩘについて 

人間社会学域つ⛬ู表➨㸳の単位ᩘは，修業年㝈内で開講されるᶆ‽開講単位ᩘを♧すものです。
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認定をᕼ望する඲科目がグ㍕されていなければなりまࡏん。この「履修時間๭表」に㍕っていない科

目は，履修しても単位認定はされまࡏんので，必ࡎ内容を☜認してください。 
 また，履修Ⓩ㘓についての指♧・方法，ᮇ㝈等は඲て࢝࢔ンサス࣏ータࣝでの㏻知とᥖ♧にて行い
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㸲．ᐃᮇヨ㦂について 
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５．㌿Ꮫ㢮㸪ᡤᒓプログラムࡢኚ᭦について 

㌿学類の⏦ㄳは１年ᚋᮇから受け௜けます。各学ᮇࡈとに出㢪時ᮇが␗なりますので，࢞イࢲンス

ཬびᥖ♧をよく☜かめてください。 
なお，㌿学類のう１，ࡕ年ᚋᮇに出㢪し認められたሙྜのみ，㸲年間での卒業がྍ能となります。
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このハンドブックの「学習計画について」の「㸳㸬ࣉロࢢラ࣒について」（㸳ページ）もేࡏて参照し

てください。 
  
 
㸴．ᤵᴗ⛉┠ᒚಟࡢලయⓗ᪉ἲについて 
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間㐪えると単に自分がᅔるだけでなく，その␒ྕ

をᣢった௚人にከ大な㏞ᝨをかけることとなり

ます。 
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２年生以上は，ᡤᒓࣉロࢢラࡈ࣒とに௜␒します。出Ḟや定ᮇヨ験（⟅᱌用⣬に要グධ），ド
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関ಀなく，かつ␃年等のሙྜに変᭦するので特にὀពしてください。

մ 時間๭␒ྕ

各学類の授業科目す࡭てに時間๭␒ྕがつけられています。ྠ୍の時間๭␒ྕの科目は１

ᅇのみ履修ྍ能です。

なお，ྠ୍科目でも年度・学ᮇによって，時間๭␒ྕが変わる科目もありますので， 必ࡎ

授業時間๭表で☜認してください。

履修Ⓩ㘓のὶれ図

ࠋࡿࡍてᒚಟⓏ㘓ࡋ⏝฼ࢆࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥ࢖ͤ

ヲ⣽ࡣ㸪ࠕ㔠ἑ኱ᏛᏛ⏕౽ぴࠖࢆཧ↷ࠋ࡜ࡇࡿࡍ

（２）履修Ⓩ㘓の方法

履修ᕼ望科目の履修Ⓩ㘓は，ẖ学ᮇ・ク࢛ーター必ࡎ指♧するᮇ間内に Web Ⓩ㘓しなければ

なりまࡏん。以下に手㡰とὀពを詳㏙しますので⇍読してください。

ձ 履修ᕼ望科目の決定

• ーター中の履修ᕼ望科目を各࢛ス，授業時間๭表，ᥖ♧≀等を基にその学ᮇ・クࣂラࢩ

自で決めてください。

• ྠ୍時㝈（㒊分重」をྵࡴ）に」ᩘ科目（ඹ㏻教育科目をྵࡴ）の重」Ⓩ㘓は認めまࡏ

ん（集中講義をྵࡴ）。

• 㐣年度⪅等で自分が取る࡭き科目が開講されていないሙྜは，ู㏵指♧しますので，人

社系教ົಀに必ࡎ早めに┦ㄯしてください。

ղ Web 履修Ⓩ㘓

• Web での履修Ⓩ㘓は，学生౽ぴを参照して，必ࡎᡤ定のᮇ間内に行ってください。

• 人間社会学域以外の学域の開講科目の履修ᕼ望⪅は，「௚学域履修㢪」を人社系教ົಀ

で受㡿し，早めにᢸ当教員の஢ᢎ༳を得て，ᮇ間内に提出してください。

授
業
開
ጞ
䣍
授
業
に
出
ᖍ

㸱㸬「履修時間๭表」を☜認 㸲㸬࢝࢔ンサス࣏ータࣝ上の「学ົ᝟報サーࣅ
ス」でゞṇ

ᘬ⥆き授業に

出ᖍする。

ᕼ望
どおりか

１㸬履修ᕼ望科目の決定。
２㸬࢝࢔ンサス࣏ータࣝ上の「学ົ᝟報サーࣅス」で履修Ⓩ㘓

No

Yes

ࠒ㔜せ᭱ࠑ

授
業
開
ጞ
๓

なお，㏻ᖖの Web Ⓩ㘓による履修手⥆きでは，௚学域科目の履修Ⓩ㘓はできまࡏんの

で，特にὀពしてください。 
• ༞ᴗㄽᩥࡣ㸪㸲ᖺḟ࡛ᒚಟⓏ㘓ࡀᚲせ࡛ࠋࡍ 

• ᑓ㛛⛉┠ࡣ㸪ྛ࣮ࢱ࣮࢛ࢡẖࡢᒚಟⓏ㘓ୖ㝈ࡀඹ㏻ᩍ⫱⛉┠ྜ࡜ィࡋて 12 ༢఩௨ୗ࡜

Ỵࢀࡽࡵていࠋࡍࡲ（集中講義により開講する科目，␗文化య験実習，インターンࢩッࣉ，

教育実習，卒業論文，学域つ⛬ู表➨ 7からู表➨ 9で定める授業科目を㝖く） 
• 教育実習，༤≀㤋実習等，ูにᡤ定の書類の提出を要する科目は，履修Ⓩ㘓㢪と手⥆き

の୍方でもḞけると履修をチྍしまࡏん。 
• 集中講義や教育実習等，実施時ᮇが㐜い科目も学ᮇ・ク࢛ーター当ึの履修Ⓩ㘓が必要

です。なお，日⛬の重なっている集中講義は重」して履修することはできまࡏん。 
• 「教育の基礎的理解に関する科目等」ཬび「各教科（ಖ育内容）の指導法」は，教⫋ハ

ンドブックを☜認の上，開講ᮇに必ࡎ履修Ⓩ㘓をしてください。 
ճ 履修Ⓩ㘓科目の☜認とゞṇ Ӑ㔜せӑ 

・ 履修Ⓩ㘓⿵ṇᮇ間になると「学ົ᝟報サーࣅス上」の「履修時間๭表」に☜定した科目

がᥖ㍕されますので，☜認してください。 
・ ᕼ望どおりであれば，その時Ⅼで履修チྍ科目が☜定します。 
・ 卒業予定の学生は，༞ᴗㄽᩥࡀⓏ㘓ࢀࡉていࢆ࡜ࡇࡿ☜ㄆࡋてࡉࡔࡃいࠋ 
・ ᕼ望と㐪っていたら，科目の㑅び方や，これまでの手⥆きにㄗりがなかったか༑分᳨ウ

してください。࡛ୖࡢࡑ㸪ゞṇ㸦㏣ຍ࣭๐㝖㸧ࡓࡋいሙྜࡣ㸪Web ࡛ゞṇࡋてࡉࡔࡃいࠋ 

・ 履修Ⓩ㘓⿵ṇᮇ間中は，履修Ⓩ㘓・๐㝖を行うことによって「履修時間๭表」もリࣝ࢔

タイ࣒で᭦新されます。ᕼ望どおりゞṇできたか必ࡎ「履修時間๭表」を☜認してくださ

い。 
・ ᣦᐃᮇ㛫እࡢゞṇࡣཎ๎ཷࡅ௜ࡓࡲࠋࢇࡏࡲࡅ㸪௚Ꮫᇦࡢ┠⛉ࡢゞṇࠋࢇࡏࡲࡁ࡛ࡣ 
・ ୍᪦履修がチྍされた科目でも，履修要௳や単位認定等に୙㒔ྜがあるሙྜは，予告な

く履修チྍを取ᾘされることがあります。このሙྜも科目の㏣加は認められまࡏん。 
մ 成⦼の㏻知 

• ᡂ⦼㏻▱ࡣ㸪ᥖ♧➼࡛ᣦ♧ࡿࡍ᪥᫬に Web ࡛බ㛤ࠋࡍࡲࢀࡉ 
• 成⦼㏻知表のホ語は，㹑・㸿・㹀・㹁・୙ྍのホ౯のほかに，ྜ・ྰ（ྜྰは୍定のỈ

‽以上の成⦼㐩成を目的とした授業科目のሙྜ）・認定（本学の開講科目以外の授業科目

ཬび外㒊ヨ験の結果を単位認定するሙྜ）・ᨺᲠ（履修チྍされたが実㝿には履修ࡎࡏと

判断）㸷ホ語に，ಖ␃（ྜྰ判定が次学ᮇ以㝆にᘏᮇ）が加わり 10 ✀類になります。単

位の認定は，㹑・㸿・㹀・㹁୪びにྜ・認定のホ౯を得た授業科目にᑐしてのみ行います。 
なお，各ホ語のᶆ‽的฿㐩度は次のとおりです。㹑（90㸣以上），㸿（80㸣以上 90㸣ᮍ‶），

㹀（70㸣以上 80㸣ᮍ‶），㹁（60㸣以上 70㸣ᮍ‶），୙ྍ（60㸣ᮍ‶） 
• ಖ␃の科目で次学ᮇまたは次のク࢛ーターᮎに単位認定をᕼ望するሙྜは，学ᮇ・ク࢛

ーター当ึに必ࡎᢸ当教員に⏦し出て指♧を受けなければなりまࡏん。この㝿の履修Ⓩ㘓

は，次学ᮇ・ク࢛ーターの開講科目ではないので必要ありまࡏん。（卒業論文もྵみます） 
• 成⦼㏻知๓に教員にྜྰをᑜࡡてはいけまࡏん。また，集中講義等をྵめ，学ᮇ㏵中の
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関ಀなく，かつ␃年等のሙྜに変᭦するので特にὀពしてください。 

մ 時間๭␒ྕ 

各学類の授業科目す࡭てに時間๭␒ྕがつけられています。ྠ୍の時間๭␒ྕの科目は１

ᅇのみ履修ྍ能です。 

なお，ྠ୍科目でも年度・学ᮇによって，時間๭␒ྕが変わる科目もありますので， 必ࡎ

授業時間๭表で☜認してください。 

 
履修Ⓩ㘓のὶれ図 

 
 

 ࠋࡿࡍてᒚಟⓏ㘓ࡋ⏝฼ࢆࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥ࢖ͤ

 ヲ⣽ࡣ㸪ࠕ㔠ἑ኱ᏛᏛ⏕౽ぴࠖࢆཧ↷ࠋ࡜ࡇࡿࡍ 

 
 

（２）履修Ⓩ㘓の方法 
履修ᕼ望科目の履修Ⓩ㘓は，ẖ学ᮇ・ク࢛ーター必ࡎ指♧するᮇ間内に Web Ⓩ㘓しなければ

なりまࡏん。以下に手㡰とὀពを詳㏙しますので⇍読してください。 
ձ 履修ᕼ望科目の決定 

ーター中の履修ᕼ望科目を各࢛ス，授業時間๭表，ᥖ♧≀等を基にその学ᮇ・クࣂラࢩ •

自で決めてください。 
• ྠ୍時㝈（㒊分重」をྵࡴ）に」ᩘ科目（ඹ㏻教育科目をྵࡴ）の重」Ⓩ㘓は認めまࡏ

ん（集中講義をྵࡴ）。 
• 㐣年度⪅等で自分が取る࡭き科目が開講されていないሙྜは，ู㏵指♧しますので，人

社系教ົಀに必ࡎ早めに┦ㄯしてください。 
ղ Web 履修Ⓩ㘓 

• Web での履修Ⓩ㘓は，学生౽ぴを参照して，必ࡎᡤ定のᮇ間内に行ってください。 
• 人間社会学域以外の学域の開講科目の履修ᕼ望⪅は，「௚学域履修㢪」を人社系教ົಀ

で受㡿し，早めにᢸ当教員の஢ᢎ༳を得て，ᮇ間内に提出してください。 
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㸱㸬「履修時間๭表」を☜認 㸲㸬࢝࢔ンサス࣏ータࣝ上の「学ົ᝟報サーࣅ
ス」でゞṇ 

ᘬ⥆き授業に

出ᖍする。 

ᕼ望 
どおりか 

１㸬履修ᕼ望科目の決定。 
２㸬࢝࢔ンサス࣏ータࣝ上の「学ົ᝟報サーࣅス」で履修Ⓩ㘓 

No 

Yes 

 ࠒ㔜せ᭱ࠑ
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なお，㏻ᖖの Web Ⓩ㘓による履修手⥆きでは，௚学域科目の履修Ⓩ㘓はできまࡏんの

で，特にὀពしてください。 
• ༞ᴗㄽᩥࡣ㸪㸲ᖺḟ࡛ᒚಟⓏ㘓ࡀᚲせ࡛ࠋࡍ 

• ᑓ㛛⛉┠ࡣ㸪ྛ࣮ࢱ࣮࢛ࢡẖࡢᒚಟⓏ㘓ୖ㝈ࡀඹ㏻ᩍ⫱⛉┠ྜ࡜ィࡋて 12 ༢఩௨ୗ࡜

Ỵࢀࡽࡵていࠋࡍࡲ（集中講義により開講する科目，␗文化య験実習，インターンࢩッࣉ，

教育実習，卒業論文，学域つ⛬ู表➨ 7からู表➨ 9で定める授業科目を㝖く） 
• 教育実習，༤≀㤋実習等，ูにᡤ定の書類の提出を要する科目は，履修Ⓩ㘓㢪と手⥆き

の୍方でもḞけると履修をチྍしまࡏん。 
• 集中講義や教育実習等，実施時ᮇが㐜い科目も学ᮇ・ク࢛ーター当ึの履修Ⓩ㘓が必要

です。なお，日⛬の重なっている集中講義は重」して履修することはできまࡏん。 
• 「教育の基礎的理解に関する科目等」ཬび「各教科（ಖ育内容）の指導法」は，教⫋ハ

ンドブックを☜認の上，開講ᮇに必ࡎ履修Ⓩ㘓をしてください。 
ճ 履修Ⓩ㘓科目の☜認とゞṇ Ӑ㔜せӑ 

・ 履修Ⓩ㘓⿵ṇᮇ間になると「学ົ᝟報サーࣅス上」の「履修時間๭表」に☜定した科目

がᥖ㍕されますので，☜認してください。 
・ ᕼ望どおりであれば，その時Ⅼで履修チྍ科目が☜定します。 
・ 卒業予定の学生は，༞ᴗㄽᩥࡀⓏ㘓ࢀࡉていࢆ࡜ࡇࡿ☜ㄆࡋてࡉࡔࡃいࠋ 
・ ᕼ望と㐪っていたら，科目の㑅び方や，これまでの手⥆きにㄗりがなかったか༑分᳨ウ

してください。࡛ୖࡢࡑ㸪ゞṇ㸦㏣ຍ࣭๐㝖㸧ࡓࡋいሙྜࡣ㸪Web ࡛ゞṇࡋてࡉࡔࡃいࠋ 

・ 履修Ⓩ㘓⿵ṇᮇ間中は，履修Ⓩ㘓・๐㝖を行うことによって「履修時間๭表」もリࣝ࢔

タイ࣒で᭦新されます。ᕼ望どおりゞṇできたか必ࡎ「履修時間๭表」を☜認してくださ

い。 
・ ᣦᐃᮇ㛫እࡢゞṇࡣཎ๎ཷࡅ௜ࡓࡲࠋࢇࡏࡲࡅ㸪௚Ꮫᇦࡢ┠⛉ࡢゞṇࠋࢇࡏࡲࡁ࡛ࡣ 
・ ୍᪦履修がチྍされた科目でも，履修要௳や単位認定等に୙㒔ྜがあるሙྜは，予告な

く履修チྍを取ᾘされることがあります。このሙྜも科目の㏣加は認められまࡏん。 
մ 成⦼の㏻知 

• ᡂ⦼㏻▱ࡣ㸪ᥖ♧➼࡛ᣦ♧ࡿࡍ᪥᫬に Web ࡛බ㛤ࠋࡍࡲࢀࡉ 
• 成⦼㏻知表のホ語は，㹑・㸿・㹀・㹁・୙ྍのホ౯のほかに，ྜ・ྰ（ྜྰは୍定のỈ

‽以上の成⦼㐩成を目的とした授業科目のሙྜ）・認定（本学の開講科目以外の授業科目

ཬび外㒊ヨ験の結果を単位認定するሙྜ）・ᨺᲠ（履修チྍされたが実㝿には履修ࡎࡏと

判断）㸷ホ語に，ಖ␃（ྜྰ判定が次学ᮇ以㝆にᘏᮇ）が加わり 10 ✀類になります。単

位の認定は，㹑・㸿・㹀・㹁୪びにྜ・認定のホ౯を得た授業科目にᑐしてのみ行います。 
なお，各ホ語のᶆ‽的฿㐩度は次のとおりです。㹑（90㸣以上），㸿（80㸣以上 90㸣ᮍ‶），

㹀（70㸣以上 80㸣ᮍ‶），㹁（60㸣以上 70㸣ᮍ‶），୙ྍ（60㸣ᮍ‶） 
• ಖ␃の科目で次学ᮇまたは次のク࢛ーターᮎに単位認定をᕼ望するሙྜは，学ᮇ・ク࢛

ーター当ึに必ࡎᢸ当教員に⏦し出て指♧を受けなければなりまࡏん。この㝿の履修Ⓩ㘓

は，次学ᮇ・ク࢛ーターの開講科目ではないので必要ありまࡏん。（卒業論文もྵみます） 
• 成⦼㏻知๓に教員にྜྰをᑜࡡてはいけまࡏん。また，集中講義等をྵめ，学ᮇ㏵中の
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単位認定は行いまࡏん。 
• 成⦼㏻知表には学ᮇ・ク࢛ーターࡈとと㏻⟬の㹅㹎㸿್（履修科目のࣞࢢード・࣏イン

ト㸻㹅㹎のᖹᆒ㸻ࣞ࣋࢔ージ）がᥖ㍕されます。各ホ語ࡈとの㹅㹎は次のとおり。 
㹑㸻㸲Ⅼ   㸿㸻㸱Ⅼ   㹀㸻２Ⅼ   㹁㸻1 Ⅼ 
୙ྍ・ᨺᲠ・ಖ␃㸻㸮Ⅼ   ྜ・認定・ྰはᑐ㇟外   

• 㹅㹎㸿を⟬出する基‽は，次のとおりです。 
ᨺᲠした科目も࢘࢝ントされますのでࠊ履修Ⓩ㘓はよく᳨ウして行ってください。 

 
（授業科目で得た㹅㹎�その授業科目の単位ᩘ）の総࿴ 

（履修Ⓩ㘓した授業科目の単位ᩘの総࿴） 
 
 また，㹅㹎㸿のᑐ㇟外となるのは，次の授業科目です。 

ඹ㏻教育科目のうࡕの「඲学ඹ㏻科目」「いしかわࢩティࣞ࢝ッジの௚大学提供科目」「ᨺ

㏦大学の授業科目」「ධ学๓の᪤修得単位を認定した授業科目」「外㒊ヨ験によって単位

認定した授業科目」ཬび「ᾏ外␗文化య験学習」 
専門教育科目では「ධ学๓の᪤修得単位を認定した授業科目」「外㒊ヨ験によって単位認

定した授業科目」「教⫋科目」 
• 提♧されたホ౯結果について␲義があるሙྜは，成⦼㏻知日より୍定のᮇ間以内で␲義

の⏦し立てができます。␲義⏦し立てのᮇ間や⏦し立て方法については，成⦼㏻知๓にู

㏵ᥖ♧等で連⤡します。。 
 
㸵．༞ᴗㄽᩥについて 

人文学類の各ࣉロࢢラ࣒の必修科目として「卒業論文」があります。 
卒業論文を提出する᮲௳として，卒業論文演習㸿・㹀・㹁・㹂をྜわࡏて㸲単位修得῭みか，また

は，修得ぢ㎸であることが必要です。 
卒業論文や卒業論文演習㸿・㹀・㹁・㹂は，開講されるク࢛ーターのึめに履修Ⓩ㘓することが必

要ですので，ὀពしてください。 
  
㸶．య㦂ᐇ⩦⛉┠について 

（１） インターンࢩッࣉ 
 ㊃᪨・目的 ۑ

人文学類ඹ㏻科目の୍つとして，在学中に୍定ᮇ間，民間企業やᐁᗇ・自἞యその௚関連する

ᶵ関においてᑵ業య験を行うことにより，学問を学ぶព࿡を実践を㏻ࡌて理解さࡏるとともに，

自らに適したᑗ᮶の㐍㊰を㑅ᢥする能力の向上を図ることを目的としています。 
                                                ᑐ㇟学年・実施時ᮇ ۑ

２年生以上をᑐ㇟とし，ཎ๎として，夏Ꮨあるいは᫓Ꮨఇ業中の１～２㐌間とします。 
 履修手⥆き等 ۑ

• 履修をᕼ望する学生は，人文学類ᑵ⫋ጤ員会が主ദする説᫂会に出ᖍしてください。（ᥖ

㹅㹎㸿㸻 

♧で㏻知） 
• 「説᫂会」で内容を☜認し，ᡤ定ᮇ間内に履修Ⓩ㘓を行ってください。 
• ஦๓指導・஦ᚋ指導 

ᑵ業య験を実施するための‽ഛ授業㸫஦๓指導，ཬびᑵ業య験を終஢したᚋの授業㸫஦ᚋ

指導に出ᖍする必要があります。（ᥖ♧で㏻知） 
 成⦼ホ౯ ۑ

成⦼はྜྰで判定し，㹅㹎㸿ไ度のᑐ㇟外とします。 
 
（２） ␗文化య験実習 

 ㊃᪨・目的 ۑ
人文学類ඹ㏻科目の୍つとして，現在ࢢローࣝࣂ化が㐍ࡴ中，在学中に୍定ᮇ間，ᾏ外での

▷ᮇの語学研修ཬび␗文化య験を行うことにより，学問を学ぶព࿡をయ験を㏻ࡌて理解さࡏる

とともに，コ࣑ュࢣࢽーࢩョンの手ẁとしての実践的な語学能力と， 幅広いど野ཬびᰂ㌾な

≧ἣ適ᛂ能力等向上を図ることを目的としています。「␗文化య験実習」に該当するものは，

ᾏ外における語学研修やᾏ外࣎ランティ࢔等で，ཎ๎として，ᘬ⋡等のない自分のイ࢔ࢩࢽテ

イࣦで計画㺃実施する研修です（本学の主ദする語学研修を㝖く）。 
 ᑐ㇟学年・実施時ᮇ ۑ

人文学類２～㸲年生をᑐ㇟とし，ཎ๎として，夏Ꮨあるいは᫓Ꮨఇ業中とします。 
（上グに当てはまらないሙྜは，コーディࢿーターに予め┦ㄯすること。） 

  「履修手⥆き等」 ࠐ
・履修をᕼ望する学生は，␗文化య験実習科目コーディࢿーターが主ദする「説᫂会」に必

れの研修の「説᫂会」ࡒ出ᖍしてください。本学が主ദする語学研修については，それࡎ

に必ࡎ出ᖍしてください。説᫂会の日時・ሙᡤはᥖ♧・ࢩラࣂス等で㏻知されます。  
・஦๓指導・஦ᚋ指導  

య験実習を実施するための‽ഛ授業̿஦๓指導，ཬびయ験実習を終஢したᚋの授業̿஦

ᚋ指導に出ᖍする必要があります。これらの日時・ሙᡤはᥖ♧・ࢩラࣂス等で㏻知されま

す。  
 
文化య験実習には，「␗文化య験実習Ⅰ(ᾏ外）」(1～8␗ ࠐ 単位）と「␗文化య験実習Ⅱ(ᾏ外）」

（2 単位）があります。「␗文化య験実習Ⅰ」は▷ᮇの語学研修ཬび␗文化య験を行うことによ

って単位を修得するものです。修得できる単位ᩘはయ験実習のᮇ間にᛂࡌて␗なります。「␗

文化య験実習Ⅱ」は，ᖐ国ᚋᡤ定の語学᳨定ヨ験のスコ࢔を取得するか⣭にྜ格することによ

って修得するものです。「␗文化య験実習Ⅰ」とྠ時に履修Ⓩ㘓されます。ᡤ定の語学᳨定ヨ

験については次㡫を参照してください。  
 
  成⦼ホ౯ ࠐ

「␗文化య験実習Ⅰ(ᾏ外）」ཬび「␗文化య験実習Ⅱ（ᾏ外）」の成⦼はྜྰで判定し， GPA
ไ度のᑐ㇟外とします。なお，本学が主ദする語学研修に参加したሙྜの「␗文化య験実習Ⅱ」
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単位認定は行いまࡏん。 
• 成⦼㏻知表には学ᮇ・ク࢛ーターࡈとと㏻⟬の㹅㹎㸿್（履修科目のࣞࢢード・࣏イン

ト㸻㹅㹎のᖹᆒ㸻ࣞ࣋࢔ージ）がᥖ㍕されます。各ホ語ࡈとの㹅㹎は次のとおり。 
㹑㸻㸲Ⅼ   㸿㸻㸱Ⅼ   㹀㸻２Ⅼ   㹁㸻1 Ⅼ 
୙ྍ・ᨺᲠ・ಖ␃㸻㸮Ⅼ   ྜ・認定・ྰはᑐ㇟外   

• 㹅㹎㸿を⟬出する基‽は，次のとおりです。 
ᨺᲠした科目も࢘࢝ントされますのでࠊ履修Ⓩ㘓はよく᳨ウして行ってください。 

 
（授業科目で得た㹅㹎�その授業科目の単位ᩘ）の総࿴ 

（履修Ⓩ㘓した授業科目の単位ᩘの総࿴） 
 
 また，㹅㹎㸿のᑐ㇟外となるのは，次の授業科目です。 

ඹ㏻教育科目のうࡕの「඲学ඹ㏻科目」「いしかわࢩティࣞ࢝ッジの௚大学提供科目」「ᨺ

㏦大学の授業科目」「ධ学๓の᪤修得単位を認定した授業科目」「外㒊ヨ験によって単位

認定した授業科目」ཬび「ᾏ外␗文化య験学習」 
専門教育科目では「ධ学๓の᪤修得単位を認定した授業科目」「外㒊ヨ験によって単位認

定した授業科目」「教⫋科目」 
• 提♧されたホ౯結果について␲義があるሙྜは，成⦼㏻知日より୍定のᮇ間以内で␲義

の⏦し立てができます。␲義⏦し立てのᮇ間や⏦し立て方法については，成⦼㏻知๓にู

㏵ᥖ♧等で連⤡します。。 
 
㸵．༞ᴗㄽᩥについて 

人文学類の各ࣉロࢢラ࣒の必修科目として「卒業論文」があります。 
卒業論文を提出する᮲௳として，卒業論文演習㸿・㹀・㹁・㹂をྜわࡏて㸲単位修得῭みか，また

は，修得ぢ㎸であることが必要です。 
卒業論文や卒業論文演習㸿・㹀・㹁・㹂は，開講されるク࢛ーターのึめに履修Ⓩ㘓することが必

要ですので，ὀពしてください。 
  
㸶．య㦂ᐇ⩦⛉┠について 

（１） インターンࢩッࣉ 
 ㊃᪨・目的 ۑ

人文学類ඹ㏻科目の୍つとして，在学中に୍定ᮇ間，民間企業やᐁᗇ・自἞యその௚関連する

ᶵ関においてᑵ業య験を行うことにより，学問を学ぶព࿡を実践を㏻ࡌて理解さࡏるとともに，

自らに適したᑗ᮶の㐍㊰を㑅ᢥする能力の向上を図ることを目的としています。 
                                                ᑐ㇟学年・実施時ᮇ ۑ

２年生以上をᑐ㇟とし，ཎ๎として，夏Ꮨあるいは᫓Ꮨఇ業中の１～２㐌間とします。 
 履修手⥆き等 ۑ

• 履修をᕼ望する学生は，人文学類ᑵ⫋ጤ員会が主ദする説᫂会に出ᖍしてください。（ᥖ

㹅㹎㸿㸻 

♧で㏻知） 
• 「説᫂会」で内容を☜認し，ᡤ定ᮇ間内に履修Ⓩ㘓を行ってください。 
• ஦๓指導・஦ᚋ指導 

ᑵ業య験を実施するための‽ഛ授業㸫஦๓指導，ཬびᑵ業య験を終஢したᚋの授業㸫஦ᚋ

指導に出ᖍする必要があります。（ᥖ♧で㏻知） 
 成⦼ホ౯ ۑ

成⦼はྜྰで判定し，㹅㹎㸿ไ度のᑐ㇟外とします。 
 
（２） ␗文化య験実習 

 ㊃᪨・目的 ۑ
人文学類ඹ㏻科目の୍つとして，現在ࢢローࣝࣂ化が㐍ࡴ中，在学中に୍定ᮇ間，ᾏ外での

▷ᮇの語学研修ཬび␗文化య験を行うことにより，学問を学ぶព࿡をయ験を㏻ࡌて理解さࡏる

とともに，コ࣑ュࢣࢽーࢩョンの手ẁとしての実践的な語学能力と， 幅広いど野ཬびᰂ㌾な

≧ἣ適ᛂ能力等向上を図ることを目的としています。「␗文化య験実習」に該当するものは，

ᾏ外における語学研修やᾏ外࣎ランティ࢔等で，ཎ๎として，ᘬ⋡等のない自分のイ࢔ࢩࢽテ

イࣦで計画㺃実施する研修です（本学の主ദする語学研修を㝖く）。 
 ᑐ㇟学年・実施時ᮇ ۑ

人文学類２～㸲年生をᑐ㇟とし，ཎ๎として，夏Ꮨあるいは᫓Ꮨఇ業中とします。 
（上グに当てはまらないሙྜは，コーディࢿーターに予め┦ㄯすること。） 

  「履修手⥆き等」 ࠐ
・履修をᕼ望する学生は，␗文化య験実習科目コーディࢿーターが主ദする「説᫂会」に必

れの研修の「説᫂会」ࡒ出ᖍしてください。本学が主ദする語学研修については，それࡎ

に必ࡎ出ᖍしてください。説᫂会の日時・ሙᡤはᥖ♧・ࢩラࣂス等で㏻知されます。  
・஦๓指導・஦ᚋ指導  

య験実習を実施するための‽ഛ授業̿஦๓指導，ཬびయ験実習を終஢したᚋの授業̿஦

ᚋ指導に出ᖍする必要があります。これらの日時・ሙᡤはᥖ♧・ࢩラࣂス等で㏻知されま

す。  
 
文化య験実習には，「␗文化య験実習Ⅰ(ᾏ外）」(1～8␗ ࠐ 単位）と「␗文化య験実習Ⅱ(ᾏ外）」

（2 単位）があります。「␗文化య験実習Ⅰ」は▷ᮇの語学研修ཬび␗文化య験を行うことによ

って単位を修得するものです。修得できる単位ᩘはయ験実習のᮇ間にᛂࡌて␗なります。「␗

文化య験実習Ⅱ」は，ᖐ国ᚋᡤ定の語学᳨定ヨ験のスコ࢔を取得するか⣭にྜ格することによ

って修得するものです。「␗文化య験実習Ⅰ」とྠ時に履修Ⓩ㘓されます。ᡤ定の語学᳨定ヨ

験については次㡫を参照してください。  
 
  成⦼ホ౯ ࠐ

「␗文化య験実習Ⅰ(ᾏ外）」ཬび「␗文化య験実習Ⅱ（ᾏ外）」の成⦼はྜྰで判定し， GPA
ไ度のᑐ㇟外とします。なお，本学が主ദする語学研修に参加したሙྜの「␗文化య験実習Ⅱ」
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の成⦼は，当該ゝ語の語学᳨定ヨ験で定められたスコ࢔を取得するか⣭にྜ格することによっ

て判定します。 
 

英 語㸸TOEFL（PBT）550 Ⅼ以上，TOEFL（iBT）79 Ⅼ以上，TOEIC 730 Ⅼ以上， 
 IELTS6 以上，実用英語ᢏ能᳨定ヨ験‽１⣭以上 

中 国 語㸸中国語᳨定ヨ験２⣭以上 
ᮅ 㩭 語㸸「ハンࣝࢢ」能力᳨定ヨ験 2 ⣭以上 
ド イ ツ 語㸸CEFR（ヨーロッパඹ㏻参照ᯟ）B1 またはドイツ語ᢏ能᳨定ヨ験（⊂᳨）2 ⣭以上 
フランス語㸸実用フランス語ᢏ能᳨定ヨ験‽ 2 ⣭以上 
スペイン語㸸スペイン語᳨定ヨ験 2 ⣭以上 
ロ ࢩ ࢔ 語㸸ロ࢔ࢩ語能力᳨定ヨ験 3 ⣭以上 

 
ある᳨定ヨ験で取得したスコ࢔やྜ格した⣭などを，ほかの授業科目の単位認定等に౑用したሙྜ

には，特ẁの஦᝟・理由があるሙྜを㝖き，ཎ๎として，本科目（␗文化య験実習Ⅱ）としての単位

認定はできまࡏん。 
なお，␗文化య験実習Ⅱとしての単位認定を⏦ㄳすることについての詳細は，「説᫂会」などに出ᖍ

してᢸ当教員に予め☜認しておくこと。 
  

㸷．እ㒊᳨ᐃヨ㦂➼にࡿࡼ༢఩ㄆᐃについて 
人文学類の学生は，以下の表にᥖげる外㒊᳨定ヨ験にྜ格した（あるいはᡤ定のスコ࢔を得た） ሙ

ྜ，人文学類の専門科目の単位として⟬ධすることができますので，⏦し出てください。 
 

専門科目 

科目 認定ᑐ㇟とする外㒊᳨定ヨ験等 ྜ格基‽ 認定科目・単位ᩘ 

中 国 語 

新 HSK（₎語Ỉᖹ⪃ヨ）➹グ

（⪺き取り，読解，作文） 

5～6 ⣭ 180～  

ヨ験ྜ格 

中国語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 1,2  2 単位 

中国語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 3,4  2 単位 

中国語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 5,6  2 単位 

中国語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 7,8  2 単位  

中国語表現法 A1,2  2 単位 

中国語表現法 B1,2  2 単位 

現代中国時஦文 A1,2  2 単位 

現代中国時஦文 B1,2  2 単位 

英 語 

TOEFL（PBT）550-574  

TOEFL（iBT) 79-89 

TOEIC(L&R) 735-805 

IELTS 6 

実用英語ᢏ能᳨定‽１⣭ 

スコ࢔ 

または 

ヨ験ྜ格 

 

 

 

英語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン１ 1 単位 

英語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン２ 1 単位 

英語ᅪ広域文化研究１     1 単位 

英語ᅪ広域文化研究２   1 単位 

英⡿ゝ語文化演習 1 1 単位 

英⡿ゝ語文化演習 2 1 単位 

英⡿文化基礎論 1   1 単位 

英⡿文化基礎論 2   1 単位 

英語表現法 A1 1 単位 

英語表現法 A2 1 単位 

英語表現法 B1 1 単位 

英語表現法 B2  1 単位 

 

 

* 単位認定⏦ㄳ῭み単位ᩘをᘬいたᩘ 

ᕥグ科目のうࡕ 

2 単位まで 

TOEFL（PBT）577-599  

TOEFL（iBT) 90-99 

TOEIC(L&R) 810-875 

IELTS 6.5  

ᕥグ科目のうࡕ 

4 単位まで* 

TOEFL（PBT）600～  

TOEFL（iBT) 100～  

TOEIC(L&R)  880～  

IELTS 7 

実用英語ᢏ能᳨定１⣭ 

ᕥグ科目のうࡕ 

6 単位まで* 

ド イ ツ 語 

CEFR（ヨーロッパඹ㏻参照

ᯟ）A2 でドイツ語読解基礎 1

からドイツ語コ࣑ュࢣࢽー

ョンึ⣭ࢩ 6までの 8科目 8

単位まで 

 

CEFR（ヨーロッパඹ㏻参照

ᯟ）B1 またはドイツ語ᢏ能

᳨定ヨ験（⊂᳨）２⣭でドイ

ツ語読解基礎 1 からドイツ

語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭

4までの 12科目 12単位まで 

 

CEFR（ヨーロッパඹ㏻参照

ᯟ）B2 以上またはドイツ語

ᢏ能᳨定ヨ験（⊂᳨）‽１⣭

以上で඲科目の 16 単位 

ヨ験ྜ格 

ドイツ語読解基礎 1   1 単位 

ドイツ語読解基礎 2   1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 1  1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 2  1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 3  1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 4   1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 5   1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 6   1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 1   1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 2   1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 3   1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 4   1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 5  1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 6  1 単位 

ドイツ語表現法 1 1 単位 

ドイツ語表現法 2  1 単位 

 

16 単位まで 
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の成⦼は，当該ゝ語の語学᳨定ヨ験で定められたスコ࢔を取得するか⣭にྜ格することによっ

て判定します。 
 

英 語㸸TOEFL（PBT）550 Ⅼ以上，TOEFL（iBT）79 Ⅼ以上，TOEIC 730 Ⅼ以上， 
 IELTS6 以上，実用英語ᢏ能᳨定ヨ験‽１⣭以上 

中 国 語㸸中国語᳨定ヨ験２⣭以上 
ᮅ 㩭 語㸸「ハンࣝࢢ」能力᳨定ヨ験 2 ⣭以上 
ド イ ツ 語㸸CEFR（ヨーロッパඹ㏻参照ᯟ）B1 またはドイツ語ᢏ能᳨定ヨ験（⊂᳨）2 ⣭以上 
フランス語㸸実用フランス語ᢏ能᳨定ヨ験‽ 2 ⣭以上 
スペイン語㸸スペイン語᳨定ヨ験 2 ⣭以上 
ロ ࢩ ࢔ 語㸸ロ࢔ࢩ語能力᳨定ヨ験 3 ⣭以上 

 
ある᳨定ヨ験で取得したスコ࢔やྜ格した⣭などを，ほかの授業科目の単位認定等に౑用したሙྜ

には，特ẁの஦᝟・理由があるሙྜを㝖き，ཎ๎として，本科目（␗文化య験実習Ⅱ）としての単位

認定はできまࡏん。 
なお，␗文化య験実習Ⅱとしての単位認定を⏦ㄳすることについての詳細は，「説᫂会」などに出ᖍ

してᢸ当教員に予め☜認しておくこと。 
  

㸷．እ㒊᳨ᐃヨ㦂➼にࡿࡼ༢఩ㄆᐃについて 
人文学類の学生は，以下の表にᥖげる外㒊᳨定ヨ験にྜ格した（あるいはᡤ定のスコ࢔を得た） ሙ

ྜ，人文学類の専門科目の単位として⟬ධすることができますので，⏦し出てください。 
 

専門科目 

科目 認定ᑐ㇟とする外㒊᳨定ヨ験等 ྜ格基‽ 認定科目・単位ᩘ 

中 国 語 

新 HSK（₎語Ỉᖹ⪃ヨ）➹グ

（⪺き取り，読解，作文） 

5～6 ⣭ 180～  

ヨ験ྜ格 

中国語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 1,2  2 単位 

中国語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 3,4  2 単位 

中国語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 5,6  2 単位 

中国語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 7,8  2 単位  

中国語表現法 A1,2  2 単位 

中国語表現法 B1,2  2 単位 

現代中国時஦文 A1,2  2 単位 

現代中国時஦文 B1,2  2 単位 

英 語 

TOEFL（PBT）550-574  

TOEFL（iBT) 79-89 

TOEIC(L&R) 735-805 

IELTS 6 

実用英語ᢏ能᳨定‽１⣭ 

スコ࢔ 

または 

ヨ験ྜ格 

 

 

 

英語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン１ 1 単位 

英語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン２ 1 単位 

英語ᅪ広域文化研究１     1 単位 

英語ᅪ広域文化研究２   1 単位 

英⡿ゝ語文化演習 1 1 単位 

英⡿ゝ語文化演習 2 1 単位 

英⡿文化基礎論 1   1 単位 

英⡿文化基礎論 2   1 単位 

英語表現法 A1 1 単位 

英語表現法 A2 1 単位 

英語表現法 B1 1 単位 

英語表現法 B2  1 単位 

 

 

* 単位認定⏦ㄳ῭み単位ᩘをᘬいたᩘ 

ᕥグ科目のうࡕ 

2 単位まで 

TOEFL（PBT）577-599  

TOEFL（iBT) 90-99 

TOEIC(L&R) 810-875 

IELTS 6.5  

ᕥグ科目のうࡕ 

4 単位まで* 

TOEFL（PBT）600～  

TOEFL（iBT) 100～  

TOEIC(L&R)  880～  

IELTS 7 

実用英語ᢏ能᳨定１⣭ 

ᕥグ科目のうࡕ 

6 単位まで* 

ド イ ツ 語 

CEFR（ヨーロッパඹ㏻参照

ᯟ）A2 でドイツ語読解基礎 1

からドイツ語コ࣑ュࢣࢽー

ョンึ⣭ࢩ 6までの 8科目 8

単位まで 

 

CEFR（ヨーロッパඹ㏻参照

ᯟ）B1 またはドイツ語ᢏ能

᳨定ヨ験（⊂᳨）２⣭でドイ

ツ語読解基礎 1 からドイツ

語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭

4までの 12科目 12単位まで 

 

CEFR（ヨーロッパඹ㏻参照

ᯟ）B2 以上またはドイツ語

ᢏ能᳨定ヨ験（⊂᳨）‽１⣭

以上で඲科目の 16 単位 

ヨ験ྜ格 

ドイツ語読解基礎 1   1 単位 

ドイツ語読解基礎 2   1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 1  1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 2  1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 3  1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 4   1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 5   1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 6   1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 1   1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 2   1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 3   1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 4   1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 5  1 単位 

ドイツ語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 6  1 単位 

ドイツ語表現法 1 1 単位 

ドイツ語表現法 2  1 単位 

 

16 単位まで 
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フランス語 

DELF（ヨーロッパඹ㏻参照

ᯟ）A2 または実用フランス

語ᢏ能᳨定（௖᳨）‽ 2 ⣭で

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩ

ョンึ⣭ 1 からフランス語

コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 8

までの 8 科目 8 単位まで 

 

DELF（ヨーロッパඹ㏻参照

ᯟ）B1 または実用フランス

語ᢏ能᳨定（௖᳨）2 ⣭でフ

ランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョ

ン中⣭ 4 までの 12 科目 12

単位まで 

 

DELF（ヨーロッパඹ㏻参照

ᯟ）B2 以上または実用フラ

ンス語ᢏ能᳨定（௖᳨）‽ 1

⣭以上で඲科目の 16 単位 

ヨ験ྜ格 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 1  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 2  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 3  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 4  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 5  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 6  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 7  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 8  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 1  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 2  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 3  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 4  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 5  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 6  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 7  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 8 1 単位 

１㸬単位認定を⏦ㄳするሙྜは，人社系教ົಀから外㒊᳨定ヨ験等による単位認定⏦ㄳ書を受㡿し必要஦㡯をグ

ධの上，成⦼ド᫂書をῧえて人社系教ົಀ࡬提出してください。なお，単位認定を⏦ㄳする科目はᮍ修得の

ものに㝈ります。 

２㸬当該ࣉロࢢラ࣒ཬび教ົጤ員会でᑂ査ᚋ，人文学類会議で単位認定がᢎ認されます。 

  

10．ᐩᒣ኱ᏛேᩥᏛ㒊ࡢ࡜༢఩஫᥮について 

ᖹ成 22 年度๓ᮇから，人間社会学域つ⛬➨ 12 ᮲のつ定に基づき，ᐩᒣ大学人文学㒊で開講される

専門科目を履修し，30 単位を㝈度に，本学類の㑅ᢥ単位とすることができます。ただし，「学域㹅㹑

科目」，「学域㹅㹑ゝ語科目」，人文学基┙科目の内の「人文学ᗎ説 A・B・C・D」，専門科目の内の卒

業論文関ಀ科目（卒業論文，卒業論文演習 A・B・C・D），「教育の基礎的理解に関する科目等」ཬび

「各教科（ಖ育内容）の指導法」，༤≀㤋学ⱁ員資格取得のための科目などは，本学類で開講される科

目を履修しなければなりまࡏん。また，ඹ㏻教育科目もᑐ㇟外です。 
ᐩᒣ大学人文学㒊のࢩラࣂスは，ᐩᒣ大学の Web サイトࠝ http://syllabus.adm.u-toyama.ac.jp/syllabus/ࠞ

で㜀ぴྍ能です。ただし，その中には本学類学生の履修が認められないものもありますので，ὀពし

てください。履修の手⥆きは，人社系教ົಀの❆ཱྀで受け௜けますが，本学類のᡤᒓࣉロࢢラ࣒教員

等ཬび┦手学㒊の当該授業科目ᢸ当教員のᢎ認が必要になります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
11．ᤵᴗࡢ᧜ᙳ࣭㘓⏬࣭㘓㡢について 

 㔠ἑ大学では，教育的㓄៖により，授業中は，ᢸ当教員の指♧もしくはチྍを得たሙྜを㝖き，「授

業の᧜ᙳ・㘓画・㘓㡢」を⚗Ṇします。 
  

ᐩᒣ大学人文学㒊との単位஫᥮による修得単位の取ᢅいに関する⏦ྜࡏ 
ᖹ成 22 年２᭶ 17 日 人文学類会議決定 

ᐩᒣ大学人文学㒊と㔠ἑ大学人間社会学域人文学類ཬび国㝿学類との単位஫᥮に関する༠定書に基づき，㔠ἑ

大学人間社会学域人文学類の学生がᐩᒣ大学人文学㒊で修得した単位について，次のとおりに⏦しྜわࡏる。 
１㸬該当する単位のうࡕ，㔠ἑ大学人間社会学域人文学類が認めたものを，㔠ἑ大学人間社会学域人文学類細๎

➨㸲᮲➨２㡯につ定する修得す࡭き単位中の㑅ᢥ必修科目に，10 単位を上㝈として඘当することができるも

のとする。 
２㸬該当する単位は㔠ἑ大学人間社会学域人文学類における授業科目の履修により修得したものとみなし，その

成⦼は㹑・㸿・㹀・㹁のホ語をもって判定し，㹅㹎㸿ไ度のᑐ㇟とする。 
㸱㸬この⏦ྜࡏは，ᖹ成 22 年㸲᭶１日から実施する。 
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フランス語 

DELF（ヨーロッパඹ㏻参照

ᯟ）A2 または実用フランス

語ᢏ能᳨定（௖᳨）‽ 2 ⣭で

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩ

ョンึ⣭ 1 からフランス語

コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 8

までの 8 科目 8 単位まで 

 

DELF（ヨーロッパඹ㏻参照

ᯟ）B1 または実用フランス

語ᢏ能᳨定（௖᳨）2 ⣭でフ

ランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョ

ン中⣭ 4 までの 12 科目 12

単位まで 

 

DELF（ヨーロッパඹ㏻参照

ᯟ）B2 以上または実用フラ

ンス語ᢏ能᳨定（௖᳨）‽ 1

⣭以上で඲科目の 16 単位 

ヨ験ྜ格 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 1  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 2  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 3  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 4  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 5  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 6  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 7  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョンึ⣭ 8  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 1  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 2  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 3  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 4  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 5  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 6  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 7  1 単位 

フランス語コ࣑ュࢣࢽーࢩョン中⣭ 8 1 単位 

１㸬単位認定を⏦ㄳするሙྜは，人社系教ົಀから外㒊᳨定ヨ験等による単位認定⏦ㄳ書を受㡿し必要஦㡯をグ

ධの上，成⦼ド᫂書をῧえて人社系教ົಀ࡬提出してください。なお，単位認定を⏦ㄳする科目はᮍ修得の

ものに㝈ります。 

２㸬当該ࣉロࢢラ࣒ཬび教ົጤ員会でᑂ査ᚋ，人文学類会議で単位認定がᢎ認されます。 

  

10．ᐩᒣ኱ᏛேᩥᏛ㒊ࡢ࡜༢఩஫᥮について 

ᖹ成 22 年度๓ᮇから，人間社会学域つ⛬➨ 12 ᮲のつ定に基づき，ᐩᒣ大学人文学㒊で開講される

専門科目を履修し，30 単位を㝈度に，本学類の㑅ᢥ単位とすることができます。ただし，「学域㹅㹑

科目」，「学域㹅㹑ゝ語科目」，人文学基┙科目の内の「人文学ᗎ説 A・B・C・D」，専門科目の内の卒

業論文関ಀ科目（卒業論文，卒業論文演習 A・B・C・D），「教育の基礎的理解に関する科目等」ཬび

「各教科（ಖ育内容）の指導法」，༤≀㤋学ⱁ員資格取得のための科目などは，本学類で開講される科

目を履修しなければなりまࡏん。また，ඹ㏻教育科目もᑐ㇟外です。 
ᐩᒣ大学人文学㒊のࢩラࣂスは，ᐩᒣ大学の Web サイトࠝ http://syllabus.adm.u-toyama.ac.jp/syllabus/ࠞ

で㜀ぴྍ能です。ただし，その中には本学類学生の履修が認められないものもありますので，ὀពし

てください。履修の手⥆きは，人社系教ົಀの❆ཱྀで受け௜けますが，本学類のᡤᒓࣉロࢢラ࣒教員

等ཬび┦手学㒊の当該授業科目ᢸ当教員のᢎ認が必要になります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
11．ᤵᴗࡢ᧜ᙳ࣭㘓⏬࣭㘓㡢について 

 㔠ἑ大学では，教育的㓄៖により，授業中は，ᢸ当教員の指♧もしくはチྍを得たሙྜを㝖き，「授

業の᧜ᙳ・㘓画・㘓㡢」を⚗Ṇします。 
  

ᐩᒣ大学人文学㒊との単位஫᥮による修得単位の取ᢅいに関する⏦ྜࡏ 
ᖹ成 22 年２᭶ 17 日 人文学類会議決定 

ᐩᒣ大学人文学㒊と㔠ἑ大学人間社会学域人文学類ཬび国㝿学類との単位஫᥮に関する༠定書に基づき，㔠ἑ

大学人間社会学域人文学類の学生がᐩᒣ大学人文学㒊で修得した単位について，次のとおりに⏦しྜわࡏる。 
１㸬該当する単位のうࡕ，㔠ἑ大学人間社会学域人文学類が認めたものを，㔠ἑ大学人間社会学域人文学類細๎

➨㸲᮲➨２㡯につ定する修得す࡭き単位中の㑅ᢥ必修科目に，10 単位を上㝈として඘当することができるも

のとする。 
２㸬該当する単位は㔠ἑ大学人間社会学域人文学類における授業科目の履修により修得したものとみなし，その

成⦼は㹑・㸿・㹀・㹁のホ語をもって判定し，㹅㹎㸿ไ度のᑐ㇟とする。 
㸱㸬この⏦ྜࡏは，ᖹ成 22 年㸲᭶１日から実施する。 
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୍⯡心得について 

 
㸯．ඹྠ◊✲ᐊࡢ౑⏝について 

ඹྠ研究ᐊ（実験・実習ᐊ・資ᩱᐊ等をྵࡴ）の౑用にあたっては，当該ࣉロࢢラ࣒で定めるὀព

஦㡯あるいは౑用心得にᚑい，௚の㏞ᝨにならないようにしなければなりまࡏん。 

ඹྠ研究ᐊの฼用時間は，ᖹ日㸶時 30 分から 17 時 30 分までであり，この時間以外ཬびᅵ᭙・ఇ日・

年ᮎ年ጞ（12 ᭶ 29 日～１᭶㸱日）・夏Ꮨ୍ᩧఇ業日に฼用するሙྜは，あらかࡌめᡤᒓ専門分野の教

員に⏦し出てください。┬エࢿのため，照᫂・෭ᬮᡣ・パࢯコン等は，౑用ᚋや㒊ᒇを㞳れる時には

スイッチを切ること。㏥ᐊ時は❆㛢めも☜認すること。 

ഛ௜けの≀ရ類は，みだりにᣢ出してはいけまࡏん。図書の㜀ぴ，㈚出しは必ࡎᡤ定の手⥆きをし

てください。⺯ගⅉが切れたときは，教ົ員ᐊ（人間社会１ྕ㤋１㝵）で新しいものをΏすので，自

主的に⏦し出ること。ᤲ㝖ᶵは⤥等ーパイ࣡，にᐊ員ົ教びཬ（㝵㸴，㸱，２㤋ྕ１会社間人）ᐊ‮

は教ົ員ᐊにあるのでά用してください。 

㔠ἑ大学ではᡤ定のሙᡤ以外でのႚ↮は認められていまࡏん。ඹྠ研究ᐊ内も，当然，⚗↮となっ

ています。 

 

 ࠒコンについて࢔エࠑ
෭ᬮᡣの実施ᮇ間中にエ࢔コンを౑用するときは，ド࢔や❆を㛢め，ᐊ を夏は 28Υ，෤は 19Υに

設定しຠ⋡よく౑用してください。୙要な⇕※，㟁※は切ってください。౛年，エ࢔コンの大㔞౑用

が㟁Ẽ容㔞࢜ーࣂーの༴㝤をしばしばᣍいています。ኪ間はブラインドもά用して，┬エࢠࣝࢿーを

心がけてください。 
 ࠒ施㘄時の⋞関の出ධりについてࠑ

⋞関ᡬは，20 時～⩣ᮅ㸵時 45 分までとᅵ᭙・ఇ日・年ᮎ年ጞ（12 ᭶ 29 日～１᭶㸱日）・夏Ꮨ୍ᩧ

ఇ業日には施㘄され，学生ドがないとධれまࡏん（出るのは㝶時ྍ能で，࢜ートロックになっていま

す）。施㘄時間内に，ᡬに≀をはさࡴなどして，ᡬを開ᨺ≧ែにすることはᅛく⚗Ṇします（ド࢔が୍

定⛊ᩘ以上開ᨺ≧ែになると，中ኸ┘どᐊの㆙報が作動します）。どうしてもධ㤋が必要なሙྜは，人

を㓄⨨するか，人間社会２ྕ㤋ṇ面⋞関・人間社会１ྕ㤋地㝵ᮾ出ධཱྀの内⥺㟁ヰを฼用し，そのつ

ど開㛢し施㘄を☜認してください。 
  
㸰．᫬㛫እ⮬⩦ᐊについて 

学生が時間外に自習を行うሙྜは，下グの㒊ᒇが౑用できます（２年生以上はᡤᒓࣉロࢢラ࣒のඹ

ྠ研究ᐊも）。なお，下グ以外の㒊ᒇを自習のために౑用することは，ග⇕㈝⠇⣙のため自⢔すること。

 。等でู㏵，㒊ᒇが必要なሙྜは人社系教ົಀでチྍを得ることࣉーࣝࢢ
（１）そだてるー࣒ 人間社会➨１講義Ჷ１㝵 

（２）㝃ᒓ中ኸ図書㤋  ᖹ日          㸶㸸45～22㸸00 

  （ఇ業ᮇ間中は㸶㸸45～17㸸00）  

ᅵ・日     㸷㸸00～17㸸00 

（ఇ業ᮇ間中はఇ㤋） 

（㸱）法学類・経῭学類の各図書ᐊ  

経῭学類 ᖹ日 10㸸00～16㸸45㸭ᅵ᭙・日᭙・ఇ日 㛢ᐊ 

法 学 類 ᖹ日㸷㸸00～17㸸00㸭ᅵ᭙・日᭙・ఇ日 㛢ᐊ 

 （法学類図書ᐊは学ᮇ中は 20㸸00 までᘏ㛗） 

 
㸱．ጣྡ➼ࡢኚ᭦࣭␗ືについて 

本人ཪは∗ẕ等のఫᡤ・㟁ヰ␒ྕ等が変᭦・␗動したሙྜは，㏿やかに㔠ἑ大学 HP 内の࢝࢔ンサ

ス࣏ータࣝから，変᭦等のධ力をしてください。 
本人ཪは∗ẕ等のጣྡが変᭦したሙྜは，㏿やかに人社系教ົಀ࡬⏦し出てください。 

 
㸲．ࢫ࢖ࣂࢻ࢔ᩍဨについて 

１年生の࢔ドࣂイス教員は，人文学類の඲専௵教員が分ᢸしてつとめます（ධ学ᚋ，࢔ドࣂイス教

員のẶྡཬび連⤡方法などを㏻知します）。࢔ドࣂイス教員のᙺ๭は，ᝎみや問題などを୍人で抱え㎸

まないようにするためのものです。また，࢔ドࣂイス教員に┦ㄯしづらいことについてはึࠊ学⪅ࢮ

 。のᢸ当教員や学生生άጤ員その௚に┦ㄯすることもྍ能です࣑
２年生になってࣉロࢢラ࣒にᡤᒓしたᚋは，当該ࣉロࢢラ࣒の教員が࢔ドࣂイス教員となります。

各教員が開設している「࢜フィス࣡࢔ー」もά用してください（ࢩラࣂスに᭙日・時間や受௜方法な

どがグ㍕されています）。 
年２ᅇ１➨ࠊク࢛ーターと➨㸱ク࢛ーターのึめに࢔ドࣂイス教員との面ㄯを実施しています。そ

の㝿ࠊ必࢔ࡎドࣂイス教員と連⤡が取れるようにしておいてください。そうでないሙྜには，ಖㆤ⪅

に連⤡することになります。 
 
５．ఇᏛ࣭㏥Ꮫについて 

೺ᗣ上や経῭的な理由等により，ఇ学や㏥学をしようとするሙྜは，教員との面ㄯが必要ですので，

必ࡎ各ᡤᒓࣉロࢢラ࣒主௵（１年生のሙྜは࢔ドࣂイス教員）に早めに┦ㄯしてください。ᒆ出用⣬

は人社系教ົಀで受け取ること。 
ఇ学は１か᭶以上で，学ᮇの終わりཪは１ク࢛ーターの終わりまでとなっています。なお，学ᮇཪ

はク࢛ーターの開ጞ๓᭶までにᒆ出がないሙྜは，次学ᮇの授業ᩱはᚩ収されます。 
また，当該学ᮇの授業ᩱを⣡ධしないሙྜは，㏥学ᒆは受理されまࡏん。 

  
㸴．஦ᨾ➼について 

㸦㸯㸧 Ꮫෆࡢ⥭ᛴ㐃⤡ඛ 

㹟㸧ᖹ᪥᫨㛫㸸ே♫⣔ᩍົಀ㸦076-264-5887㸧ࡣࡓࡲᩍົဨᐊ㸦076-264-5360㸧࡬ 

㹠㸧ኪ㛫࣭ఇ᪥➼㸦஦ົ⫋ဨࡀ୙ᅾࠋࡁ࡜ࡢ㸧 ゅ㛫ࢫࣃࣥࣕ࢟୰ኸ┘どᐊ(076-264-6295) 

㸦110 ␒㸪119 ␒㏻ሗࡀᚲせ࡞⥭ᛴ᫬ࡣᏛ⏕ࡀ┤᥋㐃⤡ࡋてࡶᵓいࡋࡔࡓࠋࢇࡏࡲ㸪ࡑ

 㸧࡜ࡇࡿࡍ⤡㐃࡬୰ኸ┘どᐊࡢᚋ࡛ୖグࡢ

（２） ༴㝤・ᨾ㞀⟠ᡤ，照᫂切れ，┐㞴，୙ᑂ⪅等の報告のお㢪い 
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୍⯡心得について 

 
㸯．ඹྠ◊✲ᐊࡢ౑⏝について 

ඹྠ研究ᐊ（実験・実習ᐊ・資ᩱᐊ等をྵࡴ）の౑用にあたっては，当該ࣉロࢢラ࣒で定めるὀព

஦㡯あるいは౑用心得にᚑい，௚の㏞ᝨにならないようにしなければなりまࡏん。 

ඹྠ研究ᐊの฼用時間は，ᖹ日㸶時 30 分から 17 時 30 分までであり，この時間以外ཬびᅵ᭙・ఇ日・

年ᮎ年ጞ（12 ᭶ 29 日～１᭶㸱日）・夏Ꮨ୍ᩧఇ業日に฼用するሙྜは，あらかࡌめᡤᒓ専門分野の教

員に⏦し出てください。┬エࢿのため，照᫂・෭ᬮᡣ・パࢯコン等は，౑用ᚋや㒊ᒇを㞳れる時には

スイッチを切ること。㏥ᐊ時は❆㛢めも☜認すること。 

ഛ௜けの≀ရ類は，みだりにᣢ出してはいけまࡏん。図書の㜀ぴ，㈚出しは必ࡎᡤ定の手⥆きをし

てください。⺯ගⅉが切れたときは，教ົ員ᐊ（人間社会１ྕ㤋１㝵）で新しいものをΏすので，自

主的に⏦し出ること。ᤲ㝖ᶵは⤥等ーパイ࣡，にᐊ員ົ教びཬ（㝵㸴，㸱，２㤋ྕ１会社間人）ᐊ‮

は教ົ員ᐊにあるのでά用してください。 

㔠ἑ大学ではᡤ定のሙᡤ以外でのႚ↮は認められていまࡏん。ඹྠ研究ᐊ内も，当然，⚗↮となっ

ています。 

 

 ࠒコンについて࢔エࠑ
෭ᬮᡣの実施ᮇ間中にエ࢔コンを౑用するときは，ド࢔や❆を㛢め，ᐊ を夏は 28Υ，෤は 19Υに

設定しຠ⋡よく౑用してください。୙要な⇕※，㟁※は切ってください。౛年，エ࢔コンの大㔞౑用

が㟁Ẽ容㔞࢜ーࣂーの༴㝤をしばしばᣍいています。ኪ間はブラインドもά用して，┬エࢠࣝࢿーを

心がけてください。 
 ࠒ施㘄時の⋞関の出ධりについてࠑ

⋞関ᡬは，20 時～⩣ᮅ㸵時 45 分までとᅵ᭙・ఇ日・年ᮎ年ጞ（12 ᭶ 29 日～１᭶㸱日）・夏Ꮨ୍ᩧ

ఇ業日には施㘄され，学生ドがないとධれまࡏん（出るのは㝶時ྍ能で，࢜ートロックになっていま

す）。施㘄時間内に，ᡬに≀をはさࡴなどして，ᡬを開ᨺ≧ែにすることはᅛく⚗Ṇします（ド࢔が୍
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 。のᢸ当教員や学生生άጤ員その௚に┦ㄯすることもྍ能です࣑
２年生になってࣉロࢢラ࣒にᡤᒓしたᚋは，当該ࣉロࢢラ࣒の教員が࢔ドࣂイス教員となります。
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また，当該学ᮇの授業ᩱを⣡ධしないሙྜは，㏥学ᒆは受理されまࡏん。 

  
㸴．஦ᨾ➼について 

㸦㸯㸧 Ꮫෆࡢ⥭ᛴ㐃⤡ඛ 

㹟㸧ᖹ᪥᫨㛫㸸ே♫⣔ᩍົಀ㸦076-264-5887㸧ࡣࡓࡲᩍົဨᐊ㸦076-264-5360㸧࡬ 

㹠㸧ኪ㛫࣭ఇ᪥➼㸦஦ົ⫋ဨࡀ୙ᅾࠋࡁ࡜ࡢ㸧 ゅ㛫ࢫࣃࣥࣕ࢟୰ኸ┘どᐊ(076-264-6295) 

㸦110 ␒㸪119 ␒㏻ሗࡀᚲせ࡞⥭ᛴ᫬ࡣᏛ⏕ࡀ┤᥋㐃⤡ࡋてࡶᵓいࡋࡔࡓࠋࢇࡏࡲ㸪ࡑ

 㸧࡜ࡇࡿࡍ⤡㐃࡬୰ኸ┘どᐊࡢᚋ࡛ୖグࡢ

（２） ༴㝤・ᨾ㞀⟠ᡤ，照᫂切れ，┐㞴，୙ᑂ⪅等の報告のお㢪い 
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キャンパス内の༴㝤・ᨾ㞀⟠ᡤ，照᫂切れ，┐㞴，୙ᑂ⪅にẼづいたら，すࡄに教ົ員ᐊか最

ᐤりの஦ົᐊに知らࡏてください。（⥭ᛴで，஦ົ⫋員୙在の時は，上グの中ኸ┘どᐊまで） 
（㸱） ஦ᨾ等の報告について 

大学の内・外を問わࡎ，୓୍஺㏻஦ᨾ等に㐼ったሙྜ・஦ᨾを㉳したሙྜは，人社系教ົಀに

ᒆけ出ること。 
（㸲） ᩆᛴ⟽の設⨨ሙᡤ 

ᩆᛴ⟽は学生課，総ົಀ，㝃ᒓ中ኸ図書㤋࢘࢝ンター，ಖ೺⟶理ࢭンターにあります。  

㸵．ྎ㢼➼㠀ᖖ᫬にࡿࡅ࠾ᤵᴗ࣭Ꮫᮇᮎヨ㦂➼ᢅྲྀࡢいについて 

▼ᕝ┴加㈡地方໭㒊にᭀ㢼㆙報，大㞵㆙報，大㞷㆙報等（以下「㆙報」という）が発௧されたሙྜ

ཬび୙ の஦ែが生ࡌたሙྜに，授業・学ᮇᮎヨ験等（以下「授業等」という）の取ᢅいは，下グの

基‽により判断します。 
ఇ講ᥐ⨨を決定したሙྜは┤ࡕに下グ஦㡯の（２）の方法で࿘知し࣍ー࣒ページにᥖ㍕します。 
（１） 授業等の取ᢅい 

ձ ㆙報発௧にకい授業等をఇ講するሙྜ 
授業等開ጞ๓ཪは᪤に授業等実施中に㆙報が発௧され，බඹ஺㏻ᶵ関（㔠ἑ㥐発╔の JR す

日本，໭㝣㕲㐨の㟁㌴ཪはࣂス）が㐠ఇしたሙྜཪは㐠ఇが予 されるሙྜには，そのᚋの授

業等をఇ講とする。 
ղ ㆙報解㝖にకい授業等を実施するሙྜ 
㹟） ༗๓㸵時までに㆙報が解㝖され，බඹ஺㏻ᶵ関が㐠行したሙྜ，１時㝈目の授業等から

実施する。 
㹠） ༗๓ 11 時までに㆙報が解㝖され，බඹ஺㏻ᶵ関が㐠行したሙྜ，㸱時㝈目の授業等か

ら実施する。 

 ただし，༗๓ 11 時までに㆙報が解㝖されないሙྜには当日の授業等はఇ講とする。 
ὀ１ ㆙報は「㔠ἑ地方Ẽ㇟ྎが発表する㆙報」による。 

２ ㆙報の発௧・解㝖ཬび㐠行の☜認は，テࣞࣅ・ラジ࢜等の報㐨ཪは関ಀᶵ関の࣍ー࣒ペ

ージ，連⤡❆ཱྀ࡬の☜認による。 
㸱 教育実習・⑓㝔実習・௓ㆤ等య験実習・インターンࢩッࣉ等のሙྜは，各実習先の指♧

にᚑうものとする。 
（２） ఇ講等ᥐ⨨の࿘知方法 

ձ ᥖ♧，㠀ᖖ用ᰯ内ᨺ㏦等により㏿やかに࿘知する。 
ただし，授業時間中のሙྜは，授業等ᢸ当教員を㏻ࡌて࿘知する。 

ղ 㔠ἑ大学の࣍ー࣒ページཬびᦠᖏ㟁ヰサイトにᥖ㍕する。 
ճ 㟁ヰでの照会は，下グのテࣞ࣍ンサーࣅスによりᑐᛂする。 
մ ྍ能な㝈りテࣞࣅ・ラジ࢜を㏻ࡌて࿘知するようດめる。 

（㸱） その௚ 
地㟈等୙ の஦ែが生ࡌたሙྜも，上グに‽ࡎる。 

（問いྜわࡏ先） 
 。ータࣝを㏻して連⤡します࣏ンサス࢝࢔ページཬび࣒ー࣍
テࣞ࣍ンサーࣅス 076㸫264㸫5299（㏻ヰᩱ᭷ᩱ） 

 
㸶．Ꮫ⏕にᑐࡿࡍබ♧について 

学類が行う学生にᑐする㏻知は，ᥖ♧ᯈ（㟁Ꮚᥖ♧ᯈをྵࡴ）にබ♧するので，ᖖ時ὀពしてくだ

さい。（内容によっては，࢝࢔ンサス࣏ータࣝで㏻知することがあるのでὀពしてください。） 
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㸷．Ꮫ⏕ᅋయࡢ⤖ᡂᒆฟについて 

学生が学類内でᅋయを結成するሙྜは，ᡤ定の様ᘧにより人社系学生ᨭ᥼ಀを経て学類㛗にᒆけな

ければなりまࡏん。なお，୍度結成されたᅋయでも，ẖ年度のጞめにあらためてᒆ出をする必要があ

ります。 
 
10．Ꮫ⏕࠺⾜ࡀ㞟఍࣭ᥖ♧について 

学生が学類内で集会を行うሙྜは，㈐௵⪅は行஦の２日๓までに，ᡤ定の用⣬により人社系教ົಀ

にᒆ出てください。また，集会に౑用する施設ཬび≀ရについてもྠ様，チྍを受けること。学外で

行う集会ཪは行஦についても，஦๓にᒆ出ることが望ましい。 
学生が学内でᥖ♧を行うሙྜは，஦๓に人社系教ົಀにᒆ出てください。ᥖ♧はᡤ定⟠ᡤ以外⚗Ṇ

します。ᥖ♧には画ࣅョ࢘を౑うこと（テーࣉははがした㊧がቨにṧるので⚗Ṇ）。必要ᮇ間を㐣ࡂた

ᥖ♧は，必ࡎᅋయ㈐௵⪅が取り㝖くこと。 
 
11．ᑵ⫋࣭ࢵࢩ࣮ࣥࢱࣥ࢖プ➼ᨭ᥼について 

஦ົᒁᲷ２㝵にᑵ⫋ᨭ᥼ᐊを設⨨しています。ᑵ⫋ᨭ᥼ᐊでは次のような学生ᨭ᥼を行っています。 
（１） ᑵ⫋ᕼ望⪅にᑐする説᫂会，インターࢩッࣉ先の⤂௓ 
（２） 企業のồ人内容ཬびබົ員，教員のເ集内容のᥖ♧ 
（㸱） 企業研究会，企業説᫂会等によるᑵ⫋ά動ᨭ᥼ 
（㸲） ᑵ⫋┦ㄯࠊᶍᨃ面接等による学生の個ู的ᨭ᥼ 

㐍㊰が内定したら，࢝࢔ンサス࣏ータࣝを㏻ࡌてᑵ⫋ᨭ᥼ᐊに報告するようにして下さい。学類で

は，ᑵ⫋ጤ員がᑵ⫋やインターンࢩッࣉの┦ㄯ・指導を行っています。また，ᑵ⫋ጤ員会は，ᑵ⫋関

ಀの各✀講演会，ᑵ⫋ࢼ࣑ࢭー，ᑵ⫋内定⪅によるయ験報告会などを行っています。ᑵ⫋ᕼ望⪅はこ

れらのά動に積極的に参加するとともに，必要にᛂࡌてᑵ⫋ጤ員ཬび㐍㊰指導ᢸ当⫋員と連⤡を取る

ようにしてください。 
 
12．㥔㌴࣭㥔㍯について 

自動㌴による㏻学は，㥔㌴チྍドを⏦ㄳしチྍされた⪅に㝈られています。 
㥔㌴チྍドを஺௜された⪅は，必ࡎ学生用㥔㌴ሙ（１年生は㹀，２～㸲年生は㹁・㹂）内のᡤ定の

㥔㌴ラインにᚑって㥔㌴すること（㏻㊰㒊分は㥔㌴⚗Ṇ）。サーࣅスࣖード（人間社会２ྕ㤋࿘ᅖ，大

学会㤋ᶓ，య育㤋๓），໭⚟฼施設࿘ᅖ，人間社会１ྕ㤋࿘ᅖ等には㥔㌴しないこと。 
で㏻学するሙྜは，大学のᡤ定（ࡴཎ௜をྵ）イクࣂ。イク，自㌿㌴はᡤ定の㥔㍯ሙに⨨くことࣂ

の㹆㹎よりⓏ㘓すること。 
サーࣅスࣖード，࿘ᅇ㐨㊰，㥔㌴ሙにおける㐪཯㥔㌴㌴୧には，㆙告࣏ーࣝを取り௜け，୍定ᮇ間

は解㘄しまࡏん。 
イク・自㌿㌴をࣂ）の㐪཯౵ධ・㥔㌴㌴୧࡬ーン内（キャンパス࿘ᅇ㐨㊰の内ഃ）ࢰック࣑デ࢝࢔ 

ん。㥔㌴㐪཯が⧞り㏉されるとࡏーࣝを取り௜け，୍定ᮇ間は解㘄しま࣏は，発ぢ次➨，㆙告（ࡴྵ

ᠬᡄฎ分のᑐ㇟になります。特に教⫋員用の㹎㥔㌴ሙには学生は決して㥔㌴しないように。 
 

13．ࠗ 㔠ἑ኱ᏛᏛ⏕౽ぴ࠘ࠗ  ཧ↷஦㡯࠘ࡋࡗࡲࡅいつࡁ

次の㡯目については，『㔠ἑ大学学生౽ぴ』を参照してください。 
 学生ドの取りᢅい ۑ
 諸ド᫂の発行 ۑ
 授業ᩱの⣡ධ ۑ
 授業ᩱච㝖 ۑ
 ዡ学ไ度 ۑ
 学生ᑅ ۑ
 ೺ᗣ⟶理，定ᮇ೺ᗣデ断 ۑ
 イトࣂࣝ࢔ ۑ
 学ᕼ望␃ ۑ
 の฼用法（ット࣡ークࢿ学内コンピューター᝟報）ットおよび㟁Ꮚ࣓ーࣝࢿインター ۑ
 ンターの฼用ࢭ㎮ཱྀඹྠ研修 ۑ

なお，トラブࣝを予㜵し，඘実した学生生άを㏦るための࢔ドࣂイス・␃ពⅬについては，『きいつ

けまっし㸸Ᏻ඲でᛌ適な学生生άのために』を参照してください（㔠ἑ大学サイトにもᥖ㍕）。 
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㸷．Ꮫ⏕ᅋయࡢ⤖ᡂᒆฟについて 
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 学生ドの取りᢅい ۑ
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 ೺ᗣ⟶理，定ᮇ೺ᗣデ断 ۑ
 イトࣂࣝ࢔ ۑ
 学ᕼ望␃ ۑ
 の฼用法（ット࣡ークࢿ学内コンピューター᝟報）ットおよび㟁Ꮚ࣓ーࣝࢿインター ۑ
 ンターの฼用ࢭ㎮ཱྀඹྠ研修 ۑ

なお，トラブࣝを予㜵し，඘実した学生生άを㏦るための࢔ドࣂイス・␃ពⅬについては，『きいつ

けまっし㸸Ᏻ඲でᛌ適な学生生άのために』を参照してください（㔠ἑ大学サイトにもᥖ㍕）。 
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大学㝔について 
 

大学㝔「人間社会⎔ቃ研究科」は༤士๓ᮇ課⛬（୍⯡に，修士課⛬と࿧ばれている）および༤士ᚋᮇ

課⛬からᵓ成されています。༤士๓ᮇ課⛬は，下の⤌⧊図にあるように 5 専ᨷからᵓ成されています。

そのうࡕ人文学類で学ぶ学生に関わりが深いのは「人文学専ᨷ」です。 
 
̿༤士๓ᮇ課⛬̿ 

人文学専ᨷで学ぶ大学㝔生には主に஧つのパターンがあります。୍つは，企業，自἞య，地域社会

で専門的実ົ能力をഛえた㧗度⫋業人としてά㌍することを目指し，そのための深い知識と学㝿的な

ど野を⋓得したい人です。もう୍つは，大学教員など研究⪅を目指し，༤士ᚋᮇ課⛬㐍学の基礎とな

る専門的知識とᛂ用能力，⊂๰ᛶを⋓得したい人です。 
     

    学㝿総ྜᆺࣉロࢢラ࣒ 
認知科学，ヨーロッパ・ᮾ࢔ジ࢔文化ᅪྐ， 
比較文学，ジ࢙ンࢲー学，文化資※学     

  人 文 学 専 ᨷ   

    専門深化ᆺࣉロࢢラ࣒ 
哲学，心理学，社会学，地理学，日本ྐ学， 
ᮾὒྐ学，すὒྐ学，⪃ྂ学，日本語学 
日本文学，中国語学中国文学，英語学英 
⡿文学，ドイツ語学ドイツ文学，フラン 
ス語学フランス文学，ゝ語学，文化㑇⏘ 
学，比較文化学，文化人類学 

  法学・ᨻ἞学専ᨷ  

    

༤ 士 ๓ ᮇ 課 ⛬  経 ῭ 学 専 ᨷ  

    

  地域๰㐀学専ᨷ   

     

  国 㝿 学 専 ᨷ   

 
 

人文学専ᨷには，人間行動，社会現㇟，ゝ語，Ṕྐ等の人間に関わる様々な問題に๰㐀的かつᰂ㌾

に取り⤌ࡴ能力を育成するために，特定専門㡿域に関する研究を主におこなう「専門深化ᆺࣉロࢢラ

の「࣒ラࢢロࣉ学㝿総ྜᆺ」ཬび」ྜ的㡿域に関する研究を主におこなう「࣒ 2 つのࣉロࢢラ࣒があ

ります。 
  
  

̿༤士ᚋᮇ課⛬㸫 
༤士ᚋᮇ課⛬では，総ྜᛶにᐩんだ㧗度に専門的な教育研究を行い，༤士๓ᮇ課⛬でᇵった専門的

な知識と能力を基礎に，先➃的研究や㧗等教育のᢸい手として⊂๰ᛶ㇏かな教育研究能力を発᥹でき

る大学教員，研究⪅ཬび㧗度専門⫋業人を養成することを目的としています。 

ᶆ‽修業ᮇ㝈内（3 年間）に༤士の学位を授୚することを目指すため，1 年次から 3 年次までయ系的

に研究ά動が行えるように，5 つのᰕ，１）」ᩘの教員集ᅋによる論文指導，２） ࣉロジ࢙クト研究

の論文ᢞ✏，㸲）බ開形ᘧによる研究報告会 の開ദ，㸳）2࡬の参加，㸱）学⾡㞧誌࡬ ẁ㝵方ᘧの学

位論文ᑂ査，による教育ࣉロࢢラ࣒が‽ഛされています。 

授୚する学位は，༤士（社会⎔ቃ学），ྠ（文学），ྠ（法学），ྠ（ᨻ἞学），ྠ（経῭学），ྠ（学

⾡）です。本研究科༤士ᚋᮇ課⛬は，3 コースからᵓ成されています。 

 
  人 文 学 コ ー ス 

   

人間社会⎔ቃ学専ᨷ  法 学 ・ ᨻ ἞ 学 コ ー ス 

   

  社 会 経 ῭ 学 コ ー ス 
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大学㝔について 
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そのうࡕ人文学類で学ぶ学生に関わりが深いのは「人文学専ᨷ」です。 
 
̿༤士๓ᮇ課⛬̿ 

人文学専ᨷで学ぶ大学㝔生には主に஧つのパターンがあります。୍つは，企業，自἞య，地域社会

で専門的実ົ能力をഛえた㧗度⫋業人としてά㌍することを目指し，そのための深い知識と学㝿的な

ど野を⋓得したい人です。もう୍つは，大学教員など研究⪅を目指し，༤士ᚋᮇ課⛬㐍学の基礎とな

る専門的知識とᛂ用能力，⊂๰ᛶを⋓得したい人です。 
     

    学㝿総ྜᆺࣉロࢢラ࣒ 
認知科学，ヨーロッパ・ᮾ࢔ジ࢔文化ᅪྐ， 
比較文学，ジ࢙ンࢲー学，文化資※学     

  人 文 学 専 ᨷ   

    専門深化ᆺࣉロࢢラ࣒ 
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ス語学フランス文学，ゝ語学，文化㑇⏘ 
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人文学専ᨷには，人間行動，社会現㇟，ゝ語，Ṕྐ等の人間に関わる様々な問題に๰㐀的かつᰂ㌾

に取り⤌ࡴ能力を育成するために，特定専門㡿域に関する研究を主におこなう「専門深化ᆺࣉロࢢラ

の「࣒ラࢢロࣉ学㝿総ྜᆺ」ཬび」ྜ的㡿域に関する研究を主におこなう「࣒ 2 つのࣉロࢢラ࣒があ

ります。 
  
  

̿༤士ᚋᮇ課⛬㸫 
༤士ᚋᮇ課⛬では，総ྜᛶにᐩんだ㧗度に専門的な教育研究を行い，༤士๓ᮇ課⛬でᇵった専門的

な知識と能力を基礎に，先➃的研究や㧗等教育のᢸい手として⊂๰ᛶ㇏かな教育研究能力を発᥹でき

る大学教員，研究⪅ཬび㧗度専門⫋業人を養成することを目的としています。 

ᶆ‽修業ᮇ㝈内（3 年間）に༤士の学位を授୚することを目指すため，1 年次から 3 年次までయ系的

に研究ά動が行えるように，5 つのᰕ，１）」ᩘの教員集ᅋによる論文指導，２） ࣉロジ࢙クト研究
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⾡）です。本研究科༤士ᚋᮇ課⛬は，3コースからᵓ成されています。 

 
  人 文 学 コ ー ス 

   

人間社会⎔ቃ学専ᨷ  法 学 ・ ᨻ ἞ 学 コ ー ス 

   

  社 会 経 ῭ 学 コ ー ス 
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㔠ἑ大学履修つ⛬ 
(㊃᪨) 

➨ 1 ᮲ このつ⛬は，㔠ἑ大学学๎➨ 49 ᮲➨ 3 㡯のつ定に基づき，授業科目の履修について必要な஦

㡯を定めるものとする。 

(授業科目と履修方法) 

➨ 2 ᮲ 授業科目は，ඹ㏻教育科目(「㔠ἑ大学㸺ࢢローࣝࣂ㸼スタンࢲード」を基㍈とした，学士課

⛬教育の基┙をなす授業科目をいう。)ཬび専門教育科目(学域にಀる専門の学ⱁを教授することを

目的とする授業科目をいう。)に༊分する。 

2 履修方法については，国㝿基ᖿ教育㝔ཬび各学域においてูに定める。 

➨ 3 ᮲ ඹ㏻教育科目は，「導ධ科目」，「㹅㹑科目」，「㹅㹑ゝ語科目」，「基礎科目」，「ึ習

ゝ語科目」ཬび「自由履修科目」に༊分する。 

2 専門教育科目は，「学域㹅㹑科目」，「学域㹅㹑ゝ語科目」，「専門基礎科目」ཬび「専門科目」

に༊分する。 

(基ᖿ教育特設ࣉロࢢラ࣒) 

➨ 4 ᮲ 特定の分野の学修を目的として，ඹ㏻教育科目ཬび各学類が提供する専門教育科目から⦅成

する教育ࣉロࢢラ࣒(以下「基ᖿ教育特設ࣉロࢢラ࣒」という。)を開設し，その学修成果を認定す

ることができるものとする。 

2 基ᖿ教育特設ࣉロࢢラ࣒において，ᡤ定の単位を修得した⪅には，ඹ㏻教育ጤ員会の議を経て，国

㝿基ᖿ教育㝔㛗が修஢を認定する。 

3 ๓ 2 㡯の教育課⛬等については，国㝿基ᖿ教育㝔においてูに定める。 

(๪専ᨷ) 

➨ 5 ᮲ 学生がᡤᒓする学域，学類୪びにコースཬび専ᨷにಀる分野以外の分野ཪは課題に関する教

育課⛬(以下「๪専ᨷ」という。)を開設し，その学修成果を認定することができるものとする。 

2 ๪専ᨷにおいて，ᡤ定の単位を修得した⪅には，当該学生がᡤᒓする学域の教育研究会議の議を経

て，学域㛗が修஢を認定する。 

3 ๓ 2 㡯の教育課⛬等については，各学域においてูに定める。 

(教育⫋員චチ≧の取得に関する授業科目) 

➨ 6 ᮲ 教育⫋員චチ≧を取得しようとする⪅は，ูに定める「教⫋に関する科目」，「教科に関す

る科目」，「教科ཪは教⫋に関する科目」ཬび「特ูᨭ᥼教育に関する科目」の単位を修得しなけ

ればならない。 

(受講⪅のᢳ㑅・㑅ᢤ) 

➨ 7 ᮲ ୍㒊の授業科目については，㑅ᢤヨ験ཪはᢳ㑅等で受講⪅を㑅定することがある。 

2 ๓㡯の授業科目ཬび受講⪅の適ṇ人ᩘは，国㝿基ᖿ教育㝔ཬび各学域において指♧するものとする。 

(履修手⥆) 

➨ 8 ᮲ 学生は，履修をᕼ望する授業科目について，ูに定める履修Ⓩ㘓ᮇ間に履修Ⓩ㘓手⥆により

学域㛗ཪは国㝿基ᖿ教育㝔㛗に㢪い出，チྍを受けなければならない。 

2 学生は，履修Ⓩ㘓ᮇ間ᚋに履修をᕼ望する授業科目の☜認を行い，変᭦するሙྜは☜認・変᭦ᮇ間

内に手⥆を行わなければならない。 

3 履修Ⓩ㘓手⥆をしていない授業科目については，履修することができない。履修Ⓩ㘓手⥆に୙ഛཪ

はㄗりがあったሙྜもྠ様とする。 

4 やࡴを得ない理由により，ᡤ定のᮇ間内に履修Ⓩ㘓手⥆を行うことができないሙྜは，その理由を

௜して学域㛗ཪは国㝿基ᖿ教育㝔㛗にᒆけ出なければならない。 

(履修Ⓩ㘓のไ㝈) 

➨ 9 ᮲ 各学ᮇཪは各ク࢛ーターに履修Ⓩ㘓できる単位ᩘの上㝈は，各学域ཬび国㝿基ᖿ教育㝔でู

に定める。 

(履修チྍの取ᾘし) 

➨ 10᮲ 履修をチྍされたᚋにおいても，本つ⛬に㐪཯して履修Ⓩ㘓したことが判᫂したሙྜには履

修のチྍを取りᾘすことがある。 

(単位認定ᑐ㇟資格) 

➨ 11᮲ 次にᥖげる各ྕのいࡎれかに該当する学生は，単位認定を受ける資格がないものとする。 

(1) 当該授業科目の履修Ⓩ㘓をしていない⪅ 

(2) 授業出ᖍᅇᩘが国㝿基ᖿ教育㝔ཬび各学域で定める出ᖍす࡭き授業ᅇᩘに‶たない⪅ 

(3) ఇ学ཬび೵学中の⪅ 

(୙ṇ行Ⅽ) 

➨ 12᮲ ヨ験等における୙ṇ行Ⅽについては，㔠ἑ大学学生ᠬᡄつ⛬の定めるところによる。 

(単位☜定時ᮇ) 

➨ 13᮲ 単位☜定の時ᮇは，次の各ྕにᥖげる時ᮇとする。 

(1) ๓ᮇ開講授業科目は，9᭶ᮎ日とし，ᚋᮇ開講授業科目は，3 ᭶ᮎ日とする。 

(2) ๓ྕのつ定にかかわらࡎ，卒業⪅については学位授୚の日をもって単位☜定の時ᮇとする。 

(成⦼のホ౯) 

➨ 14᮲ 授業科目の成⦼は，次の各ྕにᥖげる基‽によるものとする。 

  ホ語 英ヂ(ド᫂書)ホ語 判定 学修㐩成度 
(1) S AA ྜ格 90㸣以上 
(2) A A ྜ格 80㸣以上 90㸣ᮍ‶ 
(3) B B ྜ格 70㸣以上 80㸣ᮍ‶ 
(4) C C ྜ格 60㸣以上 70㸣ᮍ‶ 
(5) ྜ  P㸸Pass ྜ格 60㸣以上 
(6) 認定 CF㸸Certify ྜ格 60㸣以上 
(7) ୙ྍ   ୙ྜ格 60㸣ᮍ‶ 
(8) ྰ    ୙ྜ格 60㸣ᮍ‶ 
(9) ᨺᲠ   ୙ྜ格   

2 「ྜ」ཬび「ྰ」のホ語は，୍定Ỉ‽の成⦼㐩成を目的とした授業科目において౑用するものとす

る。 
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㔠ἑ大学履修つ⛬ 
(㊃᪨) 

➨ 1 ᮲ このつ⛬は，㔠ἑ大学学๎➨ 49 ᮲➨ 3 㡯のつ定に基づき，授業科目の履修について必要な஦

㡯を定めるものとする。 

(授業科目と履修方法) 

➨ 2 ᮲ 授業科目は，ඹ㏻教育科目(「㔠ἑ大学㸺ࢢローࣝࣂ㸼スタンࢲード」を基㍈とした，学士課

⛬教育の基┙をなす授業科目をいう。)ཬび専門教育科目(学域にಀる専門の学ⱁを教授することを

目的とする授業科目をいう。)に༊分する。 

2 履修方法については，国㝿基ᖿ教育㝔ཬび各学域においてูに定める。 

➨ 3 ᮲ ඹ㏻教育科目は，「導ධ科目」，「㹅㹑科目」，「㹅㹑ゝ語科目」，「基礎科目」，「ึ習

ゝ語科目」ཬび「自由履修科目」に༊分する。 

2 専門教育科目は，「学域㹅㹑科目」，「学域㹅㹑ゝ語科目」，「専門基礎科目」ཬび「専門科目」

に༊分する。 

(基ᖿ教育特設ࣉロࢢラ࣒) 

➨ 4 ᮲ 特定の分野の学修を目的として，ඹ㏻教育科目ཬび各学類が提供する専門教育科目から⦅成

する教育ࣉロࢢラ࣒(以下「基ᖿ教育特設ࣉロࢢラ࣒」という。)を開設し，その学修成果を認定す

ることができるものとする。 

2 基ᖿ教育特設ࣉロࢢラ࣒において，ᡤ定の単位を修得した⪅には，ඹ㏻教育ጤ員会の議を経て，国

㝿基ᖿ教育㝔㛗が修஢を認定する。 

3 ๓ 2 㡯の教育課⛬等については，国㝿基ᖿ教育㝔においてูに定める。 

(๪専ᨷ) 

➨ 5 ᮲ 学生がᡤᒓする学域，学類୪びにコースཬび専ᨷにಀる分野以外の分野ཪは課題に関する教

育課⛬(以下「๪専ᨷ」という。)を開設し，その学修成果を認定することができるものとする。 

2 ๪専ᨷにおいて，ᡤ定の単位を修得した⪅には，当該学生がᡤᒓする学域の教育研究会議の議を経

て，学域㛗が修஢を認定する。 

3 ๓ 2 㡯の教育課⛬等については，各学域においてูに定める。 

(教育⫋員චチ≧の取得に関する授業科目) 

➨ 6 ᮲ 教育⫋員චチ≧を取得しようとする⪅は，ูに定める「教⫋に関する科目」，「教科に関す

る科目」，「教科ཪは教⫋に関する科目」ཬび「特ูᨭ᥼教育に関する科目」の単位を修得しなけ

ればならない。 

(受講⪅のᢳ㑅・㑅ᢤ) 

➨ 7 ᮲ ୍㒊の授業科目については，㑅ᢤヨ験ཪはᢳ㑅等で受講⪅を㑅定することがある。 

2 ๓㡯の授業科目ཬび受講⪅の適ṇ人ᩘは，国㝿基ᖿ教育㝔ཬび各学域において指♧するものとする。 

(履修手⥆) 

➨ 8 ᮲ 学生は，履修をᕼ望する授業科目について，ูに定める履修Ⓩ㘓ᮇ間に履修Ⓩ㘓手⥆により

学域㛗ཪは国㝿基ᖿ教育㝔㛗に㢪い出，チྍを受けなければならない。 

2 学生は，履修Ⓩ㘓ᮇ間ᚋに履修をᕼ望する授業科目の☜認を行い，変᭦するሙྜは☜認・変᭦ᮇ間

内に手⥆を行わなければならない。 

3 履修Ⓩ㘓手⥆をしていない授業科目については，履修することができない。履修Ⓩ㘓手⥆に୙ഛཪ

はㄗりがあったሙྜもྠ様とする。 

4 やࡴを得ない理由により，ᡤ定のᮇ間内に履修Ⓩ㘓手⥆を行うことができないሙྜは，その理由を

௜して学域㛗ཪは国㝿基ᖿ教育㝔㛗にᒆけ出なければならない。 

(履修Ⓩ㘓のไ㝈) 

➨ 9 ᮲ 各学ᮇཪは各ク࢛ーターに履修Ⓩ㘓できる単位ᩘの上㝈は，各学域ཬび国㝿基ᖿ教育㝔でู

に定める。 

(履修チྍの取ᾘし) 

➨ 10᮲ 履修をチྍされたᚋにおいても，本つ⛬に㐪཯して履修Ⓩ㘓したことが判᫂したሙྜには履

修のチྍを取りᾘすことがある。 

(単位認定ᑐ㇟資格) 

➨ 11᮲ 次にᥖげる各ྕのいࡎれかに該当する学生は，単位認定を受ける資格がないものとする。 

(1) 当該授業科目の履修Ⓩ㘓をしていない⪅ 

(2) 授業出ᖍᅇᩘが国㝿基ᖿ教育㝔ཬび各学域で定める出ᖍす࡭き授業ᅇᩘに‶たない⪅ 

(3) ఇ学ཬび೵学中の⪅ 

(୙ṇ行Ⅽ) 

➨ 12᮲ ヨ験等における୙ṇ行Ⅽについては，㔠ἑ大学学生ᠬᡄつ⛬の定めるところによる。 

(単位☜定時ᮇ) 

➨ 13᮲ 単位☜定の時ᮇは，次の各ྕにᥖげる時ᮇとする。 

(1) ๓ᮇ開講授業科目は，9᭶ᮎ日とし，ᚋᮇ開講授業科目は，3 ᭶ᮎ日とする。 

(2) ๓ྕのつ定にかかわらࡎ，卒業⪅については学位授୚の日をもって単位☜定の時ᮇとする。 

(成⦼のホ౯) 

➨ 14᮲ 授業科目の成⦼は，次の各ྕにᥖげる基‽によるものとする。 

  ホ語 英ヂ(ド᫂書)ホ語 判定 学修㐩成度 
(1) S AA ྜ格 90㸣以上 
(2) A A ྜ格 80㸣以上 90㸣ᮍ‶ 
(3) B B ྜ格 70㸣以上 80㸣ᮍ‶ 
(4) C C ྜ格 60㸣以上 70㸣ᮍ‶ 
(5) ྜ  P㸸Pass ྜ格 60㸣以上 
(6) 認定 CF㸸Certify ྜ格 60㸣以上 
(7) ୙ྍ   ୙ྜ格 60㸣ᮍ‶ 
(8) ྰ    ୙ྜ格 60㸣ᮍ‶ 
(9) ᨺᲠ   ୙ྜ格   

2 「ྜ」ཬび「ྰ」のホ語は，୍定Ỉ‽の成⦼㐩成を目的とした授業科目において౑用するものとす

る。 
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3 「認定」のホ語は，本学の開講科目以外の授業科目ཬび外㒊ヨ験等の結果により，ホ౯する授業科

目において౑用するものとする。ただし，単位஫᥮༠定書その௚により定めがあるሙྜは，この㝈

りでない。 

4 単位認定をಖ␃とするሙྜの基‽ཬびಖ␃ᚋの成⦼ホ౯方法については，国㝿基ᖿ教育㝔ཬび各学

域においてูに定める。 

5 成⦼㏻知には，➨ 1 㡯のホ語を用いる。 

6 成⦼ド᫂書には，判定がྜ格となった授業科目のみグ㍕し，➨ 1 㡯のホ語を用いる。ただし，認定

は「認」と表♧する。 

(総ྜ成⦼ホ౯) 

➨ 15᮲ ๓᮲の成⦼のホ౯にᑐして次の各ྕにᥖげるࣞࢢード・࣏イント(以下「GP」という。)を設

定し，୙ྜ格の授業科目をྵめて，履修科目のࣞࢢード・࣏イントのᖹᆒ(ࣞࢢード・࣏イント・࢔

 。ージ(以下「GPA」という。)を⟬出し，総ྜ成⦼ホ౯を行うࣞ࣋

  ホ語 GP 
(1) S 4 Ⅼ 
(2) A 3 Ⅼ 
(3) B 2 Ⅼ 
(4) C 1 Ⅼ 
(5) ྜ  ᑐ㇟外 
(6) 認定 ᑐ㇟外 
(7) ୙ྍ 0 Ⅼ 
(8) ྰ  ᑐ㇟外 
(9) ᨺᲠ 0 Ⅼ（➨ 14 ᮲➨ 2 㡯につ定するホ語を用いる科目についてはᑐ㇟外） 

2 単位認定がಖ␃となった授業科目の GPは，0Ⅼとする。 

3 GPAを⟬出する基‽は，次のとおりとする。 

GPA㸻(授業科目で得た GP�その授業科目の単位ᩘ)の総࿴㸭(履修Ⓩ㘓した授業科目の単位ᩘの総࿴) 

4 成⦼ド᫂書には，GPAは᫂グしない。 

5 GPAにおけるಖ␃授業科目は，履修Ⓩ㘓した授業科目の単位ᩘの総࿴にྵめる。 

6 ෌履修の取ᢅいについては，国㝿基ᖿ教育㝔ཬび各学域においてูに定める。 

7 GPAᑐ㇟外授業科目は，次のとおりとする。 

(1) ඹ㏻教育科目 

「導ධ科目」，「いしかわࢩティࣞ࢝ッジの௚大学提供科目」，「ᨺ㏦大学の授業科目」，「ධ

学๓の᪤修得単位を認定した授業科目」ཬび「外㒊ヨ験によって「認定」のホ語で単位認定した

授業科目」 

(2) ๓ྕ以外のඹ㏻教育科目については，各学域においてูに定める。 

(3) 専門教育科目については，各学域においてูに定める。 

(成⦼ホ౯の␲義⏦し立て) 

➨ 16᮲ 成⦼のホ౯にᑐする␲義⏦し立てについては，「成⦼ホ౯࡬の␲義⏦し出にᑐするᑐᛂにつ

いての⏦しྜわࡏ」による。 

㝃 ๎ 

このつ⛬は，ᖹ成 20 年 4᭶ 1 日から施行し，ᖹ成 20 年度ධ学⪅から適用する。 

㝃 ๎ 

このつ⛬は，ᖹ成 21 年 4᭶ 1 日から施行し，ᖹ成 21 年度ධ学⪅から適用する。 

㝃 ๎ 

このつ⛬は，ᖹ成 23 年 4᭶ 1 日から施行する。 

㝃 ๎ 

このつ⛬は，ᖹ成 26 年 4᭶ 1 日から施行する。 

㝃 ๎ 

1 このつ⛬は，ᖹ成 28年 4 ᭶ 1日から施行し，ᖹ成 28年度ධ学生から適用する。 

2 ᖹ成 28年 3 ᭶ 31 日に在学する⪅については，なおᚑ๓の౛による。ただし，➨ 4 ᮲➨ 2 㡯に定め

るඹ㏻教育特設ࣉロࢢラ࣒の修஢認定は，国㝿基ᖿ教育㝔㛗が行うものとする。 

㝃 ๎ 

このつ⛬は，ᖹ成 30 年 4᭶ 1 日から施行する。 
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3 「認定」のホ語は，本学の開講科目以外の授業科目ཬび外㒊ヨ験等の結果により，ホ౯する授業科

目において౑用するものとする。ただし，単位஫᥮༠定書その௚により定めがあるሙྜは，この㝈

りでない。 

4 単位認定をಖ␃とするሙྜの基‽ཬびಖ␃ᚋの成⦼ホ౯方法については，国㝿基ᖿ教育㝔ཬび各学

域においてูに定める。 

5 成⦼㏻知には，➨ 1 㡯のホ語を用いる。 

6 成⦼ド᫂書には，判定がྜ格となった授業科目のみグ㍕し，➨ 1 㡯のホ語を用いる。ただし，認定

は「認」と表♧する。 

(総ྜ成⦼ホ౯) 

➨ 15᮲ ๓᮲の成⦼のホ౯にᑐして次の各ྕにᥖげるࣞࢢード・࣏イント(以下「GP」という。)を設

定し，୙ྜ格の授業科目をྵめて，履修科目のࣞࢢード・࣏イントのᖹᆒ(ࣞࢢード・࣏イント・࢔

 。ージ(以下「GPA」という。)を⟬出し，総ྜ成⦼ホ౯を行うࣞ࣋

  ホ語 GP 
(1) S 4 Ⅼ 
(2) A 3 Ⅼ 
(3) B 2 Ⅼ 
(4) C 1 Ⅼ 
(5) ྜ  ᑐ㇟外 
(6) 認定 ᑐ㇟外 
(7) ୙ྍ 0 Ⅼ 
(8) ྰ  ᑐ㇟外 
(9) ᨺᲠ 0 Ⅼ（➨ 14 ᮲➨ 2 㡯につ定するホ語を用いる科目についてはᑐ㇟外） 

2 単位認定がಖ␃となった授業科目の GPは，0Ⅼとする。 

3 GPAを⟬出する基‽は，次のとおりとする。 

GPA㸻(授業科目で得た GP�その授業科目の単位ᩘ)の総࿴㸭(履修Ⓩ㘓した授業科目の単位ᩘの総࿴) 

4 成⦼ド᫂書には，GPAは᫂グしない。 

5 GPAにおけるಖ␃授業科目は，履修Ⓩ㘓した授業科目の単位ᩘの総࿴にྵめる。 

6 ෌履修の取ᢅいについては，国㝿基ᖿ教育㝔ཬび各学域においてูに定める。 

7 GPAᑐ㇟外授業科目は，次のとおりとする。 

(1) ඹ㏻教育科目 

「導ධ科目」，「いしかわࢩティࣞ࢝ッジの௚大学提供科目」，「ᨺ㏦大学の授業科目」，「ධ

学๓の᪤修得単位を認定した授業科目」ཬび「外㒊ヨ験によって「認定」のホ語で単位認定した

授業科目」 

(2) ๓ྕ以外のඹ㏻教育科目については，各学域においてูに定める。 

(3) 専門教育科目については，各学域においてูに定める。 

(成⦼ホ౯の␲義⏦し立て) 

➨ 16᮲ 成⦼のホ౯にᑐする␲義⏦し立てについては，「成⦼ホ౯࡬の␲義⏦し出にᑐするᑐᛂにつ

いての⏦しྜわࡏ」による。 

㝃 ๎ 

このつ⛬は，ᖹ成 20 年 4᭶ 1 日から施行し，ᖹ成 20 年度ධ学⪅から適用する。 

㝃 ๎ 

このつ⛬は，ᖹ成 21 年 4᭶ 1 日から施行し，ᖹ成 21 年度ධ学⪅から適用する。 

㝃 ๎ 

このつ⛬は，ᖹ成 23 年 4᭶ 1 日から施行する。 

㝃 ๎ 

このつ⛬は，ᖹ成 26 年 4᭶ 1 日から施行する。 

㝃 ๎ 

1 このつ⛬は，ᖹ成 28年 4 ᭶ 1日から施行し，ᖹ成 28年度ධ学生から適用する。 

2 ᖹ成 28年 3 ᭶ 31 日に在学する⪅については，なおᚑ๓の౛による。ただし，➨ 4 ᮲➨ 2 㡯に定め

るඹ㏻教育特設ࣉロࢢラ࣒の修஢認定は，国㝿基ᖿ教育㝔㛗が行うものとする。 

㝃 ๎ 

このつ⛬は，ᖹ成 30 年 4᭶ 1 日から施行する。 
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金沢大学人間社会学域規程 
(平成 20年 4月 1日規程第 1093号) 

 

目次 

第 1章 総則(第 1条－第 4条) 

第 2章 履修方法等(第 5条－第 15条) 

第 3章 試験及び成績評価(第 16条－第 20条) 

第 4章 卒業・学位(第 21条・第 22条) 

第 5章 再入学，転入学及び編入学(第 23条－第 25条) 

第 6章 転学類及び転コース(第 26条・第 27条) 

第 7章 研究生，科目等履修生，特別聴講学生(第 28条－第 35条) 

第 8章 教育職員免許(第 36条－第 41条) 

第 9章 副専攻(第 42条) 

附則 

 

第 1章 総則 

(趣旨) 

第 1条 この規程は，金沢大学人間社会学域(以下「本学域」という。)における教育課程，履修方法，試

験，卒業等に関し，金沢大学学則(以下「学則」という。)，金沢大学履修規程(以下「履修規程」とい

う。)及び金沢大学共通教育科目に関する規程(以下「共通教育科目規程」という。)に定めるもののほ

か，必要な事項を定める。 

(学類等) 

第 2条 本学域に次の学類，コース，プログラムを置く。 

学類 コース・プログラム 専修 

人文学類 心理学プログラム 
 

現代社会・人間学プログラム  

考古学・文化資源学プログラム  

歴史学プログラム 
 

日本・中国言語文化学プログラム  

欧米言語文化学プログラム  

言語科学プログラム  

法学類 公共法政策コース   

企業関係法コース 

総合法学コース 

経済学類 エコノミクスコース   

グローバル・マネジメントコース 

教育科学コース 教育基礎専修 
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第 2章 履修方法等 

(ᡤᒓコース及びプログラムのỴ定) 

第 5条 学生は，ࡑのᡤᒓする学類におい࡚別に定めるとこࢁにࡾࡼ，ᚿᮃするコース，プログラムを㑅ᢥ

し，学類㛗にᒆฟなけࡤࢀなࡽない。 

2 ๓項のᚿᮃ⪅ᩘࡀ，コース，プログラム，専修ࡈとに学類におい࡚定めるཷ入ୖࢀ㝈ᩘ㸦人文学類にࡗ࠶

࡚は㐺ṇୖ㝈ᩘ㸧を㉸㐣しࡓとࡁは，㑅考にࡾࡼコース，プログラムをỴ定すること࠶ࡀる。 

(ᤵ業科目及び༢位ᩘ等) 

第 6条 学生は，別⾲第 2，別⾲第 3-1，別⾲第 3-2及び別⾲第 4にࡾࡼ，必要な༢位を修ᚓしなけࡤࢀなࡽ

ない。ࡔࡓし，学則第 46条第 1項の第 3号かࡽ第 7号࡛ࡲの規定にࡾࡼ編入学を許ྍࡓࢀࡉ学生の卒業

に必要な事項は学類におい࡚別に定める。 

2 本学域ࡀᥦ౪するᤵ業科目，༢位ᩘ及び㛤講᫬ᮇは，別⾲第 3-1，別⾲第 3-2のとおࡾとする。 

3 本学域のྛ学類ࡀᥦ౪するᤵ業科目及び༢位ᩘは，別⾲第 4のとおࡾとする。 

4 ๓項のᤵ業科目の㛤講᫬ᮇは，ྛ学類࡛別に定める。 

5 共通教育科目のᤵ業科目及び༢位ᩘは，共通教育科目規程の定めるとこࢁにࡼる。 

(▷ᮇ␃学プログラム) 

第 6条の 2 本学域に▷ᮇ␃学プログラムを置く。▷ᮇ␃学プログラムに関するᤵ業ᩱ目及び༢位ᩘは，別

⾲第 4及び共通教育科目規程のほか，別に定める。 

2 ๓項に定めるプログラムを履修することࡁ࡛ࡀる学生は，別に㑅考する。 

3 第 1項に定めるプログラムを履修する学生は，1学ᮇに 1科目以ୖ専㛛科目を履修しなけࡤࢀなࡽない。 

4 第 1項に定めるプログラムに関する必要な事項は，別に定める。 

(公ㄆ心理ᖌ㣴成プログラム) 

第 6条の 3 本学域に公ㄆ心理ᖌ㣴成プログラムを置く。公ㄆ心理ᖌ㣴成プログラムに関するᤵ業ᩱ目及び

༢位ᩘは，別⾲第 10-1のとおࡾとする。 

2 ๓項に定めるプログラムを履修することࡁ࡛ࡀる学生は，別⾲第 10-2に規定する修ᚓすࡁ࡭༢位ᩘを修

ᚓしࡓ学生とする。なお，履修ᕼᮃ⪅ᩘࡀ別に定めるୖ㝈ᩘを㉸㐣しࡓとࡁは，㑅考にࡾࡼ履修⪅をỴ定

する。 

3 第 1項に定めるプログラムに関する必要な事項は，別に定める。 

第 7条 ๓条࡛定めࡓ，ᤵ業科目の༢位修ᚓに関する要௳及び履修方法は，ྛ学類࡛別に定める。 

(履修のୖ㝈) 

第 8条 履修規程第 9条の規定に基࡙くྛ学ᮇཪはྛク࢛ーࢱーに履修科目とし࡚Ⓩ㘓࡛ࡁる科目のୖ㝈༢

位ᩘ(以下「履修Ⓩ㘓༢位ᩘのୖ㝈」という。)は，共通教育科目，௚学域履修科目及び本学域履修科目を

ྵめ，別⾲第 5のとおࡾとする。 

2 履修Ⓩ㘓༢位ᩘのୖ㝈のᑐ㇟としないᤵ業科目は，共通教育科目規程第 5条第 2項࡛定めるᤵ業科目の

௚，㞟中講⩏にࡾࡼ㛤講する科目，␗文化య験ᐇ⩦，࢖ンࢱーンࢵࢩプ，法ᚊᐇົ࢖ンࢱーンࢵࢩプ，教

育ᐇ⩦，ุ౛研究，₇⩦㸦法学類及び経済学類㸧，卒業ㄽ文，卒業研究及び別⾲第 7かࡽ別⾲第 9࡛定め

るᤵ業科目㸦学ᰯ教育学類を㝖く㸧とする。 

学ᰯ教育

学類 

特別ᨭ᥼教育専修 

教科教育学コース 国語教育専修 

社会科教育専修 

ᩘ学教育専修 

理科教育専修 

㡢ᴦ教育専修 

⨾⾡教育専修 

ಖ೺య育専修 

ᐙ政教育専修 

ⱥ語教育専修 

ᆅ域๰㐀

学類 

⚟♴マネジメントコース   

⎔ቃ共生コース 

ᆅ域プランࢽングコース 

ほග学・文化⥅ᢎコース 

国㝿学類 国㝿社会コース   

日本・日本語教育コース 

 コース࢔ジ࢔

米ⱥコース 

ࣚーロࣃࢵコース 

ͤ人文学類にᡤᒓする学生は，プログラムにᡤᒓしない。コースไは᥇⏝ࡎࡏ，プログラムを㑅ᢥし࡚履修

する。 

(附ᒓ᪋タ) 

第 3条 学則第 5条第 4項にࡾࡼ学ᰯ教育学類に置かࢀる，附ᒓ教育研究᪋タに関する事項は，学ᰯ教育学

類におい࡚別に定める。 

(教育研究ୖの目ⓗ) 

第 4条 本学域におい࡚は，人間及び人間社会に関するᬑ㐢ⓗ┿理の᥈ồとともに，⃭ኚする」㞧な社会≧

ἣの下࡛，人間及び人間社会ࡀ┤㠃するㅖၥ㢟のゎỴに㈉⊩ᐤ୚するࡓめの教育を⾜い，社会に㈉⊩しう

る⮬Ⓨⓗな課㢟᥈ồ⬟ຊࡸゎỴ⬟ຊをᣢࡕ，かࡘከ文化共生᫬代にࢃࡉࡩしい理ゎຊとุ᩿ຊをᣢࡓࡗಶ

ᛶⓗな人ᮦを㣴成することを目ⓗとする。 

2 学類における人ᮦ㣴成に関する目ⓗࡑの௚教育研究ୖの目ⓗは，別⾲第 1のとおࡾとする。 
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第 2章 履修方法等 

(ᡤᒓコース及びプログラムのỴ定) 

第 5条 学生は，ࡑのᡤᒓする学類におい࡚別に定めるとこࢁにࡾࡼ，ᚿᮃするコース，プログラムを㑅ᢥ

し，学類㛗にᒆฟなけࡤࢀなࡽない。 

2 ๓項のᚿᮃ⪅ᩘࡀ，コース，プログラム，専修ࡈとに学類におい࡚定めるཷ入ୖࢀ㝈ᩘ㸦人文学類にࡗ࠶

࡚は㐺ṇୖ㝈ᩘ㸧を㉸㐣しࡓとࡁは，㑅考にࡾࡼコース，プログラムをỴ定すること࠶ࡀる。 

(ᤵ業科目及び༢位ᩘ等) 

第 6条 学生は，別⾲第 2，別⾲第 3-1，別⾲第 3-2及び別⾲第 4にࡾࡼ，必要な༢位を修ᚓしなけࡤࢀなࡽ

ない。ࡔࡓし，学則第 46条第 1項の第 3号かࡽ第 7号࡛ࡲの規定にࡾࡼ編入学を許ྍࡓࢀࡉ学生の卒業

に必要な事項は学類におい࡚別に定める。 

2 本学域ࡀᥦ౪するᤵ業科目，༢位ᩘ及び㛤講᫬ᮇは，別⾲第 3-1，別⾲第 3-2のとおࡾとする。 

3 本学域のྛ学類ࡀᥦ౪するᤵ業科目及び༢位ᩘは，別⾲第 4のとおࡾとする。 

4 ๓項のᤵ業科目の㛤講᫬ᮇは，ྛ学類࡛別に定める。 

5 共通教育科目のᤵ業科目及び༢位ᩘは，共通教育科目規程の定めるとこࢁにࡼる。 

(▷ᮇ␃学プログラム) 

第 6条の 2 本学域に▷ᮇ␃学プログラムを置く。▷ᮇ␃学プログラムに関するᤵ業ᩱ目及び༢位ᩘは，別

⾲第 4及び共通教育科目規程のほか，別に定める。 

2 ๓項に定めるプログラムを履修することࡁ࡛ࡀる学生は，別に㑅考する。 

3 第 1項に定めるプログラムを履修する学生は，1学ᮇに 1科目以ୖ専㛛科目を履修しなけࡤࢀなࡽない。 

4 第 1項に定めるプログラムに関する必要な事項は，別に定める。 

(公ㄆ心理ᖌ㣴成プログラム) 

第 6条の 3 本学域に公ㄆ心理ᖌ㣴成プログラムを置く。公ㄆ心理ᖌ㣴成プログラムに関するᤵ業ᩱ目及び

༢位ᩘは，別⾲第 10-1のとおࡾとする。 

2 ๓項に定めるプログラムを履修することࡁ࡛ࡀる学生は，別⾲第 10-2に規定する修ᚓすࡁ࡭༢位ᩘを修

ᚓしࡓ学生とする。なお，履修ᕼᮃ⪅ᩘࡀ別に定めるୖ㝈ᩘを㉸㐣しࡓとࡁは，㑅考にࡾࡼ履修⪅をỴ定

する。 

3 第 1項に定めるプログラムに関する必要な事項は，別に定める。 

第 7条 ๓条࡛定めࡓ，ᤵ業科目の༢位修ᚓに関する要௳及び履修方法は，ྛ学類࡛別に定める。 

(履修のୖ㝈) 

第 8条 履修規程第 9条の規定に基࡙くྛ学ᮇཪはྛク࢛ーࢱーに履修科目とし࡚Ⓩ㘓࡛ࡁる科目のୖ㝈༢

位ᩘ(以下「履修Ⓩ㘓༢位ᩘのୖ㝈」という。)は，共通教育科目，௚学域履修科目及び本学域履修科目を

ྵめ，別⾲第 5のとおࡾとする。 

2 履修Ⓩ㘓༢位ᩘのୖ㝈のᑐ㇟としないᤵ業科目は，共通教育科目規程第 5条第 2項࡛定めるᤵ業科目の

௚，㞟中講⩏にࡾࡼ㛤講する科目，␗文化య験ᐇ⩦，࢖ンࢱーンࢵࢩプ，法ᚊᐇົ࢖ンࢱーンࢵࢩプ，教

育ᐇ⩦，ุ౛研究，₇⩦㸦法学類及び経済学類㸧，卒業ㄽ文，卒業研究及び別⾲第 7かࡽ別⾲第 9࡛定め

るᤵ業科目㸦学ᰯ教育学類を㝖く㸧とする。 

学ᰯ教育

学類 

特別ᨭ᥼教育専修 

教科教育学コース 国語教育専修 

社会科教育専修 

ᩘ学教育専修 

理科教育専修 

㡢ᴦ教育専修 

⨾⾡教育専修 

ಖ೺య育専修 

ᐙ政教育専修 

ⱥ語教育専修 

ᆅ域๰㐀

学類 

⚟♴マネジメントコース   

⎔ቃ共生コース 

ᆅ域プランࢽングコース 

ほග学・文化⥅ᢎコース 

国㝿学類 国㝿社会コース   

日本・日本語教育コース 

 コース࢔ジ࢔

米ⱥコース 

ࣚーロࣃࢵコース 

ͤ人文学類にᡤᒓする学生は，プログラムにᡤᒓしない。コースไは᥇⏝ࡎࡏ，プログラムを㑅ᢥし࡚履修

する。 

(附ᒓ᪋タ) 

第 3条 学則第 5条第 4項にࡾࡼ学ᰯ教育学類に置かࢀる，附ᒓ教育研究᪋タに関する事項は，学ᰯ教育学

類におい࡚別に定める。 

(教育研究ୖの目ⓗ) 

第 4条 本学域におい࡚は，人間及び人間社会に関するᬑ㐢ⓗ┿理の᥈ồとともに，⃭ኚする」㞧な社会≧

ἣの下࡛，人間及び人間社会ࡀ┤㠃するㅖၥ㢟のゎỴに㈉⊩ᐤ୚するࡓめの教育を⾜い，社会に㈉⊩しう

る⮬Ⓨⓗな課㢟᥈ồ⬟ຊࡸゎỴ⬟ຊをᣢࡕ，かࡘከ文化共生᫬代にࢃࡉࡩしい理ゎຊとุ᩿ຊをᣢࡓࡗಶ

ᛶⓗな人ᮦを㣴成することを目ⓗとする。 

2 学類における人ᮦ㣴成に関する目ⓗࡑの௚教育研究ୖの目ⓗは，別⾲第 1のとおࡾとする。 
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༢位を㉸࠼ないものとする。ࡔࡓし，再入学，転入学及び編入学をしࡓ学生の入学๓の᪤修ᚓ༢位にࡘい

࡚は，ྛ学類࡛別に定める。 

2 ๓ 4条の規定にࡾࡼ༢位をㄆ定しࡓሙ合は，༢位஫᥮༠定᭩等にࡾࡼ定め࠶ࡀるሙ合を㝖ࡁ，成績評価を

「ㄆ定」の評語をも࡚ࡗ⾲す。 

第 3章 試験及び成績評価 

(試験) 

第 16条 試験は，ྛᤵ業科目にࡘい࡚，ࡑのᤵ業の⤊ࡓࡗ試験ᮇ間に⾜う。ࡔࡓし，必要࠶ࡀるとࡁは，ࡑ

の᫬ᮇをኚ࠼ること࠶ࡀる。 

2 ᤵ業科目のᛶ㉁にࡾࡼ，平ᖖの成績をも࡚ࡗ，๓項の試験に代࠼ること࠶ࡀる。 

3 履修規程第 11条第 2号にࡾࡼ，学域におい࡚定めることと࡚ࢀࡉいるฟᖍすࡁ࡭ᤵ業ᅇᩘは，ྛ学類࡛

別に定める。 

(㏣試験) 

第 17条 ⑓Ẽࡑの௚ࡴࡸをᚓない事⏤にཷࡾࡼ験࡛ࡁなかࡓࡗ⪅にࡘい࡚は，㢪いฟにࡾࡼ試験を⾜うこと

 。る࠶ࡀ

第 18条 ๓ 2条に定める௚，ᤵ業科目の試験に関し必要な事項は，ྛ学類࡛別に定める。 

(ಖ␃の成績評価) 

第 19条 履修規程第 14条第 4項の規定にࡼる「ಖ␃」の成績評価は，学修ᮍ㐩成の⪅࡛，特定の課㢟ᥦฟ

等にࡾࡼ学修㐩成ᗘ 60㸣以ୖに㐩するぢ㎸ࡳの࠶るሙ合に⾜うことࡁ࡛ࡀる。 

(総合成績評価) 

第 20条 本学域࡛履修規程第 15条に規定する GPA್を฼⏝する事項にࡘい࡚は，ྛ学類࡛別に定める。 

2 履修規程第 15条第 6項に規定する再履修のྲྀᢅࡾいにࡘい࡚は，ྛ学類࡛別に定める。 

3 履修規程第 15条第 7項第 3号に規定する GPAᑐ㇟እ科目は，S・A・B・C以እุ࡛定するᤵ業科目のほ

か，別⾲第 7かࡽ別⾲第 9࡛定めるᤵ業科目㸦学ᰯ教育学類を㝖く㸧及びྛ学類࡛別に定めるᤵ業科目と

する。 

第 4章 卒業・学位 

(卒業) 

第 21条 本学域に 4年以ୖᅾ学し，別⾲第 2に定める卒業に必要な༢位を修ᚓしࡓ⪅には，教育研究会㆟の

㆟を経࡚卒業をㄆ定する。 

2 ๓項の規定にかかࡎࡽࢃ，学類は，学則第 60条に定める᪩ᮇ卒業に関し࡚必要な事項を定めること࡛ࡀ

 。るࡁ

(学位) 

第 22条 本学域を卒業しࡓ⪅には，学則第 61条の規定にࡾࡼ学ኈの学位をᤵ୚する。 

2 ๓項の学位に௜グする専攻ศ㔝のྡ⛠は，金沢大学学位規程の定めるとこࢁにࡼる。 

  

3 」ᩘク࢛ーࢱー⥅⥆し࡚㛤講するᤵ業科目のྛク࢛ーࢱーにおける履修ୖ㝈に⟬入する༢位ᩘは，㛤講す

る通⟬のク࢛ーࢱーにࡾࡼᣨศするものとする。 

4 履修Ⓩ㘓༢位ᩘのୖ㝈をゎ㝖࡛ࡁる条௳は，ྛ学類࡛別に定める。 

(௚学域におけるᤵ業科目の履修等) 

第 9条 学生は，本学域㛗の許ྍをᚓ࡚，௚学域のᤵ業科目を履修することࡁ࡛ࡀる。 

(௚学域における履修༢位のㄆ定) 

第 10条 ๓条の規定にࡾࡼ履修しࡓ༢位及び本学域の௚学類࡛履修しࡓ༢位のㄆ定方法等は，ྛ学類࡛別に

定める。 

(௚学域学生のᤵ業科目の履修等) 

第 11条 ௚学域の学生は，ᙜヱ学域㛗を経⏤し࡚本学域㛗の許ྍをཷけୖࡓ，本学域のᤵ業科目を履修ཪは

聴講することࡁ࡛ࡀる。 

(௚の大学ཪは▷ᮇ大学におけるᤵ業科目の履修) 

第 12条 学生は，学域㛗の許ྍをᚓ࡚，௚の大学ཪは▷ᮇ大学のᤵ業科目を履修することࡁ࡛ࡀる。ࡔࡓ

し，いしかࢵࣞ࢝࢕ࢸࢩࢃジ事業にཧຍする௚大学のᤵ業科目及びᨺ㏦大学のᤵ業科目にࡘい࡚は，国㝿

基ᖿ教育㝔の定めにࡼるとこࢁにࡼる。 

2 ๓項の規定にࡾࡼ履修しࡓᤵ業科目の修ᚓ༢位は，教育研究会㆟の㆟を経࡚，本学域の༢位とし࡚ㄆ定す

ることࡁ࡛ࡀる。 

3 ๓項の規定は，学生ࡀእ国の大学ཪは▷ᮇ大学に␃学するሙ合に‽⏝する。 

(大学以እの教育᪋タ等における学修) 

第 13条 本学域ࡀ教育ୖ᭷┈とㄆめるとࡁは，▷ᮇ大学ཪは㧗等専㛛学ᰯの専攻科における学修ࡑの௚文㒊

科学大⮧ࡀ別に定める学修(本学域に入学する๓に⾜ࡓࡗ学修をྵࡴ)を，ᡤ定のᡭ⥆ࡁにࡾࡼ本学域にお

けるᤵ業科目の履修とࡳなし，教育研究会㆟の㆟を経࡚༢位をㄆ定することࡁ࡛ࡀる。 

(ఇ学ᮇ間中の௚の大学ⱝしくは▷ᮇ大学ཪはእ国の大学ⱝしくは▷ᮇ大学における学修) 

第 13条の 2 本学域ࡀ教育ୖ᭷┈とㄆめるとࡁは，学生ࡀఇ学ᮇ間中に௚の大学ⱝしくは▷ᮇ大学(以下

「大学等」という。)ཪはእ国の大学等におい࡚履修しࡓᤵ業科目にࡘい࡚修ᚓしࡓ༢位を，本学域にお

けるᤵ業科目の履修にࡾࡼ修ᚓしࡓものとࡳなし，教育研究会㆟の㆟を経࡚༢位をㄆ定することࡁ࡛ࡀ

る。 

(入学๓の᪤修ᚓ༢位等のㄆ定) 

第 14条 本学域ࡀ教育ୖ᭷┈とㄆめるとࡁは，本学域に入学する๓に大学ⱝしくは▷ᮇ大学(以下「大学

等」という。)ཪはእ国の大学等におい࡚履修しࡓᤵ業科目にࡘい࡚修ᚓしࡓ༢位を，本学域に入学しࡓ

ᚋの本学域におけるᤵ業科目の履修にࡾࡼ修ᚓしࡓものとࡳなし，教育研究会㆟の㆟を経࡚༢位をㄆ定す

ることࡁ࡛ࡀる。 

(௚の大学等࡛の学修にࡼる༢位のㄆ定) 

第 15条 ๓ 4条の規定にࡾࡼㄆ定することࡁ࡛ࡀる༢位ᩘは，金沢大学国㝿基ᖿ教育㝔総合教育㒊規程第 4

条かࡽ第 7条࡛ࡲの規定にࡾࡼ国㝿基ᖿ教育㝔におい࡚ㄆ定ࢀࡉる共通教育科目の༢位ᩘと合࡚ࡏࢃ 60

- 88 - - 89 -



༢位を㉸࠼ないものとする。ࡔࡓし，再入学，転入学及び編入学をしࡓ学生の入学๓の᪤修ᚓ༢位にࡘい

࡚は，ྛ学類࡛別に定める。 

2 ๓ 4条の規定にࡾࡼ༢位をㄆ定しࡓሙ合は，༢位஫᥮༠定᭩等にࡾࡼ定め࠶ࡀるሙ合を㝖ࡁ，成績評価を

「ㄆ定」の評語をも࡚ࡗ⾲す。 

第 3章 試験及び成績評価 

(試験) 

第 16条 試験は，ྛᤵ業科目にࡘい࡚，ࡑのᤵ業の⤊ࡓࡗ試験ᮇ間に⾜う。ࡔࡓし，必要࠶ࡀるとࡁは，ࡑ

の᫬ᮇをኚ࠼ること࠶ࡀる。 

2 ᤵ業科目のᛶ㉁にࡾࡼ，平ᖖの成績をも࡚ࡗ，๓項の試験に代࠼ること࠶ࡀる。 

3 履修規程第 11条第 2号にࡾࡼ，学域におい࡚定めることと࡚ࢀࡉいるฟᖍすࡁ࡭ᤵ業ᅇᩘは，ྛ学類࡛

別に定める。 

(㏣試験) 

第 17条 ⑓Ẽࡑの௚ࡴࡸをᚓない事⏤にཷࡾࡼ験࡛ࡁなかࡓࡗ⪅にࡘい࡚は，㢪いฟにࡾࡼ試験を⾜うこと

 。る࠶ࡀ

第 18条 ๓ 2条に定める௚，ᤵ業科目の試験に関し必要な事項は，ྛ学類࡛別に定める。 

(ಖ␃の成績評価) 

第 19条 履修規程第 14条第 4項の規定にࡼる「ಖ␃」の成績評価は，学修ᮍ㐩成の⪅࡛，特定の課㢟ᥦฟ

等にࡾࡼ学修㐩成ᗘ 60㸣以ୖに㐩するぢ㎸ࡳの࠶るሙ合に⾜うことࡁ࡛ࡀる。 

(総合成績評価) 

第 20条 本学域࡛履修規程第 15条に規定する GPA್を฼⏝する事項にࡘい࡚は，ྛ学類࡛別に定める。 

2 履修規程第 15条第 6項に規定する再履修のྲྀᢅࡾいにࡘい࡚は，ྛ学類࡛別に定める。 

3 履修規程第 15条第 7項第 3号に規定する GPAᑐ㇟እ科目は，S・A・B・C以እุ࡛定するᤵ業科目のほ

か，別⾲第 7かࡽ別⾲第 9࡛定めるᤵ業科目㸦学ᰯ教育学類を㝖く㸧及びྛ学類࡛別に定めるᤵ業科目と

する。 

第 4章 卒業・学位 

(卒業) 

第 21条 本学域に 4年以ୖᅾ学し，別⾲第 2に定める卒業に必要な༢位を修ᚓしࡓ⪅には，教育研究会㆟の

㆟を経࡚卒業をㄆ定する。 

2 ๓項の規定にかかࡎࡽࢃ，学類は，学則第 60条に定める᪩ᮇ卒業に関し࡚必要な事項を定めること࡛ࡀ

 。るࡁ

(学位) 

第 22条 本学域を卒業しࡓ⪅には，学則第 61条の規定にࡾࡼ学ኈの学位をᤵ୚する。 

2 ๓項の学位に௜グする専攻ศ㔝のྡ⛠は，金沢大学学位規程の定めるとこࢁにࡼる。 

  

3 」ᩘク࢛ーࢱー⥅⥆し࡚㛤講するᤵ業科目のྛク࢛ーࢱーにおける履修ୖ㝈に⟬入する༢位ᩘは，㛤講す

る通⟬のク࢛ーࢱーにࡾࡼᣨศするものとする。 

4 履修Ⓩ㘓༢位ᩘのୖ㝈をゎ㝖࡛ࡁる条௳は，ྛ学類࡛別に定める。 

(௚学域におけるᤵ業科目の履修等) 

第 9条 学生は，本学域㛗の許ྍをᚓ࡚，௚学域のᤵ業科目を履修することࡁ࡛ࡀる。 

(௚学域における履修༢位のㄆ定) 

第 10条 ๓条の規定にࡾࡼ履修しࡓ༢位及び本学域の௚学類࡛履修しࡓ༢位のㄆ定方法等は，ྛ学類࡛別に

定める。 

(௚学域学生のᤵ業科目の履修等) 

第 11条 ௚学域の学生は，ᙜヱ学域㛗を経⏤し࡚本学域㛗の許ྍをཷけୖࡓ，本学域のᤵ業科目を履修ཪは

聴講することࡁ࡛ࡀる。 

(௚の大学ཪは▷ᮇ大学におけるᤵ業科目の履修) 

第 12条 学生は，学域㛗の許ྍをᚓ࡚，௚の大学ཪは▷ᮇ大学のᤵ業科目を履修することࡁ࡛ࡀる。ࡔࡓ

し，いしかࢵࣞ࢝࢕ࢸࢩࢃジ事業にཧຍする௚大学のᤵ業科目及びᨺ㏦大学のᤵ業科目にࡘい࡚は，国㝿

基ᖿ教育㝔の定めにࡼるとこࢁにࡼる。 

2 ๓項の規定にࡾࡼ履修しࡓᤵ業科目の修ᚓ༢位は，教育研究会㆟の㆟を経࡚，本学域の༢位とし࡚ㄆ定す

ることࡁ࡛ࡀる。 

3 ๓項の規定は，学生ࡀእ国の大学ཪは▷ᮇ大学に␃学するሙ合に‽⏝する。 

(大学以እの教育᪋タ等における学修) 

第 13条 本学域ࡀ教育ୖ᭷┈とㄆめるとࡁは，▷ᮇ大学ཪは㧗等専㛛学ᰯの専攻科における学修ࡑの௚文㒊

科学大⮧ࡀ別に定める学修(本学域に入学する๓に⾜ࡓࡗ学修をྵࡴ)を，ᡤ定のᡭ⥆ࡁにࡾࡼ本学域にお

けるᤵ業科目の履修とࡳなし，教育研究会㆟の㆟を経࡚༢位をㄆ定することࡁ࡛ࡀる。 

(ఇ学ᮇ間中の௚の大学ⱝしくは▷ᮇ大学ཪはእ国の大学ⱝしくは▷ᮇ大学における学修) 

第 13条の 2 本学域ࡀ教育ୖ᭷┈とㄆめるとࡁは，学生ࡀఇ学ᮇ間中に௚の大学ⱝしくは▷ᮇ大学(以下

「大学等」という。)ཪはእ国の大学等におい࡚履修しࡓᤵ業科目にࡘい࡚修ᚓしࡓ༢位を，本学域にお

けるᤵ業科目の履修にࡾࡼ修ᚓしࡓものとࡳなし，教育研究会㆟の㆟を経࡚༢位をㄆ定することࡁ࡛ࡀ

る。 

(入学๓の᪤修ᚓ༢位等のㄆ定) 

第 14条 本学域ࡀ教育ୖ᭷┈とㄆめるとࡁは，本学域に入学する๓に大学ⱝしくは▷ᮇ大学(以下「大学

等」という。)ཪはእ国の大学等におい࡚履修しࡓᤵ業科目にࡘい࡚修ᚓしࡓ༢位を，本学域に入学しࡓ

ᚋの本学域におけるᤵ業科目の履修にࡾࡼ修ᚓしࡓものとࡳなし，教育研究会㆟の㆟を経࡚༢位をㄆ定す

ることࡁ࡛ࡀる。 

(௚の大学等࡛の学修にࡼる༢位のㄆ定) 

第 15条 ๓ 4条の規定にࡾࡼㄆ定することࡁ࡛ࡀる༢位ᩘは，金沢大学国㝿基ᖿ教育㝔総合教育㒊規程第 4

条かࡽ第 7条࡛ࡲの規定にࡾࡼ国㝿基ᖿ教育㝔におい࡚ㄆ定ࢀࡉる共通教育科目の༢位ᩘと合࡚ࡏࢃ 60
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(入学ᚿ㢪ᡭ⥆) 

第 31条 研究生ཪは科目等履修生とし࡚入学をᚿ㢪する⪅は，入学㢪᭩にᡤ定の᳨定ᩱ及び別に定める᭩類

をῧ࡚࠼，ᡤ定のᮇ日࡛ࡲに，学域㛗に㢪いฟなけࡤࢀなࡽない。 

(研究ᮇ間) 

第 32条 研究生の研究ᮇ間及び科目等履修生の履修ᮇ間は，入学を許ྍࡓࢀࡉ年ᗘෆとする。ࡔࡓし，ᘬࡁ

 。るࡁ࡛ࡀのᮇ間をᘏ㛗することࡑは，学域㛗の許ྍをᚓ࡚⪅ࡓ研究ཪは履修を㢪いฟࡁ⥆

(研究生のᣦᑟ教員等) 

第 33条 研究生には，ࡑの研究㢟目にᛂ࡚ࡌᣦᑟ教員を定める。 

2 研究生は，ᣦᑟ教員のᣦᑟをཷけるほか，ᣦᑟ教員及びᤵ業科目ᢸᙜ教員のᢎㄆをᚓ࡚，ᙜヱ研究に関㐃

の࠶るᤵ業科目を聴講することࡁ࡛ࡀる。 

(㈝⏝㈇ᢸ) 

第 34条 研究生には，研究に要する㈝⏝の୍㒊を㈇ᢸࡏࡉること࠶ࡀる。 

第 35条 この規程に定めるもののほか，研究生，科目等履修生，特別聴講学生に関し必要な事項にࡘい࡚は

別に定める。 

第 8章 教育職員免許 

(ᡤ要資᱁のྲྀᚓ) 

第 36条 教育職員のᡤ要資᱁をྲྀᚓしࡼうとする⪅は，教育職員免許法及び教育職員免許法᪋⾜規則に定め

るᡤ要の༢位を修ᚓしなけࡤࢀなࡽない。 

(免許≧の✀類) 

第 37条 本学域におい࡚ྲྀᚓ࡛ࡁる教育職員の免許≧の✀類は，別⾲第 6のとおࡾとする。 

(教科㸦㡿域㸧に関する専㛛ⓗ事項) 

第 38条 本学域における「教科㸦㡿域㸧に関する専㛛ⓗ事項」の履修方法は，ྛ学類࡛別に定める。 

(教育の基礎ⓗ理ゎに関する科目等及びྛ教科㸦ಖ育ෆᐜ㸧のᣦᑟ法) 

第 39条 「教育の基礎ⓗ理ゎに関する科目」，「㐨ᚨ，総合ⓗな学⩦の᫬間等のᣦᑟ法及び生ᚐᣦᑟ，教育

┦ㄯ等に関する科目」及び「教育ᐇ㊶に関する科目」を࡚ࡏࢃ࠶「教育の基礎ⓗ理ゎに関する科目等」と

࿧⛠し，「教育の基礎ⓗ理ゎに関する科目等」及び「ྛ教科㸦ಖ育ෆᐜ㸧のᣦᑟ法」は，別⾲第 7のとお

 。の履修方法は，ྛ学類࡛別に定めるࡑ。とするࡾ

(大学ࡀ⊂⮬にタ定する科目) 

第 40条 「大学ࡀ⊂⮬にタ定する科目」は，別⾲第 8のとおࡾとする。ࡑの履修方法は，学ᰯ教育学類࡛別

に定める。 

(特別ᨭ᥼教育に関する科目) 

第 41条 特別ᨭ᥼教育に関する科目は，別⾲第 9のとおࡾとする。ࡑの履修方法は，学ᰯ教育学類࡛別に定

める。 

 

  

第 5章 再入学，転入学及び編入学 

(再入学) 

第 23条 学則第 46条第 1項第 1号に規定する⪅ࡀ，本学域࡬再入学をᚿ㢪するとࡁは，㑅考のୖ，教育研

究会㆟の㆟を経࡚許ྍする。 

2 再入学のฟ㢪資᱁及び㑅考方法等にࡘい࡚は，必要にᛂྛ࡚ࡌ学類࡛別に定める。 

(転入学) 

第 24条 学則第 46条第 1項第 2号に規定する⪅ࡀ，本学域࡬転入学をᚿ㢪するとࡁは，㑅考のୖ，教育研

究会㆟の㆟を経࡚許ྍする。 

2 転入学のฟ㢪資᱁及び㑅考方法等にࡘい࡚は，必要にᛂྛ࡚ࡌ学類࡛別に定める。 

(編入学) 

第 25条 学則第 46条第 1項の第 3号かࡽ第 7号࡛ࡲに規定する⪅ࡀ，本学域࡬編入学をᚿ㢪するとࡁは，

㑅考のୖ，教育研究会㆟の㆟を経࡚許ྍする。 

2 編入学のฟ㢪ᡭ⥆，㑅考方法等にࡘい࡚は，必要にᛂྛ࡚ࡌ学類࡛別に定める。 

3 編入学の᫬ᮇは，ཎ則とし࡚第 3学年のጞめとする。 

第 6章 転学類及び転コース 

(転学類) 

第 26条 転学類(௚学域にᡤᒓする学生ࡀ，本学域のྛ学類に転学類するሙ合をྵࡴ)をᚿ㢪する⪅࠶ࡀると

 。は，㑅考のୖ，教育研究会㆟の㆟を経࡚許ྍするࡁ

2 転学類のฟ㢪資᱁及び㑅考方法等にࡘい࡚は，ྛ学類࡛別に定める。 

3 転学類の᫬ᮇは，ཎ則とし࡚第 2学年のጞめとする。 

4 転学類をしࡓ学生にࡘい࡚は，ᙜヱ転学類ඛの年次の学生に㐺⏝する本規程ࡑの௚関係規定を㐺⏝する。 

(転コース) 

第 27条 転コースをᚿ㢪する⪅࠶ࡀるとࡁは，学類㛗に㢪いฟ࡚，許ྍをᚓなけࡤࢀなࡽない。 

2 転コースの㑅考方法等にࡘい࡚は，ྛ学類࡛別に定める。 

第 7章 研究生，科目等履修生，特別聴講学生 

(㑅考方法等) 

第 28条 本学域の研究生ཪは科目等履修生とし࡚入学をᚿ㢪する⪅࠶ࡀるとࡁは，㑅考のୖ，教育研究会㆟

の㆟を経࡚許ྍすること࠶ࡀる。 

2 本学域の特別聴講学生とし࡚入学をᕼᮃする⪅࠶ࡀるとࡁは，教育研究会㆟の㆟を経࡚許ྍする。 

(入学᫬ᮇ) 

第 29条 研究生，科目等履修生及び特別聴講学生の入学᫬ᮇは，学ᮇのጞめとする。ࡔࡓし，特別な事᝟ࡀ

 。はない࡛ࡾるሙ合は，この㝈ࢀࡉるとุ᩿࠶

(入学資᱁) 

第 30条 研究生とし࡚入学することの࡛ࡁる⪅は，大学を卒業しࡓ⪅ཪは教育研究会㆟におい࡚こࢀとྠ等

以ୖの学ຊ࠶ࡀるとㄆめࡓ⪅とする。 

2 科目等履修生とし࡚入学することの࡛ࡁる⪅は，教育研究会㆟ࡀ㐺ᙜとㄆめࡓ⪅とする。 
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(入学ᚿ㢪ᡭ⥆) 

第 31条 研究生ཪは科目等履修生とし࡚入学をᚿ㢪する⪅は，入学㢪᭩にᡤ定の᳨定ᩱ及び別に定める᭩類

をῧ࡚࠼，ᡤ定のᮇ日࡛ࡲに，学域㛗に㢪いฟなけࡤࢀなࡽない。 

(研究ᮇ間) 

第 32条 研究生の研究ᮇ間及び科目等履修生の履修ᮇ間は，入学を許ྍࡓࢀࡉ年ᗘෆとする。ࡔࡓし，ᘬࡁ

 。るࡁ࡛ࡀのᮇ間をᘏ㛗することࡑは，学域㛗の許ྍをᚓ࡚⪅ࡓ研究ཪは履修を㢪いฟࡁ⥆

(研究生のᣦᑟ教員等) 

第 33条 研究生には，ࡑの研究㢟目にᛂ࡚ࡌᣦᑟ教員を定める。 

2 研究生は，ᣦᑟ教員のᣦᑟをཷけるほか，ᣦᑟ教員及びᤵ業科目ᢸᙜ教員のᢎㄆをᚓ࡚，ᙜヱ研究に関㐃

の࠶るᤵ業科目を聴講することࡁ࡛ࡀる。 

(㈝⏝㈇ᢸ) 

第 34条 研究生には，研究に要する㈝⏝の୍㒊を㈇ᢸࡏࡉること࠶ࡀる。 

第 35条 この規程に定めるもののほか，研究生，科目等履修生，特別聴講学生に関し必要な事項にࡘい࡚は

別に定める。 

第 8章 教育職員免許 

(ᡤ要資᱁のྲྀᚓ) 

第 36条 教育職員のᡤ要資᱁をྲྀᚓしࡼうとする⪅は，教育職員免許法及び教育職員免許法᪋⾜規則に定め

るᡤ要の༢位を修ᚓしなけࡤࢀなࡽない。 

(免許≧の✀類) 

第 37条 本学域におい࡚ྲྀᚓ࡛ࡁる教育職員の免許≧の✀類は，別⾲第 6のとおࡾとする。 

(教科㸦㡿域㸧に関する専㛛ⓗ事項) 

第 38条 本学域における「教科㸦㡿域㸧に関する専㛛ⓗ事項」の履修方法は，ྛ学類࡛別に定める。 

(教育の基礎ⓗ理ゎに関する科目等及びྛ教科㸦ಖ育ෆᐜ㸧のᣦᑟ法) 

第 39条 「教育の基礎ⓗ理ゎに関する科目」，「㐨ᚨ，総合ⓗな学⩦の᫬間等のᣦᑟ法及び生ᚐᣦᑟ，教育

┦ㄯ等に関する科目」及び「教育ᐇ㊶に関する科目」を࡚ࡏࢃ࠶「教育の基礎ⓗ理ゎに関する科目等」と

࿧⛠し，「教育の基礎ⓗ理ゎに関する科目等」及び「ྛ教科㸦ಖ育ෆᐜ㸧のᣦᑟ法」は，別⾲第 7のとお

 。の履修方法は，ྛ学類࡛別に定めるࡑ。とするࡾ

(大学ࡀ⊂⮬にタ定する科目) 

第 40条 「大学ࡀ⊂⮬にタ定する科目」は，別⾲第 8のとおࡾとする。ࡑの履修方法は，学ᰯ教育学類࡛別

に定める。 

(特別ᨭ᥼教育に関する科目) 

第 41条 特別ᨭ᥼教育に関する科目は，別⾲第 9のとおࡾとする。ࡑの履修方法は，学ᰯ教育学類࡛別に定

める。 

 

  

第 5章 再入学，転入学及び編入学 

(再入学) 

第 23条 学則第 46条第 1項第 1号に規定する⪅ࡀ，本学域࡬再入学をᚿ㢪するとࡁは，㑅考のୖ，教育研

究会㆟の㆟を経࡚許ྍする。 

2 再入学のฟ㢪資᱁及び㑅考方法等にࡘい࡚は，必要にᛂྛ࡚ࡌ学類࡛別に定める。 

(転入学) 

第 24条 学則第 46条第 1項第 2号に規定する⪅ࡀ，本学域࡬転入学をᚿ㢪するとࡁは，㑅考のୖ，教育研

究会㆟の㆟を経࡚許ྍする。 

2 転入学のฟ㢪資᱁及び㑅考方法等にࡘい࡚は，必要にᛂྛ࡚ࡌ学類࡛別に定める。 

(編入学) 

第 25条 学則第 46条第 1項の第 3号かࡽ第 7号࡛ࡲに規定する⪅ࡀ，本学域࡬編入学をᚿ㢪するとࡁは，

㑅考のୖ，教育研究会㆟の㆟を経࡚許ྍする。 

2 編入学のฟ㢪ᡭ⥆，㑅考方法等にࡘい࡚は，必要にᛂྛ࡚ࡌ学類࡛別に定める。 

3 編入学の᫬ᮇは，ཎ則とし࡚第 3学年のጞめとする。 

第 6章 転学類及び転コース 

(転学類) 

第 26条 転学類(௚学域にᡤᒓする学生ࡀ，本学域のྛ学類に転学類するሙ合をྵࡴ)をᚿ㢪する⪅࠶ࡀると

 。は，㑅考のୖ，教育研究会㆟の㆟を経࡚許ྍするࡁ

2 転学類のฟ㢪資᱁及び㑅考方法等にࡘい࡚は，ྛ学類࡛別に定める。 

3 転学類の᫬ᮇは，ཎ則とし࡚第 2学年のጞめとする。 

4 転学類をしࡓ学生にࡘい࡚は，ᙜヱ転学類ඛの年次の学生に㐺⏝する本規程ࡑの௚関係規定を㐺⏝する。 

(転コース) 

第 27条 転コースをᚿ㢪する⪅࠶ࡀるとࡁは，学類㛗に㢪いฟ࡚，許ྍをᚓなけࡤࢀなࡽない。 

2 転コースの㑅考方法等にࡘい࡚は，ྛ学類࡛別に定める。 

第 7章 研究生，科目等履修生，特別聴講学生 

(㑅考方法等) 

第 28条 本学域の研究生ཪは科目等履修生とし࡚入学をᚿ㢪する⪅࠶ࡀるとࡁは，㑅考のୖ，教育研究会㆟

の㆟を経࡚許ྍすること࠶ࡀる。 

2 本学域の特別聴講学生とし࡚入学をᕼᮃする⪅࠶ࡀるとࡁは，教育研究会㆟の㆟を経࡚許ྍする。 

(入学᫬ᮇ) 

第 29条 研究生，科目等履修生及び特別聴講学生の入学᫬ᮇは，学ᮇのጞめとする。ࡔࡓし，特別な事᝟ࡀ

 。はない࡛ࡾるሙ合は，この㝈ࢀࡉるとุ᩿࠶

(入学資᱁) 

第 30条 研究生とし࡚入学することの࡛ࡁる⪅は，大学を卒業しࡓ⪅ཪは教育研究会㆟におい࡚こࢀとྠ等

以ୖの学ຊ࠶ࡀるとㄆめࡓ⪅とする。 

2 科目等履修生とし࡚入学することの࡛ࡁる⪅は，教育研究会㆟ࡀ㐺ᙜとㄆめࡓ⪅とする。 
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附 則 

1 この規程は，平成 25年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 平成 25年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は，なおᚑ๓の౛にࡼる。 

し，別⾲第ࡔࡓ 4の国㝿学類(学類␒号 06)における，「ⱥ語コミࣗࢣࢽーࣙࢩン I(語学研修)」「ⱥ語

コミࣗࢣࢽーࣙࢩン II(語学研修)」「国㝿ᶵᵓㄽ E」「国㝿関係ㄽ E」「ẚ㍑文化ㄽ」「ᾏእ日本語教育

ᐇ⩦」「ⱥ文法教ᤵ法」「米ⱥ研究 III」「国㝿政἞史(すὒ)E」「米ⱥ政἞・እ஺ㄽ」「ロ࢔ࢩ語コミࣗ

ンࣙࢩーࢣࢽ IA」「ロ࢔ࢩ語コミࣗࢣࢽーࣙࢩン IB」「ロ࢔ࢩ語コミࣗࢣࢽーࣙࢩン IIA」「ロ࢔ࢩ語コ

ミࣗࢣࢽーࣙࢩン IIB」「ロ࢔ࢩ語コミࣗࢣࢽーࣙࢩン III」「ロ࢔ࢩ語コミࣗࢣࢽーࣙࢩン IV」「␗文

化య験ᐇ⩦ I(࢜ーストラࣜ࢔)」「␗文化య験ᐇ⩦ II(࢜ーストラࣜ࢔)」にࡘい࡚は，平成 25年 3月 31

日にᅾ学する⪅にࡘい࡚も㐺⏝する。 

附 則 

1 この規程は，平成 26年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 平成 26年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は，なおᚑ๓の౛にࡼる。ࡔࡓし，別⾲第 3の学域共通科目に

おける「現代の㈋ᅔၥ㢟と公ⓗᢇຓ」「⤫ィ学」「ᆅ域๰㐀学」「␗文化理ゎ」，ᨵṇᚋの第 6条の 2及

び別⾲第 4の国㝿学類(学類␒号 06)における「ẚ㍑文化ㄽ B」は，平成 26年 3月 31日にᅾ学する⪅にも

㐺⏝する。 

附 則 

1 この規程は，平成 27年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 平成 27年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は，なおᚑ๓の౛にࡼる。ࡔࡓし，別⾲第 4の国㝿学類㸦学類

␒号 06㸧における，「国㝿㈠᫆ㄽ E」，「日本の人ཱྀ学㹃」，「ࣚーロࣃࢵ研究特ㄽ㹃」，「ࣚーロࣃࢵ

文化学・プロジ࢙クト研究Ϩ㸦ス࢖࣌ン㸧」「ࣚーロࣃࢵ文化学・プロジ࢙クト研究ϩ㸦࣏ルト࢞ル㸧」

「␗文化య験ᐇ⩦Ϩ㸦ࣗࢽージーランࢻ㸧」及び「␗文化య験ᐇ⩦ϩ㸦ࣗࢽージーランࢻ㸧」୪びに別⾲

第 10のᨵṇ規定にࡘい࡚は，平成 27年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚も㐺⏝する。 

附 則 

1 この規程は，平成 28年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 平成 28年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は，なおᚑ๓の౛にࡼる。ࡔࡓし，ᨵṇᚋの第 6条の 2及び別

⾲第 4の国㝿学類㸦学類␒号 06㸧における，「㡑国・໭ᮅ㩭研究 1」，「㡑国・໭ᮅ㩭研究 2」，「ᮾ࢔

ジ࢔社会と教育 A1」，「ᮾ࢔ジ࢔社会と教育 A2」，「ᮾ࢔ジ࢔社会と教育 B1」，「ᮾ࢔ジ࢔社会と教育 B

2」，「国㝿経済学 1E」，「国㝿経済学 2E」，「国㝿㛤Ⓨㄽ 1」，「国㝿㛤Ⓨㄽ 2」，「国㝿㛤Ⓨㄽ 1

E」，「国㝿㛤Ⓨㄽ 2E」，「ⱥ語ᅪ文化ㄽ 1E」，「ⱥ語ᅪ文化ㄽ 2E」，「␗文化య験ᐇ⩦Ϩ㸦ᾏእ㸧」に

い࡚は，平成ࡘ 28年 3月 31日にᅾ学する⪅にも㐺⏝する。 

 

第 9章 副専攻 

(副専攻) 

第 42条 副専攻に関し必要な事項にࡘい࡚は別に定める。 

附 則 

この規程は，平成 20年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

附 則 

この規程は，平成 21年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

附 則 

1 この規程は，平成 22年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 平成 22年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は，なおᚑ๓の౛にࡼる。ࡔࡓし，別⾲第 3の専㛛基礎科目に

おける「ㄆ▱科学ᴫㄽ」及び別⾲第 4の国㝿学類専㛛科目における「␗文化言語⟶理₇⩦ I，II」，「米

ⱥ文学₇⩦」，「ྠ᫬通ヂ入㛛」，「ス࢖࣌ン語コミࣗࢣࢽーࣙࢩン IIIA，IIIB，IVA，IVB」，「␗文化

య験ᐇ⩦ I(中国)」は，平成 22年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚も㐺⏝する。 

附 則 

1 この規程は，平成 23年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 平成 23年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は，なおᚑ๓の౛にࡼる。ࡔࡓし，別⾲第 4の国㝿学類(学類

␒号 06)における，専㛛基礎科目「日本文化య験 A」，「日本文化య験 B」及び学類共通科目「␗文化య験

ᐇ⩦ I(ࣜࢠ࢖ス)」にࡘい࡚は，平成 23年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚も㐺⏝する。 

附 則 

この規程は，平成 23年 5月 27日かࡽ᪋⾜し，平成 23年 5月 1日かࡽ㐺⏝する。 

附 則 

1 この規程は平成 24年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 平成 24年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は，なおᚑ๓の౛にࡼる。 

し，別⾲第ࡔࡓ 3の学域共通科目のうࡕ，「ㄽ理学かࡽぢるୡ⏺ ̿ᙧᘧㄽ理学のึṌのึṌ̿」及び

別⾲第 4の国㝿学類(学類␒号 06)における，「国㝿学特ㄽ」「国㝿ᶵᵓㄽ」「日本史ᴫㄝ E」「ከ文化୺

⩏ㄽ E」「現代中国ㄽ E」「ᆅ⌫⎔ቃㄽ E」「国㝿法ᴫㄽ」「国㝿政἞史(ᮾὒ)E」「日本ᛮ᝿史」「日本

史特ㄽ」「࢔メࣜ࢝ᆅ域文化ㄽ E」「ࣜࢠ࢖スᆅ域文化ㄽ E」にࡘい࡚は，平成 24年 3月 31日にᅾ学する

⪅にࡘい࡚も㐺⏝する。  

- 92 - - 93 -



附 則 

1 この規程は，平成 25年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 平成 25年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は，なおᚑ๓の౛にࡼる。 

し，別⾲第ࡔࡓ 4の国㝿学類(学類␒号 06)における，「ⱥ語コミࣗࢣࢽーࣙࢩン I(語学研修)」「ⱥ語

コミࣗࢣࢽーࣙࢩン II(語学研修)」「国㝿ᶵᵓㄽ E」「国㝿関係ㄽ E」「ẚ㍑文化ㄽ」「ᾏእ日本語教育

ᐇ⩦」「ⱥ文法教ᤵ法」「米ⱥ研究 III」「国㝿政἞史(すὒ)E」「米ⱥ政἞・እ஺ㄽ」「ロ࢔ࢩ語コミࣗ

ンࣙࢩーࢣࢽ IA」「ロ࢔ࢩ語コミࣗࢣࢽーࣙࢩン IB」「ロ࢔ࢩ語コミࣗࢣࢽーࣙࢩン IIA」「ロ࢔ࢩ語コ

ミࣗࢣࢽーࣙࢩン IIB」「ロ࢔ࢩ語コミࣗࢣࢽーࣙࢩン III」「ロ࢔ࢩ語コミࣗࢣࢽーࣙࢩン IV」「␗文

化య験ᐇ⩦ I(࢜ーストラࣜ࢔)」「␗文化య験ᐇ⩦ II(࢜ーストラࣜ࢔)」にࡘい࡚は，平成 25年 3月 31

日にᅾ学する⪅にࡘい࡚も㐺⏝する。 

附 則 

1 この規程は，平成 26年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 平成 26年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は，なおᚑ๓の౛にࡼる。ࡔࡓし，別⾲第 3の学域共通科目に

おける「現代の㈋ᅔၥ㢟と公ⓗᢇຓ」「⤫ィ学」「ᆅ域๰㐀学」「␗文化理ゎ」，ᨵṇᚋの第 6条の 2及

び別⾲第 4の国㝿学類(学類␒号 06)における「ẚ㍑文化ㄽ B」は，平成 26年 3月 31日にᅾ学する⪅にも

㐺⏝する。 

附 則 

1 この規程は，平成 27年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 平成 27年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は，なおᚑ๓の౛にࡼる。ࡔࡓし，別⾲第 4の国㝿学類㸦学類

␒号 06㸧における，「国㝿㈠᫆ㄽ E」，「日本の人ཱྀ学㹃」，「ࣚーロࣃࢵ研究特ㄽ㹃」，「ࣚーロࣃࢵ

文化学・プロジ࢙クト研究Ϩ㸦ス࢖࣌ン㸧」「ࣚーロࣃࢵ文化学・プロジ࢙クト研究ϩ㸦࣏ルト࢞ル㸧」

「␗文化య験ᐇ⩦Ϩ㸦ࣗࢽージーランࢻ㸧」及び「␗文化య験ᐇ⩦ϩ㸦ࣗࢽージーランࢻ㸧」୪びに別⾲

第 10のᨵṇ規定にࡘい࡚は，平成 27年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚も㐺⏝する。 

附 則 

1 この規程は，平成 28年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 平成 28年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は，なおᚑ๓の౛にࡼる。ࡔࡓし，ᨵṇᚋの第 6条の 2及び別

⾲第 4の国㝿学類㸦学類␒号 06㸧における，「㡑国・໭ᮅ㩭研究 1」，「㡑国・໭ᮅ㩭研究 2」，「ᮾ࢔

ジ࢔社会と教育 A1」，「ᮾ࢔ジ࢔社会と教育 A2」，「ᮾ࢔ジ࢔社会と教育 B1」，「ᮾ࢔ジ࢔社会と教育 B

2」，「国㝿経済学 1E」，「国㝿経済学 2E」，「国㝿㛤Ⓨㄽ 1」，「国㝿㛤Ⓨㄽ 2」，「国㝿㛤Ⓨㄽ 1

E」，「国㝿㛤Ⓨㄽ 2E」，「ⱥ語ᅪ文化ㄽ 1E」，「ⱥ語ᅪ文化ㄽ 2E」，「␗文化య験ᐇ⩦Ϩ㸦ᾏእ㸧」に

い࡚は，平成ࡘ 28年 3月 31日にᅾ学する⪅にも㐺⏝する。 

 

第 9章 副専攻 

(副専攻) 

第 42条 副専攻に関し必要な事項にࡘい࡚は別に定める。 

附 則 

この規程は，平成 20年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

附 則 

この規程は，平成 21年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

附 則 

1 この規程は，平成 22年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 平成 22年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は，なおᚑ๓の౛にࡼる。ࡔࡓし，別⾲第 3の専㛛基礎科目に

おける「ㄆ▱科学ᴫㄽ」及び別⾲第 4の国㝿学類専㛛科目における「␗文化言語⟶理₇⩦ I，II」，「米

ⱥ文学₇⩦」，「ྠ᫬通ヂ入㛛」，「ス࢖࣌ン語コミࣗࢣࢽーࣙࢩン IIIA，IIIB，IVA，IVB」，「␗文化

య験ᐇ⩦ I(中国)」は，平成 22年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚も㐺⏝する。 

附 則 

1 この規程は，平成 23年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 平成 23年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は，なおᚑ๓の౛にࡼる。ࡔࡓし，別⾲第 4の国㝿学類(学類

␒号 06)における，専㛛基礎科目「日本文化య験 A」，「日本文化య験 B」及び学類共通科目「␗文化య験

ᐇ⩦ I(ࣜࢠ࢖ス)」にࡘい࡚は，平成 23年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚も㐺⏝する。 

附 則 

この規程は，平成 23年 5月 27日かࡽ᪋⾜し，平成 23年 5月 1日かࡽ㐺⏝する。 

附 則 

1 この規程は平成 24年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 平成 24年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は，なおᚑ๓の౛にࡼる。 

し，別⾲第ࡔࡓ 3の学域共通科目のうࡕ，「ㄽ理学かࡽぢるୡ⏺ ̿ᙧᘧㄽ理学のึṌのึṌ̿」及び

別⾲第 4の国㝿学類(学類␒号 06)における，「国㝿学特ㄽ」「国㝿ᶵᵓㄽ」「日本史ᴫㄝ E」「ከ文化୺

⩏ㄽ E」「現代中国ㄽ E」「ᆅ⌫⎔ቃㄽ E」「国㝿法ᴫㄽ」「国㝿政἞史(ᮾὒ)E」「日本ᛮ᝿史」「日本

史特ㄽ」「࢔メࣜ࢝ᆅ域文化ㄽ E」「ࣜࢠ࢖スᆅ域文化ㄽ E」にࡘい࡚は，平成 24年 3月 31日にᅾ学する

⪅にࡘい࡚も㐺⏝する。  
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附 則 

この規程は，平成 28年 10月 1日かࡽ᪋⾜する。 

附 則 

1 この規程は，平成 29年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 ᨵṇᚋの別⾲第 4の国㝿学類㸦学類␒号 06㸧における「国㝿公共経済ㄽ㸿1」，「国㝿公共経済ㄽ㸿2」，

「国㝿コミࣗࢣࢽーࣙࢩンㄽ 1」，「国㝿コミࣗࢣࢽーࣙࢩンㄽ 2」，「国㝿金⼥ㄽ㸿1」，「国㝿金⼥ㄽ

㸿2」，「日本語教育  評価法 1」，「㡑国・໭ᮅ㩭ẚ㍑研究 1」，「㡑国・໭ᮅ㩭ẚ㍑研究 2」， 「ⱥ

語ᅪ文化ㄽ 1」，「ⱥ語ᅪ文化ㄽ 2」，「すὒ経済史㹀」にࡘい࡚は，平成 28年ᗘ入学生にのࡳ㐺⏝す

る。 

3 ๓項の規定のほか，平成 29年 3月 31日にᅾ⡠する⪅にࡘい࡚は，ᨵṇᚋの別⾲第 4の国㝿学類㸦学類␒

号 06㸧における「ᮾ࢔ジ࢔社会と教育㸿1㸦52245㸧」， 「ᮾ࢔ジ࢔社会と教育㸿2㸦52745㸧」，「ᮾ࢔

ジ࢔社会と教育㹀1㸦52246㸧」，「ᮾ࢔ジ࢔社会と教育㹀2㸦52746)」，「␗文化య験ᐇ⩦Ϩ㸦࢔メࣜ

し， ᨵṇᚋの別⾲第ࡔࡓ。るࡼなおᚑ๓の౛に，ࡁを㝖「㸧࢝メࣜ࢔文化య験ᐇ⩦ϩ㸦␗」，「㸧࢝ 3-

1の学域 GS科目のうࡕ GS科目Ⓨᒎ⣔科目⩌，別⾲第 4の国㝿学類㸦学類␒号 06㸧における「࢝ࣜࣇ࢔ᴫ

ㄝ ᴫㄝ࢝ࣜࣇ࢔」，「1 2」， 「日本文化య験㸿㸦16238㸧」，「日本文化య験㹀㸦16239㸧」， 「現代

中国ㄽ㸿1」，「現代中国ㄽ㸿2」，「現代中国ㄽ㹀1」，「現代中国ㄽ㹀2」， 「現代中国ㄽ 1㹃」，

「現代中国ㄽ 2㹃」，「国㝿社会研究₇⩦㸿1」，「国㝿社会研究₇⩦㸿2」，「国㝿社会研究₇⩦㸿3」，

「国㝿社会研究₇⩦㸿4」，「国㝿社会研究₇⩦㹀1」，「国㝿社会研究₇⩦㹀2」，「国㝿社会研究₇⩦

㹀3」，「国㝿社会研究₇⩦㹀4」，「日本語教育ᐇ⩦㸿㸦㸯༢位㸧」，「日本語教育ᐇ⩦㹀 㸦㸯༢

位㸧」，「日本史特ㄽ 1」，「日本史特ㄽ 2」，「ᾏእ日本語教育ᐇ⩦」，日本研究₇⩦㸿1」，「日本研

究₇⩦㸿2」，「日本研究₇⩦㸿3」，「日本研究₇⩦㸿4」，「日本研究₇⩦㹀1」，「日本研究₇⩦㹀

2」，「日本研究₇⩦㹀3」，「日本研究₇⩦㹀4」，「中国の文化と社会 1㹃㸦52244㸧」，「中国の文化

と社会 2㹃 㸦52744㸧」，「ᮅ㩭語コミࣗࢣࢽーࣙࢩンϬa」，「ᮅ㩭語コミࣗࢣࢽーࣙࢩンϬb」，「ᮅ

㩭語コミࣗࢣࢽーࣙࢩンϭa」，「ᮅ㩭語コミࣗࢣࢽーࣙࢩンϭb」，「࢔ジ࢔研究₇⩦㸿1」，「࢔ジ࢔

研究₇⩦㸿2」，「࢔ジ࢔研究₇⩦㸿3」，「࢔ジ࢔研究₇⩦㸿4」，「࢔ジ࢔研究₇⩦㹀1」，「࢔ジ࢔研

究₇⩦㹀2」，「࢔ジ࢔研究₇⩦㹀3」，「࢔ジ࢔研究₇⩦㹀4」，「Business Communication㸦52357)」，

「米ⱥ研究₇⩦㸿1」，「米ⱥ研究₇⩦㸿2」，「米ⱥ研究₇⩦㸿3」，米ⱥ研究₇⩦㸿4」，「米ⱥ研究₇

⩦㹀1」，「米ⱥ研究₇⩦㹀2」，「米ⱥ研究₇⩦㹀3」，「米ⱥ研究₇⩦㹀4」，「⨾⾡史 1㹃㸦5241

0㸧」，「⨾⾡史 2㹃㸦52910㸧」,「ࣚーロࣃࢵ研究特ㄽ 3㹃」，「ࣚーロࣃࢵ研究特ㄽ 4㹃」，「ࣚーロ

⩦研究₇ࣃࢵーロࣚ」，「研究₇⩦㸿3ࣃࢵーロࣚ」，「研究₇⩦㸿2ࣃࢵーロࣚ」，「研究₇⩦㸿1ࣃࢵ

㸿4」，「ࣚーロࣃࢵ研究₇⩦㹀1」，「ࣚーロࣃࢵ研究₇⩦㹀2」，「ࣚーロࣃࢵ研究₇⩦㹀3」，「ࣚー

ロࣃࢵ研究₇⩦㹀4」，「社会学」にࡘい࡚は，平成 28年ᗘ入学生かࡽ㐺⏝する。 

  

3 ๓項の規定のほか，平成 27年ᗘに入学しࡓ⪅にࡘい࡚は，次の別⾲第 2，別⾲第 4の学ᰯ教育学類㸦学

類␒号 04㸧，別⾲第 7及び別⾲第 8を次のとおࡾᨵṇし࡚，平成 27年 4月 1日かࡽ㐺⏝し࡛ୖࡓ，なお

ᚑ๓の౛にࡼる。 

別⾲第 2 㸦別⣬ཧ↷㸧 

別⾲第 4 㸦別⣬ཧ↷㸧 

別⾲第 7 㸦別⣬ཧ↷㸧 

別⾲第 8 㸦␎㸧 
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附 則 

この規程は，平成 28年 10月 1日かࡽ᪋⾜する。 

附 則 

1 この規程は，平成 29年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 ᨵṇᚋの別⾲第 4の国㝿学類㸦学類␒号 06㸧における「国㝿公共経済ㄽ㸿1」，「国㝿公共経済ㄽ㸿2」，

「国㝿コミࣗࢣࢽーࣙࢩンㄽ 1」，「国㝿コミࣗࢣࢽーࣙࢩンㄽ 2」，「国㝿金⼥ㄽ㸿1」，「国㝿金⼥ㄽ

㸿2」，「日本語教育  評価法 1」，「㡑国・໭ᮅ㩭ẚ㍑研究 1」，「㡑国・໭ᮅ㩭ẚ㍑研究 2」， 「ⱥ

語ᅪ文化ㄽ 1」，「ⱥ語ᅪ文化ㄽ 2」，「すὒ経済史㹀」にࡘい࡚は，平成 28年ᗘ入学生にのࡳ㐺⏝す

る。 

3 ๓項の規定のほか，平成 29年 3月 31日にᅾ⡠する⪅にࡘい࡚は，ᨵṇᚋの別⾲第 4の国㝿学類㸦学類␒

号 06㸧における「ᮾ࢔ジ࢔社会と教育㸿1㸦52245㸧」， 「ᮾ࢔ジ࢔社会と教育㸿2㸦52745㸧」，「ᮾ࢔

ジ࢔社会と教育㹀1㸦52246㸧」，「ᮾ࢔ジ࢔社会と教育㹀2㸦52746)」，「␗文化య験ᐇ⩦Ϩ㸦࢔メࣜ

し， ᨵṇᚋの別⾲第ࡔࡓ。るࡼなおᚑ๓の౛に，ࡁを㝖「㸧࢝メࣜ࢔文化య験ᐇ⩦ϩ㸦␗」，「㸧࢝ 3-

1の学域 GS科目のうࡕ GS科目Ⓨᒎ⣔科目⩌，別⾲第 4の国㝿学類㸦学類␒号 06㸧における「࢝ࣜࣇ࢔ᴫ

ㄝ ᴫㄝ࢝ࣜࣇ࢔」，「1 2」， 「日本文化య験㸿㸦16238㸧」，「日本文化య験㹀㸦16239㸧」， 「現代

中国ㄽ㸿1」，「現代中国ㄽ㸿2」，「現代中国ㄽ㹀1」，「現代中国ㄽ㹀2」， 「現代中国ㄽ 1㹃」，

「現代中国ㄽ 2㹃」，「国㝿社会研究₇⩦㸿1」，「国㝿社会研究₇⩦㸿2」，「国㝿社会研究₇⩦㸿3」，

「国㝿社会研究₇⩦㸿4」，「国㝿社会研究₇⩦㹀1」，「国㝿社会研究₇⩦㹀2」，「国㝿社会研究₇⩦

㹀3」，「国㝿社会研究₇⩦㹀4」，「日本語教育ᐇ⩦㸿㸦㸯༢位㸧」，「日本語教育ᐇ⩦㹀 㸦㸯༢

位㸧」，「日本史特ㄽ 1」，「日本史特ㄽ 2」，「ᾏእ日本語教育ᐇ⩦」，日本研究₇⩦㸿1」，「日本研

究₇⩦㸿2」，「日本研究₇⩦㸿3」，「日本研究₇⩦㸿4」，「日本研究₇⩦㹀1」，「日本研究₇⩦㹀

2」，「日本研究₇⩦㹀3」，「日本研究₇⩦㹀4」，「中国の文化と社会 1㹃㸦52244㸧」，「中国の文化

と社会 2㹃 㸦52744㸧」，「ᮅ㩭語コミࣗࢣࢽーࣙࢩンϬa」，「ᮅ㩭語コミࣗࢣࢽーࣙࢩンϬb」，「ᮅ

㩭語コミࣗࢣࢽーࣙࢩンϭa」，「ᮅ㩭語コミࣗࢣࢽーࣙࢩンϭb」，「࢔ジ࢔研究₇⩦㸿1」，「࢔ジ࢔

研究₇⩦㸿2」，「࢔ジ࢔研究₇⩦㸿3」，「࢔ジ࢔研究₇⩦㸿4」，「࢔ジ࢔研究₇⩦㹀1」，「࢔ジ࢔研

究₇⩦㹀2」，「࢔ジ࢔研究₇⩦㹀3」，「࢔ジ࢔研究₇⩦㹀4」，「Business Communication㸦52357)」，

「米ⱥ研究₇⩦㸿1」，「米ⱥ研究₇⩦㸿2」，「米ⱥ研究₇⩦㸿3」，米ⱥ研究₇⩦㸿4」，「米ⱥ研究₇

⩦㹀1」，「米ⱥ研究₇⩦㹀2」，「米ⱥ研究₇⩦㹀3」，「米ⱥ研究₇⩦㹀4」，「⨾⾡史 1㹃㸦5241

0㸧」，「⨾⾡史 2㹃㸦52910㸧」,「ࣚーロࣃࢵ研究特ㄽ 3㹃」，「ࣚーロࣃࢵ研究特ㄽ 4㹃」，「ࣚーロ

⩦研究₇ࣃࢵーロࣚ」，「研究₇⩦㸿3ࣃࢵーロࣚ」，「研究₇⩦㸿2ࣃࢵーロࣚ」，「研究₇⩦㸿1ࣃࢵ

㸿4」，「ࣚーロࣃࢵ研究₇⩦㹀1」，「ࣚーロࣃࢵ研究₇⩦㹀2」，「ࣚーロࣃࢵ研究₇⩦㹀3」，「ࣚー

ロࣃࢵ研究₇⩦㹀4」，「社会学」にࡘい࡚は，平成 28年ᗘ入学生かࡽ㐺⏝する。 

  

3 ๓項の規定のほか，平成 27年ᗘに入学しࡓ⪅にࡘい࡚は，次の別⾲第 2，別⾲第 4の学ᰯ教育学類㸦学

類␒号 04㸧，別⾲第 7及び別⾲第 8を次のとおࡾᨵṇし࡚，平成 27年 4月 1日かࡽ㐺⏝し࡛ୖࡓ，なお

ᚑ๓の౛にࡼる。 

別⾲第 2 㸦別⣬ཧ↷㸧 

別⾲第 4 㸦別⣬ཧ↷㸧 

別⾲第 7 㸦別⣬ཧ↷㸧 

別⾲第 8 㸦␎㸧 
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別⾲第 1(第 4条関係) 学類における人ᮦ㣴成に関する目ⓗࡑの௚教育研究ୖの目ⓗ 

学類 目ⓗ 

人文

学類 

 ᑡ人ᩘにࡼる学生ཧຍᆺのᤵ業科目を学修の中心に置ࡁ，文⊩ㄞゎ，ᐇ験，ㄪᰝ，࢕ࣇール࣡ࢻー

クな࡝を通し࡚⮬Ⓨⓗに課㢟をⓎぢし，ࡑのゎỴ方法を㌟にࡘけ，ᗈ⠊な人間の⾜ື・ᛮ考・๰㐀及

びࡑの⵳✚とし࡚のᛮ᝿・歴史・文化・言語等を῝く理ゎしࡓ，総合ⓗ・学㝿ⓗど㔝をᣢࡘ人ᮦを㣴

成することを目ⓗとする。 

法学

類 

 現ᐇの社会に₯ࡴ法ⓗ・政策ⓗ課㢟にᑐᛂ࡛ࡁる⬟ຊを育成するࡓめのࣗ࢟ࣜ࢝ラムをタ定し，ᑡ

人ᩘ教育のᑟ入に࡚ࡗࡼ，ከᵝなᙧ࡛のウㄽを通し࡚法ᚊ学，政἞学に関する専㛛ⓗな▱㆑を修ᚓす

るࡓめ，現代社会の規⠊とࡑの㐺⏝及び公共ⓗ課㢟࡬のྲྀ⤌ࡳに関する総合ⓗなุ᩿ຊを㌟にࡘける

教育を⾜い，現代社会にᑐし࡚ᖜᗈい関心をᣢࡼࡾࡼ，ࡕい社会ᐇ現のࡓめに法ⓗᛮ考に࡚ࡗࡼၥ㢟

のゎỴ策をᑟࡁฟし，⮬Ⓨⓗかࡘពḧⓗに課㢟Ⓨぢにᣮࡑ，ࡳの᥈ồとゎỴに必要な⬟ຊをഛࡓ࠼人

ᮦを㣴成することを目ⓗとする。 

経済

学類 

 㧗ᗘな᝟ሗฎ理⬟ຊ，ㄪᰝ研究⬟ຊ及び政策ศᯒ・❧᱌⬟ຊを㌟にࡘけるࡓめ，ᑡ人ᩘ࡛のࢮミࢼ

ール，࢕ࣇール࣡ࢻーク及びࢣース・ス࢕ࢹࢱを㔜どしࡓᐇ㊶ⓗな教育を⾜い，現代社会におい࡚ྛ

ᆅ域࡛㉳࡚ࡁいるᵝࠎなၥ㢟を，経済理ㄽと経済政策，経Ⴀ学・᝟ሗ科学及びୡ⏺ྛᆅの経済と社会

のẚ㍑考ᐹという る専ࡁ࡛ࡀ㎿㏿にᑐฎすることࡘなၥ㢟にⓗ☜かࠎ現代のᵝ，࠼ᤊࡽのഃ㠃かࡘ3

㛛ⓗ▱㆑をᣢࡓࡗ人ᮦを㣴成することを目ⓗとする。 

学ᰯ

教育

学類 

 教科等に関する専㛛ⓗな▱㆑ࡸᢏ⬟，ࡽࢀࡑを教ᤵする⬟ຊ，Ꮚ࡝もとコミࣗࢣࢽーࣙࢩンする⬟

ຊ，Ꮚ࡝もの間࡛のウ㆟・ウㄽ及び⮬୺ⓗ・⮬άⓗάືを᥼ຓする⬟ຊを㔜どし，教ᖌとし࡚の౑࿨

ឤ，教育ⓗឡ᝟，教育ほ，Ꮚ࡝もほ及び専㛛ⓗなㅖ⬟ຊを㌟にࡘける教育を⾜い，グローバルなど㔝

に❧࡚ࡗ考࠼なࡽࡀ，ロー࢝ルなಶ別，ලయのၥ㢟ゎỴにྥか࡚ࡗ⾜ືする⩏ົ教育ẁ㝵のㅖ学ᰯの

教ᖌを⤌⧊ⓗ及びィ⏬ⓗに㣴成することを目ⓗとする。 

ᆅ域

๰㐀

学類 

  総合ᛶと専㛛ᛶを୪⾜し࡚修ᚓ࡛ࡁる教育ࣗ࢟ࣜ࢝ラムの中にᑡ人ᩘの₇⩦・ㄪᰝᐇ⩦・య験ᐇ

⩦な࡝をྲྀࡾ入ࢀ，ၥ㢟ゎỴのࡓめのᐇ㊶ⓗなス࢟ルのྥୖを目ᣦす。ᆅ域๰㐀学類࡛学ࡪ 4年間を

通࡚ࡌ，ᆅ域の⮬↛ⓗ・文化ⓗ資源，ఏ⤫，人ᮦ，資金，社会関係な࡝を専㛛ⓗにศᯒᢕᥱし，⮬἞

をάかしࡓᆅ域ᅛ᭷のス࢖ࢱル࡛，ఫẸの೺ᗣ・⚟♴・⎔ቃ・⏘業・文化・ほගをⓎᒎࡏࡉるととも

に，᪂ࡓな価್๰ฟに࡚ࡗࡼᆅ域を再生しάᛶ化するࡓめ，㉁の㧗いಶᛶ࠶るᆅ域をィ⏬・タィ・政

策❧᱌する⬟ຊをᣢࡓࡗ人ᮦを㣴成することを目ⓗとする。 

国㝿

学類 

 国㝿社会と日本社会に関する基礎▱㆑を修ᚓし，ㅖᆅ域のᐇែを㋃ࡓ࠼ࡲ国㝿関係のマクロⓗ理ゎ

及びಶࠎのᆅ域に関するᐇ㊶ⓗ▱㆑を修ᚓする専㛛教育をᒎ㛤する。௙事࡛౑࠼るⱥ語と日本語教育

のࡓめの日本語をྵྛࡴᆅ域の言語の㧗いࣞ࣋ル࡛の修ᚓを目ᣦす教育を⾜い，21ୡ⣖のグローバル

化ࡀ㐍ࡔࢇ社会の本㉁を理ゎし，␗文化をᣢࡘ௚⪅とのしなࡸかな共生をྍ⬟とする人ᮦを㣴成する

ことを目ⓗとする。 

 

別⾲第 2(第 6条関係) ༢位修ᚓ要௳ 

学類 共通教育科目 
専㛛教育科目 

合ィ 
学域GS科目 学域GS言語科目 専㛛基礎科目 専㛛科目 

人文学類 38༢位以  ୖ 2༢位 2༢位 人文学基┙科目 16༢位以ୖ 66༢位以  ୖ
124༢位以  ୖ

法学類 38༢位以  ୖ 2༢位 2༢位 4༢位以ୖ 82༢位以  ୖ
128༢位以  ୖ

経済学類 38༢位以  ୖ 2༢位 2༢位 4༢位以ୖ 80༢位以  ୖ
126༢位以  ୖ

学ᰯ教育学類 30༢位以  ୖ 2༢位 2༢位 63㹼68༢位以  ୖ 40㹼45༢位以  ୖ
142༢位以  ୖ

ᆅ域๰㐀学類 38༢位以  ୖ 2༢位 2༢位 4༢位以ୖ 78༢位以  ୖ
124༢位以  ୖ

国㝿学類 38༢位以  ୖ 2༢位 2༢位以ୖ 学類共通科目 

20༢位以  ୖ

62༢位以  ୖ
124༢位以  ୖ

附 則 

この規程は，平成 29年 6月 16日かࡽ᪋⾜し，平成 28年ᗘ入学⪅かࡽ㐺⏝する。 

附 則 

1 この規程は，平成 30年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 平成 30年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は，なおᚑ๓の౛にࡼる。 

附 則 

1 この規程は，平成 31年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 平成 31年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は，第 20条第 3項のᨵṇ規定୪びにᨵṇᚋの別⾲第 4の国㝿

学類㸦学類␒号 06㸧における「ᆅ理学ᴫㄽ B」，「ⱥ語学ᴫㄝ E」，「ࣚーロ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ史特Ṧ講⩏

A」，「ࣚーロ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ史特Ṧ講⩏ B」，「ࣚーロ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ史₇⩦ A」，「ࣚーロࣇ࢔・ࣃࢵ

⩦史₇࢝ࣜ B」，「ࣚーロ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ史₇⩦ C」，「ࣚーロ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ史₇⩦ D」，「ࣚーロࢵ

⩦史₇࢝ࣜࣇ࢔・ࣃ E」及び「ࣚーロ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ史₇⩦ F」を㝖ࡁ，なおᚑ๓の౛にࡼる。ࡔࡓし，

第 8条第 2項における「法ᚊᐇົ࢖ンࢱーンࢵࢩプ」に係るᨵṇ規定及びᨵṇᚋの別⾲第 4のᆅ域๰㐀学

類㸦学類␒号 05㸧における「㞠⏝政策ㄽϨ」にࡘい࡚は，平成 30年ᗘ入学生かࡽ，ᨵṇᚋの別⾲第 4の

国㝿学類㸦学類␒号 06㸧における「日本語教ᤵ法 B」及び「日本語教ᤵ法₇⩦㸦教育ᐇ⩦㸧」にࡘい࡚

は，平成 29年ᗘ入学生かࡽ㐺⏝する。

附 則 

1 この規程は,௧࿴ 2年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 ௧࿴ 2年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は,なおᚑ๓の౛にࡼる。ࡔࡓし,ᨵṇᚋの別⾲第 4の法学類

㸦学類␒号 02㸧における「ᾏእ法学特別研究」及び「ᾏእ政἞学特別研究」にࡘい࡚は,௧࿴ 2年 3月 31日

にᅾ学する⪅にࡘい࡚も㐺⏝し,ᨵṇᚋの別⾲第 4のᆅ域๰㐀学類㸦学類␒号 05㸧におけるᆅ域プランࢽン

グコース「஺通ィ⏬」にࡘい࡚は,平成 30年ᗘ入学⪅かࡽ㐺⏝する。 
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別⾲第 1(第 4条関係) 学類における人ᮦ㣴成に関する目ⓗࡑの௚教育研究ୖの目ⓗ 

学類 目ⓗ 

人文

学類 

 ᑡ人ᩘにࡼる学生ཧຍᆺのᤵ業科目を学修の中心に置ࡁ，文⊩ㄞゎ，ᐇ験，ㄪᰝ，࢕ࣇール࣡ࢻー

クな࡝を通し࡚⮬Ⓨⓗに課㢟をⓎぢし，ࡑのゎỴ方法を㌟にࡘけ，ᗈ⠊な人間の⾜ື・ᛮ考・๰㐀及

びࡑの⵳✚とし࡚のᛮ᝿・歴史・文化・言語等を῝く理ゎしࡓ，総合ⓗ・学㝿ⓗど㔝をᣢࡘ人ᮦを㣴

成することを目ⓗとする。 

法学

類 

 現ᐇの社会に₯ࡴ法ⓗ・政策ⓗ課㢟にᑐᛂ࡛ࡁる⬟ຊを育成するࡓめのࣗ࢟ࣜ࢝ラムをタ定し，ᑡ

人ᩘ教育のᑟ入に࡚ࡗࡼ，ከᵝなᙧ࡛のウㄽを通し࡚法ᚊ学，政἞学に関する専㛛ⓗな▱㆑を修ᚓす

るࡓめ，現代社会の規⠊とࡑの㐺⏝及び公共ⓗ課㢟࡬のྲྀ⤌ࡳに関する総合ⓗなุ᩿ຊを㌟にࡘける

教育を⾜い，現代社会にᑐし࡚ᖜᗈい関心をᣢࡼࡾࡼ，ࡕい社会ᐇ現のࡓめに法ⓗᛮ考に࡚ࡗࡼၥ㢟

のゎỴ策をᑟࡁฟし，⮬Ⓨⓗかࡘពḧⓗに課㢟Ⓨぢにᣮࡑ，ࡳの᥈ồとゎỴに必要な⬟ຊをഛࡓ࠼人

ᮦを㣴成することを目ⓗとする。 

経済

学類 

 㧗ᗘな᝟ሗฎ理⬟ຊ，ㄪᰝ研究⬟ຊ及び政策ศᯒ・❧᱌⬟ຊを㌟にࡘけるࡓめ，ᑡ人ᩘ࡛のࢮミࢼ

ール，࢕ࣇール࣡ࢻーク及びࢣース・ス࢕ࢹࢱを㔜どしࡓᐇ㊶ⓗな教育を⾜い，現代社会におい࡚ྛ

ᆅ域࡛㉳࡚ࡁいるᵝࠎなၥ㢟を，経済理ㄽと経済政策，経Ⴀ学・᝟ሗ科学及びୡ⏺ྛᆅの経済と社会

のẚ㍑考ᐹという る専ࡁ࡛ࡀ㎿㏿にᑐฎすることࡘなၥ㢟にⓗ☜かࠎ現代のᵝ，࠼ᤊࡽのഃ㠃かࡘ3

㛛ⓗ▱㆑をᣢࡓࡗ人ᮦを㣴成することを目ⓗとする。 

学ᰯ

教育

学類 

 教科等に関する専㛛ⓗな▱㆑ࡸᢏ⬟，ࡽࢀࡑを教ᤵする⬟ຊ，Ꮚ࡝もとコミࣗࢣࢽーࣙࢩンする⬟

ຊ，Ꮚ࡝もの間࡛のウ㆟・ウㄽ及び⮬୺ⓗ・⮬άⓗάືを᥼ຓする⬟ຊを㔜どし，教ᖌとし࡚の౑࿨

ឤ，教育ⓗឡ᝟，教育ほ，Ꮚ࡝もほ及び専㛛ⓗなㅖ⬟ຊを㌟にࡘける教育を⾜い，グローバルなど㔝

に❧࡚ࡗ考࠼なࡽࡀ，ロー࢝ルなಶ別，ලయのၥ㢟ゎỴにྥか࡚ࡗ⾜ືする⩏ົ教育ẁ㝵のㅖ学ᰯの

教ᖌを⤌⧊ⓗ及びィ⏬ⓗに㣴成することを目ⓗとする。 

ᆅ域

๰㐀

学類 

  総合ᛶと専㛛ᛶを୪⾜し࡚修ᚓ࡛ࡁる教育ࣗ࢟ࣜ࢝ラムの中にᑡ人ᩘの₇⩦・ㄪᰝᐇ⩦・య験ᐇ

⩦な࡝をྲྀࡾ入ࢀ，ၥ㢟ゎỴのࡓめのᐇ㊶ⓗなス࢟ルのྥୖを目ᣦす。ᆅ域๰㐀学類࡛学ࡪ 4年間を

通࡚ࡌ，ᆅ域の⮬↛ⓗ・文化ⓗ資源，ఏ⤫，人ᮦ，資金，社会関係な࡝を専㛛ⓗにศᯒᢕᥱし，⮬἞

をάかしࡓᆅ域ᅛ᭷のス࢖ࢱル࡛，ఫẸの೺ᗣ・⚟♴・⎔ቃ・⏘業・文化・ほගをⓎᒎࡏࡉるととも

に，᪂ࡓな価್๰ฟに࡚ࡗࡼᆅ域を再生しάᛶ化するࡓめ，㉁の㧗いಶᛶ࠶るᆅ域をィ⏬・タィ・政

策❧᱌する⬟ຊをᣢࡓࡗ人ᮦを㣴成することを目ⓗとする。 

国㝿

学類 

 国㝿社会と日本社会に関する基礎▱㆑を修ᚓし，ㅖᆅ域のᐇែを㋃ࡓ࠼ࡲ国㝿関係のマクロⓗ理ゎ

及びಶࠎのᆅ域に関するᐇ㊶ⓗ▱㆑を修ᚓする専㛛教育をᒎ㛤する。௙事࡛౑࠼るⱥ語と日本語教育

のࡓめの日本語をྵྛࡴᆅ域の言語の㧗いࣞ࣋ル࡛の修ᚓを目ᣦす教育を⾜い，21ୡ⣖のグローバル

化ࡀ㐍ࡔࢇ社会の本㉁を理ゎし，␗文化をᣢࡘ௚⪅とのしなࡸかな共生をྍ⬟とする人ᮦを㣴成する

ことを目ⓗとする。 

 

別⾲第 2(第 6条関係) ༢位修ᚓ要௳ 

学類 共通教育科目 
専㛛教育科目 

合ィ 
学域GS科目 学域GS言語科目 専㛛基礎科目 専㛛科目 

人文学類 38༢位以  ୖ 2༢位 2༢位 人文学基┙科目 16༢位以ୖ 66༢位以  ୖ
124༢位以  ୖ

法学類 38༢位以  ୖ 2༢位 2༢位 4༢位以ୖ 82༢位以  ୖ
128༢位以  ୖ

経済学類 38༢位以  ୖ 2༢位 2༢位 4༢位以ୖ 80༢位以  ୖ
126༢位以  ୖ

学ᰯ教育学類 30༢位以  ୖ 2༢位 2༢位 63㹼68༢位以  ୖ 40㹼45༢位以  ୖ
142༢位以  ୖ

ᆅ域๰㐀学類 38༢位以  ୖ 2༢位 2༢位 4༢位以ୖ 78༢位以  ୖ
124༢位以  ୖ

国㝿学類 38༢位以  ୖ 2༢位 2༢位以ୖ 学類共通科目 

20༢位以  ୖ

62༢位以  ୖ
124༢位以  ୖ

附 則 

この規程は，平成 29年 6月 16日かࡽ᪋⾜し，平成 28年ᗘ入学⪅かࡽ㐺⏝する。 

附 則 

1 この規程は，平成 30年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 平成 30年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は，なおᚑ๓の౛にࡼる。 

附 則 

1 この規程は，平成 31年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 平成 31年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は，第 20条第 3項のᨵṇ規定୪びにᨵṇᚋの別⾲第 4の国㝿

学類㸦学類␒号 06㸧における「ᆅ理学ᴫㄽ B」，「ⱥ語学ᴫㄝ E」，「ࣚーロ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ史特Ṧ講⩏

A」，「ࣚーロ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ史特Ṧ講⩏ B」，「ࣚーロ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ史₇⩦ A」，「ࣚーロࣇ࢔・ࣃࢵ

⩦史₇࢝ࣜ B」，「ࣚーロ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ史₇⩦ C」，「ࣚーロ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ史₇⩦ D」，「ࣚーロࢵ

⩦史₇࢝ࣜࣇ࢔・ࣃ E」及び「ࣚーロ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ史₇⩦ F」を㝖ࡁ，なおᚑ๓の౛にࡼる。ࡔࡓし，

第 8条第 2項における「法ᚊᐇົ࢖ンࢱーンࢵࢩプ」に係るᨵṇ規定及びᨵṇᚋの別⾲第 4のᆅ域๰㐀学

類㸦学類␒号 05㸧における「㞠⏝政策ㄽϨ」にࡘい࡚は，平成 30年ᗘ入学生かࡽ，ᨵṇᚋの別⾲第 4の

国㝿学類㸦学類␒号 06㸧における「日本語教ᤵ法 B」及び「日本語教ᤵ法₇⩦㸦教育ᐇ⩦㸧」にࡘい࡚

は，平成 29年ᗘ入学生かࡽ㐺⏝する。 

附 則 

1 この規程は,௧࿴ 2年 4月 1日かࡽ᪋⾜する。 

2 ௧࿴ 2年 3月 31日にᅾ学する⪅にࡘい࡚は,なおᚑ๓の౛にࡼる。ࡔࡓし,ᨵṇᚋの別⾲第 4の法学類

㸦学類␒号 02㸧における「ᾏእ法学特別研究」及び「ᾏእ政἞学特別研究」にࡘい࡚は,௧࿴ 2年 3月 31日

にᅾ学する⪅にࡘい࡚も㐺⏝し,ᨵṇᚋの別⾲第 4のᆅ域๰㐀学類㸦学類␒号 05㸧におけるᆅ域プランࢽン

グコース「஺通ィ⏬」にࡘい࡚は,平成 30年ᗘ入学⪅かࡽ㐺⏝する。 
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【言】
【言】

【言】
【言】
【言】
【言】

【現・人】
【現・人】
【現・人】
【現・人】
【現・人】
【現・人】
【現・人】
【現・人】
【現・人】
【現・人】
【現・人】
【言】
【言】
【言】
【言】
【言】
【言】

人
文
学
基
盤
科
目

別⾲第 3-1(第 6条関係) 学域 GS科目༢位㓄ᙜ⾲ 

 

別⾲第 3-2(第 6条関係) 学域 GS言語科目༢位㓄ᙜ⾲ 

科目༊ศ 科目␒号 科目ྡ 学年 ༢位ᩘ ഛ考 

専㛛教育科目 
学域 GS 

言語科目 

10101 
学域 GS言語科目Ϩ 

2㹼4 
1 

 

10102 1㹼4 ᾏእ研修等 

10201 
学域 GS言語科目ϩ 

2㹼4 
1 

 

10202 1㹼4 ᾏእ研修等 

 ͤ 㛤講᫬ᮇ及び履修方法等のヲ⣽はྛ学類࡛別に定める。 

 ͤ 科目␒号 10102及び 10202は，ᾏእ研修等にࡼる༢位ㄆ定᫬のࡳ౑⏝する。 

科目༊ศ 
科目 

␒号 
科目ྡ 学年 

㛤講᫬ᮇ 

༢位ᩘ 
 ഛ考 

㸦履修ไ㝈等㸧 

๓ᮇ ᚋᮇ 

第 1ク

ࢱー࢛

ー 

第 2ク

ࢱー࢛

ー 

第 3ク

ࢱー࢛

ー 

第 4ク

ࢱー࢛

ー 

専
㛛
教
育
科
目 

学域 GS

科目 

10015 大学・学ၥㄽ 1    1 ࠐ  

10016 ジ࢙ンࢲーと

教育 

1 
  

 1  ࠐ
㔜」履修୙ྍ    

 1 ࠐ

10019 ␗文化理ゎ㸯 1 
  

国㝿学類生は学域㹅㹑科目とし࡚ 1  ࠐ

は履修୙ྍ 10020 ␗文化理ゎ㸰 1 
   

 1 ࠐ

10021 文学ᴫㄽ㸯 1   1  ࠐ  

10022 文学ᴫㄽ㸰 1    1 ࠐ  

10023 ୡ⏺㑇⏘学 1    1 ࠐ  

10024 法政基礎ㄽ㸿 1   1  ࠐ  

10025 法政基礎ㄽ㹀 1    1 ࠐ  

10026 
メージのẚ࢖

㍑文化学 
  1  ࠐ   1

10058 㜵⅏学入㛛 1 2    ࠐ 㞟中講⩏ 

10027 
現代日本の文

化と社会 
  1    ࠐ 2

10028 ᆅ域๰㐀学㸯 2 1    ࠐ ᆅ域๰㐀学類生は学域㹅㹑科目と

し࡚は履修୙ྍ 10029 ᆅ域๰㐀学㸰 2  1   ࠐ 

  

GS科

目Ⓨᒎ

⣔科目

⩌㸦ͤ

ཧ↷㸧 

㸦別に定める㸧 国㝿基ᖿ教育㝔ᥦ౪ 

 ͤ
 
学域 GS科目とし࡚，本学域ࡀᥦ౪する科目にຍ࡚࠼，国㝿基ᖿ教育㝔ࡀᥦ౪する「GS科目Ⓨᒎ⣔科目

⩌」の科目(GS 科目のⓎᒎ⣔とし࡚位置࡙けࢀࡽる科目を言う。㸧を履修することࡁ࡛ࡀる。 

なお，ᙜヱ科目⩌のᥦ౪科目にࡘい࡚は別に定めるものとし，4月ึめに公♧する。 
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人
文
学
基
盤
科
目

別⾲第 3-1(第 6条関係) 学域 GS科目༢位㓄ᙜ⾲ 

 

別⾲第 3-2(第 6条関係) 学域 GS言語科目༢位㓄ᙜ⾲ 

科目༊ศ 科目␒号 科目ྡ 学年 ༢位ᩘ ഛ考 

専㛛教育科目 
学域 GS 

言語科目 

10101 
学域 GS言語科目Ϩ 

2㹼4 
1 

 

10102 1㹼4 ᾏእ研修等 

10201 
学域 GS言語科目ϩ 

2㹼4 
1 

 

10202 1㹼4 ᾏእ研修等 

 ͤ 㛤講᫬ᮇ及び履修方法等のヲ⣽はྛ学類࡛別に定める。 

 ͤ 科目␒号 10102及び 10202は，ᾏእ研修等にࡼる༢位ㄆ定᫬のࡳ౑⏝する。 

科目༊ศ 
科目 

␒号 
科目ྡ 学年 

㛤講᫬ᮇ 

༢位ᩘ 
 ഛ考 

㸦履修ไ㝈等㸧 

๓ᮇ ᚋᮇ 

第 1ク

ࢱー࢛

ー 

第 2ク

ࢱー࢛

ー 

第 3ク

ࢱー࢛

ー 

第 4ク

ࢱー࢛

ー 

専
㛛
教
育
科
目 

学域 GS

科目 

10015 大学・学ၥㄽ 1    1 ࠐ  

10016 ジ࢙ンࢲーと

教育 

1 
  

 1  ࠐ
㔜」履修୙ྍ    

 1 ࠐ

10019 ␗文化理ゎ㸯 1 
  

国㝿学類生は学域㹅㹑科目とし࡚ 1  ࠐ

は履修୙ྍ 10020 ␗文化理ゎ㸰 1 
   

 1 ࠐ

10021 文学ᴫㄽ㸯 1   1  ࠐ  

10022 文学ᴫㄽ㸰 1    1 ࠐ  

10023 ୡ⏺㑇⏘学 1    1 ࠐ  

10024 法政基礎ㄽ㸿 1   1  ࠐ  

10025 法政基礎ㄽ㹀 1    1 ࠐ  

10026 
メージのẚ࢖

㍑文化学 
  1  ࠐ   1

10058 㜵⅏学入㛛 1 2    ࠐ 㞟中講⩏ 

10027 
現代日本の文

化と社会 
  1    ࠐ 2

10028 ᆅ域๰㐀学㸯 2 1    ࠐ ᆅ域๰㐀学類生は学域㹅㹑科目と

し࡚は履修୙ྍ 10029 ᆅ域๰㐀学㸰 2  1   ࠐ 

  

GS科

目Ⓨᒎ

⣔科目

⩌㸦ͤ

ཧ↷㸧 

㸦別に定める㸧 国㝿基ᖿ教育㝔ᥦ౪ 

 ͤ
 
学域 GS科目とし࡚，本学域ࡀᥦ౪する科目にຍ࡚࠼，国㝿基ᖿ教育㝔ࡀᥦ౪する「GS科目Ⓨᒎ⣔科目

⩌」の科目(GS 科目のⓎᒎ⣔とし࡚位置࡙けࢀࡽる科目を言う。㸧を履修することࡁ࡛ࡀる。 

なお，ᙜヱ科目⩌のᥦ౪科目にࡘい࡚は別に定めるものとし，4月ึめに公♧する。 
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【ᚰ】
【ᚰ】
【ᚰ】
【ᚰ】
【ᚰ】
【ᚰ】

【ᚰ】
【ᚰ】

【᪥୰】
【᪥୰】

言
ㄒ
科
学
䝥
䝻
䜾
䝷
䝮

【言】
【言】
【言】
【言】

【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【言】
【言】
【言】
【言】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】

【言】
【言】
【言】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【言】
【言】
【᪥୰】
【᪥୰】
【言】
【言】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
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【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】

【᪥୰】【Ḣ⡿】

【᪥୰】【Ḣ⡿】

【᪥୰】【Ḣ⡿】

【᪥୰】【Ḣ⡿】

【ᚰ】
【ᚰ】
【ᚰ】
【ᚰ】
【ᚰ】
【ᚰ】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】

【᪥୰】【Ḣ⡿】

【᪥୰】【Ḣ⡿】

【᪥୰】【Ḣ⡿】

【᪥୰】【Ḣ⡿】

【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】

【᪥୰】【Ḣ⡿】

【᪥୰】【Ḣ⡿】

【᪥୰】【Ḣ⡿】

【᪥୰】【Ḣ⡿】

【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】

【᪥୰】【Ḣ⡿】

【᪥୰】【Ḣ⡿】

【᪥୰】【Ḣ⡿】

【᪥୰】【Ḣ⡿】

【ᚰ】
【ᚰ】
【ᚰ】
【ᚰ】
【ᚰ】
【ᚰ】

【ᚰ】
【ᚰ】

【᪥୰】
【᪥୰】

言
ㄒ
科
学
䝥
䝻
䜾
䝷
䝮

【言】
【言】
【言】
【言】

【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【言】
【言】
【言】
【言】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】

【言】
【言】
【言】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【言】
【言】
【᪥୰】
【᪥୰】
【言】
【言】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
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【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】

【ᚰ】ᚰ⌮学䝥䝻䜾䝷䝮䚷【現・人】現௦♫఍・人㛫学䝥䝻䜾䝷䝮䚷【ྂ】⪃ྂ学・文໬㈨※学䝥䝻䜾䝷䝮䠆␎グྕ䚷
【Ṕ】Ṕྐ学䝥䝻䜾䝷䝮䚷【᪥୰】᪥ᮏ୰ᅜ言ㄒ文໬学䝥䝻䜾䝷䝮
【Ḣ⡿】Ḣ⡿言ㄒ文໬学䝥䝻䜾䝷䝮䚷【言】言ㄒ科学䝥䝻䜾䝷䝮

言
ㄒ
科
学
䝥
䝻
䜾
䝷
䝮

【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【ᚰ】
【ᚰ】

【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【ᚰ】
【ᚰ】

言
ㄒ
科
学
䝥
䝻
䜾
䝷
䝮
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【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】

【ᚰ】ᚰ⌮学䝥䝻䜾䝷䝮䚷【現・人】現௦♫఍・人㛫学䝥䝻䜾䝷䝮䚷【ྂ】⪃ྂ学・文໬㈨※学䝥䝻䜾䝷䝮䠆␎グྕ䚷
【Ṕ】Ṕྐ学䝥䝻䜾䝷䝮䚷【᪥୰】᪥ᮏ୰ᅜ言ㄒ文໬学䝥䝻䜾䝷䝮
【Ḣ⡿】Ḣ⡿言ㄒ文໬学䝥䝻䜾䝷䝮䚷【言】言ㄒ科学䝥䝻䜾䝷䝮

言
ㄒ
科
学
䝥
䝻
䜾
䝷
䝮

【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【ᚰ】
【ᚰ】

【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【᪥୰】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【Ḣ⡿】
【ᚰ】
【ᚰ】

言
ㄒ
科
学
䝥
䝻
䜾
䝷
䝮
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32459 ィ㔞分ᯒ
32461 ィ㔞分ᯒᐇ⩦
32463 政治学各論Ａ
32465 政治学各論Ｂ
32466 行政学（ไᗘ）
32468 行政学（⟶⌮）
32470 地方自治論Ａ
32472 地方自治論Ｂ
32490 行政学（政策）
32481 政治ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ論Ａ
32483 政治ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ論Ｂ
32071 ၟ法総則・ၟ行Ⅽ法Ａ
32072 ၟ法総則・ၟ行Ⅽ法Ｂ
32442 ᡭᙧ法・ᑠษᡭ法
32445 民事ᇳ行・保඲法
32447 ಽ⏘法
32452 ▱ⓗ財⏘法Ａ
32454 ▱ⓗ財⏘法Ｂ
32453 国際経済法
32456 国際⚾法Ａ
32458 国際⚾法Ｂ
32460 国際ྲྀᘬ法Ａ
32462 国際ྲྀᘬ法Ｂ
32474 እ国法Ａ
32476 እ国法Ｂ
32002 法⌮学Ａ
32004 法⌮学Ｂ
32402 ᪥ᮏ法ไ史Ａ
32404 ᪥ᮏ法ไ史Ｂ
32406 すὒ法ไ史Ａ
32408 すὒ法ไ史Ｂ
32410 ᮾὒ法ไ史Ａ
32412 ᮾὒ法ไ史Ｂ
32411 法思想史
32425 刑事政策
32485 ᑡᖺ法
32488 法་学Ａ
32489 法་学Ｂ
32487 法ᚊᐇົ

32388 ≉ㅮＡ

32389 ≉ㅮＢ

32381 ≉ㅮ（法学᳨ᐃϨ）
32383 ≉ㅮ（法学᳨ᐃϩ）
32386 ≉ㅮ（国際法ົϨ）
32387 ≉ㅮ（国際法ົϩ）

32390 ᾏእ法学≉別◊✲
�単位࡛ࡲ
ㄆᐃྍ⬟

32391 ᾏእ政治学≉別◊✲
�単位࡛ࡲ
ㄆᐃྍ⬟

32204 እ国᭩ㅮㄞ
10単位ࡲ
࡛ᒚಟྍ
⬟

1
1

専
門
教
育
科
目

2
2

2

2

2

2

2

2
2

2
2

2
2
2
2
2
2

2

2

4
2
4

2

1

1

1

2

2

2
2
2

2

2
2

1

2
2

2
2

2

ࢃྜ%・$
12単࡚ࡏ
位࡛ࡲᒚ
ಟྍ⬟

2
2
2
2
2

2

　別表第4　専門基礎科目・専門科目単位配当表（人間社会学域番号　51）

法学類（学類番号02）
科目番号 授業科目 備考
12001 法学概論
12004 政治学Ａ
12006 政治学Ｂ
12012 民事法入門Ａ
12013 民事法入門Ｂ
32021 憲法（人権）Ａ
32022 憲法（人権）Ｂ
32023 憲法（統治）Ａ
32024 憲法（統治）Ｂ
32025 行政法総論Ａ
32026 行政法総論Ｂ
32027 刑法総論Ａ
32028 刑法総論Ｂ
32029 刑法各論Ａ
32030 刑法各論Ｂ
32031 国際法Ａ
32032 国際法Ｂ
32033 公共政策論Ａ
32034 公共政策論Ｂ
32035 政治思想史Ａ
32036 政治思想史Ｂ
32037 地方政府論
32061 民法総則Ａ
32062 民法総則Ｂ
32063 物権法Ａ
32064 物権法Ｂ
32065 債権総論Ａ
32066 債権総論Ｂ
32067 債権各論Ａ
32068 債権各論Ｂ
32069 会社法Ａ
32070 会社法Ｂ
32418 税財政法Ａ
32420 税財政法Ｂ
32429 労使関係法
32430 雇用関係法Ａ
32432 雇用関係法Ｂ
32434 社会保障法Ａ
32436 社会保障法Ｂ
32051 家族法
32444 民事訴訟法Ａ
32446 民事訴訟法Ｂ
32438 会社法Ｃ
32440 会社法Ｄ
32448 経済法Ａ
32450 経済法Ｂ
32414 行政救済法Ａ
32416 行政救済法Ｂ
32415 地方自治法
32422 国際法Ｃ
32424 国際法Ｄ
32426 刑事訴訟法Ａ
32428 刑事訴訟法Ｂ

科目区分 単位数

専
門
教
育
科
目

2

2

2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2

1
1

2

2
2

2
2

2
2
2
2

専門基礎
科目

2
2

2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2
2

2
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32459 ィ㔞分ᯒ
32461 ィ㔞分ᯒᐇ⩦
32463 政治学各論Ａ
32465 政治学各論Ｂ
32466 行政学（ไᗘ）
32468 行政学（⟶⌮）
32470 地方自治論Ａ
32472 地方自治論Ｂ
32490 行政学（政策）
32481 政治ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ論Ａ
32483 政治ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ論Ｂ
32071 ၟ法総則・ၟ行Ⅽ法Ａ
32072 ၟ法総則・ၟ行Ⅽ法Ｂ
32442 ᡭᙧ法・ᑠษᡭ法
32445 民事ᇳ行・保඲法
32447 ಽ⏘法
32452 ▱ⓗ財⏘法Ａ
32454 ▱ⓗ財⏘法Ｂ
32453 国際経済法
32456 国際⚾法Ａ
32458 国際⚾法Ｂ
32460 国際ྲྀᘬ法Ａ
32462 国際ྲྀᘬ法Ｂ
32474 እ国法Ａ
32476 እ国法Ｂ
32002 法⌮学Ａ
32004 法⌮学Ｂ
32402 ᪥ᮏ法ไ史Ａ
32404 ᪥ᮏ法ไ史Ｂ
32406 すὒ法ไ史Ａ
32408 すὒ法ไ史Ｂ
32410 ᮾὒ法ไ史Ａ
32412 ᮾὒ法ไ史Ｂ
32411 法思想史
32425 刑事政策
32485 ᑡᖺ法
32488 法་学Ａ
32489 法་学Ｂ
32487 法ᚊᐇົ

32388 ≉ㅮＡ

32389 ≉ㅮＢ

32381 ≉ㅮ（法学᳨ᐃϨ）
32383 ≉ㅮ（法学᳨ᐃϩ）
32386 ≉ㅮ（国際法ົϨ）
32387 ≉ㅮ（国際法ົϩ）

32390 ᾏእ法学≉別◊✲
�単位࡛ࡲ
ㄆᐃྍ⬟

32391 ᾏእ政治学≉別◊✲
�単位࡛ࡲ
ㄆᐃྍ⬟

32204 እ国᭩ㅮㄞ
10単位ࡲ
࡛ᒚಟྍ
⬟

1
1

専
門
教
育
科
目

2
2

2

2

2

2

2

2
2

2
2

2
2
2
2
2
2

2

2

4
2
4

2

1

1

1

2

2

2
2
2

2

2
2

1

2
2

2
2

2

ࢃྜ%・$
12単࡚ࡏ
位࡛ࡲᒚ
ಟྍ⬟

2
2
2
2
2

2

　別表第4　専門基礎科目・専門科目単位配当表（人間社会学域番号　51）

法学類（学類番号02）
科目番号 授業科目 備考
12001 法学概論
12004 政治学Ａ
12006 政治学Ｂ
12012 民事法入門Ａ
12013 民事法入門Ｂ
32021 憲法（人権）Ａ
32022 憲法（人権）Ｂ
32023 憲法（統治）Ａ
32024 憲法（統治）Ｂ
32025 行政法総論Ａ
32026 行政法総論Ｂ
32027 刑法総論Ａ
32028 刑法総論Ｂ
32029 刑法各論Ａ
32030 刑法各論Ｂ
32031 国際法Ａ
32032 国際法Ｂ
32033 公共政策論Ａ
32034 公共政策論Ｂ
32035 政治思想史Ａ
32036 政治思想史Ｂ
32037 地方政府論
32061 民法総則Ａ
32062 民法総則Ｂ
32063 物権法Ａ
32064 物権法Ｂ
32065 債権総論Ａ
32066 債権総論Ｂ
32067 債権各論Ａ
32068 債権各論Ｂ
32069 会社法Ａ
32070 会社法Ｂ
32418 税財政法Ａ
32420 税財政法Ｂ
32429 労使関係法
32430 雇用関係法Ａ
32432 雇用関係法Ｂ
32434 社会保障法Ａ
32436 社会保障法Ｂ
32051 家族法
32444 民事訴訟法Ａ
32446 民事訴訟法Ｂ
32438 会社法Ｃ
32440 会社法Ｄ
32448 経済法Ａ
32450 経済法Ｂ
32414 行政救済法Ａ
32416 行政救済法Ｂ
32415 地方自治法
32422 国際法Ｃ
32424 国際法Ｄ
32426 刑事訴訟法Ａ
32428 刑事訴訟法Ｂ

科目区分 単位数

専
門
教
育
科
目

2

2

2

2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2

1
1

2

2
2

2
2

2
2
2
2

専門基礎
科目

2
2

2
2

2
2
2
2

2
2
2
2

2
2
2
2
2

2
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　別表第4　専門基礎科目・専門科目単位配当表（人間社会学域番号　51）

経済学類（学類番号03）
備考

必修 選択
13501 基礎統計学 2
13502 マクロ経済学Ⅰ 2
13503 ミクロ経済学Ⅰ 2
13504 Basic Economics A 2
13601 経済学史 2
13602 日本経済論 2
13603 経営学概論 2
13604 Basic Economics B 2
13605 経済史 2
23001 経済学入門 1
23002 経営学入門 1
23003 情報処理 1
23100 演習 8
23200 卒業研究 2
23210 海外語学研修A 2
23211 海外語学研修B 3
23212 海外語学研修C 4
23220 インターンシップ 2
45100 マクロ経済学Ⅱ 2
45101 ミクロ経済学Ⅱ 2
45102 政治経済学 2
45103 計量経済学 2
45104 情報科学概論 2
45105 実験経済学 2
45106 都市経済学 2
45107 金融論 2
45108 財政学 2
45109 公共政策論 2
45110 地方財政論 2
45111 地方財政分析論 2
45112 地域経済学 2
45115 環境経済論Ⅰ 1
45116 環境経済論Ⅱ 1
45117 環境経済政策論Ⅰ 1
45118 環境経済政策論Ⅱ 1
45119 農業経済論Ⅰ 1
45120 農業経済論Ⅱ 1
45121 農業政策論Ⅰ 1
45122 農業政策論Ⅱ 1
45123 社会政策論Ⅰ 1
45124 社会政策論Ⅱ 1
45127 社会保障論 2
45128 社会福祉行政論 1
45129 福祉計画論 1
45200 世界経済論 2
45201 グローバル・エコノミー 2
45202 アジア経済論 2
45203 国際金融論 2
45204 国際金融史 2

科目区分 科目番号 授業科目
単位数

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

専
門
基
礎
科
目

32228 ᾏእㄒ学◊ಟ
4単位࡛ࡲ
ᒚಟྍ⬟

32242 基礎₇⩦
�単位࡛ࡲ
ᒚಟྍ⬟

32254 ₇⩦
12単位ࡲ
࡛ᒚಟྍ
⬟

32253 法ᚊᐇົࣉࢵࢩ࣮ࣥࢱࣥ࢖

32261 総ྜ法学₇⩦
4単位࡛ࡲ
ᒚಟྍ⬟

32271 ุ౛◊✲
4単位࡛ࡲ
ᒚಟྍ⬟

32281 ༞業論ᩥ
32113 ဴ学概論Ａ
32115 ဴ学概論Ｂ
32117 社会学
32123 ⎔ቃ政策論Ϩb
32124 ⎔ቃ政策論ϩ
32127 国際関係論㸯
32128 国際関係論㸰
32131 国際ᶵᵓ論㸯
32132 国際ᶵᵓ論㸰
32135 国際政治史㸯
32136 国際政治史㸰
32139 ẚ㍑政治学㸯b
32140 ẚ㍑政治学㸰

専
門
教
育
科
目

2

1

2
1

1
1

1

2

2

2

6

ࡑ
ࡢ
௚
㑅
ᢥ
科
目

2

1
1

1
1

1
1
1

2
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　別表第4　専門基礎科目・専門科目単位配当表（人間社会学域番号　51）

経済学類（学類番号03）
備考

必修 選択
13501 基礎統計学 2
13502 マクロ経済学Ⅰ 2
13503 ミクロ経済学Ⅰ 2
13504 Basic Economics A 2
13601 経済学史 2
13602 日本経済論 2
13603 経営学概論 2
13604 Basic Economics B 2
13605 経済史 2
23001 経済学入門 1
23002 経営学入門 1
23003 情報処理 1
23100 演習 8
23200 卒業研究 2
23210 海外語学研修A 2
23211 海外語学研修B 3
23212 海外語学研修C 4
23220 インターンシップ 2
45100 マクロ経済学Ⅱ 2
45101 ミクロ経済学Ⅱ 2
45102 政治経済学 2
45103 計量経済学 2
45104 情報科学概論 2
45105 実験経済学 2
45106 都市経済学 2
45107 金融論 2
45108 財政学 2
45109 公共政策論 2
45110 地方財政論 2
45111 地方財政分析論 2
45112 地域経済学 2
45115 環境経済論Ⅰ 1
45116 環境経済論Ⅱ 1
45117 環境経済政策論Ⅰ 1
45118 環境経済政策論Ⅱ 1
45119 農業経済論Ⅰ 1
45120 農業経済論Ⅱ 1
45121 農業政策論Ⅰ 1
45122 農業政策論Ⅱ 1
45123 社会政策論Ⅰ 1
45124 社会政策論Ⅱ 1
45127 社会保障論 2
45128 社会福祉行政論 1
45129 福祉計画論 1
45200 世界経済論 2
45201 グローバル・エコノミー 2
45202 アジア経済論 2
45203 国際金融論 2
45204 国際金融史 2

科目区分 科目番号 授業科目
単位数

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

専
門
基
礎
科
目

32228 ᾏእㄒ学◊ಟ
4単位࡛ࡲ
ᒚಟྍ⬟

32242 基礎₇⩦
�単位࡛ࡲ
ᒚಟྍ⬟

32254 ₇⩦
12単位ࡲ
࡛ᒚಟྍ
⬟

32253 法ᚊᐇົࣉࢵࢩ࣮ࣥࢱࣥ࢖

32261 総ྜ法学₇⩦
4単位࡛ࡲ
ᒚಟྍ⬟

32271 ุ౛◊✲
4単位࡛ࡲ
ᒚಟྍ⬟

32281 ༞業論ᩥ
32113 ဴ学概論Ａ
32115 ဴ学概論Ｂ
32117 社会学
32123 ⎔ቃ政策論Ϩb
32124 ⎔ቃ政策論ϩ
32127 国際関係論㸯
32128 国際関係論㸰
32131 国際ᶵᵓ論㸯
32132 国際ᶵᵓ論㸰
32135 国際政治史㸯
32136 国際政治史㸰
32139 ẚ㍑政治学㸯b
32140 ẚ㍑政治学㸰

専
門
教
育
科
目

2

1

2
1

1
1

1

2

2

2

6

ࡑ
ࡢ
௚
㑅
ᢥ
科
目

2

1
1

1
1

1
1
1

2
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33806 日本ྂ௦୰世史概ㄝA1 1
33807 日本ྂ௦୰世史概ㄝA� 1
33808 日本ྂ௦୰世史概ㄝB1 1
33809 日本ྂ௦୰世史概ㄝB� 1
33810 日本㏆世㏆௦史概ㄝA1 1
33811 日本㏆世㏆௦史概ㄝA� 1
33812 日本㏆世㏆௦史概ㄝB1 1
33813 日本㏆世㏆௦史概ㄝB� 1
33832 地୰海世界史概ㄝ 2
33816 すὒ୰世史概ㄝ㸿 1
33817 すὒ୰世史概ㄝ㹀 1
33818 すὒ㏆௦史概ㄝ㸿 1
33819 すὒ㏆௦史概ㄝ㹀 1
33820 ᮾアジア史概ㄝA1 1
33821 ᮾアジア史概ㄝA� 1
33822 ᮾアジア史概ㄝB1 1
33823 ᮾアジア史概ㄝB� 1
33824 ဴ学概論㸿 2
33825 ဴ学概論㹀 2

専
門
教
育
科
目

ࡑ
ࡢ
௚
選
択
科
目

45205 国際経済学1( 1
45206 国際経済学�( 1
45207 国際政治経済論 2
45208 国際公共政策論 2
45209 ẚ㍑地域経済論 2
45210 国際㈠᫆論1( 1
45211 国際㈠᫆論�( 1
45212 国際㛤Ⓨ論1( 1
45213 国際㛤Ⓨ論�( 1
45214 アジア経済史AⅠ 1
45215 アジア経済史AⅡ 1
45216 アジア経済史BⅠ 1
45217 アジア経済史BⅡ 1
45218 日本経済史 2
45219 社会ゝ語学 2
45220 ᑐ↷社会ゝ語学 2
45221 グローバル経済史 2
45300 経営⟶理論 2
45301 人ⓗ㈨※⟶理論 2
45302 経営情報論 2
45303 経営ᡓ␎論 2
45304 マー࢕ࢸࢣング論 2
45305 ⏕⏘シ࣒ࢸࢫ論 2
45306 経営ᕤ学 2
45307 情報分析論 2
45308 ⡙グ会計論 2
45309 ⌧௦会計論 2
45310 財ົ会計論 2
45311 財ົ分析論 2
45312 ⟶理会計論 2
45313 ドๆ市ሙ論 2
45314 ドๆ論 2
45315 コー࣏ࣞー࢓ࣇࢺイࢼンࢫ 2
45316 ࢫンࢼイ࢓ࣇルࢼࢯーࣃ 2
45317 国際会計論 2
45318 国際経営論 2
45319 国際マー࢕ࢸࢣング論 2
45320 地域マࢿジ࣓ンࢺ論 2
45530 経済学≉別ㅮ⩏㸿 1
45531 経済学≉別ㅮ⩏㹀 1
45540 経済学≉別ㅮ⩏Ⅰ 2
45541 経済学≉別ㅮ⩏Ⅱ 2
45542 経済学≉別ㅮ⩏Ϫ 2
45543 経済学≉別ㅮ⩏ϫ 2
45544 経済学≉別ㅮ⩏Ϭ 2
45545 経済学≉別ㅮ⩏ϭ 2
33801 地理学概論㸿 2
33803 日本地ㄅ㸿 2
33804 日本地ㄅ㹀 2
33826 政治学㸿 1
33827 政治学㹀 1
33828 日本史せㄝ㸿 1
33829 日本史せㄝ㹀 1
33830 ᮾὒ史せㄝ㸿 1
33831 ᮾὒ史せㄝ㹀 1

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

ࡑ
ࡢ
௚
選
択
科
目
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33806 日本ྂ௦୰世史概ㄝA1 1
33807 日本ྂ௦୰世史概ㄝA� 1
33808 日本ྂ௦୰世史概ㄝB1 1
33809 日本ྂ௦୰世史概ㄝB� 1
33810 日本㏆世㏆௦史概ㄝA1 1
33811 日本㏆世㏆௦史概ㄝA� 1
33812 日本㏆世㏆௦史概ㄝB1 1
33813 日本㏆世㏆௦史概ㄝB� 1
33832 地୰海世界史概ㄝ 2
33816 すὒ୰世史概ㄝ㸿 1
33817 すὒ୰世史概ㄝ㹀 1
33818 すὒ㏆௦史概ㄝ㸿 1
33819 すὒ㏆௦史概ㄝ㹀 1
33820 ᮾアジア史概ㄝA1 1
33821 ᮾアジア史概ㄝA� 1
33822 ᮾアジア史概ㄝB1 1
33823 ᮾアジア史概ㄝB� 1
33824 ဴ学概論㸿 2
33825 ဴ学概論㹀 2

専
門
教
育
科
目

ࡑ
ࡢ
௚
選
択
科
目

45205 国際経済学1( 1
45206 国際経済学�( 1
45207 国際政治経済論 2
45208 国際公共政策論 2
45209 ẚ㍑地域経済論 2
45210 国際㈠᫆論1( 1
45211 国際㈠᫆論�( 1
45212 国際㛤Ⓨ論1( 1
45213 国際㛤Ⓨ論�( 1
45214 アジア経済史AⅠ 1
45215 アジア経済史AⅡ 1
45216 アジア経済史BⅠ 1
45217 アジア経済史BⅡ 1
45218 日本経済史 2
45219 社会ゝ語学 2
45220 ᑐ↷社会ゝ語学 2
45221 グローバル経済史 2
45300 経営⟶理論 2
45301 人ⓗ㈨※⟶理論 2
45302 経営情報論 2
45303 経営ᡓ␎論 2
45304 マー࢕ࢸࢣング論 2
45305 ⏕⏘シ࣒ࢸࢫ論 2
45306 経営ᕤ学 2
45307 情報分析論 2
45308 ⡙グ会計論 2
45309 ⌧௦会計論 2
45310 財ົ会計論 2
45311 財ົ分析論 2
45312 ⟶理会計論 2
45313 ドๆ市ሙ論 2
45314 ドๆ論 2
45315 コー࣏ࣞー࢓ࣇࢺイࢼンࢫ 2
45316 ࢫンࢼイ࢓ࣇルࢼࢯーࣃ 2
45317 国際会計論 2
45318 国際経営論 2
45319 国際マー࢕ࢸࢣング論 2
45320 地域マࢿジ࣓ンࢺ論 2
45530 経済学≉別ㅮ⩏㸿 1
45531 経済学≉別ㅮ⩏㹀 1
45540 経済学≉別ㅮ⩏Ⅰ 2
45541 経済学≉別ㅮ⩏Ⅱ 2
45542 経済学≉別ㅮ⩏Ϫ 2
45543 経済学≉別ㅮ⩏ϫ 2
45544 経済学≉別ㅮ⩏Ϭ 2
45545 経済学≉別ㅮ⩏ϭ 2
33801 地理学概論㸿 2
33803 日本地ㄅ㸿 2
33804 日本地ㄅ㹀 2
33826 政治学㸿 1
33827 政治学㹀 1
33828 日本史せㄝ㸿 1
33829 日本史せㄝ㹀 1
33830 ᮾὒ史せㄝ㸿 1
33831 ᮾὒ史せㄝ㹀 1

専
門
教
育
科
目

専
門
科
目

ࡑ
ࡢ
௚
選
択
科
目
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90412
いしかわ・金沢学（日本の伝統芸
能㸰）

90406 ᝟ሗと教育

90407 ⎔ቃと教育

90408 ⌧௦Ꮚࡶ࡝学

90409 学校インࢱーンࣉࢵࢩ

90410 ᐟἩ㔝እ活動

14500 ༞業論ᩥ

90250 幼ඣの人間関ಀ指導法
90251 幼ඣの表⌧指導法
90252 幼ඣの೺ᗣ指導法
90253 幼ඣのゝⴥ指導法
90254 幼ඣの⎔ቃ指導法
90300 幼ඣ理解の理論と方法
90011 教育ဴ学
90015 教育史
90031 発達心理学
90062 教育社会学Ａ
90063 教育社会学Ｂ
90060 教育法制度論
90101 教授学
90105 生活指導論
90109 学習指導論
90291 学校心理学（心理学的支援法）
90012 教育ཎ論特Ṧㅮ⩏
90016 教育史特Ṧㅮ⩏
90019 教育学演習Ⅰ

90020 教育学演習Ⅱ

90032 発達心理学特Ṧㅮ⩏
90061 教育法制度論特Ṧㅮ⩏
90102 教授学特Ṧㅮ⩏
90106 生活指導論特Ṧㅮ⩏
90110 学習指導論特Ṧㅮ⩏
90286 学校心理学特Ṧㅮ⩏
90500 特別支援教育の理念と歴史
90510 ⫈ぬ㞀ᐖの心理・生理・⑓理
90520 ⫈ぬ㞀ᐖ教育課程論
90521 ⫈ぬ㞀ᐖ指導法
90522 発ኌ発語支援法
90530 ▱的㞀ᐖの心理・生理・⑓理
90540 ▱的㞀ᐖ教育課程論
90550 ⫥体୙⮬⏤の心理・生理・⑓理
90560 ⫥体୙⮬⏤教育論
90570 ンࣙࢩーࢣࢽュ࣑ࢥの㞀ᐖとࡤとࡇ
90580 㞀ᐖඣ教育基礎論
90581 発達㞀ᐖ指導法
90590 教育実習事前事後指導(特支)
90591 㞀ᐖඣ教育実習

2
1
2

専
ಟ
基
礎
科
目

(

特
別
支
援
教
育
専
ಟ

)

2
2
2

専
門
科
目

専
ಟ
基
礎
科
目

(

教
育
基
礎
専
ಟ

)

2

幼
⛶
ᅬ
ච
チ
に

関
す
る
科
目

2
2
2
2

2

専
ಟ
専
門
科
目

(

教
育
基
礎
専
ಟ

)

2

2
2
2

2

2
2
2

1
1
2

1

1

4

1

1

2

1
1

1

2
2

2

1

専
門
基
礎
科
目

(
学
類
共
通
科
目

)

2

2
2

2
2

2
2
2

2
2
2

　別表第4　専門基礎科目・専門科目単位配当表（人間社会学域番号　51）

学校教育学類（学類番号04）
科目番号 授業科目名 備考
90000 教師論
90008 教育の理念と歴史Ａ
90009 教育の理念と歴史Ｂ

90035 発達と学習の心理

90050 教育の制度と経営
90072 教育課程論
90116 教育方法学
90090 道徳教育論
90081 特別活動論

90270 生徒の生活と進路の指導論
90290 教育相談論(教育・学校心理学)
90370 特別支援教育概論
90380 総合的な学習の時間教育論
90348 教育実習A（幼・小）
90349 教育実習B（中・高）
90350 教育実習事前事後指導A(幼・小）
90351 教育実習事前事後指導B(中・高）
90313 教職実践演習A(教諭)
90130 初等国語科教育法
90131 初等社会科教育法
90132 算数科教育法
90133 初等理科教育法
90134 生活科教育法
90135 初等音楽科教育法
90136 図画工作科教育法
90137 初等家庭科教育法
90149 体育科教育法Ⅰ
90150 体育科教育法Ⅱ
90147 初等英語科教育法Ａ
90148 初等英語科教育法Ｂ
14000 国語基礎(書写を含む)
14001 社会科基礎
14002 算数科基礎
14003 理科専門研究
14004 生活科専門研究
14005 ピアノ基礎
14006 ソルフェージュ基礎
14007 絵画・彫刻
14008 デザイン・工作
14009 家政教育専門研究
14014 体育専門研究ＡⅠ
14015 体育専門研究ＡⅡ
14016 体育専門研究ＢⅠ
14017 体育専門研究ＢⅡ
14012 英語科基礎Ａ
14013 英語科基礎Ｂ

90411
いしかわ・金沢学（日本の伝統芸
能１）

1
1

1
1
2

2
1
1

小
学
校
の
教
科
に
関
す
る
専
門
的
事
項

2
2
2
2

2

1
1

1
1

1
1

2

2

2
2

1

科目区分 単位数

1

1
2
2
1

2
2

2

2
1

専
門
基
礎
科
目

(

学
類
共
通
科
目

)

教
育
の
基
礎
的
理
解
に
関
す
る
科
目
等

2

4
4

2

1

2
2

小
学
校
の
教
科
指
導
法

2

1

0.5
0.5
0.5
0.5
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90412
いしかわ・金沢学（日本の伝統芸
能㸰）

90406 ᝟ሗと教育

90407 ⎔ቃと教育

90408 ⌧௦Ꮚࡶ࡝学

90409 学校インࢱーンࣉࢵࢩ

90410 ᐟἩ㔝እ活動

14500 ༞業論ᩥ

90250 幼ඣの人間関ಀ指導法
90251 幼ඣの表⌧指導法
90252 幼ඣの೺ᗣ指導法
90253 幼ඣのゝⴥ指導法
90254 幼ඣの⎔ቃ指導法
90300 幼ඣ理解の理論と方法
90011 教育ဴ学
90015 教育史
90031 発達心理学
90062 教育社会学Ａ
90063 教育社会学Ｂ
90060 教育法制度論
90101 教授学
90105 生活指導論
90109 学習指導論
90291 学校心理学（心理学的支援法）
90012 教育ཎ論特Ṧㅮ⩏
90016 教育史特Ṧㅮ⩏
90019 教育学演習Ⅰ

90020 教育学演習Ⅱ

90032 発達心理学特Ṧㅮ⩏
90061 教育法制度論特Ṧㅮ⩏
90102 教授学特Ṧㅮ⩏
90106 生活指導論特Ṧㅮ⩏
90110 学習指導論特Ṧㅮ⩏
90286 学校心理学特Ṧㅮ⩏
90500 特別支援教育の理念と歴史
90510 ⫈ぬ㞀ᐖの心理・生理・⑓理
90520 ⫈ぬ㞀ᐖ教育課程論
90521 ⫈ぬ㞀ᐖ指導法
90522 発ኌ発語支援法
90530 ▱的㞀ᐖの心理・生理・⑓理
90540 ▱的㞀ᐖ教育課程論
90550 ⫥体୙⮬⏤の心理・生理・⑓理
90560 ⫥体୙⮬⏤教育論
90570 ンࣙࢩーࢣࢽュ࣑ࢥの㞀ᐖとࡤとࡇ
90580 㞀ᐖඣ教育基礎論
90581 発達㞀ᐖ指導法
90590 教育実習事前事後指導(特支)
90591 㞀ᐖඣ教育実習
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　別表第4　専門基礎科目・専門科目単位配当表（人間社会学域番号　51）

学校教育学類（学類番号04）
科目番号 授業科目名 備考
90000 教師論
90008 教育の理念と歴史Ａ
90009 教育の理念と歴史Ｂ

90035 発達と学習の心理

90050 教育の制度と経営
90072 教育課程論
90116 教育方法学
90090 道徳教育論
90081 特別活動論

90270 生徒の生活と進路の指導論
90290 教育相談論(教育・学校心理学)
90370 特別支援教育概論
90380 総合的な学習の時間教育論
90348 教育実習A（幼・小）
90349 教育実習B（中・高）
90350 教育実習事前事後指導A(幼・小）
90351 教育実習事前事後指導B(中・高）
90313 教職実践演習A(教諭)
90130 初等国語科教育法
90131 初等社会科教育法
90132 算数科教育法
90133 初等理科教育法
90134 生活科教育法
90135 初等音楽科教育法
90136 図画工作科教育法
90137 初等家庭科教育法
90149 体育科教育法Ⅰ
90150 体育科教育法Ⅱ
90147 初等英語科教育法Ａ
90148 初等英語科教育法Ｂ
14000 国語基礎(書写を含む)
14001 社会科基礎
14002 算数科基礎
14003 理科専門研究
14004 生活科専門研究
14005 ピアノ基礎
14006 ソルフェージュ基礎
14007 絵画・彫刻
14008 デザイン・工作
14009 家政教育専門研究
14014 体育専門研究ＡⅠ
14015 体育専門研究ＡⅡ
14016 体育専門研究ＢⅠ
14017 体育専門研究ＢⅡ
14012 英語科基礎Ａ
14013 英語科基礎Ｂ

90411
いしかわ・金沢学（日本の伝統芸
能１）

1
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2

4
4

2

1

2
2

小
学
校
の
教
科
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導
法

2

1

0.5
0.5
0.5
0.5
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34043 日本史演習Ａ
34044 日本史演習Ｂ
34046 すὒ㏆・⌧௦史概ㄝ
34048 歴史学実習
34049 すὒ史演習Ａ
34050 すὒ史演習Ｂ
34062 ⮬↛ᆅ理学
34063 ㎰ᮧᆅ理学
34064 㒔ᕷᆅ理学
34065 ᆅ理学演習Ａ
34066 ᆅ理学演習Ｂ
34072 ⾜政法
34073 法ᚊ学演習Ａ
34074 法ᚊ学演習Ｂ
34091 ೔理学
34092 ဴ学史
34093 ဴ学演習
34094 ᐀教学
34095 ⌧௦㟷ᖺ心理学
90140 社会科教育演習Ａ
90171 社会科教育演習Ｂ
90172 社会科・ᆅ理歴史科教育法Ａ
90173 社会科・ᆅ理歴史科教育法Ｂ
90174 社会科・බẸ科教育法Ａ
90175 社会科・බẸ科教育法Ｂ
90460 社会科教育実践研究Ⅰ
90461 社会科教育実践研究Ⅱ�Ａ
90462 社会科教育実践研究Ⅱ�Ｂ
34100 ௦数学基礎Ａ
34101 ௦数学基礎Ｂ
34110 ᗄఱ学基礎Ａ
34111 ᗄఱ学基礎Ｂ
34120 解ᯒ学基礎Ａ
34121 解ᯒ学基礎Ｂ
34130 ☜⋡・統ィ
34131 ⾜ิと⾜ิᘧ
34132 ᚤ分✚分
34140 ࢱンピューࢥ
90176 数学科教育法Ａ
90177 数学科教育法Ｂ
90178 数学科授業研究Ⅰ
90179 数学科授業研究Ⅱ
34105 ௦数学演習
34106 ⌧௦௦数学
34115 ᗄఱ学演習
34116 ⌧௦ᗄఱ学
34125 解ᯒ学演習
34126 ⌧௦解ᯒ学
34133 㞟合と位相
34134 数学演習Ⅰ
34135 数学演習Ⅱ
90180 数学科教育演習
90141 算数科教育演習
90463 算数科教育実践研究

1
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90600 㞀ᐖඣ⚟♴教育論
90611 音㡪⫈ぬ学
90630 人間発達の生理と㞀ᐖ
90640 ▱的㞀ᐖ指導法
90651 㞀ᐖங幼ඣ発達支援演習
90652 ᡭヰᗎ論
90660 ゝ語㞀ᐖ指導法
90661 特別支援ࢥーデࢿ࢕ーࢱᗎ論
90664 㔜」㞀ᐖඣ教育
90667 㞀ᐖඣ教育基礎演習
90682 発達㞀ᐖ総論

90683 特別支援教育学演習Ⅰ

90684 特別支援教育学演習Ⅱ

34000 国語学概論
34001 音ኌゝ語の研究とᩥ❶表⌧
34002 国語史
34019 日本ᩥ学概論・日本ᩥ学史

34500 日本ᩥ学ㅮㄞ

34501 日本ᩥ学基礎演習

34020 ₎ᩥ学基礎
34024 ₎ᩥ学演習
34025 ྂ඾ᩥ学基礎
34030 書写書道基礎
90160 中等国語科教育法Ａ
90161 中等国語科教育法Ｂ
90162 国語科授業研究Ⅰ
90163 国語科授業研究Ⅱ
34003 国語学演習Ａ
34004 国語学演習Ｂ
34018 ྂ඾ᩥ学演習
34026 ྂ඾ᩥ学ㅮㄞ
34502 ㏆⌧௦ᩥ学演習
34503 日本ᩥ学特Ṧㅮ⩏
34021 ₎ᩥㅮㄞ
90139 国語科教育演習Ａ
90164 国語科教育演習Ｂ
90458 国語科教育実践研究Ⅰ
90459 国語科教育実践研究Ⅱ
34040 日本史
34045 ࣚーࣟࣃࢵᅪ理解Ａ
34047 ᮾὒ史
34060 ᆅ理学
34061 ᆅㄅ学
34070 法ᚊ学
34071 政἞学
34080 経῭学
34081 社会学
34090 ဴ学
90167 中等社会科教育法Ａ
90168 中等社会科教育法Ｂ
90169 社会科授業研究Ⅰ
90170 社会科授業研究Ⅱ
34041 日本史Ａ
34042 日本史Ｂ
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34043 日本史演習Ａ
34044 日本史演習Ｂ
34046 すὒ㏆・⌧௦史概ㄝ
34048 歴史学実習
34049 すὒ史演習Ａ
34050 すὒ史演習Ｂ
34062 ⮬↛ᆅ理学
34063 ㎰ᮧᆅ理学
34064 㒔ᕷᆅ理学
34065 ᆅ理学演習Ａ
34066 ᆅ理学演習Ｂ
34072 ⾜政法
34073 法ᚊ学演習Ａ
34074 法ᚊ学演習Ｂ
34091 ೔理学
34092 ဴ学史
34093 ဴ学演習
34094 ᐀教学
34095 ⌧௦㟷ᖺ心理学
90140 社会科教育演習Ａ
90171 社会科教育演習Ｂ
90172 社会科・ᆅ理歴史科教育法Ａ
90173 社会科・ᆅ理歴史科教育法Ｂ
90174 社会科・බẸ科教育法Ａ
90175 社会科・බẸ科教育法Ｂ
90460 社会科教育実践研究Ⅰ
90461 社会科教育実践研究Ⅱ�Ａ
90462 社会科教育実践研究Ⅱ�Ｂ
34100 ௦数学基礎Ａ
34101 ௦数学基礎Ｂ
34110 ᗄఱ学基礎Ａ
34111 ᗄఱ学基礎Ｂ
34120 解ᯒ学基礎Ａ
34121 解ᯒ学基礎Ｂ
34130 ☜⋡・統ィ
34131 ⾜ิと⾜ิᘧ
34132 ᚤ分✚分
34140 ࢱンピューࢥ
90176 数学科教育法Ａ
90177 数学科教育法Ｂ
90178 数学科授業研究Ⅰ
90179 数学科授業研究Ⅱ
34105 ௦数学演習
34106 ⌧௦௦数学
34115 ᗄఱ学演習
34116 ⌧௦ᗄఱ学
34125 解ᯒ学演習
34126 ⌧௦解ᯒ学
34133 㞟合と位相
34134 数学演習Ⅰ
34135 数学演習Ⅱ
90180 数学科教育演習
90141 算数科教育演習
90463 算数科教育実践研究
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90600 㞀ᐖඣ⚟♴教育論
90611 音㡪⫈ぬ学
90630 人間発達の生理と㞀ᐖ
90640 ▱的㞀ᐖ指導法
90651 㞀ᐖங幼ඣ発達支援演習
90652 ᡭヰᗎ論
90660 ゝ語㞀ᐖ指導法
90661 特別支援ࢥーデࢿ࢕ーࢱᗎ論
90664 㔜」㞀ᐖඣ教育
90667 㞀ᐖඣ教育基礎演習
90682 発達㞀ᐖ総論

90683 特別支援教育学演習Ⅰ

90684 特別支援教育学演習Ⅱ

34000 国語学概論
34001 音ኌゝ語の研究とᩥ❶表⌧
34002 国語史
34019 日本ᩥ学概論・日本ᩥ学史

34500 日本ᩥ学ㅮㄞ

34501 日本ᩥ学基礎演習

34020 ₎ᩥ学基礎
34024 ₎ᩥ学演習
34025 ྂ඾ᩥ学基礎
34030 書写書道基礎
90160 中等国語科教育法Ａ
90161 中等国語科教育法Ｂ
90162 国語科授業研究Ⅰ
90163 国語科授業研究Ⅱ
34003 国語学演習Ａ
34004 国語学演習Ｂ
34018 ྂ඾ᩥ学演習
34026 ྂ඾ᩥ学ㅮㄞ
34502 ㏆⌧௦ᩥ学演習
34503 日本ᩥ学特Ṧㅮ⩏
34021 ₎ᩥㅮㄞ
90139 国語科教育演習Ａ
90164 国語科教育演習Ｂ
90458 国語科教育実践研究Ⅰ
90459 国語科教育実践研究Ⅱ
34040 日本史
34045 ࣚーࣟࣃࢵᅪ理解Ａ
34047 ᮾὒ史
34060 ᆅ理学
34061 ᆅㄅ学
34070 法ᚊ学
34071 政἞学
34080 経῭学
34081 社会学
34090 ဴ学
90167 中等社会科教育法Ａ
90168 中等社会科教育法Ｂ
90169 社会科授業研究Ⅰ
90170 社会科授業研究Ⅱ
34041 日本史Ａ
34042 日本史Ｂ
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34255 ピアノዌ法Ⅱ
34256 ピアノዌ法演習Ⅰ
34257 ピアノዌ法演習Ⅱ

34273
音楽理論ཬࡧ࿴ኌ学(作᭤・⦅᭤を
含む)Ⅱ

34274 作᭤(⦅᭤を含む)演習Ⅰ
34275 作᭤(⦅᭤を含む)演習Ⅱ
90143 音楽科教育演習Ⅰ
90194 音楽科教育演習Ⅱ
90467 音楽科教育実践研究Ⅰ
90468 音楽科教育実践研究Ⅱ

34600
絵画基礎Ａ(ᫎീ࣓デ࢕ア表⌧を含
む)

34601
絵画基礎Ｂ(ᫎീ࣓デ࢕ア表⌧を含
む)

34602 絵画ⅠＡ
34603 絵画ⅠＢ
34604 絵画ⅡＡ
34605 絵画ⅡＢ
34620 彫刻基礎Ａ
34621 彫刻基礎Ｂ
34622 彫刻ⅠＡ
34623 彫刻ⅠＢ
34624 彫刻ⅡＡ
34625 彫刻ⅡＢ

34640
デザイン基礎(ᫎീ࣓デ࢕ア表⌧を
含む)Ａ

34641
デザイン基礎(ᫎീ࣓デ࢕ア表⌧を
含む)Ｂ

34642 デザインⅠＡ
34643 デザインⅠＢ
34644 デザインⅡＡ
34645 デザインⅡＢ
34310 工芸基礎
90195 中等⨾⾡科教育法Ａ
90196 中等⨾⾡科教育法Ｂ
90232 ⨾⾡科授業研究ⅠＡ
90233 ⨾⾡科授業研究ⅠＢ
90234 ⨾⾡科授業研究ⅡＡ
90235 ⨾⾡科授業研究ⅡＢ
34606 絵画ϪＡ
34607 絵画ϪＢ
34608 絵画制作研究Ａ
34609 絵画制作研究Ｂ
34626 彫刻ϪＡ
34627 彫刻ϪＢ
34628 彫刻制作研究Ａ
34629 彫刻制作研究Ｂ
34646 デザインϪＡ
34647 デザインϪＢ
34648 デザイン制作研究Ａ
34649 デザイン制作研究Ｂ
34311 工芸論

34324 ẚ㍑⨾⾡史Ａ(⨾⾡理論を含む)

1
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90464 数学科教育実践研究
34150 理科ෆᐜ基礎Ａ(≀理学)
34151 理科ෆᐜ発ᒎＡ(≀理学)
34160 理科実㦂Ａ(≀理学)
34170 理科ෆᐜ基礎Ｂ(໬学)
34171 理科ෆᐜ発ᒎＢ(໬学)
34180 理科実㦂Ｂ(໬学)
34190 理科ෆᐜ基礎㹁(生≀学)
34191 理科ෆᐜ発ᒎ㹁(生≀学)
34200 理科実㦂㹁(生≀学)
34210 理科ෆᐜ基礎㹂(ᆅ学)
34211 理科ෆᐜ発ᒎ㹂(ᆅ学)
34220 理科実㦂㹂(ᆅ学)
90183 中等理科教育法Ａ
90184 中等理科教育法Ｂ
90185 理科授業研究Ⅰ
90186 理科授業研究Ⅱ
34152 理科ෆᐜ演習ＡⅠ(≀理学)
34153 理科ෆᐜ演習ＡⅡ(≀理学)

34154 教職≀理学
理工学域
㛤タ

34172 理科ෆᐜ演習ＢⅠ(໬学)
34173 理科ෆᐜ演習ＢⅡ(໬学)
34192 理科ෆᐜ演習㹁Ⅰ(生≀学)
34193 理科ෆᐜ演習㹁Ⅱ(生≀学)
34212 理科ෆᐜ演習㹂Ⅰ(ᆅ学)
34213 理科ෆᐜ演習㹂Ⅱ(ᆅ学)
90142 理科教育演習Ⅰ
90187 理科教育演習Ⅱ
90465 理科教育実践研究Ⅰ
90466 理科教育実践研究Ⅱ
34230 ソルフェージュ
34240 ḷၐ法Ⅰ
34241 アンࢧンࣈルＡ(ኌ楽)
34242 アンࢧンࣈルＢ(ኌ楽)
34243 日本の伝統的ḷၐ法
34250 ࿴楽ჾዌ法
34251 కዌ法
34252 ピアノዌ法Ⅰ
34253 アンࢧンࣈル㹂(ᮌ⟶)
34254 アンࢧンࣈル㹃(金⟶)
34260 指᥹法

34270
音楽理論ཬࡧ࿴ኌ学(作᭤・⦅᭤を
含む)Ⅰ

34271 音楽史Ａ(すὒ音楽)
34272 音楽史Ｂ(日本ཬࡧୡ⏺の音楽)
90190 音楽科教育法Ａ
90191 音楽科教育法Ｂ
90192 音楽科授業研究Ⅰ
90193 音楽科授業研究Ⅱ
34244 ḷၐ法Ⅱ
34245 ḷၐ法演習Ⅰ
34246 ḷၐ法演習Ⅱ
34247 アンࢧンࣈル㹁(ኌ楽)
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34255 ピアノዌ法Ⅱ
34256 ピアノዌ法演習Ⅰ
34257 ピアノዌ法演習Ⅱ

34273
音楽理論ཬࡧ࿴ኌ学(作᭤・⦅᭤を
含む)Ⅱ

34274 作᭤(⦅᭤を含む)演習Ⅰ
34275 作᭤(⦅᭤を含む)演習Ⅱ
90143 音楽科教育演習Ⅰ
90194 音楽科教育演習Ⅱ
90467 音楽科教育実践研究Ⅰ
90468 音楽科教育実践研究Ⅱ

34600
絵画基礎Ａ(ᫎീ࣓デ࢕ア表⌧を含
む)

34601
絵画基礎Ｂ(ᫎീ࣓デ࢕ア表⌧を含
む)

34602 絵画ⅠＡ
34603 絵画ⅠＢ
34604 絵画ⅡＡ
34605 絵画ⅡＢ
34620 彫刻基礎Ａ
34621 彫刻基礎Ｂ
34622 彫刻ⅠＡ
34623 彫刻ⅠＢ
34624 彫刻ⅡＡ
34625 彫刻ⅡＢ

34640
デザイン基礎(ᫎീ࣓デ࢕ア表⌧を
含む)Ａ

34641
デザイン基礎(ᫎീ࣓デ࢕ア表⌧を
含む)Ｂ

34642 デザインⅠＡ
34643 デザインⅠＢ
34644 デザインⅡＡ
34645 デザインⅡＢ
34310 工芸基礎
90195 中等⨾⾡科教育法Ａ
90196 中等⨾⾡科教育法Ｂ
90232 ⨾⾡科授業研究ⅠＡ
90233 ⨾⾡科授業研究ⅠＢ
90234 ⨾⾡科授業研究ⅡＡ
90235 ⨾⾡科授業研究ⅡＢ
34606 絵画ϪＡ
34607 絵画ϪＢ
34608 絵画制作研究Ａ
34609 絵画制作研究Ｂ
34626 彫刻ϪＡ
34627 彫刻ϪＢ
34628 彫刻制作研究Ａ
34629 彫刻制作研究Ｂ
34646 デザインϪＡ
34647 デザインϪＢ
34648 デザイン制作研究Ａ
34649 デザイン制作研究Ｂ
34311 工芸論

34324 ẚ㍑⨾⾡史Ａ(⨾⾡理論を含む)
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90464 数学科教育実践研究
34150 理科ෆᐜ基礎Ａ(≀理学)
34151 理科ෆᐜ発ᒎＡ(≀理学)
34160 理科実㦂Ａ(≀理学)
34170 理科ෆᐜ基礎Ｂ(໬学)
34171 理科ෆᐜ発ᒎＢ(໬学)
34180 理科実㦂Ｂ(໬学)
34190 理科ෆᐜ基礎㹁(生≀学)
34191 理科ෆᐜ発ᒎ㹁(生≀学)
34200 理科実㦂㹁(生≀学)
34210 理科ෆᐜ基礎㹂(ᆅ学)
34211 理科ෆᐜ発ᒎ㹂(ᆅ学)
34220 理科実㦂㹂(ᆅ学)
90183 中等理科教育法Ａ
90184 中等理科教育法Ｂ
90185 理科授業研究Ⅰ
90186 理科授業研究Ⅱ
34152 理科ෆᐜ演習ＡⅠ(≀理学)
34153 理科ෆᐜ演習ＡⅡ(≀理学)

34154 教職≀理学
理工学域
㛤タ

34172 理科ෆᐜ演習ＢⅠ(໬学)
34173 理科ෆᐜ演習ＢⅡ(໬学)
34192 理科ෆᐜ演習㹁Ⅰ(生≀学)
34193 理科ෆᐜ演習㹁Ⅱ(生≀学)
34212 理科ෆᐜ演習㹂Ⅰ(ᆅ学)
34213 理科ෆᐜ演習㹂Ⅱ(ᆅ学)
90142 理科教育演習Ⅰ
90187 理科教育演習Ⅱ
90465 理科教育実践研究Ⅰ
90466 理科教育実践研究Ⅱ
34230 ソルフェージュ
34240 ḷၐ法Ⅰ
34241 アンࢧンࣈルＡ(ኌ楽)
34242 アンࢧンࣈルＢ(ኌ楽)
34243 日本の伝統的ḷၐ法
34250 ࿴楽ჾዌ法
34251 కዌ法
34252 ピアノዌ法Ⅰ
34253 アンࢧンࣈル㹂(ᮌ⟶)
34254 アンࢧンࣈル㹃(金⟶)
34260 指᥹法

34270
音楽理論ཬࡧ࿴ኌ学(作᭤・⦅᭤を
含む)Ⅰ

34271 音楽史Ａ(すὒ音楽)
34272 音楽史Ｂ(日本ཬࡧୡ⏺の音楽)
90190 音楽科教育法Ａ
90191 音楽科教育法Ｂ
90192 音楽科授業研究Ⅰ
90193 音楽科授業研究Ⅱ
34244 ḷၐ法Ⅱ
34245 ḷၐ法演習Ⅰ
34246 ḷၐ法演習Ⅱ
34247 アンࢧンࣈル㹁(ኌ楽)
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34671 Ṋ道Ｂ
34672 Ⅰࢫンࢲ
34673 Ⅱࢫンࢲ
34405 体育心理学Ⅰ
34406 体育心理学Ⅱ
34410 㐠動学概論(㐠動方法学を含む)
34423 Ⅰࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34424 Ⅱࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34425 表⌧㐠動学Ⅰ
34426 表⌧㐠動学Ⅱ
34427 生理学Ⅰ(㐠動生理学を含む)
34428 生理学Ⅱ(㐠動生理学を含む)
34431 ⾨生学ཬࡧබ⾗⾨生学Ⅰ
34432 ⾨生学ཬࡧබ⾗⾨生学Ⅱ

34443
学校ಖ೺Ⅰ(小ඣಖ೺㸪⢭⚄ಖ೺㸪
学校Ᏻ඲ཬࡧᩆᛴฎ⨨を含む)

34444
学校ಖ೺Ⅱ(小ඣಖ೺㸪⢭⚄ಖ೺㸪
学校Ᏻ඲ཬࡧᩆᛴฎ⨨を含む)

90236 ಖ೺体育科教育法ＡⅠ
90237 ಖ೺体育科教育法ＡⅡ
90238 ಖ೺体育科教育法ＢⅠ
90239 ಖ೺体育科教育法ＢⅡ
90240 ಖ೺体育科授業研究Ⅰ
90241 ಖ೺体育科授業研究Ⅱ
90242 ಖ೺体育科授業研究Ϫ
90243 ಖ೺体育科授業研究ϫ
34680 演習Ⅰࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34681 演習Ⅱࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34682 演習Ϫࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34683 演習ϫࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34684 演習Ϭࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34685 演習ϭࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34686 演習Ϯࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34687 演習ϯࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34688 生理学演習Ⅰ
34689 生理学演習Ⅱ
34690 生理学演習Ϫ
34691 生理学演習ϫ
34692 生理学演習Ϭ
34693 生理学演習ϭ
34694 生理学演習Ϯ
34695 生理学演習ϯ
34696 学校ಖ೺演習Ⅰ
34697 学校ಖ೺演習Ⅱ
34698 学校ಖ೺演習Ϫ
34699 学校ಖ೺演習ϫ
34700 学校ಖ೺演習Ϭ
34701 学校ಖ೺演習ϭ
34702 学校ಖ೺演習Ϯ
34703 学校ಖ೺演習ϯ
90244 体育科教育演習Ⅰ
90245 体育科教育演習Ⅱ
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34325 ẚ㍑⨾⾡史Ｂ(⨾⾡理論を含む)

34326 すὒ⨾⾡史Ａ
34327 すὒ⨾⾡史Ｂ
34328 すὒ⨾⾡史㹁
34329 すὒ⨾⾡史㹂
34323 ⨾⾡実ᆅ研究
90144 図画工作科教育演習
90199 ⨾⾡科教育演習
90469 図画工作科教育実践研究
90470 ⨾⾡科教育実践研究
34330 家政学ཎ論
34331 家庭経営学(家庭経῭学を含む)
34332 家᪘関ಀ学
34340 ⿕᭹科学Ⅰ
34341 ⿕᭹科学実㦂
34342 ⿕᭹ᵓᡂ実習
34352 ㄪ理実習
34366 㣗⎔ቃ学
34367 ఫ生活学Ⅰ
34368 ఫ生活学Ⅱ（〇図を含む)
34371 ಖ育学(実習を含む)

34374
ಖ育学概論(家庭┳ㆤを含む)(⚟♴
心理学)

34381 㟁Ẽ・ᶵᲔ・᝟ሗ概論
90207 中等家庭科教育法Ａ
90208 中等家庭科教育法Ｂ
90209 家庭科授業研究Ⅰ
90210 家庭科授業研究Ⅱ
34333 家庭経営学演習Ⅰ
34334 家庭経営学演習Ⅱ
34343 ⿕᭹科学Ⅱ
34344 ⿕᭹科学演習Ⅰ
34345 ⿕᭹科学演習Ⅱ
34351 ೺ᗣᰤ㣴学実習

34359 ᰤ㣴生理学

34364 ఫ⎔ቃ論Ⅰ

34365 ఫ⎔ቃ論Ⅱ

34372 ಖ育学演習Ⅰ
34373 ಖ育学演習Ⅱ
90145 家庭科教育演習Ａ
90211 家庭科教育演習Ｂ
90471 家庭科教育実践研究Ⅰ
90472 家庭科教育実践研究Ⅱ
34660 体᧯・ჾᲔ㐠動Ⅰ
34661 体᧯・ჾᲔ㐠動Ⅱ
34662 㝣ୖ➇ᢏⅠ
34663 㝣ୖ➇ᢏⅡ
34664 ỈὋⅠ
34665 ỈὋⅡ
34666 ⌫ᢏＡⅠ
34667 ⌫ᢏＡⅡ
34668 ⌫ᢏＢⅠ
34669 ⌫ᢏＢⅡ
34670 Ṋ道Ａ
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34671 Ṋ道Ｂ
34672 Ⅰࢫンࢲ
34673 Ⅱࢫンࢲ
34405 体育心理学Ⅰ
34406 体育心理学Ⅱ
34410 㐠動学概論(㐠動方法学を含む)
34423 Ⅰࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34424 Ⅱࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34425 表⌧㐠動学Ⅰ
34426 表⌧㐠動学Ⅱ
34427 生理学Ⅰ(㐠動生理学を含む)
34428 生理学Ⅱ(㐠動生理学を含む)
34431 ⾨生学ཬࡧබ⾗⾨生学Ⅰ
34432 ⾨生学ཬࡧබ⾗⾨生学Ⅱ

34443
学校ಖ೺Ⅰ(小ඣಖ೺㸪⢭⚄ಖ೺㸪
学校Ᏻ඲ཬࡧᩆᛴฎ⨨を含む)

34444
学校ಖ೺Ⅱ(小ඣಖ೺㸪⢭⚄ಖ೺㸪
学校Ᏻ඲ཬࡧᩆᛴฎ⨨を含む)

90236 ಖ೺体育科教育法ＡⅠ
90237 ಖ೺体育科教育法ＡⅡ
90238 ಖ೺体育科教育法ＢⅠ
90239 ಖ೺体育科教育法ＢⅡ
90240 ಖ೺体育科授業研究Ⅰ
90241 ಖ೺体育科授業研究Ⅱ
90242 ಖ೺体育科授業研究Ϫ
90243 ಖ೺体育科授業研究ϫ
34680 演習Ⅰࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34681 演習Ⅱࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34682 演習Ϫࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34683 演習ϫࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34684 演習Ϭࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34685 演習ϭࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34686 演習Ϯࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34687 演習ϯࢫࢡࢽ࣓࢝࢜イࣂ
34688 生理学演習Ⅰ
34689 生理学演習Ⅱ
34690 生理学演習Ϫ
34691 生理学演習ϫ
34692 生理学演習Ϭ
34693 生理学演習ϭ
34694 生理学演習Ϯ
34695 生理学演習ϯ
34696 学校ಖ೺演習Ⅰ
34697 学校ಖ೺演習Ⅱ
34698 学校ಖ೺演習Ϫ
34699 学校ಖ೺演習ϫ
34700 学校ಖ೺演習Ϭ
34701 学校ಖ೺演習ϭ
34702 学校ಖ೺演習Ϯ
34703 学校ಖ೺演習ϯ
90244 体育科教育演習Ⅰ
90245 体育科教育演習Ⅱ
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34325 ẚ㍑⨾⾡史Ｂ(⨾⾡理論を含む)

34326 すὒ⨾⾡史Ａ
34327 すὒ⨾⾡史Ｂ
34328 すὒ⨾⾡史㹁
34329 すὒ⨾⾡史㹂
34323 ⨾⾡実ᆅ研究
90144 図画工作科教育演習
90199 ⨾⾡科教育演習
90469 図画工作科教育実践研究
90470 ⨾⾡科教育実践研究
34330 家政学ཎ論
34331 家庭経営学(家庭経῭学を含む)
34332 家᪘関ಀ学
34340 ⿕᭹科学Ⅰ
34341 ⿕᭹科学実㦂
34342 ⿕᭹ᵓᡂ実習
34352 ㄪ理実習
34366 㣗⎔ቃ学
34367 ఫ生活学Ⅰ
34368 ఫ生活学Ⅱ（〇図を含む)
34371 ಖ育学(実習を含む)

34374
ಖ育学概論(家庭┳ㆤを含む)(⚟♴
心理学)

34381 㟁Ẽ・ᶵᲔ・᝟ሗ概論
90207 中等家庭科教育法Ａ
90208 中等家庭科教育法Ｂ
90209 家庭科授業研究Ⅰ
90210 家庭科授業研究Ⅱ
34333 家庭経営学演習Ⅰ
34334 家庭経営学演習Ⅱ
34343 ⿕᭹科学Ⅱ
34344 ⿕᭹科学演習Ⅰ
34345 ⿕᭹科学演習Ⅱ
34351 ೺ᗣᰤ㣴学実習

34359 ᰤ㣴生理学

34364 ఫ⎔ቃ論Ⅰ

34365 ఫ⎔ቃ論Ⅱ

34372 ಖ育学演習Ⅰ
34373 ಖ育学演習Ⅱ
90145 家庭科教育演習Ａ
90211 家庭科教育演習Ｂ
90471 家庭科教育実践研究Ⅰ
90472 家庭科教育実践研究Ⅱ
34660 体᧯・ჾᲔ㐠動Ⅰ
34661 体᧯・ჾᲔ㐠動Ⅱ
34662 㝣ୖ➇ᢏⅠ
34663 㝣ୖ➇ᢏⅡ
34664 ỈὋⅠ
34665 ỈὋⅡ
34666 ⌫ᢏＡⅠ
34667 ⌫ᢏＡⅡ
34668 ⌫ᢏＢⅠ
34669 ⌫ᢏＢⅡ
34670 Ṋ道Ａ

2

2

2

1
1

0.5
0.5

専
ಟ
専
門
科
目

(

家
政
教
育
専
ಟ

)

2

2
2

1
2
2

2

1

1
2

2

0.5

0.5
0.5

1

専
ಟ
基
礎
科
目

(

家
政
教
育
専
ಟ

)

2
2

2

1
2

1
1

2
2
1

2
2
2

2

1

2
2

1
1
1
1

専
門
科
目

0.5
0.5

2

0.5
0.5
0.5
0.5

2

2
2
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　別表第4　専門基礎科目・専門科目単位配当表（人間社会学域番号　51）

地域創造学類（学類番号05）
科目番号 授業科目名 備考
15012 地域創造学Ⅰ
15013 地域創造学Ⅱ
15022 地域創造学Ⅲ
15023 地域創造学Ⅳ
15009 地域創造体験実習A
15010 地域創造体験実習B
15011 地域創造体験実習C
15033 地域創造学特別講義A
15034 地域創造学特別講義B
15035 地域創造学特別講義C
15036 地域創造学特別講義D
15037 地域創造インターンシップ
15024 地域創造インターンシップ
15025 異文化体験（海外）Ⅰ
15026 異文化体験（海外）Ⅰ
15027 異文化体験（海外）Ⅰ
15028 異文化体験（海外）Ⅰ
15029 異文化体験（海外）Ⅰ
15030 異文化体験（海外）Ⅰ
15031 異文化体験（海外）Ⅰ
15032 異文化体験（海外）Ⅰ
35506 高齢者福祉論 ※
35508 障害者福祉論 ※
35509 児童福祉論 ※
35510 公的扶助論 ※
35561 社会政策論Ⅰ
35562 社会政策論Ⅱ
35519 社会福祉施設経営論 ※
35521 労使関係法
35526 社会学 ※
35527 社会調査論 ※
35528 社会福祉行政論 ※
35529 福祉計画論 ※
35531 権利擁護と成年後見制度 ※
35532 更生保護論 ※
35535 社会福祉援助技術論Ⅰ ※
35536 社会福祉援助技術論Ⅱ ※
35537 社会福祉援助技術論Ⅲ ※
35538 社会福祉援助技術論Ⅳ ※
35539 社会福祉援助技術演習Ⅰ ※
35540 社会福祉援助技術演習Ⅱ ※
35541 社会福祉援助技術演習Ⅲ ※
35542 社会福祉援助技術演習Ⅳ ※
35543 社会福祉援助技術演習Ⅴ ※
35544 社会福祉援助技術現場実習 ※
35545 社会福祉援助技術現場実習指導 ※
35571 社会福祉総論 ※
35572 社会保障論 ※
35573 地域福祉論 ※
35574 介護保険制度論 ※
35575 保健医療論 ※
35576 雇用政策論Ⅰ

専
門
科
目

福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス

2
2
2

2
2
2

2
1
1

2
1
2

2

1

2
2
2

2

2
2
2

6
2
2

2
2
4

8

1
2
3

1

1
1

2
2

科目区分 単位数

1
1

専
門
基
礎
科
目

1

1
1
1

1
1

2

1
1
1

4
5
6
7

1

90691 ಖ೺体育科教育演習Ⅰ
90692 ಖ೺体育科教育演習Ⅱ
90693 ಖ೺体育科教育演習Ϫ
90694 ಖ೺体育科教育演習ϫ
90695 ಖ೺体育科教育演習Ϭ
90696 ಖ೺体育科教育演習ϭ
90697 体育科教育実践研究Ⅰ
90698 体育科教育実践研究Ⅱ
90699 ಖ೺体育特Ṧㅮ⩏Ⅰ
90700 ಖ೺体育特Ṧㅮ⩏Ⅱ
90701 ಖ೺体育科教育実践研究Ⅰ
90702 ಖ೺体育科教育実践研究Ⅱ
34450 英語学概論Ａ
34451 英語学概論Ｂ
34452 英語音ኌ学
34453 英ᩥ法
34470 英語ᩥ学概ㄝＡ�(イࢫࣜࢠ)

34471 英語ᩥ学概ㄝＢ�(イࢫࣜࢠ)

34472 英語ᩥ学概ㄝ㹁�(ア࣓ࣜ࢝)

34473 英語ᩥ学概ㄝ㹂（ア࣓ࣜ࢝)

34474 英語ᩥ学演習Ａ

34475 英語ᩥ学演習Ｂ

34480 英作ᩥＡ
34481 英作ᩥＢ
34482 英会ヰＡ
34483 英会ヰＢ
34491 ␗ᩥ໬理解Ａ

34492 ␗ᩥ໬理解Ｂ

34493 ␗ᩥ໬理解㹁

34494 ␗ᩥ໬理解㹂

90212 英語科教育法Ａ
90213 英語科教育法Ｂ
90214 英語科授業研究Ⅰ
90215 英語科授業研究Ⅱ
34454 英語学演習Ａ
34455 英語学演習Ｂ
34456 英語学特Ṧㅮ⩏
34476 英語ᩥ学演習㹁
34477 英語ᩥ学演習㹂
34478 英語ᩥ学特Ṧㅮ⩏
34484 英作ᩥ㹁
34485 英作ᩥ㹂
34486 英会ヰ㹁
34487 英会ヰ㹂
90216 英語科教育演習Ⅰ
90217 英語科教育演習Ⅱ
90475 英語科教育実践研究Ⅰ
90476 英語科教育実践研究Ⅱ

2
2
2

1
1
1

2

専
ಟ
基
礎
科
目

(

英
語
教
育
専
ಟ

)

2
2
1

1
1

1

1

1

1
1

専
ಟ
専
門
科
目

(

英
語
教
育
専
ಟ

)

1
1
2

2
2

1
2
2

1
1
1

1
1
2

1

0.5
0.5

1

1

1

1
1
1

専
門
科
目

1
1

1
1

1
1

0.5
0.5
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　別表第4　専門基礎科目・専門科目単位配当表（人間社会学域番号　51）

地域創造学類（学類番号05）
科目番号 授業科目名 備考
15012 地域創造学Ⅰ
15013 地域創造学Ⅱ
15022 地域創造学Ⅲ
15023 地域創造学Ⅳ
15009 地域創造体験実習A
15010 地域創造体験実習B
15011 地域創造体験実習C
15033 地域創造学特別講義A
15034 地域創造学特別講義B
15035 地域創造学特別講義C
15036 地域創造学特別講義D
15037 地域創造インターンシップ
15024 地域創造インターンシップ
15025 異文化体験（海外）Ⅰ
15026 異文化体験（海外）Ⅰ
15027 異文化体験（海外）Ⅰ
15028 異文化体験（海外）Ⅰ
15029 異文化体験（海外）Ⅰ
15030 異文化体験（海外）Ⅰ
15031 異文化体験（海外）Ⅰ
15032 異文化体験（海外）Ⅰ
35506 高齢者福祉論 ※
35508 障害者福祉論 ※
35509 児童福祉論 ※
35510 公的扶助論 ※
35561 社会政策論Ⅰ
35562 社会政策論Ⅱ
35519 社会福祉施設経営論 ※
35521 労使関係法
35526 社会学 ※
35527 社会調査論 ※
35528 社会福祉行政論 ※
35529 福祉計画論 ※
35531 権利擁護と成年後見制度 ※
35532 更生保護論 ※
35535 社会福祉援助技術論Ⅰ ※
35536 社会福祉援助技術論Ⅱ ※
35537 社会福祉援助技術論Ⅲ ※
35538 社会福祉援助技術論Ⅳ ※
35539 社会福祉援助技術演習Ⅰ ※
35540 社会福祉援助技術演習Ⅱ ※
35541 社会福祉援助技術演習Ⅲ ※
35542 社会福祉援助技術演習Ⅳ ※
35543 社会福祉援助技術演習Ⅴ ※
35544 社会福祉援助技術現場実習 ※
35545 社会福祉援助技術現場実習指導 ※
35571 社会福祉総論 ※
35572 社会保障論 ※
35573 地域福祉論 ※
35574 介護保険制度論 ※
35575 保健医療論 ※
35576 雇用政策論Ⅰ

専
門
科
目

福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス

2
2
2

2
2
2

2
1
1

2
1
2

2

1

2
2
2

2

2
2
2

6
2
2

2
2
4

8

1
2
3

1

1
1

2
2

科目区分 単位数

1
1

専
門
基
礎
科
目

1

1
1
1

1
1

2

1
1
1

4
5
6
7

1

90691 ಖ೺体育科教育演習Ⅰ
90692 ಖ೺体育科教育演習Ⅱ
90693 ಖ೺体育科教育演習Ϫ
90694 ಖ೺体育科教育演習ϫ
90695 ಖ೺体育科教育演習Ϭ
90696 ಖ೺体育科教育演習ϭ
90697 体育科教育実践研究Ⅰ
90698 体育科教育実践研究Ⅱ
90699 ಖ೺体育特Ṧㅮ⩏Ⅰ
90700 ಖ೺体育特Ṧㅮ⩏Ⅱ
90701 ಖ೺体育科教育実践研究Ⅰ
90702 ಖ೺体育科教育実践研究Ⅱ
34450 英語学概論Ａ
34451 英語学概論Ｂ
34452 英語音ኌ学
34453 英ᩥ法
34470 英語ᩥ学概ㄝＡ�(イࢫࣜࢠ)

34471 英語ᩥ学概ㄝＢ�(イࢫࣜࢠ)

34472 英語ᩥ学概ㄝ㹁�(ア࣓ࣜ࢝)

34473 英語ᩥ学概ㄝ㹂（ア࣓ࣜ࢝)

34474 英語ᩥ学演習Ａ

34475 英語ᩥ学演習Ｂ

34480 英作ᩥＡ
34481 英作ᩥＢ
34482 英会ヰＡ
34483 英会ヰＢ
34491 ␗ᩥ໬理解Ａ

34492 ␗ᩥ໬理解Ｂ

34493 ␗ᩥ໬理解㹁

34494 ␗ᩥ໬理解㹂

90212 英語科教育法Ａ
90213 英語科教育法Ｂ
90214 英語科授業研究Ⅰ
90215 英語科授業研究Ⅱ
34454 英語学演習Ａ
34455 英語学演習Ｂ
34456 英語学特Ṧㅮ⩏
34476 英語ᩥ学演習㹁
34477 英語ᩥ学演習㹂
34478 英語ᩥ学特Ṧㅮ⩏
34484 英作ᩥ㹁
34485 英作ᩥ㹂
34486 英会ヰ㹁
34487 英会ヰ㹂
90216 英語科教育演習Ⅰ
90217 英語科教育演習Ⅱ
90475 英語科教育実践研究Ⅰ
90476 英語科教育実践研究Ⅱ

2
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1
1
1

2
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ಟ
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礎
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35763 地域体験実習㹁
35764 地域体験実習㹂
35700 ⎔ቃඹ生基礎実習A
35701 ⎔ቃඹ生基礎実習B
35702 ⎔ቃඹ生基礎実習C
35703 ⎔ቃඹ生基礎実習D
35704 ⎔ቃඹ生基礎論
35709 㣗⎔ቃ文⊩㉎ㄞⅠ
35710 㣗⎔ቃ文⊩㉎ㄞⅡ
35715 生ែ⣔ࢧーࣅスⱥㄒ文⊩㉎ㄞⅠ
35716 生ែ⣔ࢧーࣅスⱥㄒ文⊩㉎ㄞⅡ
35719 コࢣࢽ࣑ࣗーシࣙン⌮論
35767 ᰤ㣴生⌮学
35768 㣗⎔ቃ学
35740 ⮬↛地⌮学A
35741 ⮬↛地⌮学B
35742 ⮬↛地⌮学C
35743 ⮬↛地⌮学D
35749 生ែ⣔ࢧーࣅス基礎論
35750 ⎔ቃᙧ成ᡓ␎論
35755 ⎔ቃᩍ⫱
35756 ⎔ቃコࢣࢽ࣑ࣗーシࣙン

35769
地域マネジメント論�ࣟーࣝ࢝・
コࣔンࢬ創生論�

35801 地域計画論Ⅰ
35802 地域計画論Ⅱ
35815 人ཱྀ地⌮学Ⅰ
35816 人ཱྀ地⌮学Ⅱ
35817 㒔ᕷ地⌮学A
35821 ఫ生ά学Ⅰ
35822 ఫ生ά学Ⅱ
35831 ஺㏻計画
35809 地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ論Ⅰ
35810 地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ論Ⅱ
35835 社会調査論
35838 インターンシップࡾࡃ࡙ࡕࡲ
35836 地域分ᯒ実習Ⅰ
35837 地域分ᯒ実習Ⅱ
35839 地域計画論演習
35848 㒔ᕷ・஺㏻論演習
35849 海外地域プࣛンࢽンࢢ演習
35840 地域᝟ሗ学演習
35847 地域プࣛンࢽンࢢ演習
35803 地域᝟ሗ学Ⅰ
35804 地域᝟ሗ学Ⅱ
35818 㒔ᕷ地⌮学B
35800 地域学ཎ論
35805 地域ᒃఫ論
35806 ᬒほ論
35807 地域ス࣏ーࢶ論Ⅰ
35808 地域ス࣏ーࢶ論Ⅱ
35850 地域政策論AⅠ
35851 地域政策論AⅡ
35811 ẚ㍑地域経῭論
35812 地域経῭学
35813 地᪉㈈政論

専
門
科
目

地
域
プ
ࣛ
ン
ࢽ
ン
ࢢ
コ
ー

ス

1

2

2
1
1

2
2

1

1
1

1
1
1
1

1
1
1

2
1
1

1
1

2
4
1

1
1
2

1
4

2

1
1
1

1
1
1

1

2

2
2
2

2

1
1

1
2
1

1
1
1

2

2

1
1

3

35577 雇用政策論Ⅱ ※
35578 人権論Ⅰ
35579 人権論Ⅱ
35580 現௦社会学AⅠ
35581 現௦社会学AⅡ
35582 現௦社会学BⅠ
35583 現௦社会学BⅡ
35584 現௦社会学CⅠ
35585 現௦社会学CⅡ
35586 現௦社会学DⅠ
35587 現௦社会学DⅡ
35588 現௦社会学(Ⅰ
35589 現௦社会学(Ⅱ
35590 社会⤫計学Ⅰ
35591 社会⤫計学Ⅱ
35592 社会福祉援助技術総論 ※
35593 地域社会調査基礎演習
35594 福祉マネジメント演習
35595 地域社会調査実習
35765 ⮬↛⎔ቃと社会
35707 ⎔ቃと経῭基礎演習Ⅰ
35708 ⎔ቃと経῭基礎演習Ⅱ
35711 ⮬↛⎔ቃ文⊩講ㄞⅠ
35712 ⮬↛⎔ቃ文⊩講ㄞⅡ
35713 ㈨※ά用・ὶ㏻文⊩講ㄞⅠ
35714 ㈨※ά用・ὶ㏻文⊩講ㄞⅡ
35720 地ㄅ学演習Ⅰ
35721 地ㄅ学演習Ⅱ
35766 ⮬↛⎔ቃ基礎論
35751 ⎔ቃᛮ᝿Ⅰ
35752 ⎔ቃᛮ᝿Ⅱ
35747 ㎰ᮧ計画論Ⅰ
35748 ㎰ᮧ計画論Ⅱ
35722 ⎔ቃ経῭論Ⅰ
35723 ⎔ቃ経῭論Ⅱ
35724 ㎰業経῭論Ⅰ
35725 ㎰業経῭論Ⅱ
35726 ⎔ቃ経῭政策論Ⅰ
35727 ⎔ቃ経῭政策論Ⅱ
35728 ㎰業政策論Ⅰ
35729 ㎰業政策論Ⅱ
35738 ⮬↛⎔ቃ論㸿
35739 ⮬↛⎔ቃ論㹀
35744 㜵⅏・ῶ⅏と地⌮学
35745 ὶ㏻・ᾘ㈝論
35746 地域㈨※ά用論
35757 社会⎔ቃ論Ⅰ
35758 社会⎔ቃ論Ⅱ
35705 ⎔ቃඹ生ᛂ用演習
35706 ⎔ቃඹ生ᛂ用実習
35717 ⎔ቃ政策論基礎演習Ⅰ
35718 ⎔ቃ政策論基礎演習Ⅱ
35753 ⎔ቃ政策論Ⅰ
35754 ⎔ቃ政策論Ⅱ
35761 地域体験実習㸿
35762 地域体験実習㹀

専
門
科
目

福
祉
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
コ
ー

ス

1

1
1
1

2
2
2

1
1
1

4
1
1

1
1
4

1
1
1

1
1

2

1
1
1

1
1
1

1
1
1

4
2
2

1
1

1
1
1

1
1
2

1
1
1

2
2
2

1
1

1
1
1

1
1
1

2
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35763 地域体験実習㹁
35764 地域体験実習㹂
35700 ⎔ቃඹ生基礎実習A
35701 ⎔ቃඹ生基礎実習B
35702 ⎔ቃඹ生基礎実習C
35703 ⎔ቃඹ生基礎実習D
35704 ⎔ቃඹ生基礎論
35709 㣗⎔ቃ文⊩㉎ㄞⅠ
35710 㣗⎔ቃ文⊩㉎ㄞⅡ
35715 生ែ⣔ࢧーࣅスⱥㄒ文⊩㉎ㄞⅠ
35716 生ែ⣔ࢧーࣅスⱥㄒ文⊩㉎ㄞⅡ
35719 コࢣࢽ࣑ࣗーシࣙン⌮論
35767 ᰤ㣴生⌮学
35768 㣗⎔ቃ学
35740 ⮬↛地⌮学A
35741 ⮬↛地⌮学B
35742 ⮬↛地⌮学C
35743 ⮬↛地⌮学D
35749 生ែ⣔ࢧーࣅス基礎論
35750 ⎔ቃᙧ成ᡓ␎論
35755 ⎔ቃᩍ⫱
35756 ⎔ቃコࢣࢽ࣑ࣗーシࣙン

35769
地域マネジメント論�ࣟーࣝ࢝・
コࣔンࢬ創生論�

35801 地域計画論Ⅰ
35802 地域計画論Ⅱ
35815 人ཱྀ地⌮学Ⅰ
35816 人ཱྀ地⌮学Ⅱ
35817 㒔ᕷ地⌮学A
35821 ఫ生ά学Ⅰ
35822 ఫ生ά学Ⅱ
35831 ஺㏻計画
35809 地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ論Ⅰ
35810 地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ論Ⅱ
35835 社会調査論
35838 インターンシップࡾࡃ࡙ࡕࡲ
35836 地域分ᯒ実習Ⅰ
35837 地域分ᯒ実習Ⅱ
35839 地域計画論演習
35848 㒔ᕷ・஺㏻論演習
35849 海外地域プࣛンࢽンࢢ演習
35840 地域᝟ሗ学演習
35847 地域プࣛンࢽンࢢ演習
35803 地域᝟ሗ学Ⅰ
35804 地域᝟ሗ学Ⅱ
35818 㒔ᕷ地⌮学B
35800 地域学ཎ論
35805 地域ᒃఫ論
35806 ᬒほ論
35807 地域ス࣏ーࢶ論Ⅰ
35808 地域ス࣏ーࢶ論Ⅱ
35850 地域政策論AⅠ
35851 地域政策論AⅡ
35811 ẚ㍑地域経῭論
35812 地域経῭学
35813 地᪉㈈政論

専
門
科
目

地
域
プ
ࣛ
ン
ࢽ
ン
ࢢ
コ
ー

ス

1

2

2
1
1

2
2

1

1
1

1
1
1
1

1
1
1

2
1
1

1
1

2
4
1

1
1
2

1
4

2

1
1
1

1
1
1

1

2

2
2
2

2

1
1

1
2
1

1
1
1

2

2

1
1

3

35577 雇用政策論Ⅱ ※
35578 人権論Ⅰ
35579 人権論Ⅱ
35580 現௦社会学AⅠ
35581 現௦社会学AⅡ
35582 現௦社会学BⅠ
35583 現௦社会学BⅡ
35584 現௦社会学CⅠ
35585 現௦社会学CⅡ
35586 現௦社会学DⅠ
35587 現௦社会学DⅡ
35588 現௦社会学(Ⅰ
35589 現௦社会学(Ⅱ
35590 社会⤫計学Ⅰ
35591 社会⤫計学Ⅱ
35592 社会福祉援助技術総論 ※
35593 地域社会調査基礎演習
35594 福祉マネジメント演習
35595 地域社会調査実習
35765 ⮬↛⎔ቃと社会
35707 ⎔ቃと経῭基礎演習Ⅰ
35708 ⎔ቃと経῭基礎演習Ⅱ
35711 ⮬↛⎔ቃ文⊩講ㄞⅠ
35712 ⮬↛⎔ቃ文⊩講ㄞⅡ
35713 ㈨※ά用・ὶ㏻文⊩講ㄞⅠ
35714 ㈨※ά用・ὶ㏻文⊩講ㄞⅡ
35720 地ㄅ学演習Ⅰ
35721 地ㄅ学演習Ⅱ
35766 ⮬↛⎔ቃ基礎論
35751 ⎔ቃᛮ᝿Ⅰ
35752 ⎔ቃᛮ᝿Ⅱ
35747 ㎰ᮧ計画論Ⅰ
35748 ㎰ᮧ計画論Ⅱ
35722 ⎔ቃ経῭論Ⅰ
35723 ⎔ቃ経῭論Ⅱ
35724 ㎰業経῭論Ⅰ
35725 ㎰業経῭論Ⅱ
35726 ⎔ቃ経῭政策論Ⅰ
35727 ⎔ቃ経῭政策論Ⅱ
35728 ㎰業政策論Ⅰ
35729 ㎰業政策論Ⅱ
35738 ⮬↛⎔ቃ論㸿
35739 ⮬↛⎔ቃ論㹀
35744 㜵⅏・ῶ⅏と地⌮学
35745 ὶ㏻・ᾘ㈝論
35746 地域㈨※ά用論
35757 社会⎔ቃ論Ⅰ
35758 社会⎔ቃ論Ⅱ
35705 ⎔ቃඹ生ᛂ用演習
35706 ⎔ቃඹ生ᛂ用実習
35717 ⎔ቃ政策論基礎演習Ⅰ
35718 ⎔ቃ政策論基礎演習Ⅱ
35753 ⎔ቃ政策論Ⅰ
35754 ⎔ቃ政策論Ⅱ
35761 地域体験実習㸿
35762 地域体験実習㹀

専
門
科
目

福
祉
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ネ
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メ
ン
ト
コ
ー

ス

1

1
1
1

2
2
2

1
1
1

4
1
1

1
1
4

1
1
1

1
1

2

1
1
1

1
1
1

1
1
1

4
2
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1
1

1
1
1

1
1
2

1
1
1

2
2
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1
1

1
1
1

1
1
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2
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35814 地᪉㈈政分ᯒ論
35819 ㎰ᮧ地⌮学
35820 地域地⌮学
35823 ス࣏ーࢶ社会学A
35824 ス࣏ーࢶ社会学B
35825 ス࣏ーࢶ経営学Ⅰ
35826 ス࣏ーࢶ経営学Ⅱ
35852 地域政策論BⅠ
35853 地域政策論BⅡ
35827 㒔ᕷ計画A
35828 㒔ᕷ計画B
35829 ᬒほࢨࢹイン学A
35830 ᬒほࢨࢹイン学B
35832 㐨㊰政策論
35833 経῭学基礎ࣟࢡ࣑
35834 㒔ᕷ経῭学
35842 地域ᒃఫ論演習
35843 ス࣏ーࢶ政策論演習
35844 ス࣏ーࢶ⏘業論演習
35854 地域政策論演習
35845 地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ論演習
35900 ほග論Ⅰ
35901 ほග論Ⅱ

35902 ほග調査・◊✲法ᴫㄝⅠ

35903 ほග調査・◊✲法ᴫㄝⅡ
35904 ほග政策論Ⅰ
35905 ほග政策論Ⅱ
35906 地域経営論Ⅰ
35907 地域経営論Ⅱ
35908 地域文化論Ⅰ
35909 地域文化論Ⅱ
35910 ほග地域論Ⅰ
35911 ほග地域論Ⅱ
35912 コࢨࢹ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗイン論Ⅰ
35913 コࢨࢹ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗイン論Ⅱ
35914 㒔ᕷ計画A
35915 㒔ᕷ計画B

35916 ᬒほࢨࢹイン学A

35917 ᬒほࢨࢹイン学B

35918 ஺㏻計画
35919 㐨㊰政策論
35920 経῭学基礎ࣟࢡ࣑
35921 㒔ᕷ経῭学
35922 地域㈨※ά用論
35923 ⎔ቃコࢣࢽ࣑ࣗーシࣙン
35937 ⮬↛⎔ቃ基礎論
35938 ᅜ㝿経῭学1(
35939 ᅜ㝿経῭学�(
35940 ᅜ㝿㈠᫆論1(
35941 ᅜ㝿㈠᫆論�(
35942 ᅜ㝿㛤Ⓨ論1(
35943 ᅜ㝿㛤Ⓨ論�(

専
門
科
目

2

1

1
1

地
域
プ
ࣛ
ン
ࢽ
ン
ࢢ
コ
ー

ス

1

1

1
1

1
1

1
1
1

1
1

1
1

1
1

1

1
1
1

1
1
1

1
1

1

1

1
1

1
1

1

ほ
ග
学
・
文
化
⥅
ᢎ
コ
ー

ス

1

2
2

1

1
1
1

1

1
1

1
1

1

2
2
1

2

4

35926 地域経営論演習Ⅰ
35927 地域経営論演習Ⅱ
35928 地域文化論演習Ⅰ
35929 地域文化論演習Ⅱ
35930 コࢨࢹ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗイン演習Ⅰ
35931 コࢨࢹ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗイン演習Ⅱ
35932 ほග学・文化⥅ᢎ論演習
35933 ほග学インターンシップ
35934 文化人類学実習
35935 コࢨࢹ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗイン実習
35936 地域経営論実習
35400 ༞業演習
35401 ༞業◊✲

備考　　
　1　備考ḍࡢ※༳ࡣ㸪社会福祉ኈᅜᐙヨ験ཷ験㈨᱁ྲྀᚓࡢࡵࡓࡢ指ᐃ科目ࠋࡍ♧ࢆ

専
門
科
目

1
1

4
4
4
6

4
4
4

1
1
1

ほ
ග
学
・
文
化
⥅
ᢎ
コ
ー

ス

1

5
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35814 地᪉㈈政分ᯒ論
35819 ㎰ᮧ地⌮学
35820 地域地⌮学
35823 ス࣏ーࢶ社会学A
35824 ス࣏ーࢶ社会学B
35825 ス࣏ーࢶ経営学Ⅰ
35826 ス࣏ーࢶ経営学Ⅱ
35852 地域政策論BⅠ
35853 地域政策論BⅡ
35827 㒔ᕷ計画A
35828 㒔ᕷ計画B
35829 ᬒほࢨࢹイン学A
35830 ᬒほࢨࢹイン学B
35832 㐨㊰政策論
35833 経῭学基礎ࣟࢡ࣑
35834 㒔ᕷ経῭学
35842 地域ᒃఫ論演習
35843 ス࣏ーࢶ政策論演習
35844 ス࣏ーࢶ⏘業論演習
35854 地域政策論演習
35845 地域コ࢕ࢸࢽ࣑ࣗ論演習
35900 ほග論Ⅰ
35901 ほග論Ⅱ

35902 ほග調査・◊✲法ᴫㄝⅠ

35903 ほග調査・◊✲法ᴫㄝⅡ
35904 ほග政策論Ⅰ
35905 ほග政策論Ⅱ
35906 地域経営論Ⅰ
35907 地域経営論Ⅱ
35908 地域文化論Ⅰ
35909 地域文化論Ⅱ
35910 ほග地域論Ⅰ
35911 ほග地域論Ⅱ
35912 コࢨࢹ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗイン論Ⅰ
35913 コࢨࢹ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗイン論Ⅱ
35914 㒔ᕷ計画A
35915 㒔ᕷ計画B

35916 ᬒほࢨࢹイン学A

35917 ᬒほࢨࢹイン学B

35918 ஺㏻計画
35919 㐨㊰政策論
35920 経῭学基礎ࣟࢡ࣑
35921 㒔ᕷ経῭学
35922 地域㈨※ά用論
35923 ⎔ቃコࢣࢽ࣑ࣗーシࣙン
35937 ⮬↛⎔ቃ基礎論
35938 ᅜ㝿経῭学1(
35939 ᅜ㝿経῭学�(
35940 ᅜ㝿㈠᫆論1(
35941 ᅜ㝿㈠᫆論�(
35942 ᅜ㝿㛤Ⓨ論1(
35943 ᅜ㝿㛤Ⓨ論�(

専
門
科
目

2

1

1
1

地
域
プ
ࣛ
ン
ࢽ
ン
ࢢ
コ
ー

ス

1

1

1
1

1
1

1
1
1

1
1

1
1

1
1

1

1
1
1

1
1
1

1
1

1

1

1
1

1
1

1

ほ
ග
学
・
文
化
⥅
ᢎ
コ
ー

ス

1

2
2

1

1
1
1

1

1
1

1
1

1

2
2
1

2

4

35926 地域経営論演習Ⅰ
35927 地域経営論演習Ⅱ
35928 地域文化論演習Ⅰ
35929 地域文化論演習Ⅱ
35930 コࢨࢹ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗイン演習Ⅰ
35931 コࢨࢹ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗイン演習Ⅱ
35932 ほග学・文化⥅ᢎ論演習
35933 ほග学インターンシップ
35934 文化人類学実習
35935 コࢨࢹ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗイン実習
35936 地域経営論実習
35400 ༞業演習
35401 ༞業◊✲

備考　　
　1　備考ḍࡢ※༳ࡣ㸪社会福祉ኈᅜᐙヨ験ཷ験㈨᱁ྲྀᚓࡢࡵࡓࡢ指ᐃ科目ࠋࡍ♧ࢆ

専
門
科
目

1
1

4
4
4
6

4
4
4

1
1
1
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ග
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ᢎ
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ー
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1

5

- 134 - - 135 -



�1㸧ࠉྕ␒専門基礎科目・専門科目༢఩㓄ᙜ表㸦人㛫社会学ᇦࠉ�➨表ูࠉ

国際学㢮㸦学㢮␒ྕ��㸧
科目␒ྕ 授ᴗ科目ࠉ ഛ⪃
16202 国際学ධ門
16402 国際学ධ門E
16206 国際⤒῭学1
16406 国際⤒῭学2
16260 国際⤒῭学1E
16460 国際⤒῭学2E
16208 国際㈠᫆論1
16408 国際㈠᫆論2
16261 国際㈠᫆論1E
16461 国際㈠᫆論2E
16209 国際༠ຊ論1
16409 国際༠ຊ論2
16210 ␗文化⌮ゎ1
16410 ␗文化⌮ゎ2
16062 国際学特論E
16068 国際政治⤒῭論
16069 国際බඹ政⟇論
16268 国際ᶵᵓ論
16258 国際ᶵᵓ論1E
16458 国際ᶵᵓ論2E
16049 国際コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ論
16256 国際㛵ಀ論1
16456 国際㛵ಀ論2
16269 国際㛵ಀ論E
16257 国際政治史1
16457 国際政治史2
16264 国際㛤Ⓨ論1
16464 国際㛤Ⓨ論2
16262 国際㛤Ⓨ論1E
16462 国際㛤Ⓨ論2E
16267 概ㄝ1࢝ࣜࣇ࢔yࣃࢵ࣮ࣟࣚ
16467 概ㄝ2࢝ࣜࣇ࢔yࣃࢵ࣮ࣟࣚ
16214 日本文化
16414 日本文化E
16212 日本のᛮ᝿࡜᐀教1
16412 日本のᛮ᝿࡜᐀教2
16213 日本史概ㄝ1
16413 日本史概ㄝ2
16014 日本⤒῭論
16244 日本政治・እ஺論1E
16444 日本政治・እ஺論2E
16265 日本Ẹ಑文化論1E
16465 日本Ẹ಑文化論2E
16270 日本語学概論Ａ
16468 日本語学概論Ｂ
16221 日本語教育学基礎1
16421 日本語教育学基礎2
16067 日本の文学
16469 日本のྂ඾文学1
16470 日本のྂ඾文学2
16238 日本文化体験A
16239 日本文化体験B

専
門
基
礎
科
目

1
1

2

1
2

1
1

1

1
1
2

1
1
1

1
1
2

2科目ࡽ࠿
1༢఩ᚲಟ

2
2

科目�༊ศ ༢఩ᩘ

1
1

専
門
教
育
科
目

1

1

1
1
1

1
2

1

2
2

1
1

1
1
1

1
1

1

2

2科目ࡽ࠿
1༢఩ᚲಟ

1

1

1

2

1
1
1

1
1
1

2

1

16477 日本文化体験C
16478 日本文化体験D
16471 日本の近代文学1
16472 日本の近代文学2
16473 日本の現代文学1
16474 日本の現代文学2
16263 日本の人口学1E
16463 日本の人口学2E
16475 日本研究特論1E
16476 日本研究特論2E
51029 国際金融論
51030 国際金融史
52027 比較文化論A1
52527 比較文化論A2
52028 比較文化論B1
52528 比較文化論B2
52017 比較文化論1E
52517 比較文化論2E
52018 多文化主義論1E
52518 多文化主義論2E
52019 比較政治学1E
52519 比較政治学2E
52531 比較政治学1
52532 比較政治学2
51010 世界地誌A
51011 世界地誌B
52020 国際社会論特論1
52520 国際社会論特論2
52241 現代中国論A1
52741 現代中国論A2
52242 現代中国論B1
52742 現代中国論B2
52243 現代中国論1E
52743 現代中国論2E
52021 地球環境論1E
52521 地球環境論2E
52529 国際法概論Ａ
52530 国際法概論Ｂ
52026 国際政治史(東洋)1E
52526 国際政治史(東洋)2E
52338 国際政治史(西洋)1E
52838 国際政治史(西洋)2E
52101 日本語の文字･表記1
52601 日本語の文字･表記2
52130 日本語の語彙･意味1
52630 日本語の語彙･意味2
52641 日本語史1
52642 日本語史2
52105 日本語文法A1
52605 日本語文法A2
52106 日本語文法B1
52606 日本語文法B2
52107 日本語教科書研究1
52607 日本語教科書研究2
52108 日本語教授法A1
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�1㸧ࠉྕ␒専門基礎科目・専門科目༢఩㓄ᙜ表㸦人㛫社会学ᇦࠉ�➨表ูࠉ

国際学㢮㸦学㢮␒ྕ��㸧
科目␒ྕ 授ᴗ科目ࠉ ഛ⪃
16202 国際学ධ門
16402 国際学ධ門E
16206 国際⤒῭学1
16406 国際⤒῭学2
16260 国際⤒῭学1E
16460 国際⤒῭学2E
16208 国際㈠᫆論1
16408 国際㈠᫆論2
16261 国際㈠᫆論1E
16461 国際㈠᫆論2E
16209 国際༠ຊ論1
16409 国際༠ຊ論2
16210 ␗文化⌮ゎ1
16410 ␗文化⌮ゎ2
16062 国際学特論E
16068 国際政治⤒῭論
16069 国際බඹ政⟇論
16268 国際ᶵᵓ論
16258 国際ᶵᵓ論1E
16458 国際ᶵᵓ論2E
16049 国際コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ論
16256 国際㛵ಀ論1
16456 国際㛵ಀ論2
16269 国際㛵ಀ論E
16257 国際政治史1
16457 国際政治史2
16264 国際㛤Ⓨ論1
16464 国際㛤Ⓨ論2
16262 国際㛤Ⓨ論1E
16462 国際㛤Ⓨ論2E
16267 概ㄝ1࢝ࣜࣇ࢔yࣃࢵ࣮ࣟࣚ
16467 概ㄝ2࢝ࣜࣇ࢔yࣃࢵ࣮ࣟࣚ
16214 日本文化
16414 日本文化E
16212 日本のᛮ᝿࡜᐀教1
16412 日本のᛮ᝿࡜᐀教2
16213 日本史概ㄝ1
16413 日本史概ㄝ2
16014 日本⤒῭論
16244 日本政治・እ஺論1E
16444 日本政治・እ஺論2E
16265 日本Ẹ಑文化論1E
16465 日本Ẹ಑文化論2E
16270 日本語学概論Ａ
16468 日本語学概論Ｂ
16221 日本語教育学基礎1
16421 日本語教育学基礎2
16067 日本の文学
16469 日本のྂ඾文学1
16470 日本のྂ඾文学2
16238 日本文化体験A
16239 日本文化体験B
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1
1
1
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1

16477 日本文化体験C
16478 日本文化体験D
16471 日本の近代文学1
16472 日本の近代文学2
16473 日本の現代文学1
16474 日本の現代文学2
16263 日本の人口学1E
16463 日本の人口学2E
16475 日本研究特論1E
16476 日本研究特論2E
51029 国際金融論
51030 国際金融史
52027 比較文化論A1
52527 比較文化論A2
52028 比較文化論B1
52528 比較文化論B2
52017 比較文化論1E
52517 比較文化論2E
52018 多文化主義論1E
52518 多文化主義論2E
52019 比較政治学1E
52519 比較政治学2E
52531 比較政治学1
52532 比較政治学2
51010 世界地誌A
51011 世界地誌B
52020 国際社会論特論1
52520 国際社会論特論2
52241 現代中国論A1
52741 現代中国論A2
52242 現代中国論B1
52742 現代中国論B2
52243 現代中国論1E
52743 現代中国論2E
52021 地球環境論1E
52521 地球環境論2E
52529 国際法概論Ａ
52530 国際法概論Ｂ
52026 国際政治史(東洋)1E
52526 国際政治史(東洋)2E
52338 国際政治史(西洋)1E
52838 国際政治史(西洋)2E
52101 日本語の文字･表記1
52601 日本語の文字･表記2
52130 日本語の語彙･意味1
52630 日本語の語彙･意味2
52641 日本語史1
52642 日本語史2
52105 日本語文法A1
52605 日本語文法A2
52106 日本語文法B1
52606 日本語文法B2
52107 日本語教科書研究1
52607 日本語教科書研究2
52108 日本語教授法A1
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52608 日本語教授法A2
52134 日本語教授法B
52634 日本語教授法₇⩦㸦教育ᐇ⩦㸧
52110 日本語教育࡜コࣥ1ࢱ࣮ࣗࣆ
52610 日本語教育࡜コࣥ2ࢱ࣮ࣗࣆ
52113 ➨஧ゝ語⩦ᚓ論1
52613 ➨஧ゝ語⩦ᚓ論2
52117 日本語教育史1
52617 日本語教育史2
51115 日本語教育ᐇ⩦A
51116 日本語教育ᐇ⩦B
52643 日本語㡢ኌ学1
52644 日本語㡢ኌ学2
52645 ゝ語学概論Ａ
52646 ゝ語学概論Ｂ
52647 ゝ語学概論㹁
52648 ゝ語学概論㹂
52649 ᑐ↷ゝ語学1
52650 ᑐ↷ゝ語学2
52651 ㄆ▱ゝ語学1
52652 ㄆ▱ゝ語学2
52655 Ⓨ㐩࡜学⩦のᚰ⌮A
52656 Ⓨ㐩࡜学⩦のᚰ⌮B
52124 社会ゝ語学1
52624 社会ゝ語学2
52653 日本研究特論1E
52654 日本研究特論2E
52132 日本ᛮ᝿史1
52632 日本ᛮ᝿史2
52133 日本史特論1
52633 日本史特論2
51138 日本語教育ホ౯法
51134 ᾏእ日本語教育ᐇ⩦
52201 東࢔ࢪ࢔史概ㄝA1
52701 東࢔ࢪ࢔史概ㄝA2
52202 東࢔ࢪ࢔史概ㄝB1
52702 東࢔ࢪ࢔史概ㄝB2
52241 現代中国論A1
52741 現代中国論A2
52242 現代中国論B1
52742 現代中国論B2
52243 現代中国論1E
52743 現代中国論2E
52206 史A1῭⤒࢔ࢪ࢔
52706 史A2῭⤒࢔ࢪ࢔
52207 史B1῭⤒࢔ࢪ࢔
52707 史B2῭⤒࢔ࢪ࢔
52210 東࢔ࢪ࢔国際஺ὶ史1
52710 東࢔ࢪ࢔国際஺ὶ史2
52211 東༡࢔ࢪ࢔研究
52212 ༡࢔ࢪ࢔文化論
52213 ௖教文化論
52216 現代中国文化論1
52716 現代中国文化論2
52217 㡑国･໭ᮅ㩭研究1
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52717 㡑国･໭ᮅ㩭研究2
52219 人ᶒ1࡜࢕ࢸࣜࣀ࢖࣐の࢔ࢪ࢔
52719 人ᶒ2࡜࢕ࢸࣜࣀ࢖࣐の࢔ࢪ࢔
52244 中国の文化࡜社会1E
52744 中国の文化࡜社会2E
52220 研究特論A1࢔ࢪ࢔
52720 研究特論A2࢔ࢪ࢔
52221 研究特論B1࢔ࢪ࢔
52721 研究特論B2࢔ࢪ࢔
52245 東࢔ࢪ࢔社会࡜教育A1
52745 東࢔ࢪ࢔社会࡜教育A2
52246 東࢔ࢪ࢔社会࡜教育B1
52746 東࢔ࢪ࢔社会࡜教育B2
36318 地⌮学概論Ａ
52748 中国語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭1
52749 中国語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭2
52750 中国語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52751 中国語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52752 中国語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52753 中国語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52754 中国語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52755 中国語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52240 ス中国語1ࢿࢪࣅ
52740 ス中国語2ࢿࢪࣅ
52226 中国語表現法A1
52726 中国語表現法A2
52227 中国語表現法B1
52727 中国語表現法B2
52228 現代中国᫬஦文A1
52728 現代中国᫬஦文A2
52229 現代中国᫬஦文B1
52729 現代中国᫬஦文B2
52756 ᮅ㩭語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭1
52757 ᮅ㩭語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭2
52758 ᮅ㩭語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52759 ᮅ㩭語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52760 ᮅ㩭語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52761 ᮅ㩭語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52762 ᮅ㩭語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52763 ᮅ㩭語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52764 ᮅ㩭語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭1
52765 ᮅ㩭語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭2
52766 ᮅ㩭語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭�
52767 ᮅ㩭語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭�
52334 ⡿ⱥ研究A1
52834 ⡿ⱥ研究A2
52335 ⡿ⱥ研究B1
52835 ⡿ⱥ研究B2
52345 地ᇦ文化論1E࣓࢝ࣜ࢔
52845 地ᇦ文化論2E࣓࢝ࣜ࢔
52356 ⡿ⱥ文化㛵ಀ論1E
52856 ⡿ⱥ文化㛵ಀ論2E
52347 ス地ᇦ文化論1Eࣜࢠ࢖
52847 ス地ᇦ文化論2Eࣜࢠ࢖
51362 ⱥ語学概ㄝ1
51363 ⱥ語学概ㄝ2

⡿
ⱥ
コ
ー

ス

1
1

1
1

1
1

1

1

1
1
1

1
1
1

1
1
1

1

1
1

1
1
1
1
1

࢔
ࢪ
࢔
コ
ー

ス

1
1
1

1
1
1
1

1

1

1
1
1

1
1
1

1
1
1

2

1

専
門
教
育
科
目

1

1
1
1

1

1
1

1
1

1
1

- 138 - - 139 -



52608 日本語教授法A2
52134 日本語教授法B
52634 日本語教授法₇⩦㸦教育ᐇ⩦㸧
52110 日本語教育࡜コࣥ1ࢱ࣮ࣗࣆ
52610 日本語教育࡜コࣥ2ࢱ࣮ࣗࣆ
52113 ➨஧ゝ語⩦ᚓ論1
52613 ➨஧ゝ語⩦ᚓ論2
52117 日本語教育史1
52617 日本語教育史2
51115 日本語教育ᐇ⩦A
51116 日本語教育ᐇ⩦B
52643 日本語㡢ኌ学1
52644 日本語㡢ኌ学2
52645 ゝ語学概論Ａ
52646 ゝ語学概論Ｂ
52647 ゝ語学概論㹁
52648 ゝ語学概論㹂
52649 ᑐ↷ゝ語学1
52650 ᑐ↷ゝ語学2
52651 ㄆ▱ゝ語学1
52652 ㄆ▱ゝ語学2
52655 Ⓨ㐩࡜学⩦のᚰ⌮A
52656 Ⓨ㐩࡜学⩦のᚰ⌮B
52124 社会ゝ語学1
52624 社会ゝ語学2
52653 日本研究特論1E
52654 日本研究特論2E
52132 日本ᛮ᝿史1
52632 日本ᛮ᝿史2
52133 日本史特論1
52633 日本史特論2
51138 日本語教育ホ౯法
51134 ᾏእ日本語教育ᐇ⩦
52201 東࢔ࢪ࢔史概ㄝA1
52701 東࢔ࢪ࢔史概ㄝA2
52202 東࢔ࢪ࢔史概ㄝB1
52702 東࢔ࢪ࢔史概ㄝB2
52241 現代中国論A1
52741 現代中国論A2
52242 現代中国論B1
52742 現代中国論B2
52243 現代中国論1E
52743 現代中国論2E
52206 史A1῭⤒࢔ࢪ࢔
52706 史A2῭⤒࢔ࢪ࢔
52207 史B1῭⤒࢔ࢪ࢔
52707 史B2῭⤒࢔ࢪ࢔
52210 東࢔ࢪ࢔国際஺ὶ史1
52710 東࢔ࢪ࢔国際஺ὶ史2
52211 東༡࢔ࢪ࢔研究
52212 ༡࢔ࢪ࢔文化論
52213 ௖教文化論
52216 現代中国文化論1
52716 現代中国文化論2
52217 㡑国･໭ᮅ㩭研究1
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52717 㡑国･໭ᮅ㩭研究2
52219 人ᶒ1࡜࢕ࢸࣜࣀ࢖࣐の࢔ࢪ࢔
52719 人ᶒ2࡜࢕ࢸࣜࣀ࢖࣐の࢔ࢪ࢔
52244 中国の文化࡜社会1E
52744 中国の文化࡜社会2E
52220 研究特論A1࢔ࢪ࢔
52720 研究特論A2࢔ࢪ࢔
52221 研究特論B1࢔ࢪ࢔
52721 研究特論B2࢔ࢪ࢔
52245 東࢔ࢪ࢔社会࡜教育A1
52745 東࢔ࢪ࢔社会࡜教育A2
52246 東࢔ࢪ࢔社会࡜教育B1
52746 東࢔ࢪ࢔社会࡜教育B2
36318 地⌮学概論Ａ
52748 中国語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭1
52749 中国語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭2
52750 中国語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52751 中国語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52752 中国語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52753 中国語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52754 中国語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52755 中国語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52240 ス中国語1ࢿࢪࣅ
52740 ス中国語2ࢿࢪࣅ
52226 中国語表現法A1
52726 中国語表現法A2
52227 中国語表現法B1
52727 中国語表現法B2
52228 現代中国᫬஦文A1
52728 現代中国᫬஦文A2
52229 現代中国᫬஦文B1
52729 現代中国᫬஦文B2
52756 ᮅ㩭語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭1
52757 ᮅ㩭語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭2
52758 ᮅ㩭語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52759 ᮅ㩭語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52760 ᮅ㩭語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52761 ᮅ㩭語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52762 ᮅ㩭語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52763 ᮅ㩭語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�
52764 ᮅ㩭語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭1
52765 ᮅ㩭語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭2
52766 ᮅ㩭語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭�
52767 ᮅ㩭語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭�
52334 ⡿ⱥ研究A1
52834 ⡿ⱥ研究A2
52335 ⡿ⱥ研究B1
52835 ⡿ⱥ研究B2
52345 地ᇦ文化論1E࣓࢝ࣜ࢔
52845 地ᇦ文化論2E࣓࢝ࣜ࢔
52356 ⡿ⱥ文化㛵ಀ論1E
52856 ⡿ⱥ文化㛵ಀ論2E
52347 ス地ᇦ文化論1Eࣜࢠ࢖
52847 ス地ᇦ文化論2Eࣜࢠ࢖
51362 ⱥ語学概ㄝ1
51363 ⱥ語学概ㄝ2
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51364 ⱥ語学概ㄝ1E
51365 ⱥ語学概ㄝ2E
52350 ⡿ⱥ࣓࢔࢕ࢹ文化論1E
52850 ⡿ⱥ࣓࢔࢕ࢹ文化論2E
52337 ⡿ⱥ政治･እ஺論1E
52837 ⡿ⱥ政治･እ஺論2E
52316 論1E῭⤒࣓࢝ࣜ࢔
52816 論2E῭⤒࣓࢝ࣜ࢔
51366 ໭⡿文化論1
51367 ໭⡿文化論2
52339 ⡿ⱥ政治･እ஺論1
52839 ⡿ⱥ政治･እ஺論2
52333 ⱥ文法教授法
52338 国際政治史(西洋)1E
52838 国際政治史(西洋)2E
52363 ⡿ⱥ研究特論1
52364 ⡿ⱥ研究特論2
52319 A1ࢢࣥ࢕ࢸ࢖ࣛ･ࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔
52819 A2ࢢࣥ࢕ࢸ࢖ࣛ･ࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔
52320 B1ࢢࣥ࢕ࢸ࢖ࣛ･ࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔
52820 B2ࢢࣥ࢕ࢸ࢖ࣛ･ࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔
52321 C1ࢢࣥ࢕ࢸ࢖ࣛ･ࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔
52821 C2ࢢࣥ࢕ࢸ࢖ࣛ･ࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔
52322 D1ࢢࣥ࢕ࢸ࢖ࣛ･ࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔
52822 D2ࢢࣥ࢕ࢸ࢖ࣛ･ࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔
52323 ⱥ語ࢡࢵࣆࢺࣝࣂ࣮ࣟࢢA1
52823 ⱥ語ࢡࢵࣆࢺࣝࣂ࣮ࣟࢢA2
52324 ⱥ語ࢡࢵࣆࢺࣝࣂ࣮ࣟࢢB1
52824 ⱥ語ࢡࢵࣆࢺࣝࣂ࣮ࣟࢢB2
52325 ⱥ語ࢡࢵࣆࢺࣝࣂ࣮ࣟࢢC1
52825 ⱥ語ࢡࢵࣆࢺࣝࣂ࣮ࣟࢢC2
52326 ⱥ語ࢡࢵࣆࢺࣝࣂ࣮ࣟࢢD1
52826 ⱥ語ࢡࢵࣆࢺࣝࣂ࣮ࣟࢢD2
52327 国際ⱥ語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗA1
52827 国際ⱥ語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗA2
52328 国際ⱥ語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗB1
52828 国際ⱥ語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗB2
52329 国際ⱥ語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗC1
52829 国際ⱥ語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗC2
52330 国際ⱥ語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗD1
52830 国際ⱥ語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗD2
52359 ⱥ語ᅪ文化論1E
52859 ⱥ語ᅪ文化論2E
52357 Business Communication
52358 Management Communication
53036 西洋近･現代史概ㄝ
52489 現代࣮ࣚࣟࣃࢵ社会論
52405 の᐀教1ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52905 の᐀教2ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52410 ⨾⾡史1E
52910 ⨾⾡史2E
51412 社会ゝ語学ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
51477 文学史A1ࢶ࢖ࢻ
51478 文学史A2ࢶ࢖ࢻ
51479 文学史B1ࢶ࢖ࢻ
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51480 文学史B2ࢶ࢖ࢻ
51481 ス文学史A1ࣥࣛࣇ
51482 ス文学史A2ࣥࣛࣇ
51483 ス文学史B1ࣥࣛࣇ
51484 ス文学史B2ࣥࣛࣇ
52445 ά論1E⏕ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52945 ά論2E⏕ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52446 研究特論1ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52946 研究特論2ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52447 研究特論1Eࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52947 研究特論2Eࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52448 研究特論�Eࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52948 研究特論�Eࣃࢵ࣮ࣟࣚ
53037 Ṕ史特論Aࣃࢵ࣮ࣟࣚ
53038 Ṕ史特論Bࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52470 文化特論A1ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52970 文化特論A2ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52471 文化特論B1ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52971 文化特論B2ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52472 社会特論A1ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52972 社会特論A2ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52473 社会特論B1ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52973 社会特論B2ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52479 概ㄝ1࢝ࣜࣇ࢔yࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52480 概ㄝ2࢝ࣜࣇ࢔yࣃࢵ࣮ࣟࣚ

52481 史特Ṧㅮ義Ａ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ࣮ࣟࣚ

52482 史特Ṧㅮ義Ｂ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52483 史₇⩦Ａ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52484 史₇⩦Ｂ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52485 史₇⩦㹁࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52486 史₇⩦㹂࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52487 史₇⩦㹃࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52488 史₇⩦㹄࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52423 語ㄞゎ基礎1ࢶ࢖ࢻ
52923 語ㄞゎ基礎2ࢶ࢖ࢻ
52979 ⣭1ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52980 ⣭2ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52981 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52982 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52983 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52984 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52985 中⣭1ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52986 中⣭2ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52987 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52988 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52989 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52990 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52430 語表現法1ࢶ࢖ࢻ
52930 語表現法2ࢶ࢖ࢻ
52991 ⣭1ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

52992 ⣭2ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

52993 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

52994 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

52995 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

52996 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ
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51364 ⱥ語学概ㄝ1E
51365 ⱥ語学概ㄝ2E
52350 ⡿ⱥ࣓࢔࢕ࢹ文化論1E
52850 ⡿ⱥ࣓࢔࢕ࢹ文化論2E
52337 ⡿ⱥ政治･እ஺論1E
52837 ⡿ⱥ政治･እ஺論2E
52316 論1E῭⤒࣓࢝ࣜ࢔
52816 論2E῭⤒࣓࢝ࣜ࢔
51366 ໭⡿文化論1
51367 ໭⡿文化論2
52339 ⡿ⱥ政治･እ஺論1
52839 ⡿ⱥ政治･እ஺論2
52333 ⱥ文法教授法
52338 国際政治史(西洋)1E
52838 国際政治史(西洋)2E
52363 ⡿ⱥ研究特論1
52364 ⡿ⱥ研究特論2
52319 A1ࢢࣥ࢕ࢸ࢖ࣛ･ࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔
52819 A2ࢢࣥ࢕ࢸ࢖ࣛ･ࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔
52320 B1ࢢࣥ࢕ࢸ࢖ࣛ･ࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔
52820 B2ࢢࣥ࢕ࢸ࢖ࣛ･ࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔
52321 C1ࢢࣥ࢕ࢸ࢖ࣛ･ࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔
52821 C2ࢢࣥ࢕ࢸ࢖ࣛ･ࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔
52322 D1ࢢࣥ࢕ࢸ࢖ࣛ･ࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔
52822 D2ࢢࣥ࢕ࢸ࢖ࣛ･ࢡࢵ࣑ࢹ࢝࢔
52323 ⱥ語ࢡࢵࣆࢺࣝࣂ࣮ࣟࢢA1
52823 ⱥ語ࢡࢵࣆࢺࣝࣂ࣮ࣟࢢA2
52324 ⱥ語ࢡࢵࣆࢺࣝࣂ࣮ࣟࢢB1
52824 ⱥ語ࢡࢵࣆࢺࣝࣂ࣮ࣟࢢB2
52325 ⱥ語ࢡࢵࣆࢺࣝࣂ࣮ࣟࢢC1
52825 ⱥ語ࢡࢵࣆࢺࣝࣂ࣮ࣟࢢC2
52326 ⱥ語ࢡࢵࣆࢺࣝࣂ࣮ࣟࢢD1
52826 ⱥ語ࢡࢵࣆࢺࣝࣂ࣮ࣟࢢD2
52327 国際ⱥ語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗA1
52827 国際ⱥ語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗA2
52328 国際ⱥ語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗB1
52828 国際ⱥ語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗB2
52329 国際ⱥ語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗC1
52829 国際ⱥ語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗC2
52330 国際ⱥ語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗD1
52830 国際ⱥ語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗD2
52359 ⱥ語ᅪ文化論1E
52859 ⱥ語ᅪ文化論2E
52357 Business Communication
52358 Management Communication
53036 西洋近･現代史概ㄝ
52489 現代࣮ࣚࣟࣃࢵ社会論
52405 の᐀教1ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52905 の᐀教2ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52410 ⨾⾡史1E
52910 ⨾⾡史2E
51412 社会ゝ語学ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
51477 文学史A1ࢶ࢖ࢻ
51478 文学史A2ࢶ࢖ࢻ
51479 文学史B1ࢶ࢖ࢻ
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51480 文学史B2ࢶ࢖ࢻ
51481 ス文学史A1ࣥࣛࣇ
51482 ス文学史A2ࣥࣛࣇ
51483 ス文学史B1ࣥࣛࣇ
51484 ス文学史B2ࣥࣛࣇ
52445 ά論1E⏕ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52945 ά論2E⏕ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52446 研究特論1ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52946 研究特論2ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52447 研究特論1Eࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52947 研究特論2Eࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52448 研究特論�Eࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52948 研究特論�Eࣃࢵ࣮ࣟࣚ
53037 Ṕ史特論Aࣃࢵ࣮ࣟࣚ
53038 Ṕ史特論Bࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52470 文化特論A1ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52970 文化特論A2ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52471 文化特論B1ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52971 文化特論B2ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52472 社会特論A1ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52972 社会特論A2ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52473 社会特論B1ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52973 社会特論B2ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52479 概ㄝ1࢝ࣜࣇ࢔yࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52480 概ㄝ2࢝ࣜࣇ࢔yࣃࢵ࣮ࣟࣚ

52481 史特Ṧㅮ義Ａ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ࣮ࣟࣚ

52482 史特Ṧㅮ義Ｂ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52483 史₇⩦Ａ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52484 史₇⩦Ｂ࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52485 史₇⩦㹁࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52486 史₇⩦㹂࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52487 史₇⩦㹃࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52488 史₇⩦㹄࢝ࣜࣇ࢔・ࣃࢵ࣮ࣟࣚ
52423 語ㄞゎ基礎1ࢶ࢖ࢻ
52923 語ㄞゎ基礎2ࢶ࢖ࢻ
52979 ⣭1ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52980 ⣭2ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52981 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52982 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52983 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52984 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52985 中⣭1ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52986 中⣭2ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52987 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52988 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52989 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52990 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コࢶ࢖ࢻ
52430 語表現法1ࢶ࢖ࢻ
52930 語表現法2ࢶ࢖ࢻ
52991 ⣭1ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

52992 ⣭2ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

52993 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

52994 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

52995 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

52996 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ
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52997 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

52998 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

52999 中⣭1ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

53000 中⣭2ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

53001 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

53002 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

53003 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

53004 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

53005 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

53006 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

53007 スࣥ࢖࣌語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭1

53008 スࣥ࢖࣌語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭2

53009 スࣥ࢖࣌語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�

53010 スࣥ࢖࣌語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�

53011 スࣥ࢖࣌語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�

53012 スࣥ࢖࣌語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�

53013 スࣥ࢖࣌語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�

53014 スࣥ࢖࣌語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�

53015 スࣥ࢖࣌語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭1

53016 スࣥ࢖࣌語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭2

53017 スࣥ࢖࣌語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭�

53018 スࣥ࢖࣌語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭�

53019 スࣥ࢖࣌語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭�

53020 スࣥ࢖࣌語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭�

53021 スࣥ࢖࣌語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭�

53023 スࣥ࢖࣌語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭�
53024 ⣭1ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53025 ⣭2ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53026 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53027 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53028 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53029 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53030 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53031 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53032 中⣭1ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53033 中⣭2ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53034 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53035 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
36001 ࣉࢵࢩ࣮ࣥࢱࣥ࢖
36002 ༞ᴗ論文
36108 ␗文化体験ᐇ⩦Ϩ㸦ᾏእ㸧
36101 ␗文化体験ᐇ⩦Ϩ㸦ᾏእ㸧
36102 ␗文化体験ᐇ⩦Ϩ㸦ᾏእ㸧
36103 ␗文化体験ᐇ⩦Ϩ㸦ᾏእ㸧
36104 ␗文化体験ᐇ⩦Ϩ㸦ᾏእ㸧
36105 ␗文化体験ᐇ⩦Ϩ㸦ᾏእ㸧
36106 ␗文化体験ᐇ⩦Ϩ㸦ᾏእ㸧
36107 ␗文化体験ᐇ⩦Ϩ㸦ᾏእ㸧
36201 ␗文化体験ᐇ⩦ϩ㸦ᾏእ㸧
36323 日本史せㄝＡ
36324 日本史せㄝＢ
36325 東洋史せㄝＡ
36326 東洋史せㄝＢ
36327 政治学Ａ
36328 政治学Ｂ
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36304 社会学
36309 地ᇦ⤒Ⴀ論Ϩ
36310 地ᇦ⤒Ⴀ論ϩ
36311 地ᇦ文化論Ϩ
36312 地ᇦ文化論ϩ
36313 コࣥ࢖ࢨࢹ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗ論Ϩ
36314 コࣥ࢖ࢨࢹ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗ論ϩ
36329 ₎文学概ㄝ1
36330 ₎文学概ㄝ2
36331 ₎文学史A1
36332 ₎文学史A2
36317 書෗書㐨基礎
52248 地⌮学概論Ｂ
36321 ဴ学概論A
36322 ဴ学概論B
36333 ⱥ⡿ゝ語文化概ㄝＡ
36334 ⱥ⡿ゝ語文化概ㄝＢ
36501 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36502 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36503 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36504 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36505 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36506 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36507 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36508 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36509 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36510 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36511 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36512 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36601 国際学特ู研究
36602 国際学特ู研究
36603 国際学特ู研究
36604 国際学特ู研究
36605 国際学特ู研究
36606 国際学特ู研究
36607 国際学特ู研究
36608 国際学特ู研究
36609 国際学特ู研究
36610 国際学特ู研究
36611 国際学特ู研究
36612 国際学特ู研究
36613 研究₇⩦A1
36614 研究₇⩦A2
36615 研究₇⩦A�
36616 研究₇⩦A�
36617 研究₇⩦B1
36618 研究₇⩦B2
36619 研究₇⩦B�

36620 研究₇⩦B�

1
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52997 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

52998 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

52999 中⣭1ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

53000 中⣭2ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

53001 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

53002 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

53003 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

53004 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

53005 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

53006 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗス語コࣥࣛࣇ

53007 スࣥ࢖࣌語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭1

53008 スࣥ࢖࣌語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭2

53009 スࣥ࢖࣌語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�

53010 スࣥ࢖࣌語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�

53011 スࣥ࢖࣌語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�

53012 スࣥ࢖࣌語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�

53013 スࣥ࢖࣌語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�

53014 スࣥ࢖࣌語コึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ⣭�

53015 スࣥ࢖࣌語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭1

53016 スࣥ࢖࣌語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭2

53017 スࣥ࢖࣌語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭�

53018 スࣥ࢖࣌語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭�

53019 スࣥ࢖࣌語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭�

53020 スࣥ࢖࣌語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭�

53021 スࣥ࢖࣌語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭�

53023 スࣥ࢖࣌語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ中⣭�
53024 ⣭1ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53025 ⣭2ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53026 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53027 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53028 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53029 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53030 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53031 �⣭ึࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53032 中⣭1ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53033 中⣭2ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53034 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
53035 �中⣭ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ語コ࢔ࢩࣟ
36001 ࣉࢵࢩ࣮ࣥࢱࣥ࢖
36002 ༞ᴗ論文
36108 ␗文化体験ᐇ⩦Ϩ㸦ᾏእ㸧
36101 ␗文化体験ᐇ⩦Ϩ㸦ᾏእ㸧
36102 ␗文化体験ᐇ⩦Ϩ㸦ᾏእ㸧
36103 ␗文化体験ᐇ⩦Ϩ㸦ᾏእ㸧
36104 ␗文化体験ᐇ⩦Ϩ㸦ᾏእ㸧
36105 ␗文化体験ᐇ⩦Ϩ㸦ᾏእ㸧
36106 ␗文化体験ᐇ⩦Ϩ㸦ᾏእ㸧
36107 ␗文化体験ᐇ⩦Ϩ㸦ᾏእ㸧
36201 ␗文化体験ᐇ⩦ϩ㸦ᾏእ㸧
36323 日本史せㄝＡ
36324 日本史せㄝＢ
36325 東洋史せㄝＡ
36326 東洋史せㄝＢ
36327 政治学Ａ
36328 政治学Ｂ
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36304 社会学
36309 地ᇦ⤒Ⴀ論Ϩ
36310 地ᇦ⤒Ⴀ論ϩ
36311 地ᇦ文化論Ϩ
36312 地ᇦ文化論ϩ
36313 コࣥ࢖ࢨࢹ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗ論Ϩ
36314 コࣥ࢖ࢨࢹ・࢕ࢸࢽ࣑ࣗ論ϩ
36329 ₎文学概ㄝ1
36330 ₎文学概ㄝ2
36331 ₎文学史A1
36332 ₎文学史A2
36317 書෗書㐨基礎
52248 地⌮学概論Ｂ
36321 ဴ学概論A
36322 ဴ学概論B
36333 ⱥ⡿ゝ語文化概ㄝＡ
36334 ⱥ⡿ゝ語文化概ㄝＢ
36501 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36502 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36503 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36504 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36505 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36506 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36507 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36508 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36509 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36510 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36511 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36512 እ国語コࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗ
36601 国際学特ู研究
36602 国際学特ู研究
36603 国際学特ู研究
36604 国際学特ู研究
36605 国際学特ู研究
36606 国際学特ู研究
36607 国際学特ู研究
36608 国際学特ู研究
36609 国際学特ู研究
36610 国際学特ู研究
36611 国際学特ู研究
36612 国際学特ู研究
36613 研究₇⩦A1
36614 研究₇⩦A2
36615 研究₇⩦A�
36616 研究₇⩦A�
36617 研究₇⩦B1
36618 研究₇⩦B2
36619 研究₇⩦B�

36620 研究₇⩦B�
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別表第5（第8条関係）　履修登録単位数の上限

第1
ｸォｰﾀｰ

第2
ｸォｰﾀｰ

第3
ｸォｰﾀｰ

第4
ｸォｰﾀｰ

第1
ｸォｰﾀｰ

第2
ｸォｰﾀｰ

第3
ｸォｰﾀｰ

第4
ｸォｰﾀｰ

第1
ｸォｰﾀｰ

第2
ｸォｰﾀｰ

第3
ｸォｰﾀｰ

第4
ｸォｰﾀｰ

第1
ｸォｰﾀｰ

第2
ｸォｰﾀｰ

第3
ｸォｰﾀｰ

第4
ｸォｰﾀｰ

人文学類 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

法学類 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

経済学類 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

学校教育学類 12 12 12 12 16 16 16 16 16 16 16 16 12 12 12 12

地域創造学類 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

国際学類 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

１年 ２年 ３年 ４年

学期

別表第6（第37条関係）
　免許状の種類
免許取得対象学類 免許状の種類 免許教科・特別支援教育領域

中学校教諭一種免許状 国語，社会，英語

高等学校教諭一種免許状
国語，地理歴史，公民，英語，
中国語

法学類 高等学校教諭一種免許状 公民
中学校教諭一種免許状 社会
高等学校教諭一種免許状 公民
小学校教諭一種免許状

中学校教諭一種免許状
国語，社会，数学，理科，音
楽，美術，保健体育，家庭，英

高等学校教諭一種免許状
国語，地理歴史，公民，数学，
理科，音楽，美術，保健体育，
家庭，英語

特別支援学校教諭一種免許状
聴覚障害者，知的障害者，肢体
不自由者

幼稚園教諭一種免許状
中学校教諭一種免許状 国語，社会，英語
高等学校教諭一種免許状 国語，地理歴史，公民，英語

国際学類

人文学類

経済学類

学校教育学類

　別表第7（第39条関係）

　　教育の基礎的理解に関する科目等及び各教科（保育内容）の指導法

科目番号 授業科目 単位数 備考

90009 教育の理念と歴史Ｂ 1
95008 教育の理念と歴史Ａ 1
95009 教育の理念と歴史Ｂ 1
90011 学校教育学類
95011 学校教育学類以外
90012 教育原論特殊講義 2
90015 学校教育学類
95015 学校教育学類以外
90016 教育史特殊講義 2
90019 教育学演習Ⅰ 1
90020 教育学演習Ⅱ 1

90000 学校教育学類

95000 学校教育学類以外

90050 学校教育学類
95050 学校教育学類以外

90060 学校教育学類

95060 学校教育学類以外

90061 教育法制度論特殊講義 2

90062 学校教育学類

95056 学校教育学類以外

90063 学校教育学類

95057 学校教育学類以外

90056 教育社会学特殊講義 2
90035 発達と学習の心理 2 学校教育学類
95036 発達と学習の心理Ａ 1 学校教育学類以外
95037 発達と学習の心理Ｂ 1 学校教育学類以外
90031 学校教育学類
95031 学校教育学類以外

90032 発達心理学特殊講義 2

90370 学校教育学類

95370 学校教育学類以外

1

1

学校教育学類以外

2

教育法制度論 2

2

教育哲学 2

1

幼児，児
童及び生
徒の心身
の発達及
び学習の
過程

発達心理学 2

教職の意
義及び教
員の役
割・職務
内容
（チーム
学校運営
への対応
を含
む。）

教師論 2

科目区分

教育の理念と歴史Ａ

教育史

教育に関
する社会
的、制度
的又は経
営的事項
（学校と
地域との
連携及び
学校安全
への対応
を含
む。）

教育の制度と経営

教育社会学Ａ

教育社会学Ｂ

特別の支
援を必要
とする幼
児、児童
及び生徒
に対する
理解

特別支援教育概論

90008 1
学校教育学類
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別表第5（第8条関係）　履修登録単位数の上限

第1
ｸォｰﾀｰ

第2
ｸォｰﾀｰ

第3
ｸォｰﾀｰ

第4
ｸォｰﾀｰ

第1
ｸォｰﾀｰ

第2
ｸォｰﾀｰ

第3
ｸォｰﾀｰ

第4
ｸォｰﾀｰ

第1
ｸォｰﾀｰ

第2
ｸォｰﾀｰ

第3
ｸォｰﾀｰ

第4
ｸォｰﾀｰ

第1
ｸォｰﾀｰ

第2
ｸォｰﾀｰ

第3
ｸォｰﾀｰ

第4
ｸォｰﾀｰ

人文学類 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

法学類 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

経済学類 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

学校教育学類 12 12 12 12 16 16 16 16 16 16 16 16 12 12 12 12

地域創造学類 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

国際学類 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

１年 ２年 ３年 ４年

学期

別表第6（第37条関係）
　免許状の種類
免許取得対象学類 免許状の種類 免許教科・特別支援教育領域

中学校教諭一種免許状 国語，社会，英語

高等学校教諭一種免許状
国語，地理歴史，公民，英語，
中国語

法学類 高等学校教諭一種免許状 公民
中学校教諭一種免許状 社会
高等学校教諭一種免許状 公民
小学校教諭一種免許状

中学校教諭一種免許状
国語，社会，数学，理科，音
楽，美術，保健体育，家庭，英

高等学校教諭一種免許状
国語，地理歴史，公民，数学，
理科，音楽，美術，保健体育，
家庭，英語

特別支援学校教諭一種免許状
聴覚障害者，知的障害者，肢体
不自由者

幼稚園教諭一種免許状
中学校教諭一種免許状 国語，社会，英語
高等学校教諭一種免許状 国語，地理歴史，公民，英語

国際学類

人文学類

経済学類

学校教育学類

　別表第7（第39条関係）

　　教育の基礎的理解に関する科目等及び各教科（保育内容）の指導法

科目番号 授業科目 単位数 備考

90009 教育の理念と歴史Ｂ 1
95008 教育の理念と歴史Ａ 1
95009 教育の理念と歴史Ｂ 1
90011 学校教育学類
95011 学校教育学類以外
90012 教育原論特殊講義 2
90015 学校教育学類
95015 学校教育学類以外
90016 教育史特殊講義 2
90019 教育学演習Ⅰ 1
90020 教育学演習Ⅱ 1

90000 学校教育学類

95000 学校教育学類以外

90050 学校教育学類
95050 学校教育学類以外

90060 学校教育学類

95060 学校教育学類以外

90061 教育法制度論特殊講義 2

90062 学校教育学類

95056 学校教育学類以外

90063 学校教育学類

95057 学校教育学類以外

90056 教育社会学特殊講義 2
90035 発達と学習の心理 2 学校教育学類
95036 発達と学習の心理Ａ 1 学校教育学類以外
95037 発達と学習の心理Ｂ 1 学校教育学類以外
90031 学校教育学類
95031 学校教育学類以外

90032 発達心理学特殊講義 2

90370 学校教育学類

95370 学校教育学類以外

1

1

学校教育学類以外

2

教育法制度論 2

2

教育哲学 2

1

幼児，児
童及び生
徒の心身
の発達及
び学習の
過程

発達心理学 2

教職の意
義及び教
員の役
割・職務
内容
（チーム
学校運営
への対応
を含
む。）

教師論 2

科目区分

教育の理念と歴史Ａ

教育史

教育に関
する社会
的、制度
的又は経
営的事項
（学校と
地域との
連携及び
学校安全
への対応
を含
む。）

教育の制度と経営

教育社会学Ａ

教育社会学Ｂ

特別の支
援を必要
とする幼
児、児童
及び生徒
に対する
理解

特別支援教育概論

90008 1
学校教育学類
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90072 学校教育学類

95072 学校教育学類以外

90090 学校教育学類

95090 学校教育学類以外

90380 学校教育学類

95380 学校教育学類以外

90081 学校教育学類
95081 学校教育学類以外
90116 学校教育学類
95116 学校教育学類以外
90101 学校教育学類
95101 学校教育学類以外
90102 教授学特殊講義 2
90109 学校教育学類
95109 学校教育学類以外
90110 学習指導論特殊講義 2

90270 学校教育学類

95270 学校教育学類以外

幼児理解
の理論及
び᪉法

90300 幼児理解の理論と᪉法 2

90290 学校教育学類
95290 学校教育学類以外
90105 学校教育学類
95105 学校教育学類以外
90106 生ά指導論特殊講義 2

90286 学校心理学特殊講義 2

90291 学校教育学類
95291 学校教育学類以外
90348 教育ᐇ習$（幼・ᑠ） 4

90350
教育ᐇ習事๓事ᚋ指導$
（幼・ᑠ）

1

90349 教育ᐇ習Ｂ（୰・㧗） 4

90351
教育ᐇ習事๓事ᚋ指導Ｂ
（୰・㧗）

1

95352 教育ᐇ習㹁（୰・㧗） 4
95353 教育ᐇ習㹂（㧗） 2

95354
教育ᐇ習事๓事ᚋ指導㹁
（୰・㧗）

1

教育ㄢ程
の意義及
び⦅ᡂの
᪉法（࢝
ࣛࣗ࢟ࣜ
ム・ࢿ࣐
ࢺ࣓ࣥࢪ
を含
む。）

教育ㄢ程論 1

生ά指導論 2

㐨ᚨ、
⥲ྜ的
学習࡞
の᫬㛫
等の指
導法及
び生徒
指導、
教育┦
ㄯ等に
関する
科目

㐨ᚨの理
論及び指
導法

㐨ᚨ教育論

生徒指導
の理論及
び᪉法
㐍㊰指導
及びࣕ࢟
教育࢔ࣜ
の理論及
び᪉法

教育ᐇ
㊶に関
する科
目

特別άື
の指導法

特別άື論

学校心理学（心理学的支援
法）

教育ᐇ習

学習指導論

生徒の生άと㐍㊰の指導論

2

⥲ྜ的࡞
学習の᫬
㛫の指導
法

⥲ྜ的࡞学習の᫬㛫教育論

教育の᪉
法及びᢏ
⾡�᝟ሗ
ᶵჾ及び
教ᮦのά
⏝を含
む。�

教育┦ㄯ
ࣥ࢘࢝�
ࢢࣥࣜࢭ
に関する
基礎的࡞
▱㆑を含
む。�の
理論及び
᪉法

1

2

1

2

2

教育᪉法学 2

教授学 2

教育┦ㄯ論（教育・学校心理
学）

2

90313 教職ᐇ㊶演習Ａ�教ㅍ� 2 学校教育学類
95314 教職ᐇ㊶演習Ｂ�୰・㧗� 2 学校教育学類以外

90250 幼児のே㛫関係指導法 2

90251 幼児の表⌧指導法 2

90252 幼児の೺ᗣ指導法 2

90253 幼児のゝⴥ指導法 2

90254 幼児の⎔ቃ指導法 2

90130 ึ等ᅜㄒ科教育法 2
90139 ᅜㄒ科教育演習Ａ 2
90131 ึ等社会科教育法 2
90140 社会科教育演習Ａ 2
90132 ⟬数科教育法 2
90141 ⟬数科教育演習 2
90133 ึ等理科教育法 2
90142 理科教育演習Ⅰ 2
90134 生ά科教育法 2
90135 ึ等㡢ᴦ科教育法 2
90143 㡢ᴦ科教育演習Ⅰ 2
90136 ᅗ⏬ᕤస科教育法 2
90144 ᅗ⏬ᕤస科教育演習 2
90137 ึ等ᐙᗞ科教育法 2
90145 ᐙᗞ科教育演習Ａ 2
90138 య育科教育法 2
90146 య育科教育演習 2
90147 ึ等ⱥㄒ科教育法Ａ 1
90148 ึ等ⱥㄒ科教育法Ｂ 1
90160 学校教育学類
95160 学校教育学類以外
90161 学校教育学類
95161 学校教育学類以外
90162 学校教育学類
95162 学校教育学類以外
90163 学校教育学類
95163 学校教育学類以外
90164 ᅜㄒ科教育演習Ｂ 2
90167 ୰等社会科教育法Ａ 2
90168 ୰等社会科教育法Ｂ 2
90169 社会科授業◊✲Ⅰ 2
90170 社会科授業◊✲Ⅱ 2
90171 社会科教育演習Ｂ 2
90172 学校教育学類
95172 学校教育学類以外
90173 学校教育学類
95173 学校教育学類以外
90174 学校教育学類
95174 学校教育学類以外
90175 学校教育学類
95175 学校教育学類以外

㡿域及
び保育
内容の
指導法
に関す
る科目

保育内容
の指導法
（᝟ሗᶵ
ჾ及び教
ᮦのά⏝
を含
む。）

教育ᐇ
㊶に関
する科
目

教職ᐇ㊶
演習

2

社会科・බẸ科教育法Ｂ 2

各教科の
指導法
（᝟ሗᶵ
ჾ及び教
ᮦのά⏝
を含
む。）
（ᑠ学
校）

ᅜㄒ科授業◊✲Ⅰ 2

ᅜㄒ科授業◊✲Ⅱ 2

୰等ᅜㄒ科教育法Ａ 2

୰等ᅜㄒ科教育法Ｂ 2

各教科の
指導法
（᝟ሗᶵ
ჾ及び教
ᮦのά⏝
を含
む。）
（୰学
校・㧗等
学校）

2

社会科・බẸ科教育法Ａ

社会科・地理歴史科教育法Ａ 2

社会科・地理歴史科教育法Ｂ

教科及
び教科
の指導
法に関
する科
目
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90072 学校教育学類

95072 学校教育学類以外

90090 学校教育学類

95090 学校教育学類以外

90380 学校教育学類

95380 学校教育学類以外

90081 学校教育学類
95081 学校教育学類以外
90116 学校教育学類
95116 学校教育学類以外
90101 学校教育学類
95101 学校教育学類以外
90102 教授学特殊講義 2
90109 学校教育学類
95109 学校教育学類以外
90110 学習指導論特殊講義 2

90270 学校教育学類

95270 学校教育学類以外

幼児理解
の理論及
び᪉法

90300 幼児理解の理論と᪉法 2

90290 学校教育学類
95290 学校教育学類以外
90105 学校教育学類
95105 学校教育学類以外
90106 生ά指導論特殊講義 2

90286 学校心理学特殊講義 2

90291 学校教育学類
95291 学校教育学類以外
90348 教育ᐇ習$（幼・ᑠ） 4

90350
教育ᐇ習事๓事ᚋ指導$
（幼・ᑠ）

1

90349 教育ᐇ習Ｂ（୰・㧗） 4

90351
教育ᐇ習事๓事ᚋ指導Ｂ
（୰・㧗）

1

95352 教育ᐇ習㹁（୰・㧗） 4
95353 教育ᐇ習㹂（㧗） 2

95354
教育ᐇ習事๓事ᚋ指導㹁
（୰・㧗）

1

教育ㄢ程
の意義及
び⦅ᡂの
᪉法（࢝
ࣛࣗ࢟ࣜ
ム・ࢿ࣐
ࢺ࣓ࣥࢪ
を含
む。）

教育ㄢ程論 1

生ά指導論 2

㐨ᚨ、
⥲ྜ的
学習࡞
の᫬㛫
等の指
導法及
び生徒
指導、
教育┦
ㄯ等に
関する
科目

㐨ᚨの理
論及び指
導法

㐨ᚨ教育論

生徒指導
の理論及
び᪉法
㐍㊰指導
及びࣕ࢟
教育࢔ࣜ
の理論及
び᪉法

教育ᐇ
㊶に関
する科
目

特別άື
の指導法

特別άື論

学校心理学（心理学的支援
法）

教育ᐇ習

学習指導論

生徒の生άと㐍㊰の指導論

2

⥲ྜ的࡞
学習の᫬
㛫の指導
法

⥲ྜ的࡞学習の᫬㛫教育論

教育の᪉
法及びᢏ
⾡�᝟ሗ
ᶵჾ及び
教ᮦのά
⏝を含
む。�

教育┦ㄯ
ࣥ࢘࢝�
ࢢࣥࣜࢭ
に関する
基礎的࡞
▱㆑を含
む。�の
理論及び
᪉法

1

2

1

2

2

教育᪉法学 2

教授学 2

教育┦ㄯ論（教育・学校心理
学）

2

90313 教職ᐇ㊶演習Ａ�教ㅍ� 2 学校教育学類
95314 教職ᐇ㊶演習Ｂ�୰・㧗� 2 学校教育学類以外

90250 幼児のே㛫関係指導法 2

90251 幼児の表⌧指導法 2

90252 幼児の೺ᗣ指導法 2

90253 幼児のゝⴥ指導法 2

90254 幼児の⎔ቃ指導法 2

90130 ึ等ᅜㄒ科教育法 2
90139 ᅜㄒ科教育演習Ａ 2
90131 ึ等社会科教育法 2
90140 社会科教育演習Ａ 2
90132 ⟬数科教育法 2
90141 ⟬数科教育演習 2
90133 ึ等理科教育法 2
90142 理科教育演習Ⅰ 2
90134 生ά科教育法 2
90135 ึ等㡢ᴦ科教育法 2
90143 㡢ᴦ科教育演習Ⅰ 2
90136 ᅗ⏬ᕤస科教育法 2
90144 ᅗ⏬ᕤస科教育演習 2
90137 ึ等ᐙᗞ科教育法 2
90145 ᐙᗞ科教育演習Ａ 2
90138 య育科教育法 2
90146 య育科教育演習 2
90147 ึ等ⱥㄒ科教育法Ａ 1
90148 ึ等ⱥㄒ科教育法Ｂ 1
90160 学校教育学類
95160 学校教育学類以外
90161 学校教育学類
95161 学校教育学類以外
90162 学校教育学類
95162 学校教育学類以外
90163 学校教育学類
95163 学校教育学類以外
90164 ᅜㄒ科教育演習Ｂ 2
90167 ୰等社会科教育法Ａ 2
90168 ୰等社会科教育法Ｂ 2
90169 社会科授業◊✲Ⅰ 2
90170 社会科授業◊✲Ⅱ 2
90171 社会科教育演習Ｂ 2
90172 学校教育学類
95172 学校教育学類以外
90173 学校教育学類
95173 学校教育学類以外
90174 学校教育学類
95174 学校教育学類以外
90175 学校教育学類
95175 学校教育学類以外

㡿域及
び保育
内容の
指導法
に関す
る科目

保育内容
の指導法
（᝟ሗᶵ
ჾ及び教
ᮦのά⏝
を含
む。）

教育ᐇ
㊶に関
する科
目

教職ᐇ㊶
演習

2

社会科・බẸ科教育法Ｂ 2

各教科の
指導法
（᝟ሗᶵ
ჾ及び教
ᮦのά⏝
を含
む。）
（ᑠ学
校）

ᅜㄒ科授業◊✲Ⅰ 2

ᅜㄒ科授業◊✲Ⅱ 2

୰等ᅜㄒ科教育法Ａ 2

୰等ᅜㄒ科教育法Ｂ 2

各教科の
指導法
（᝟ሗᶵ
ჾ及び教
ᮦのά⏝
を含
む。）
（୰学
校・㧗等
学校）

2

社会科・බẸ科教育法Ａ

社会科・地理歴史科教育法Ａ 2

社会科・地理歴史科教育法Ｂ

教科及
び教科
の指導
法に関
する科
目
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90176 数学科教育法Ａ 2
90177 数学科教育法Ｂ 2
90178 数学科授業◊✲Ⅰ 2
90179 数学科授業◊✲Ⅱ 2
90180 数学科教育演習 2
90183 ୰等理科教育法Ａ 2
90184 ୰等理科教育法Ｂ 2
90185 理科授業◊✲Ⅰ 2
90186 理科授業◊✲Ⅱ 2
90187 理科教育演習Ⅱ 2
90190 㡢ᴦ科教育法Ａ 2
90191 㡢ᴦ科教育法Ｂ 2
90192 㡢ᴦ科授業◊✲Ⅰ 2
90193 㡢ᴦ科授業◊✲Ⅱ 2
90194 㡢ᴦ科教育演習Ⅱ 2
90195 ୰等⨾⾡科教育法Ａ 2
90196 ୰等⨾⾡科教育法Ｂ 2
90232 ⨾⾡科授業◊✲ⅠＡ 1
90233 ⨾⾡科授業◊✲ⅠＢ 1
90234 ⨾⾡科授業◊✲ⅡＡ 1
90235 ⨾⾡科授業◊✲ⅡＢ 1
90199 ⨾⾡科教育演習 2
90236 保೺య育科教育法ＡⅠ 1
90237 保೺య育科教育法ＡⅡ 1
90238 保೺య育科教育法ＢⅠ 1
90239 保೺య育科教育法ＢⅡ 1
90240 保೺య育科授業◊✲Ⅰ 1
90241 保೺య育科授業◊✲Ⅱ 1
90242 保೺య育科授業◊✲Ϫ 1
90243 保೺య育科授業◊✲ϫ 1
90691 保೺య育科教育演習Ⅰ 1
90692 保೺య育科教育演習Ⅱ 1
90693 保೺య育科教育演習Ϫ 0.5
90694 保೺య育科教育演習ϫ 0.5
90695 保೺య育科教育演習Ϭ 0.5
90696 保೺య育科教育演習ϭ 0.5
90207 ୰等ᐙᗞ科教育法Ａ 2
90208 ୰等ᐙᗞ科教育法Ｂ 2
90209 ᐙᗞ科授業◊✲Ⅰ 2
90210 ᐙᗞ科授業◊✲Ⅱ 2
90211 ᐙᗞ科教育演習Ｂ 2
90212 学校教育学類
95212 学校教育学類以外
90213 学校教育学類
95213 学校教育学類以外
90214 学校教育学類
95214 学校教育学類以外
90215 学校教育学類
95215 学校教育学類以外
90216 ⱥㄒ科教育演習Ⅰ 2
90217 ⱥㄒ科教育演習Ⅱ 2
95230 ୰ᅜㄒ科教育法$ 2
95231 ୰ᅜㄒ科教育法% 2

ⱥㄒ科教育法$ 2

各教科の
指導法
（᝟ሗᶵ
ჾ及び教
ᮦのά⏝
を含
む。）
（୰学
校・㧗等
学校）

ⱥㄒ科授業◊✲Ⅱ 2

ⱥㄒ科教育法% 2

ⱥㄒ科授業◊✲Ⅰ 2

教科及
び教科
の指導
法に関
する科
目

90458 ᅜㄒ科教育ᐇ㊶◊✲Ⅰ 2
90459 ᅜㄒ科教育ᐇ㊶◊✲Ⅱ 2
90460 社会科教育ᐇ㊶◊✲Ⅰ 2
90461 社会科教育ᐇ㊶◊✲Ⅱ�$ 2
90462 社会科教育ᐇ㊶◊✲Ⅱ�% 2
90463 ⟬数科教育ᐇ㊶◊✲ 2
90464 数学科教育ᐇ㊶◊✲ 2
90465 理科教育ᐇ㊶◊✲Ⅰ 2
90466 理科教育ᐇ㊶◊✲Ⅱ 2
90467 㡢ᴦ科教育ᐇ㊶◊✲Ⅰ 2
90468 㡢ᴦ科教育ᐇ㊶◊✲Ⅱ 2
90469 ᅗ⏬ᕤస科教育ᐇ㊶◊✲ 2
90470 ⨾⾡科教育ᐇ㊶◊✲ 2
90697 య育科教育ᐇ㊶◊✲Ⅰ 1
90698 య育科教育ᐇ㊶◊✲Ⅱ 1
90699 保೺య育特殊講義Ⅰ 1
90700 保೺య育特殊講義Ⅱ 1
90701 保೺య育科教育ᐇ㊶◊✲Ⅰ 1
90702 保೺య育科教育ᐇ㊶◊✲Ⅱ 1
90471 ᐙᗞ科教育ᐇ㊶◊✲Ⅰ 2
90472 ᐙᗞ科教育ᐇ㊶◊✲Ⅱ 2
90475 ⱥㄒ科教育ᐇ㊶◊✲Ⅰ 2
90476 ⱥㄒ科教育ᐇ㊶◊✲Ⅱ 2

備考　
�　学校教育学類は別表第�と୍㒊㔜」する。

　別表第�（第��条関係）　኱学ࡀ⊂⮬にタᐃする科目　（␎）

　別表第9（第��条関係）　特別支援教育に関する科目　（␎）

�　ᮏ表の授業科目ࡽ࠿ಟᚓࡓࡋ単位は，学校教育学類以外の学類は別表第�にᐃࡵる
༞業に必要࡞単位数には⟬ධ࠸࡞ࡋ。

教科及び
教科の指
導法に関
する科目
にࡅ࠾る
」数の事
項をྜࢃ
内容ࡓࡏ
に係る科
目（」ྜ
科目）

教科及
び教科
の指導
法に関
する科
目

   

科目番号 授業科目名 単位数 備考
1 公認心理師の職責 80001 公認心理師の職責 2
21 人体の構造と機能及び疾病 80002 人体の構造と機能及び疾病 2
22 精神疾患とその治療 80003 精神疾患とその治療 2
23 関係行政論 80004 関係行政論 2
24 心理演習 80005 心理演習 2
25 心理実習 80006 心理実習 2

備考　本表の授業科目から修得した単位は，別表第２に定める卒業に必要な単位数には算入しない。

公認心理師法施行規則に定める科目名

別表第10-2に規定
する修得すべき単
位数を修得した学
生のみ履修可
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90176 数学科教育法Ａ 2
90177 数学科教育法Ｂ 2
90178 数学科授業◊✲Ⅰ 2
90179 数学科授業◊✲Ⅱ 2
90180 数学科教育演習 2
90183 ୰等理科教育法Ａ 2
90184 ୰等理科教育法Ｂ 2
90185 理科授業◊✲Ⅰ 2
90186 理科授業◊✲Ⅱ 2
90187 理科教育演習Ⅱ 2
90190 㡢ᴦ科教育法Ａ 2
90191 㡢ᴦ科教育法Ｂ 2
90192 㡢ᴦ科授業◊✲Ⅰ 2
90193 㡢ᴦ科授業◊✲Ⅱ 2
90194 㡢ᴦ科教育演習Ⅱ 2
90195 ୰等⨾⾡科教育法Ａ 2
90196 ୰等⨾⾡科教育法Ｂ 2
90232 ⨾⾡科授業◊✲ⅠＡ 1
90233 ⨾⾡科授業◊✲ⅠＢ 1
90234 ⨾⾡科授業◊✲ⅡＡ 1
90235 ⨾⾡科授業◊✲ⅡＢ 1
90199 ⨾⾡科教育演習 2
90236 保೺య育科教育法ＡⅠ 1
90237 保೺య育科教育法ＡⅡ 1
90238 保೺య育科教育法ＢⅠ 1
90239 保೺య育科教育法ＢⅡ 1
90240 保೺య育科授業◊✲Ⅰ 1
90241 保೺య育科授業◊✲Ⅱ 1
90242 保೺య育科授業◊✲Ϫ 1
90243 保೺య育科授業◊✲ϫ 1
90691 保೺య育科教育演習Ⅰ 1
90692 保೺య育科教育演習Ⅱ 1
90693 保೺య育科教育演習Ϫ 0.5
90694 保೺య育科教育演習ϫ 0.5
90695 保೺య育科教育演習Ϭ 0.5
90696 保೺య育科教育演習ϭ 0.5
90207 ୰等ᐙᗞ科教育法Ａ 2
90208 ୰等ᐙᗞ科教育法Ｂ 2
90209 ᐙᗞ科授業◊✲Ⅰ 2
90210 ᐙᗞ科授業◊✲Ⅱ 2
90211 ᐙᗞ科教育演習Ｂ 2
90212 学校教育学類
95212 学校教育学類以外
90213 学校教育学類
95213 学校教育学類以外
90214 学校教育学類
95214 学校教育学類以外
90215 学校教育学類
95215 学校教育学類以外
90216 ⱥㄒ科教育演習Ⅰ 2
90217 ⱥㄒ科教育演習Ⅱ 2
95230 ୰ᅜㄒ科教育法$ 2
95231 ୰ᅜㄒ科教育法% 2

ⱥㄒ科教育法$ 2

各教科の
指導法
（᝟ሗᶵ
ჾ及び教
ᮦのά⏝
を含
む。）
（୰学
校・㧗等
学校）

ⱥㄒ科授業◊✲Ⅱ 2

ⱥㄒ科教育法% 2

ⱥㄒ科授業◊✲Ⅰ 2

教科及
び教科
の指導
法に関
する科
目

90458 ᅜㄒ科教育ᐇ㊶◊✲Ⅰ 2
90459 ᅜㄒ科教育ᐇ㊶◊✲Ⅱ 2
90460 社会科教育ᐇ㊶◊✲Ⅰ 2
90461 社会科教育ᐇ㊶◊✲Ⅱ�$ 2
90462 社会科教育ᐇ㊶◊✲Ⅱ�% 2
90463 ⟬数科教育ᐇ㊶◊✲ 2
90464 数学科教育ᐇ㊶◊✲ 2
90465 理科教育ᐇ㊶◊✲Ⅰ 2
90466 理科教育ᐇ㊶◊✲Ⅱ 2
90467 㡢ᴦ科教育ᐇ㊶◊✲Ⅰ 2
90468 㡢ᴦ科教育ᐇ㊶◊✲Ⅱ 2
90469 ᅗ⏬ᕤస科教育ᐇ㊶◊✲ 2
90470 ⨾⾡科教育ᐇ㊶◊✲ 2
90697 య育科教育ᐇ㊶◊✲Ⅰ 1
90698 య育科教育ᐇ㊶◊✲Ⅱ 1
90699 保೺య育特殊講義Ⅰ 1
90700 保೺య育特殊講義Ⅱ 1
90701 保೺య育科教育ᐇ㊶◊✲Ⅰ 1
90702 保೺య育科教育ᐇ㊶◊✲Ⅱ 1
90471 ᐙᗞ科教育ᐇ㊶◊✲Ⅰ 2
90472 ᐙᗞ科教育ᐇ㊶◊✲Ⅱ 2
90475 ⱥㄒ科教育ᐇ㊶◊✲Ⅰ 2
90476 ⱥㄒ科教育ᐇ㊶◊✲Ⅱ 2

備考　
�　学校教育学類は別表第�と୍㒊㔜」する。

　別表第�（第��条関係）　኱学ࡀ⊂⮬にタᐃする科目　（␎）

　別表第9（第��条関係）　特別支援教育に関する科目　（␎）

�　ᮏ表の授業科目ࡽ࠿ಟᚓࡓࡋ単位は，学校教育学類以外の学類は別表第�にᐃࡵる
༞業に必要࡞単位数には⟬ධ࠸࡞ࡋ。

教科及び
教科の指
導法に関
する科目
にࡅ࠾る
」数の事
項をྜࢃ
内容ࡓࡏ
に係る科
目（」ྜ
科目）

教科及
び教科
の指導
法に関
する科
目

   

科目番号 授業科目名 単位数 備考
1 公認心理師の職責 80001 公認心理師の職責 2
21 人体の構造と機能及び疾病 80002 人体の構造と機能及び疾病 2
22 精神疾患とその治療 80003 精神疾患とその治療 2
23 関係行政論 80004 関係行政論 2
24 心理演習 80005 心理演習 2
25 心理実習 80006 心理実習 2

備考　本表の授業科目から修得した単位は，別表第２に定める卒業に必要な単位数には算入しない。

公認心理師法施行規則に定める科目名

別表第10-2に規定
する修得すべき単
位数を修得した学
生のみ履修可

別表 10-1（第 6条関係）　　公認心理師養成プログラム　単位配当表
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別表第10-2（第6条関係）
　公認心理師養成プログラム履修要件科目

授業科目名 備考
心理学概論Ａ 人文学類専門教育科目
心理学概論Ｂ 人文学類専門教育科目
臨床心理学概論Ａ 人文学類専門教育科目
臨床心理学概論Ｂ 人文学類専門教育科目
心理学研究法1Ａ 人文学類専門教育科目
心理学研究法1Ｂ 人文学類専門教育科目
心理学研究法2Ａ 人文学類専門教育科目
心理学研究法2Ｂ 人文学類専門教育科目
心理学統計法1Ａ 人文学類専門教育科目
心理学統計法1Ｂ 人文学類専門教育科目
心理学統計法2Ａ 人文学類専門教育科目
心理学統計法2Ｂ 人文学類専門教育科目
心理学実験1Ａ 人文学類専門教育科目
心理学実験1Ｂ 人文学類専門教育科目
知覚・認知心理学Ａ 人文学類専門教育科目
知覚・認知心理学Ｂ 人文学類専門教育科目
学習・言語心理学Ａ 人文学類専門教育科目
学習・言語心理学Ｂ 人文学類専門教育科目
感情・人格心理学Ａ 人文学類専門教育科目
感情・人格心理学Ｂ 人文学類専門教育科目
神経・生理心理学Ａ 人文学類専門教育科目
神経・生理心理学Ｂ 人文学類専門教育科目
社会・集団・家族心理学Ａ 人文学類専門教育科目
社会・集団・家族心理学Ｂ 人文学類専門教育科目

人文学類専門教育科目
学校教育学類専門教育科目

障害者・障害児心理学Ａ 人文学類専門教育科目
障害者・障害児心理学Ｂ 人文学類専門教育科目
心理的アセスメントＡ 人文学類専門教育科目
心理的アセスメントＢ 人文学類専門教育科目

心理学的支援法 2 人文学類専門教育科目

学校心理学（心理学的支援法） 2 学校教育学類専門教育科目

健康・医療心理学Ａ 人文学類専門教育科目
健康・医療心理学Ｂ 人文学類専門教育科目

福祉心理学 2 人文学類専門教育科目

保育学概論（家庭看護を含む）（福
祉心理学）

2 学校教育学類専門教育科目

教育・学校心理学 2 人文学類専門教育科目

教育相談論（教育・学校心理学） 2 学校教育学類専門教育科目

司法・犯罪心理学Ａ 人文学類専門教育科目
司法・犯罪心理学Ｂ 人文学類専門教育科目
産業・組織心理学Ａ 人文学類専門教育科目
産業・組織心理学Ｂ 人文学類専門教育科目

　備考　人文学類及び学校教育学類は別表第4と一部重複する。

1

15 心理学的支援法

1
1
1
1

修得すべき単位数 40

2単位
選択
必修

2単位
選択
必修

2単位
選択
必修

18 教育・学校心理学

17 福祉心理学

16 健康・医療心理学
1
1

1

1
1

単位数

1

1
1
1

5 心理学統計法

6 心理学実験

公認心理師法施行規則に定める科目名

2 心理学概論

3 臨床心理学概論

心理学研究法4

1

1
1

1

1
1

11 社会・集団・家族心理学
1
1

12 発達心理学 発達心理学 2

10 神経・生理心理学
1
1

9 感情・人格心理学

20 産業・組織心理学

1
1

7 知覚・認知心理学
1
1

8 学習・言語心理学
1
1

1
1

1
1

13 障害者・障害児心理学

14 心理的アセスメント

19 司法・犯罪心理学

- 150 -



人文学類細則 
 

第１章 総則 

（趣旨） 

第１条 この細則（以下「本細則」という。）は，金沢大学人間社会学域規程(以下「規程」という。)

に基づき， 人文学類（以下「本学類」という。）におけるプログラム，試験及び成績評価，卒業論文，

再入学，転学類，教育職員免許等に関し，必要な事項を定める。 

 

第２章 プログラム 

（プログラム，規程第５条関係） 

第２条 学生は，本学類に置かれるプログラムの一つを選択して履修しなければならない。 

２ 学生は，第１学年の後学期の所定の期日までに，志望するプログラムを選択し，学類長に届け出な

ければならない。 

３ 本学類に置かれるプログラムの適正上限数は以下のとおりとする。 

学域 
学類 

（一学年定員） 
プログラム 適正上限数 

人間社会学域 
人文学類 

(145) 

心理学 20 

現代社会・人間学 35 

考古学・文化資源学 30 

歴史学 46 

日本・中国言語文化学 32 

欧米言語文化学 34 

言語科学 15 

 

４ プログラムの志望者数が前項に定める適正上限数を超過したときは，第１学年前・後期のＧＰＡ

（算出方法等は金沢大学履修規程による。）により選考を行う。 

（選択プログラムの変更，規程第 27条関係） 

第３条 学生は，学類内の選択プログラムを変更しようとするときは，学類長に願い出なければなら

ない。願い出の時期は別に定める。 

２ 選択プログラムの変更の時期は，学期の始めとする。 

３ 変更先のプログラムは，出願者と同学年の適正上限数に余裕がある場合のみ，受け入れることが

できる。 

４ 選択プログラムの変更を許可された学生の修業年限は，原則として６学期とする。ただし，変更前

の単位修得状況によっては，短縮を認めることがある。 

（修得すべき単位数等，規程第６条・第７条関係） 

第４条 修得すべき単位数は，規程第６条第１項の規定による。 

２ 規程別表第２に定める単位修得要件の詳細は別表第１のとおりとする。 

３ 規程別表第５に定める授業科目群の開講時期及び修得すべき単位数は，選択するプログラムに応
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第５章 再入学，転学類 

（再入学） 

第 13 条 規程第 23 条第２項の規定により，本学類࡬再入学を志願する者の出願資᱁及び選考方法は

別に定めるとこࢁによる。 

  

（転学類） 

第 14 条 規程第 26 条第２項の規定により，本学類࡬転学類を志願する者の出願資᱁及び選考方法は

以下のとおりྲྀりᢅうࡶのとする。 

（１） 出願資᱁ ḟの要件をすべて‶たす者 

ձ 入学者選ᢤ試験（一⯡選ᢤ）により入学した者 

ղ 16単位以上を修得し，かつࡑの成績がＧＰＡ2.0以上の者 

（２） 選考方法 入学定員の 10㸣を超࠼る出願があった場合はＧＰＡ್により選考する。 

 

第６章 教育職員免許 

第 15条 規程第 38条及び第 39条の規定により，ඹ㏻教育科目，「教科（㡿域）に関するᑓ㛛ⓗ事項」，

「教育の基♏ⓗ理ゎに関する科目等」及び「ྛ教科（ಖ育内ᐜ）のᣦᑟ法」の履修方法等は，別に

定める。 

 

㝃 則 

本細則は，ᖹ成 20年４᭶１日から᪋行する。 

㝃 則 

本細則はᖹ成 21年 12᭶ 16日から᪋行し，ᖹ成 21年ᗘ入学者から適⏝する。 

ᖹ成 20年ᗘ入学者については，なおᚑ前の౛による。 

㝃 則 

１ 本細則はᖹ成 22年 4᭶ 1日から᪋行する。 

２ ᖹ成 22年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，なおᚑ前の౛による。ただし，別表第 2の必修科

目における「認▱科学ᴫ論」についてはᖹ成 22年 3᭶ 31日にᅾ学する者についてࡶ適⏝する。 

㝃 則 

１ 本細則はᖹ成 22年 4᭶ 21日から᪋行する。 

２ ᖹ成 22年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，なおᚑ前の౛による。ただし，別表第 2の日本語

学日本文学ᑓ㛛ศ㔝の選択必修科目における「₎文学史㹀」についてはᖹ成 22 年 3 ᭶ 31 日にᅾ

学する者についてࡶ適⏝する。 

㝃 則 

本細則はᖹ成 22年 12᭶ 15日から᪋行する。 

㝃 則 

本細則はᖹ成 23年 5᭶ 27日から᪋行し，ᖹ成 23年 5᭶ 1日から適⏝する。 

㝃 則 

 

 。て，別表第２のとおりとするࡌ

４ 選択必修科目の修得すべき単位数を超࠼た単位は，選択科目の単位として認定する。 

（履修Ⓩ㘓単位数の上限ゎ㝖） 

第５条 規程第㸶条第４項の規定により，履修Ⓩ㘓単位数の上限は，履修Ⓩ㘓する前の学期の㏻算の

ඹ㏻教育科目   及びᑓ㛛科目ＧＰＡが 2.7以上の場合にゎ㝖する。 

（௚学域・௚学類における授業科目の履修，規程第㸷条・第 10 条関係） 

第６条 規程第㸷条の規定により履修した௚学域・௚学類の授業科目については，24 単位まで，本学

類の選択科目の単位として認定する。 

 

第３章 試験及び成績評価 

（出ᖍすべき授業ᅇ数） 

第７条 規程第 16条第３項の規定により，単位の認定を受けるのに必要な授業出ᖍᅇ数は，ᐇ㝿に授

業を行ったᅇ数の３ศの２以上を原則とする。 

（ＧＰＡ್の฼⏝項目） 

第㸶条 規程第 20 条の規定により，本学類においてＧＰＡ್を฼⏝する項目は以下のとおりとする。 

（１）転学類に㝿しての選考における資ᩱ 

（２）選択するプログラムỴ定に㝿しての選考における資ᩱ 

（３）履修Ⓩ㘓単位数の上限をゎ㝖する㝿の資ᩱ 

 の௚，本学類が必要と認めたことࡑ（４）

（再履修，規程第 20条第２項関係） 

第㸷条 本学類における再履修については，୙可・ᨺᲠと評価されたᑓ㛛科目と同一科目をḟ学期以

㝆に再履修した場合は，ＧＰＡ算出の㝿にはศẕをࢺࣥ࢘࢝ࣝࣈࢲしないࡶのとする。なお，同一

科目とは別㏵ᣦ♧する時間๭にグ㍕のᯞ␒ྕをྵめた授業科目とする。 

 

 

 

第４章 卒業論文（規程第６条第４項関係） 

（卒業論文ᥦ出資᱁） 

第 10条 卒業論文をᥦ出するためには，選択プログラムにおいて５学期を超࠼て学修していなければ

ならない。また，卒業論文₇⩦Ａ，卒業論文₇⩦㹀，卒業論文₇⩦㹁，及び卒業論文₇⩦㹂のィ４

単位を修得ཪは修得ぢ㎸であること。ただし，第３条第４項ただし᭩きにより修業年限の短縮を認

められた者は，これを短縮することができる。 

（卒業論文ᥦ出期限） 

第 11条 卒業論文は，１᭶ 11日（ᙜ日がᅵ᭙日，日᭙日ཪは⚃日の場合は，ఇ日᫂けの日）༗後５時

までに，所定の場所࡬ᥦ出しなければならない。ただし，㸷᭶ᮎ卒業ண定者については，７᭶ 21日

（ᙜ日がᅵ᭙日，日᭙日ཪは⚃日の場合は，ఇ日᫂けの日）༗後５時までとする。 

（卒業論文の評価） 

第 12条 卒業論文の評価は，ᥦ出論文のᑂᰝ及びࡑの論文に関するཱྀ㏙試験により行う。 
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第５章 再入学，転学類 

（再入学） 

第 13 条 規程第 23 条第２項の規定により，本学類࡬再入学を志願する者の出願資᱁及び選考方法は

別に定めるとこࢁによる。 

  

（転学類） 

第 14 条 規程第 26 条第２項の規定により，本学類࡬転学類を志願する者の出願資᱁及び選考方法は

以下のとおりྲྀりᢅうࡶのとする。 

（１） 出願資᱁ ḟの要件をすべて‶たす者 

ձ 入学者選ᢤ試験（一⯡選ᢤ）により入学した者 

ղ 16単位以上を修得し，かつࡑの成績がＧＰＡ2.0以上の者 

（２） 選考方法 入学定員の 10㸣を超࠼る出願があった場合はＧＰＡ್により選考する。 

 

第６章 教育職員免許 

第 15条 規程第 38条及び第 39条の規定により，ඹ㏻教育科目，「教科（㡿域）に関するᑓ㛛ⓗ事項」，

「教育の基♏ⓗ理ゎに関する科目等」及び「ྛ教科（ಖ育内ᐜ）のᣦᑟ法」の履修方法等は，別に

定める。 

 

㝃 則 

本細則は，ᖹ成 20年４᭶１日から᪋行する。 

㝃 則 

本細則はᖹ成 21年 12᭶ 16日から᪋行し，ᖹ成 21年ᗘ入学者から適⏝する。 

ᖹ成 20年ᗘ入学者については，なおᚑ前の౛による。 

㝃 則 

１ 本細則はᖹ成 22年 4᭶ 1日から᪋行する。 

２ ᖹ成 22年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，なおᚑ前の౛による。ただし，別表第 2の必修科

目における「認▱科学ᴫ論」についてはᖹ成 22年 3᭶ 31日にᅾ学する者についてࡶ適⏝する。 

㝃 則 

１ 本細則はᖹ成 22年 4᭶ 21日から᪋行する。 

２ ᖹ成 22年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，なおᚑ前の౛による。ただし，別表第 2の日本語

学日本文学ᑓ㛛ศ㔝の選択必修科目における「₎文学史㹀」についてはᖹ成 22 年 3 ᭶ 31 日にᅾ

学する者についてࡶ適⏝する。 

㝃 則 

本細則はᖹ成 22年 12᭶ 15日から᪋行する。 

㝃 則 

本細則はᖹ成 23年 5᭶ 27日から᪋行し，ᖹ成 23年 5᭶ 1日から適⏝する。 

㝃 則 

 

 。て，別表第２のとおりとするࡌ

４ 選択必修科目の修得すべき単位数を超࠼た単位は，選択科目の単位として認定する。 

（履修Ⓩ㘓単位数の上限ゎ㝖） 

第５条 規程第㸶条第４項の規定により，履修Ⓩ㘓単位数の上限は，履修Ⓩ㘓する前の学期の㏻算の

ඹ㏻教育科目   及びᑓ㛛科目ＧＰＡが 2.7以上の場合にゎ㝖する。 

（௚学域・௚学類における授業科目の履修，規程第㸷条・第 10 条関係） 

第６条 規程第㸷条の規定により履修した௚学域・௚学類の授業科目については，24 単位まで，本学

類の選択科目の単位として認定する。 

 

第３章 試験及び成績評価 

（出ᖍすべき授業ᅇ数） 

第７条 規程第 16条第３項の規定により，単位の認定を受けるのに必要な授業出ᖍᅇ数は，ᐇ㝿に授

業を行ったᅇ数の３ศの２以上を原則とする。 

（ＧＰＡ್の฼⏝項目） 

第㸶条 規程第 20 条の規定により，本学類においてＧＰＡ್を฼⏝する項目は以下のとおりとする。 

（１）転学類に㝿しての選考における資ᩱ 

（２）選択するプログラムỴ定に㝿しての選考における資ᩱ 

（３）履修Ⓩ㘓単位数の上限をゎ㝖する㝿の資ᩱ 

 の௚，本学類が必要と認めたことࡑ（４）

（再履修，規程第 20条第２項関係） 

第㸷条 本学類における再履修については，୙可・ᨺᲠと評価されたᑓ㛛科目と同一科目をḟ学期以

㝆に再履修した場合は，ＧＰＡ算出の㝿にはศẕをࢺࣥ࢘࢝ࣝࣈࢲしないࡶのとする。なお，同一

科目とは別㏵ᣦ♧する時間๭にグ㍕のᯞ␒ྕをྵめた授業科目とする。 

 

 

 

第４章 卒業論文（規程第６条第４項関係） 

（卒業論文ᥦ出資᱁） 

第 10条 卒業論文をᥦ出するためには，選択プログラムにおいて５学期を超࠼て学修していなければ

ならない。また，卒業論文₇⩦Ａ，卒業論文₇⩦㹀，卒業論文₇⩦㹁，及び卒業論文₇⩦㹂のィ４

単位を修得ཪは修得ぢ㎸であること。ただし，第３条第４項ただし᭩きにより修業年限の短縮を認

められた者は，これを短縮することができる。 

（卒業論文ᥦ出期限） 

第 11条 卒業論文は，１᭶ 11日（ᙜ日がᅵ᭙日，日᭙日ཪは⚃日の場合は，ఇ日᫂けの日）༗後５時

までに，所定の場所࡬ᥦ出しなければならない。ただし，㸷᭶ᮎ卒業ண定者については，７᭶ 21日

（ᙜ日がᅵ᭙日，日᭙日ཪは⚃日の場合は，ఇ日᫂けの日）༗後５時までとする。 

（卒業論文の評価） 

第 12条 卒業論文の評価は，ᥦ出論文のᑂᰝ及びࡑの論文に関するཱྀ㏙試験により行う。 
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別表第１ 単位修得要件 
༊       ศ 修得すべき単位数及び条件 

ඹ 

㏻ 

教 

育 

科 

目 

ᑟ 入 科 目 

38単位 
以上 

大学・社会生ά論   1単位 

30単位 
以上 

ึ学者࣑ࢮϨ     1単位 
 基♏ 1単位ࢫ࢚ࣥ࢖ࢧࢱ࣮ࢹ
ᆅ域ᴫ論       1単位 

Ｇ 㹑 科 目 （ 5 群 ） 
ྛ群から 3 単位  ィ 15 単位 
（Ｇ㹑科目３Ａ プࣞࢺ࣮࣋࢕ࢹ・ࣥࢮ論（ึ学
者࣑ࢮϩ）は必修） 

Ｇ 㹑 言 語 科 目 TOEIC‽ഛࢫ࣮ࢥ 4単位，EAPࢫ࣮ࢥ 4単位 
⮬  ⏤  履  修  科  目 ͤ 1 3単位以上 
基 ♏ 科 目  
ึ ⩦ 言 語 科 目 1言語 8単位以上 

ᑓ 

㛛 

教 

育 

科 

目 

学 域 Ｇ 㹑 科 目 

86単位 
以上 

2単位 
学 域 Ｇ 㹑 言 語 科 目 2科目 2単位 

ᑓ 㛛 基 ♏ 科 目 
（ 人 文 学 基 ┙ 科 目 ） 

「人文学ᗎㄝ A・B・C・D」4 単位をྵࡴ 16単位以上を必ࡎ履修
すること。 

ᑓ 㛛 科 目 

「卒業論文₇⩦Ａ」1単位，「卒業論文₇⩦㹀」1単位，「卒業論文
₇⩦ C」1単位，「卒業論文₇⩦ D」1単位，「卒業論文」6単位を
必ࡎ履修すること。また，これら 10単位にຍ࠼て，ྛプログラム
でᣦ定するᑓ㛛科目 56単位以上の履修が必要。ͤ2 

卒業に必要な単位数 124単位以上 
ͤ1ඹ㏻教育科目における⮬⏤履修科目は，Ｇ㹑科目，基♏科目およびึ⩦言語科目の᭱ప修得要件を超࠼て修得

した科目，୪びにࡑの௚のඹ㏻教育科目（ᑟ入科目及びＧ㹑言語科目を㝖ࡃ）をᣦします。 
ͤ2教職免許をྲྀ得するために必要な「教育の基♏ⓗ理ゎに関する科目等」ࡸ「ྛ教科のᣦᑟ法」の単位は，卒業

要件にྵまれまࢇࡏので，༑ศにὀពして下さい。 

１ 本細則はᖹ成 24年 4᭶ 1日から᪋行し，ᖹ成 24年ᗘ入学者から適⏝する。 

２ ᖹ成 24年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，なおᚑ前の౛による。 

㝃 則 

１ 本細則はᖹ成 25年 4᭶ 1日から᪋行し，ᖹ成 25年ᗘ入学者から適⏝する。 

２ ᖹ成 25年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，なおᚑ前の౛による。 

㝃 則 

１ 本細則はᖹ成 26年 4᭶ 1日から᪋行し，ᖹ成 26年ᗘ入学者から適⏝する。 

２ ᖹ成 26年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，なおᚑ前の౛による。 

㝃 則 

１ 本細則はᖹ成 27年 4᭶ 1日から᪋行し，ᖹ成 27年ᗘ入学者から適⏝する。 

２ ᖹ成 27年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，なおᚑ前の౛による。 

㝃 則 

１ 本細則はᖹ成 28年 4᭶ 1日から᪋行し，ᖹ成 28年ᗘ入学者から適⏝する。 

２ ᖹ成 28年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，なおᚑ前の౛による。 

㝃 則 

１ 本細則はᖹ成 30年 4᭶ 1日から᪋行し，ᖹ成 30年ᗘ入学者から適⏝する。 

２ ᖹ成 30年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，ᚑ前の౛による。 

㝃 則 

１ 本細則はᖹ成 31年 4᭶ 1日から᪋行し，ᖹ成 31年ᗘ入学者から適⏝する。 

２ ᖹ成 31年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，ᚑ前の౛による。 

 

  㝃 則 

１ 本細則は௧࿴ 2年 4᭶ 1日から᪋行し，௧࿴ 2年ᗘ入学者から適⏝する。 

２ ௧࿴ 2年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，ᚑ前の౛による。 
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別表第１ 単位修得要件 
༊       ศ 修得すべき単位数及び条件 

ඹ 

㏻ 

教 

育 

科 

目 

ᑟ 入 科 目 

38単位 
以上 

大学・社会生ά論   1単位 

30単位 
以上 

ึ学者࣑ࢮϨ     1単位 
 基♏ 1単位ࢫ࢚ࣥ࢖ࢧࢱ࣮ࢹ
ᆅ域ᴫ論       1単位 

Ｇ 㹑 科 目 （ 5 群 ） 
ྛ群から 3 単位  ィ 15 単位 
（Ｇ㹑科目３Ａ プࣞࢺ࣮࣋࢕ࢹ・ࣥࢮ論（ึ学
者࣑ࢮϩ）は必修） 

Ｇ 㹑 言 語 科 目 TOEIC‽ഛࢫ࣮ࢥ 4単位，EAPࢫ࣮ࢥ 4単位 
⮬  ⏤  履  修  科  目 ͤ 1 3単位以上 
基 ♏ 科 目  
ึ ⩦ 言 語 科 目 1言語 8単位以上 

ᑓ 

㛛 

教 

育 

科 

目 

学 域 Ｇ 㹑 科 目 

86単位 
以上 

2単位 
学 域 Ｇ 㹑 言 語 科 目 2科目 2単位 

ᑓ 㛛 基 ♏ 科 目 
（ 人 文 学 基 ┙ 科 目 ） 

「人文学ᗎㄝ A・B・C・D」4 単位をྵࡴ 16単位以上を必ࡎ履修
すること。 

ᑓ 㛛 科 目 

「卒業論文₇⩦Ａ」1単位，「卒業論文₇⩦㹀」1単位，「卒業論文
₇⩦ C」1単位，「卒業論文₇⩦ D」1単位，「卒業論文」6単位を
必ࡎ履修すること。また，これら 10単位にຍ࠼て，ྛプログラム
でᣦ定するᑓ㛛科目 56単位以上の履修が必要。ͤ2 

卒業に必要な単位数 124単位以上 
ͤ1ඹ㏻教育科目における⮬⏤履修科目は，Ｇ㹑科目，基♏科目およびึ⩦言語科目の᭱ప修得要件を超࠼て修得

した科目，୪びにࡑの௚のඹ㏻教育科目（ᑟ入科目及びＧ㹑言語科目を㝖ࡃ）をᣦします。 
ͤ2教職免許をྲྀ得するために必要な「教育の基♏ⓗ理ゎに関する科目等」ࡸ「ྛ教科のᣦᑟ法」の単位は，卒業

要件にྵまれまࢇࡏので，༑ศにὀពして下さい。 

１ 本細則はᖹ成 24年 4᭶ 1日から᪋行し，ᖹ成 24年ᗘ入学者から適⏝する。 

２ ᖹ成 24年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，なおᚑ前の౛による。 

㝃 則 

１ 本細則はᖹ成 25年 4᭶ 1日から᪋行し，ᖹ成 25年ᗘ入学者から適⏝する。 

２ ᖹ成 25年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，なおᚑ前の౛による。 

㝃 則 

１ 本細則はᖹ成 26年 4᭶ 1日から᪋行し，ᖹ成 26年ᗘ入学者から適⏝する。 

２ ᖹ成 26年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，なおᚑ前の౛による。 

㝃 則 

１ 本細則はᖹ成 27年 4᭶ 1日から᪋行し，ᖹ成 27年ᗘ入学者から適⏝する。 

２ ᖹ成 27年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，なおᚑ前の౛による。 

㝃 則 

１ 本細則はᖹ成 28年 4᭶ 1日から᪋行し，ᖹ成 28年ᗘ入学者から適⏝する。 

２ ᖹ成 28年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，なおᚑ前の౛による。 

㝃 則 

１ 本細則はᖹ成 30年 4᭶ 1日から᪋行し，ᖹ成 30年ᗘ入学者から適⏝する。 

２ ᖹ成 30年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，ᚑ前の౛による。 

㝃 則 

１ 本細則はᖹ成 31年 4᭶ 1日から᪋行し，ᖹ成 31年ᗘ入学者から適⏝する。 

２ ᖹ成 31年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，ᚑ前の౛による。 

 

  㝃 則 

１ 本細則は௧࿴ 2年 4᭶ 1日から᪋行し，௧࿴ 2年ᗘ入学者から適⏝する。 

２ ௧࿴ 2年 3᭶ 31日にᅾ学する者については，ᚑ前の౛による。 
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